






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『元・世界１位のサブキャラ育成日記　～廃プレイヤー、異世界を攻略中！～』（著：沢村　治太郎）のお試し版が収録されています。
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〝サトゥーです。勲章というと戦争で活躍した軍人が授与されるのを思い浮かべます。日本にいた頃ころは身近に貰もらった人がいなかったせいか、どこかフィクションの世界の小道具という感じがします。〟






「サトゥー・ペンドラゴン士爵の勇猛なる功績に対し、シガ王国蒼そう翼よく剣けん勲章を与える」

「謹んで拝領いたします」

　異様に広く荘厳な謁見の間で、オレ達は「階層の主フロア・マスター」討伐の功績に対する勲章を受け取っていた。

　もっとも、玉座に腰掛けた国王は最初にお褒めの言葉を一言述べただけで、それ以外は軍務大臣に返り咲いたケルテン侯爵が長々と祝辞や訓示を述べた後、「階層の主」を討伐した二集団の代表であるオレと「紅の貴公子」ジェリル氏のそれぞれに重そうな勲章を胸に着けてくれた。

「そして、『赤竜の咆ほう哮こう』率いる英傑達および『ペンドラゴン』の者達には、その功績に応じ、シガ王国紅翼剣勲章もしくはシガ王国赤剣勲章を授与するものとする」

　ケルテン侯爵がそう告げると、国王の役目が終わったらしく、進行役が独特の抑揚で「国王陛下、退出」と宣言した。

　オレ達はもう一度平ひれ伏ふし、国王が退出するのを待つ。

　国王の後ろに並んでいた幾人もの王妃達や王子王女達も、その後に続いて退出する。

　王女達の多くは美男子で有名なジェリル氏を、王子達は「階層の主」を倒したミスリルの探索者達を見に来たようだ。皆着飾っていて興味深そうにしていたが、一人だけ我関せずという態度を隠そうともしない王女がいた。

　頭には王女の身分を示す瀟しよう洒しやなティアラが乗せられ、きっちりと結い上げた橙だいだい色いろに近い金髪には、落ち着いた感じの銀とダイヤの髪飾りが揺れ、彼女の特徴である銀縁のメガネに当たって、シャラシャラと涼やかな音を奏でている。

　ボディーラインは年頃の王女達の中では一番スレンダーで、ここにいる未婚の王女達の中で一番年上だ。

　ＡＲ表示される彼女の名前はシスティーナ。シガ国王の六番目の娘で、二一歳。レベルは一七でスキルには「礼儀作法」「算術」「錬成」「術理魔法」「召喚魔法」の五つがある。なかなか多才だ。

　称号にある「禁書庫の主あるじ」で、「変わり者」という噂うわさを耳にしていた王女だと分かった。レッセウ伯爵の嫡子との婚約が白紙に戻されたばかりという噂もサロンで聞いた事があったかな？

　王族の最後を歩く彼女に続いて、王家の護衛を務めるシガ八剣のジュレバーグ氏と近この衛え騎士の一部が退出したところで、謁見の間に扉が閉まる音が響く。

　残りのシガ八剣や大勢の騎士達、それに宮廷魔術師らしき二〇人ほどのローブ姿の魔法使い達は退出しないらしい。

　もちろん、シガ八剣の並ぶ列の中に、ビスタール公爵邸襲撃事件に参加したゴウエン氏の姿はない。妻子を人質に取られ、公爵への反逆を強制されたゴウエン氏は、王城敷地内にあるレベルの高い貴人を投獄する為の特殊な離宮に幽閉中のはずだ。

「これよりシガ王国紅翼剣勲章の授与を行う」

　ケルテン侯爵が丸っこい体形に似つかわしくない野太い威厳のある声で宣言する。

　シガ王国紅翼剣勲章を受け取るのは、ジェリル氏の「赤竜の咆哮」と一緒に戦った各パーティーのリーダー達と中核メンバーを合わせた一〇名とオレ達チーム「ペンドラゴン」の仲間達七名全員だ。

　いかつい探索者達も権威には弱いのか、それとも荘厳な謁見の間の雰囲気に飲まれたのか、待合室での威勢を忘れたかのように、その横顔は緊張でこわばっていた。

　そんな彼らの勲章授与が終わり、仲間達の番が回ってきた。

「『ペンドラゴン』、『黒くろ槍やり』のリザ」

「はい」

　凜りんとした顔で礼服姿のリザが立ち上がる。

　謁見の間の左右に配された聖騎士と近衛騎士、合計六〇〇人の間からどよめきが起こった。

「あれが『黒槍』のリザ？」

「女だったのか？」

「まだ少女じゃないか！」

「あんな華きや奢しやな亜人娘に……」

　リザがシガ八剣筆頭の「不倒」のジュレバーグ氏に勝利したという話を聞いていた者達が、彼女の若さや性別や種族を目の当たりにして驚いているようだ。

　リザがキビキビとした動きで歩を進める。

　首もとや手の甲から腕に生える朱色の鱗うろこは礼服の襟や袖そでに隠れているが、誇らしげに揺れる尻しつ尾ぽは謁見の間に差し込む陽光を反射してキラキラと輝きを放っている。まるで彼女の内面を表しているかのようだ。

　彼女のトレードマークである魔ま槍そうドウマは、国王が臨席する謁見の間に持ち込むわけにもいかず、今は彼女の手元にない。

　外からは分かりにくいが、彼女の足運びから緊張しているのが伝わってくる。

「貴公の武勲、見事であった」

「恐縮です」

　軍服風のリザのドレスは、勲章が付けやすいように丈の短いジャケットがセットになっているので、そこに勲章が取り付けられた。

　ケルテン侯爵が何度か「静粛に！」と繰り返して、ようやく謁見の間に静寂が戻った。

　コホンッと咳せき払ばらいをしたケルテン侯爵が授与式の続きに戻る。

「『ペンドラゴン』、『爆炎姫』アリサ」

「はい！」

　弾んだ言葉で答えたアリサが優雅に歩き出す。

　忌み色と言われる薄い紫色の髪は、金髪のカツラに隠れて見えない。

　ちなみに「爆炎姫」という二つ名は、待合室で彼女自身が付けたモノだ。

　彼女の幼さに驚いた者も多かったが、リザの時ほどの驚きはない。

　アリサのドレスに勲章を付けると生地がたわんでしまうので、勲章が付けやすいアタッチメント付きのケープを羽織っている。これは他ほかの子達も同様だ。

「『ペンドラゴン』、ボルエナンの森のミサナリーア」

「ん」

　トテトテといつも通りの歩調でミーアが歩くと、ツインテールに結った淡い青緑色の髪がリズミカルに揺れてフードを後ろに倒し、エルフの特徴である少し尖とがった耳が覗のぞく。

　勲章自体には興味がないようだったが、仲間達とお揃そろいというポイントが琴線に触れて、叙勲式に参加する気になったようだ。

「ボルエナンの森って、エルフの賢者トラザユーヤ様の出身地じゃ？」

「じゃあ、あの小ちっさい子はエルフなのか？」

「あれがエルフか。初めて見た」

　そんなミーアを見て、騎士達の間からそんなひそひそ声が聞こえてきた。

　王都に定住するエルフがいないので珍しいのだろう。

「『ペンドラゴン』、『盾姫』ナナ」

「肯定」

　金髪巨乳美女のナナが立ち上がる。

　いつも無表情なので分かりにくいが、さっきの硬い声からしてけっこう緊張しているようだ。

　それも仕方ないだろう。高校生くらいの外見とはいえ、魔法的な人造生命体ホムンクルスである彼女は、まだゼロ歳児なのだから。

「『ペンドラゴン』、『猫忍者』タマ」

「あい」

　ぴょこんと立ち上がったのは白しろ髪かみショートで猫耳猫尻尾の幼女タマだ。

　後ろからリザに「返事は『はい』です」と注意されて、「はい」と言い直していた。

　いつもマイペースなタマにしては珍しく緊張しているようで、右手と右足が同時に出ている。

　彼女の猫忍者という二つ名は待合室でアリサがアイデアを出して、タマに採用されたものだ。

「『ペンドラゴン』、『犬侍』ポチ」

「は、はいなのです！」

　緊張しすぎて大声で立ち上がったのは、茶色の髪をボブカットにした犬耳犬尻尾の幼女ポチだ。

　タマよりもカチコチで、同じ側の手足が出ている上に、目がぐるぐるしそうな感じになっている。

　それでも、なんとか途中でパニックを起こす事なく無事に勲章を受け取る事ができた。元の場所に戻ってきてほっと一息吐つくポチを、タマとリザが慈愛に満ちた目で褒めてあげている。

　そして最後は──。

「『ペンドラゴン』、『メイド王』ルル」

「は、はい！」

　和風美少女のルルが立ち上がると、彼女の長い黒髪を愛いとおしむように光が流れる。

　今日は何時間も前から入念にスキンケアやメイクを施しているので、普段でも傾けい城せい級の美び貌ぼうが、星や銀河どころか概念すら傾けそうな勢いだ。

　緊張して表情が硬くなければ、どれほどの美しさになるのか想像もつかない。

「続いて、シガ王国赤剣勲章の授与を行う」

　ここから先はオレ達には関係ないので、ジェリル氏達と一緒に戦ったミスリルの探索者達の勲章授与を気楽に見守る。

　全部で二〇人ほどが赤剣勲章を受け取っていた。

　それでもジェリル氏が「階層の主」討伐に挑んで生き残ったメンバーの半分ほどだ。残りのメンバーは補助的な役割だったので勲章や授爵の対象にはならなかったようだ。

　最後にケルテン侯爵から、叙爵の儀式は年明け、授爵予定の者は家名を考えておくようにと言われて、勲章授与式が終わった。

　この後、別室で昼食を食べた後、昼二刻──地球の感覚だと三時半くらいから、オレ達を主賓にした舞踏会が開かれる予定だ。





◆






　オレ達が案内された五〇〇人くらいが入れそうな食堂で饗きようされた昼食は、なかなか本格的なコース料理だった。

「桜さくら鮭じやけの王国風ムニエルでございます」

　執事っぽい格好の人が、オレ達の前に上品な盛り付けがされた皿を置いて、そう説明を付けてくれる。

　桜鮭はこの季節の王都でよく食べられる旬しゆんの魚で、出世や成功を呼ぶ縁起物として王都の貴族や民衆に愛されている。

「ポチちゃん、いきなりフォークで刺しちゃダメ。タマちゃんも、ちゃんとナイフを使って」

「このくらいなら一口で食べれるのですよ？」

「ナイフなくてもだいじょび～？」

「だから、大丈夫とかそういうんじゃないんだってば！」

　ポチとタマにマナーを教えるルルとアリサが大変そうだ。

　いつもは仲間内でしか食事をしないから、二人にはちゃんとしたテーブルマナーを教えていなかったんだよね。

　ポチやタマに家庭教師を付けてあげた方がいいかもしれない。

「ナナ、いくつも食器があるのはなぜでしょう？」

「それは料理ごとの最適な食器だと告げます」

「最適、ですか？　貴族の食卓というのは難しいのですね」

　リザが小声でナナに質問している。

　家庭教師を呼ぶ時はリザも同席させてあげよう。

　それを横目に、オレの横でムニエルを見て険しい表情をするミーアに声を掛ける。

　添えられていたキノコの姿は既にない。

「ミーアも食べてごらん」

「魚嫌い」

「骨も取ってあるし、騙だまされたと思って食べてみなよ」

「むむぅ」

　ミーアが眉まゆを寄せてムニエルを睨にらみつける。

　フォークを咥くわえて唸うなるのはマナー違反だが、可愛かわいいので指摘しにくい。

「ミーア、フォーク」

「ん」

　少しだけ鑑賞してからミーアに注意しておいた。

　まあ、給仕してくれている人達も何も言わないし、何よりオレ達の隣のテーブルでガヤガヤと食事をする探索者がワイルドなので、特に目立っていない。

「美う味まいけど皿に載ってる料理が少ないぜ」

「まったくだ、俺ぁ、魚よりガッツリした肉が喰くいたいぜ」

「酒もコップにちょびっとワインじゃなく、ジョッキになみなみとエールを注いでほしいな」

　筋骨隆々な探索者が「肉」と口にした瞬間、獣娘達の瞳ひとみにキュピィイインと光が走ったが、自分も肉の方が好きと言い出す前に、先手を打って「次の皿は肉だよ」と言って未然に防いでおいた。

「自由ね」

「そうだね」

　フリーダムな探索者について口にしたアリサに同意する。

　ここの給仕達は教育が行き届いているのか、探索者達のフリーダムな態度や言動に厭いやな顔や呆あきれた顔を覗かせる事なく涼やかに仕事をしている。

　コースの肉料理を饗する際に、大盛りにしたり、「お代わりは自由でございます」と囁ささやいたりと、ゲストをもてなす心遣いに溢あふれていた。

　ちなみに隣のテーブルに同席していたジェリル氏達貴族出身の探索者は、素知らぬ顔で料理を楽しんでいた。

　オレも料理を楽しもう。

　王宮で饗される食事だけあって、単純に美味いだけじゃなく、目でも楽しめるようになっていた。飾り切りや盛り付けが薔ば薇らになっているような皿を始め、見た目から味を期待させてくれるような工夫が随所に鏤ちりばめられている。

「──美味い」

　咀そ嚼しやくするたびに味が広がっていく。飲み込むのがもったいなく感じる料理は初めてだ。

　さすがは宮廷料理人だね。

「これは下ごしらえが……違う、鮮度や熟成を……」

　ルルが料理を食べながら小声で呟つぶやいているのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　宮廷料理人の味や技法を盗もうとしているのだろう。ルルは研究熱心だ。

　でも、確かに、この味を自分達でも作れたら楽しそうだ。

　オレはルルをまねて料理の解析を意識して咀嚼する。最大まで上げた調理スキルと今までの経験が、一つ一つの料理が恐ろしいほど手間が掛けられている事を教えてくれた。

　でも、それと同時に必要な調味料や料理法がある程度想像できたので、後でルルと一緒に再現してみようと思う。
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「ふぅ、美お味いしかった」

　大満足な昼食を終えたオレ達はサロンで食後の休息を取っていた。

　ここは食堂を弧状に取り巻く半ドーナツ状のサロンで、収容人数も食堂と同じくらいのようだ。

「満足ぅ～？」

「でりんじゃらすだったのです」

　最近知ったが、ポチの言う「でりんじゃらす」は「デリシャス」の言い間違いではなく、「ヤバイほど美味しい」といった意味の造語らしい。

「ええ、特に肉料理が美味でした」

　リザが満足そうな吐息を漏らし、「もう少し歯ごたえがあれば完かん璧ぺきだったのですが」なんて口にしていた。

　さすがにリザが喜ぶ歯ごたえだと、他の人が食べられない気がする。

「この後の舞踏会が終わったら、あとは年明けの叙爵式ね」

　アリサが次の予定を呟いた後、オレの方を向く。

「そういえば王都にはどのくらいいるの？」

「うん？　一月の半ばにあるオークションが終わる頃ころまでかな？」

　国王に献上した「階層の主」の戦利品がオークションで売却され、その落札額を元に計算した報奨金が、オークション後に国王から授与される予定だ。

「それまでは皆みんなの休養をメインに、王都やその周辺の観光をして過ごそう」

　その後は一度迷宮都市に戻ってから、皆と一緒に世界中を旅しようと思っている。

「なら、割と長めのスパンで色々できそうね。皆は何がしたい？」

　アリサの問いかけに皆が口々にしたい事を挙げる。

　オレはそれをメニューのメモ帳に書き込んで、今後の王都観光計画に役立てる事にした。

「けっこういっぱい出たわね。一ヶ月で足りるかしら？」

「それなら滞在期間を延長すればいいさ」

　別に急ぐ用事もないしね。




「舞踏会まで、だいぶ時間があるわね。何してよっか？」

　アリサがそう言って仲間達を見回す。

「家名を決定するのはどうかと提案します」

「家名？」

「そういえば、授爵するまでに家名を付けろと言われていましたね」

　腕を組んだリザが神妙な顔で頷うなずく。

「皆でオレの家名を使えばいいんじゃないか？」

　家族みたいなものなんだし。

「そ、そりはプロポーズ?!」

　ギャグ漫画みたいな驚きの顔をしたアリサが、ずだんっと立ち上がる。

　その勢いに釣られて、タマとポチも立ち上がった。

「ぷろぽず～？」

「プロロポリスなのです！」

　伝言ゲームの結果、蜂はちヤニのギリシャ名みたいな単語になっている。

「ご主人様──」

　頰ほおを桜色に染めたルルが、潤んだ瞳でオレを見る。

　思わずほだされて「結婚しよう」と口にしそうな破壊力だ。

　この瞳を曇らせるのは本意じゃないけど、このまま放置するとミーアやナナまで参戦してきそうな雰囲気だったので、「違う」と短く言って、最初に勘違いしたアリサに軽くデコピンして訂正した。

「家族みたいなものだから、一緒の家名でいいかと思っただけだよ」

「なんだあ～」

「そ、そうだったんですね……」

　アリサとルルががっくりと肩を落として落胆する。

　それとは対照的にポチとタマは目をキラキラと輝かせていた。「家族」という単語が琴線に触れたのだろう。

「なら、『ペンドラゴン』はなしね」

　気を取り直したアリサが宣言する。

「一緒がいい～？」

「そうなのです。お揃そろいがいいとポチも思うのですよ？」

「聞きなさい」

　抗議するタマとポチを、アリサがガバッと抱き寄せて声を潜める。

「最初っからよりも、結婚した時に『ペンドラゴン』姓に変わった方がありがたみがあるでしょ？」

「ん、一理」

「素晴らしい提案だと同意します」

「わ、私もそれがいいと思う！」

　アリサの言葉に、ミーア、ナナ、ルルの三人が小さな声で同意する。

「にゅ～？」

「よく分からないのです」

「きっと人族の慣習なのでしょう」

　首を傾かしげるタマとポチをリザが諭す。

「それで、皆どんな家名を付けるんだ？　アリサは昔の家名？」

「うーん、わたしとルルは『強制ギアス』で奴隷の身分から離れられないし──」

　アリサとルルはクボォーク王国が隣国に滅ぼされた時に、宮廷魔術師から「強制」のギフトで「死ぬまで奴隷として生きろ」という命令を植え付けられている。

　今のところ、このギアスを解除するには、「強制」のギフトを持つ者による解除か上書き、ウリオン中央神殿に伝わる門外不出の「神授の秘宝アーテイフアクト」を用いるか、高位の聖職者による祈願魔法を使った命令の消去のいずれかしかない。

　仲間達のレベルアップという迷宮都市での目的も達成できた事だし、次の目標は二人のギアスを解く事にシフトしても良さそうだ。

「──今回の授爵は辞退するから、家名はなくていいわ」

「それなら大丈夫だよ」

　すでに手は打ってあるのだ。

「ほへ？」

「ニナさん経由で宰相閣下から許可を貰もらってある。奴隷契約の解除や都市核シテイ・コアを介した『授爵の儀式』は後日になるけど、ちゃんと貴族としての権利が与えられる事になっているんだ」

　色々と条件を付けられるかと思ったのだが、ムーノ男爵領執政官の「鉄血」ニナ女史が辣らつ腕わんを振るってくれたお陰で、特別な制約なしにそんな特殊な事が叶かなった。

「さすがはマスターだと称賛します」

「ん、偉い」

「ぐれいと～？」

「すごく凄いのです！」

「良かったですね、アリサ、ルル」

「うん、ありがとう、ご主人様」

「ご主人様、ありがとうございます」

　これだけ喜んでもらえると手を回しておいた甲か斐いがあるというものだ。

　授爵イコール奴隷契約解除という事に気付いた獣娘達が、「奴隷のままがいい」と主張する一幕もあったが、「チーム『ペンドラゴン』は解散しないんだし、今までと一緒だよ」と言ったら素直に納得してくれた。

「それで家名の話に戻るけど、どんなのがいい？」

「そうね──さすがに滅んだ王家の家名クボオークはまずいし、前世の家名タチバナも他ほかにあるみたいだし、迷うわ」

　前にオレの家名を決める時に、ニナ女史がタチバナ士爵は他に存在すると言っていた。

　そう言えば、あの時に皆が色々な家名を挙げていたっけ。

　確か──。

「ルルはワタリって言ってたけど、お祖じ父いさんの姓だったっけ？」

「いえ、曽そう祖そ父ふの姓です」

　遠い遠い国の出身──たぶん、元日本人か、その子孫だったのだろう。

「ルル・ワタリでいいんじゃない？」

「そうね──ご主人様、変じゃないですか？」

　アリサに言われたルルが少し思案した後に、オレに尋ねてきた。

「別に変じゃないよ」

「なら、家名はワタリにします」

　ルルが尋ねるニュアンスが「変ですよね？」じゃなく「変だったら言ってください」だったので問題ないと返事をした。

「ナナはナガサキって言っていたっけ？」

「前マスターの姓だと告げます」

　ナナの前マスターである「不死の王ノーライフキング」ゼンは、元日本人の転生者だ。

「前マスターから今のマスターに嫁に行く感じが出てていいわね」

「その提案は称賛に値すると告げます！」

　アリサの何気ない言葉が琴線に触れたのか、ナナが無表情のままグリンッと首を振り向けてアリサを驚かせていた。

「マスター、家名をナガサキにする許可を求めます」

「許可する」

　嫁云うん々ぬんはスルーして、家名を許可する。

「リザはキシュレシガルザだっけ？」

「はい、私の氏族の名前です」

「なら、これからはリザ・キシュレシガルザって名乗るかい？」

「それいいわね！　リザさんが有名になったら、離散した氏族の人達が集まってくるかも！」

　リザより先にアリサがそんな事を言い出した。

「そうですね」

　リザが色々な想おもいを込めた言葉を呟いて頷いた。

「ご主人様、私がリザ・キシュレシガルザと名乗って良いでしょうか？」

「ああ、もちろんだとも」

　躊躇ためらいがちに問うリザに即答する。

「タマとポチは何にする？」

「むむむぅ～？」

「難問なのです」

　タマとポチが眉まゆをくるりと捻ひねりそうな顔で悩む。

「いっそ、リザさんと同じ家名にしてキシュレシガルザ三姉妹を名乗るとか？」

　なんとなく、色違いのレオタードで夜の街をパッションしそうなイメージがある。

「一緒～」

「ポチも一緒がいいのです！」

「なら、タマ・キシュレシガルザとポチ・キシュレシガルザで決まりね！」

　サクサクと決まる。

「アリサは～？」

「どんな家名なのです？」

「う～ん、タチバナの姓には愛着あるけど、他にタチバナ家があるならまずそうだし──」

　タマとポチの問いにアリサが頭を悩ませる。

「ルルと同じ家名にしないのですか？」

　リザが不思議そうに聞いた。

「それもそうね。アリサ・ワタリ──悪くないわ。いいかしら、ルルお姉様？」

「うん、私はアリサと一緒だと嬉うれしい」

「ワタリ姉妹ね」

　アリサとルルが微ほほ笑えみ合う。

　──あれ？

　さっきからミーアが話に入ってこないと思ったら、一人で中庭に面したバルコニーから外を見ている。

　ミーアにはボルエナン姓があるから、新しい家名は不要とはいえ、他の子達の家名選びの話題に入ってこないのは彼女らしくない。

「どうかしたのかい？」

「サトゥー」

　近くまで行くとミーアが振り返る。

「呼んでる」

　ミーアが見ていたのは、中庭の向こうに見える桜の大樹「王桜」だ。

「王桜の根元に行きたいのかい？」

「ん」

　ミーアの顔がいつになく真剣だ。

「アリサ、悪いけど係の人が呼びに来たら『遠話テレフオン』で連絡を頼む」

「おっけー。ご主人様の添い寝の番一回で手を打つわ」

「……分かった」

　苦渋の顔で承諾するミーアに、アリサは「やーね、冗談だってば」と言って苦笑していた。

　ついてきたそうなポチ達を置いて、オレはミーアを連れて王桜の根元に向かった。王城の敷地内を大人数でうろうろしたら怒られそうだしね。
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「思ったよりも人が少ない──」

　ミーアをお姫様だっこしたまま、隠おん形ぎよう系のスキルで隠れながら王桜の根元に向かって移動する。

　途中に王桜を守る為ためのフェンスや結界が張られていたが、特に障害にはならない。

　オレ達は誰だれにも見つかる事なく王桜の根元に辿たどり着ついた。

「あそこ」

　祭壇のようなモノが設しつらえられた場所をミーアが指定した。

　──あれは。

　祭壇の陰に儚はかなげな容姿の少女がいた。

　桜の幹に身を委ゆだね、ピンクブロンドが風に揺れる様は、なかなか幻想的な感じだ。

　きっと、この子がミーアを呼んだ桜の精だろう。

　そう思い込んでしまった為、オレは迂う闊かつにもＡＲ表示で確認もせずに、その少女の前に姿を現してしまった。

「こんにちは」

「な、──何者です！」

　少女は先程までの儚げな姿から一転して、烈火の勢いでオレ達を誰すい何かしてきた。

「『桜守り』の許可なく『聖せい桜おう樹じゆ』に近付くのは禁止されております」

　王桜の正式名は聖桜樹と言うらしい。

　少女は険しい表情のまま慇いん懃ぎんに言葉を続ける。

「いずこの御お家いえの方かは存じませんが、速やかにお戻りください」

　追い返されるとミーアの目的が果たせないし、ここは芝居がかった仕草でけむに巻こう。

「失礼、桜の樹きに呼ばれて参上しました」

「な、何を──」

　オレの言葉を切って捨てようとした少女を止めたのは、幹から浮かび上がるように現れた桜色の美女だった。

　げっ、本当に桜の精が出てきてしまった。

『ごめんね、「桜守り」ちゃん。暫しばらく眠っていてねん』

　幹から現れた美女が少女に触れて一瞬で眠らせてしまった。

　桜の精が力なく倒れる少女を優しく受け止めて桜の根の上に横たわらせる。

　そして優しく少女の髪を整えた後、顔を上げてこちらに振り返る。

『あらん？』

　首を傾かしげる美女の横にＡＲ表示がポップアップする。

　──ドライアド？

　オレの知っている童女なドライアドとは似ても似つかないほど肉感的なスタイルの美女だが、彼女の種族は確かにドライアドと表示されている。
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『よく来てくれたわね、幼子ちゃん』

「ん」

『そちらの人族はお友達？』

　ドライアドが困惑顔をオレに向ける。

　いつもの「少年」というオレの呼称が出てこないという事は、この桜色のドライアドは他の緑童女のドライアド達とは違って、意識が共有されていないようだ。

『眠らせようと思っているのだけれど、全然寝ないのよん』

　ＡＲ表示されるログに目を落とすと、「睡眠」をレジストしたという表示が幾つも並んでいた。

　いつの間にか状態異常攻撃を受けていたようだ。甘ったるい語尾に惑わされないように注意しよう。

「大丈夫。──静せい鈴りん」

　ミーアに促されて、桜ドライアドに「ボルエナンの静鈴」を見せる。

『なら、大丈夫そうね』

　この静鈴はエルフ達の信頼の証あかしに与えられるモノだから、桜ドライアドもそれを見て安心してくれたようだ。

　警戒を解いた桜ドライアドがミーアに相談を始める。

『なんだか、魔力の流れがおかしいの。王都の源泉からも上う手まく吸えないし、困っているのよ。どうにかならないかしらん？』

「むぅ？」

　精霊視を発動し、銀色の瞳ひとみになったミーアが周囲を見回した後に首をひねっている。

「サトゥー」

　自分には分からなかったからか、こちらに振ってきた。

　オレも精霊視や瘴しよう気き視し、魔力視なんかで見回したが、地上には問題は発生していない。

　地脈を調べるような魔法は持っていないし、地面に直接魔力を流そうとしても拡散してしまうので、王桜の根に直接魔力を流して調べるのが良さそうだ。

『──待ってぇん。古い木だから、私を経由して』

「分かった」

　桜ドライアドに調査方法を説明するとそんな風に言われたので承諾する。

　美女ドライアドがオレを抱き寄せようと手を伸ばしてくるが、ミーアがそれを止めてしまった。

「むぅ、破廉恥」

『あら？　幼子ちゃんったら一人前に嫉しつ妬となんて可愛かわいいわあん。幼くても女ねぇん』

　間に割り込んだミーアを挟んだまま、桜ドライアドが顔を寄せてくる。

　緑童女ドライアドが魔力吸収でしていたように、マウストゥマウスで魔力を流せと言いたいようだ。

　まあ、こんな豊満な美女相手なら、キスの一つや二つお安い御用だけどさ。

「手」

　ミーアが挟まれたまま手を伸ばして、桜ドライアドとのキスを阻止する。

『手？　手からだと効率が悪いから、この子の負担が大きいわよん？』

「大丈夫」

　ミーアが「そうよね？」と言いたげな顔で見つめてきたので首肯する。

「オレなら多少負担が増えても大丈夫だ」

『そう？　なら手でやりましょう』

　桜ドライアドのしなやかな両の手を取り、ゆっくりと魔力を流してみる。

『ん、んん……』

　ちょっと色っぽい声がドライアドから漏れる。

　オレは極力それを意識しないように注意しながら、流し込んだ魔力を通して経路を探る。

「確かに魔力が淀よどむ場所があるね」

　物理的にどのあたりの場所なのかは特定するのが面倒そうだ。

　魔法の武器や道具の魔力詰まりと症状が似ていたので、緩急を付けて魔力を流すだけで掃除できると思う。

「試してみていいかな？」

『ええ、お願いするわん』

　許可が貰もらえたので、さっそく魔力経路の掃除を始める。

『ん、んん……ああっ、そんな、ああん……』

「むぅ？」

　ミーアの教育に悪いので、色っぽい喘あえぎ声は止やめてください。

　気が散るので桜ドライアドの声を意識してシャットアウトする。

　思ったよりも簡単に終わりそう──いや、一箇所だけ妙にしつこい淀みがある。しつこい汚れを落とす要領で、緩急を付けつつ残魔力の大半を使って一気に押し流してみた。

　──あっ。

　ちょっとやりすぎて、何か魔力的な弁のようなモノを壊してしまった感触がある。

「すまない、ドライアド。失敗して何か壊してしまったみたいだ」

『だいひょうぶだよ～、少年』

「ドライアド？」

　さっきまでの色っぽいドライアドではなく、いつもの緑色の肌をした童女なドライアドがそこにいた。

『ういうい。少年のお陰で四〇〇年ぶりに外の私と繫つながったよ』

　なんでも、四〇〇年前の呪じゆ術じゆつ師しが王都の情報をエルフ達に知られない為に、呪術的な呪のろいで魔力経路に弁をしたらしい。

『別に人族の話をエルフにしたりしないのにー』

　ドライアドは桜ドライアドが分離されていた事に恨みはないようだ。

『少年のお陰で今年も桜が咲かせられるよ。そうだ、これあげる』

　ドライアドがオレとミーアに桜色の珠たまを一つずつくれた。

　この珠は「桜宝珠」という名前で、トレントがくれた樹霊珠の一種との事だ。樹霊珠としても使えるが、他ほかにも花を咲かせる特殊効果があるらしい。

　昔話のお爺じいさんみたいに、枯れ木に花を咲かせる奇跡が起こせそうだ。

『幼子ちゃんもありがとね』

「ん」

『何日かしたら蕾つぼみが膨らみ始めるから、一〇日もしない内に咲き始めるわ。今年も花見を楽しんでね』

　そう言ってドライアドが幹の中に消える。

　王桜に桜宝珠を使って夜桜を楽しみたい気分だったが、魔力を直接流す事さえ忌避するような年経た大樹に使うのは、桜の寿命を縮める事になりそうなので控えた。
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「帰ろ」

「そうだね──」

　桜の幹に消えるドライアドを見送った後、そのまま立ち去ろうかと思ったのだが、「桜守り」の少女を放置して夜まで目覚めなかったら風邪を引きそうなので起こす事にした。

　立ち去った方が不審者扱いされそうなのも理由の一つだ。オレ達の顔を見られているしね。

　そうそう、王都の地脈が変だったっていう情報だけは、近い内に国王か宰相に伝えようと思う。

「揺すっても起きないね」

「ん」

　ドライアドの睡眠はなかなか強力なようだ。

　少女に「魔法破壊ブレイク・マジツク」を使った後に、声を掛けて数度揺すると目を醒さました。

「……んん、私は一体……」

　寝ぼけながらも周囲を見回し、オレが視界に入った途端、跳ね起きて後じさった。

「お目覚めになりましたか？　話している途中で急に倒れられたので心配しました」

「──倒れた？」

「お疲れのご様子ですし、あまり眠っておられないのでは？」

　会話の途中で、彼女が目の下の隈くまを化粧で隠しているのに気付いた。

　そういえば最初に会った時も桜の幹に寄りかかって、うとうととしていたっけ。

「い、いえそんな事は──」

　少女が目元を隠しながら口くち籠ごもる。

「──そ、そんな事より！　先ほども申しましたが、ここは聖桜樹の禁域です。私達『桜守り』の許可なく近寄る事は禁じられております。速やかに元来た場所にお戻りください」

　さっきも思ったけど、不審者を捕まえるんじゃなく、追い返すだけでいいらしい。

「実は道に迷って、ここまで入り込んでしまいました。失礼とは存じますが、北迎賓館までの道を教えていただけませんか？」

　もちろん、帰り道はマップで分かるが、スムーズに帰ったら怪しまれそうなので、そう尋ねた。

「では、北迎賓館まで私がお送りいたしましょう。あなたのお名前を伺っても宜よろしいですか？　私はシガ三十三杖つえの一人、『桜守り』のアテナ・ラッホルと申します」

　少女がローブに付けている紋章をこちらに見えるようにして名乗りを上げた。

　ギリシャ神話に出てくるような名前の少女だが、転生者や転移者らしき情報は皆無だ。名前は偶然の一致だろう。レベル三五の土魔法使いで、称号には「桜守り」や宮廷魔法使いの称号である「シガ三十三杖」を持っていた。

　それにしてもシガ八剣といい、この国の人は数字の付いた称号が好きだよね。

　この調子だと、なんとか四天王とかもいそうだ。

「私はムーノ男爵の家臣でペンドラゴン名誉士爵と申します」

　オレの名乗りを聞いて、アテナ嬢の丁寧な態度が霧散した。

「なんだ、上級貴族のバカ息子かと思って警戒して損しちゃった」

　丁寧だった言葉が急にぞんざいな口調に変わった。

「まあ、いいわ。北迎賓館の近くまで連れていってあげる」

「お手数を掛けます」

「本当なら禁域に入った人間を衛兵の詰め所に連行しないといけないんだけど、聖桜樹を傷つけた様子もないし、あんたもせっかく成り上がったのに名誉士爵の称号を失いたくないでしょ？」

　口は悪いが、なかなかお人ひと好よしのようだ。

「そういえば、そっちの子は妹さん？」

　歩き出しながら、アテナ嬢が尋ねてきた。

「違う」

　ミーアがプイッと横を向く。

「ミーアは私の仲間です」

「仲間？　そんな小さな子が？」

　アテナ嬢がミーアの顔を覗のぞき込もうと足を止めた。

「──アテナ。ああ、そこにいたのね」

　茂みの陰になっていた道から、二人の侍女を連れたメガネの女性が現れた。

　あのメガネには見覚えがある。謁見の間にいた王女様だ。

「システィーナ殿下！　あなた達、殿下の御前よ。早く平ひれ伏ふしなさい」

　膝ひざを突いて控えたアテナ嬢が、オレ達に平伏するように命じる。

　オレは素直に従ったが、ミーアは「嫌」と言ってそっぽを向いた。

「ちょ、ちょっと！　突っ立ってないで平伏なさいってば──」

　アテナ嬢が慌ててミーアの春物の外がい套とうを引っ張る。

　外套がずれ、ミーアの耳を隠していたフードがめくれた。

「──え？　エルフ？」

「痛い」

　ミーアがアテナの手を振り払う。

「あなたエルフね！　氏族はどこ？」

「無礼」

　不ぶ躾しつけな問いかけにミーアがヘソを曲げる。

「アテナ、失礼ですよ」

　システィーナ王女がアテナ嬢を窘たしなめて、ミーアの前に歩み寄る。

　ＡＲ表示によると彼女に影のように付き従う侍女達は、王女の身辺警護も兼ねているらしく、レベル三〇で対人戦闘に特化したスキル構成をしている。

「ボルエナンの森のミサナリーア様ですね」

　エルフが敬意を持って遇されるのは知っていたが、大国の王族である彼女が「様」付けで名を呼ぶ程だとは思わなかった。

「私はシガ王国の第六王女、システィーナと申します」

「ボルエナンの森の最も年若いエルフ、ラミサウーヤとリリナトーアの娘、ミサナリーア・ボルエナン」

　王女が丁寧に挨あい拶さつすると、ミーアも「ん」と頷うなずいた後、正式な挨拶を返した。

　アテナ嬢が小さな声で「ボ、ボルエナン氏族って、もしかしてエルフの賢者トラザユーヤがいたボルエナン氏族？」とぶつぶつ呟つぶやいているのを聞き耳スキルが拾ってきた。

「アテナ、ミサナリーア様に──」

　王女の言葉の途中で、立ち上がったアテナ嬢が早口で捲まくし立たてる。

「け、賢者様と同じエルフだからって偉いわけじゃないんだからね！　ご先祖様は負けたけど、私は絶対に賢者様を超える功績を残してやるんだから！」

　ミーアにびしっと指を突きつけた少女がそう宣言する。だが、ミーアは話の急展開についていけないのか困惑顔だ。

「むぅ？」

　どうやら、彼女の先祖とトラザユーヤ氏の間で何か確執があったみたいだ。

「私は生まれだけで偉そうにするエルフが大嫌いなの。私は弛たゆまぬ努力と才能でこの宮廷魔術士の地位を獲得したのよ。今はシガ三十三杖の赤帯だけど。いつか宮廷魔術士長になって銀色の帯を纏まとってみせるわ！」

　鼻息荒いアテナ嬢の勢いに押され、ミーアが軽くパニック気味だ。

　そろそろ割って入ろうと腰を上げたところで、侍女さん達に先を越された。

「──いい加減にしなさい」

　侍女の一人がパカーンと音がしそうな勢いでアテナ嬢の頭を叩たたいた。

「殿下の御前ですよ」

「銀色の帯どころか、赤帯すら返上するはめになってもおかしくないほどの無礼を働いているのを自覚しなさい」

　侍女達がアテナを叱しかりつける。

　激情に駆られてしてしまった失態を自覚したアテナ嬢が、真っ青な顔になっている。

「申し訳ありません」

　自分に向かって謝るアテナ嬢に、王女は「謝る相手が違いますよ」とミーアに顔を向ける。

「さっきの──」

「違う」

　謝ろうとするアテナ嬢の言葉を遮ってミーアが呟いた。

「え？」

　何を言われたか分からないアテナ嬢に、ミーアは薄い胸元からミスリル証を取り出して彼女に見せる。

　先ほど「生まれだけで偉そうにするエルフ」と言われた事に対して、自分も努力をしているとミーアは言いたかったのだろう。

「そ、それはミスリル証？　そういえば、今回のミスリル証は上層と中層の主を倒したって──」

　彼女はさっきの叙勲式には出席していなかったようだ。

「──なら、私は下層の主を倒してみせるわ」

「無理」

「どうしてよ！　絶対に倒してみせる」

　謝罪するはずが、エルフへの対抗心からアテナ嬢が再度ヒートアップを始めた。

　彼女の態度を見た侍女さん達が、能面のような顔になっていて凄すごく怖い。

「無理だから無理」

「そんな事ないわ！」

　ミーアは魔法使いだけじゃ勝てないと言いたいみたいだが、言葉が短すぎて伝わっていない。

「私達人族はあなた達が森の奥に引き篭こもっている間も進歩しているのよ！　今度、宮廷魔術士の演習に来なさい。私達人族の真価を見せてあげる。同期魔術を見て腰を抜かしても知らないんだから！」

「いい加減にしなさい！」

「何度言わせるのですか」

　スパパンと音がしてアテナ嬢が侍女二人から体罰を受けた。

「ごめんなさい」

　涙目になったアテナ嬢がミーアに謝る。

　すごく悔しそうな顔をしているので、ミーアに代わって誤解を解いておこう。

「発言しても宜しいでしょうか？」

　王女が頷き、代わりに侍女さんが「どうぞ」と言ってくれたので、アテナ嬢にミーアの意図を伝える。

「ミーアの先ほどの発言ですが、あなたや人族の魔法使いを貶おとしめる意図はありません。魔法使いだけでは『階層の主』には勝てないと言っていたのですよ」

「そうなの？」

「ん」

　オレの説明で毒気を抜かれたアテナ嬢が、ミーアにオレの言葉を確認する。

　首肯するミーアを見て、さっきまでエキサイトしていた自分が恥ずかしくなったのか、小さく肩を窄すぼめている。

「発言はそれだけですか？」

「はい」

　王女の発言に首肯する。

「アテナ、聖桜樹の様子はいかがでしたか？」

「残念ながら変わりありません」

「そうですか……」

　桜ドライアドが言っていた「魔力の流れがおかしい」件だろう。

　既に解決済みなのだが、桜ドライアドがその話をする前にアテナ嬢を眠らせていた事を思い出して、余計な口を挟まなかった。

「では、私は戻ります。あなたはミサナリーア様達を送っていきなさい」

　王女はミーアに別れの挨拶をした後、元来た道を帰っていく。

「──あそこが北迎賓館よ」

　王女と別れて程なくして、オレ達がいた迎賓館が見えてきた。

「後は道なりに行けば着くから」

　そう言って立ち去ろうとしたアテナ嬢が数歩進んだところで足を止めた。

「え、えっと。さっきは色々とごめんなさい。でも、人族が凄いのは本当なんだから！　一度、私達の演習を見に来なさい。絶対よ！」

　もう一度謝った後、アテナ嬢は恥ずかしさを誤ご魔ま化かすようにミーアを演習に誘い、そのまま赤い顔で走り去ってしまった。

「むぅ？」

「楽しい子だったね」

「ん、ユニーク」

　変な子だけど、宮廷魔術士とのパイプができてラッキーだったと思うことにしよう。

　同期魔術とやらはオレも興味があるし、暇ができたらミーアと見学に行くのも楽しそうだ。





◆






「げっ、ドライアド？」

　北迎賓館のサロンに戻ると、丁度、舞踏会ホールへの入場がはじまったところだった。

　オレ達もホールへと移動しながら、王桜の根元であった一連の出来事を仲間達に話したら、アリサが桜ドライアドの件で早速反応した。

「まさか、またご主人様の唇があの痴女に？」

「大丈夫、阻止」

　心配顔のアリサに、ミーアがドヤ顔で自分の功績を告げる。

「ミーア偉い！」

「ん、任せて」

　そんな二人をスルーしつつ、続きを話しながら舞踏会ホールへと入る。

　先に入った探索者達が天井を見上げて感嘆の声を漏らしていた。

　彼らに釣られて見上げると、吹き抜けの高い天井はステンドグラス風の色ガラスで彩られ、陽光を受けて幻想的な光をホールに落としている。天井を支えるアーチ状の支柱も、精せい緻ちな彫刻が施されていて、いつまで見ていても見飽きる事がない。

　オレと同じように見上げた仲間達も、口々に感想を口にした。

「綺き麗れい」

「なんだかララキエを思い出しますね」

「天井に海がないと告げます」

「でも、きらきら～？」

「宝石天井なのです！」

「なかなか高い天井ですね」

　ルルは南洋諸島で探検した浮遊島ララキエを連想したようだ。

　見飽きる様子のない仲間達を見守りつつホールを見回す。

　ホールの中央付近には二〇〇人くらいが同時に踊れそうな空間が用意されており、それを取り囲むように綺麗なテーブルクロスが掛けられたテーブルがたくさん置かれている。

　社交がしやすいように立食形式のようだが、踊り疲れた人達の為ために壁沿いには幾つものソファーが観葉植物の目隠し付きで置かれていた。




「おや？　確か君は迷宮の時に──」

　振り返ると、セーリュー市の迷宮で蜘く蛛もの巣すから助けたベルトン子爵がいた。

「お久しぶりです、ベルトン子爵。今はムーノ男爵に仕官してペンドラゴン名誉士爵を名乗っています」

「──ペンドラゴン？」

　ベルトン子爵の後ろにいた紳士の一人がオレの家名を繰り返す。

　ＡＲ表示によると、彼はベルトン子爵の主あるじでセーリュー伯爵だ。伯爵の横にいる武人らしき紳士はキゴーリ准男爵というらしい。彼はレベル四三もある騎士なので、伯爵の護衛としてここにいるのだろう。

「知り合いか、ベルトン？」

「はい、セーリュー市の迷宮で──」

　セーリュー伯爵が小声でベルトン子爵からオレの事を聞く。

「ペンドラゴン士爵、こちらは私の主であるセーリュー伯爵だ」

「騎士ヘンスやトリル文官からの報告書に名があった。私の部下が迷宮都市で世話になったそうだな。貴公の助力に感謝する」

　ベルトン子爵が伯爵を紹介し、ゼナさんが所属する迷宮都市選抜隊の隊長さん達の名前を挙げながら、セーリュー伯爵が礼を言い、「ベルトンの恩人と同一人物とは思わなかったが」と続けた。

「ペンドラゴン卿きよう、私の下に来い。我が領では迷宮に詳しい人材を必要としているのだ。私の下に来れば、少なくとも永代准男爵、働きによっては永代男爵位さえ与えてやれる」

「閣下は吝りん嗇しよく家かではない。働きに見合った俸ほう禄ろくは期待して良いぞ」

　セーリュー伯爵とベルトン子爵が、オレに主君替えを唆す。

「おおっと、サトゥーはやらないよ」

　どう断ろうかと迷うオレの肩を、急接近した細い腕が引っ張った。

「ロットル執政官」

　オレの肩を引いたのは、ムーノ男爵領のニナ・ロットル執政官だった。

　その後ろにはムーノ男爵と彼の娘であるカリナ嬢もいる。

「ふむ、ムーノ領には鉄血殿がいたのか」

「これは付け入る隙すきがありませんな」

「そうともさ。分かったらさっさと行きな」

　セーリュー伯爵とベルトン子爵が白旗を揚げて去っていく。

　格上の貴族に対してのニナ女史の言い草は大丈夫なのかと心配になったが、「余よ所その直臣に手を出すようなヤツなんてあれくらい言っていいんだよ」と嘯うそぶいていたので問題ない範はん疇ちゆうなのだろう。

「おめでとう、サトゥー君。叙勲はつつがなく終わったようだね」

「心よりお祝い申しあげます、ですわ」

「ありがとうございます」

　ムーノ男爵とカリナ嬢からお祝いの言葉を貰もらう。

　カリナ嬢の言葉遣いが少し変なのは、社交の再教育で詰め込まれた言葉を無理に使おうとしたからだろう。

　それにしても今日のカリナ嬢はいつもより綺麗だ。

　衣装こそ変化はないものの、侍女達が入念に磨き上げた肌は、いつもよりしっとりと張りがあり、トレードマークである金髪縦ロールも丁寧に巻かれ、その表面ではラメのような物が光をキラキラと反射している。魔乳の上に鎮座したラカも、綺麗に磨き上げられているようだ。

「アリサ達も叙勲したんだろ？」

「ええ、この通り」

　いつの間にか近くに来ていたアリサが、ケープに付けられた勲章をニナ女史に見せる。

「男爵～？」

「カリナも一緒なのです！」

「タマ君とポチ君の晴れ姿も見せてくれるかな？」

「見て見て～」

「くんしょー、なのです！」

「二人とも、とっても素敵ですわ！」

「照れる～？」

「にへへ～、なのです」

　ムーノ男爵達に褒められたタマとポチが勲章を見せつつ、くねくねと照れている。

「男爵、私も褒めてほしいと告げます」

「自慢」

　ナナとミーアが男爵に勲章を見せつけ、リザとルルの二人も男爵達に勲章がよく見えるようにしている。

「──そうだ、あんたには先に言っておくよ」

　ニナ女史がオレに耳打ちする。

「ムーノ男爵の陞しよう爵しやくが内定した。次の王国会議で伯爵になる」

「それは、おめでとうございます」

「真の領主になったんだから順当なとこだね」

　ニナ女史は都市核の支配権を得たムーノ男爵を「真の領主」と表現した。

「あんたもたぶん永代の准男爵位は確定だ」

　王国会議前の貴族間折衝では、オレを「永代の男爵位」に陞爵する事を国王に奏上する事に決まったらしい。普通は二段階以上の陞爵は奏上しても却下されて一段階下の爵位になる事が多いとの事だ。最終的に決めるのは国王だしね。

「名誉士爵みたいな一代爵と違って、正妻が必要だから誰だれか用意しておきな。なんなら、姉さん女房を用意してやるよ」

　ニナ女史がカリナ嬢の方に目め配くばせする。

　魅力的な申し出だけど、ボルエナンのハイエルフ、愛いとしのアーゼさん以外の伴はん侶りよは募集していない。

「その心配は無用よ」

「ん」

　アリサとミーアが割り込んできた。

　二人が自分を指し、「わたしがいるし」「婚約者」と続ける。

「なるほどねぇ」

　ニナ女史が「このロリコンめ」と言いたげな顔でオレを見る。

　その評価には反論したいところだが、せっかくアリサとミーアがうやむやにしてくれた話を蒸し返す気はない。

「まあ、そっちはおいおい考えていきな。あんたは若いし、新興の准男爵の内なら周りもとやかく言わないだろ」

　ニナ女史が話はこれで終わりとばかりに手を振った。

　まるでオレが今後も陞爵するかのような言い方だが、サトゥーとしてこれ以上功績を積む気はないので、そんな想定は無用だ。

「どちらかというと、一代限りの名誉准男爵の方がいいんですが……」

「一代爵だと名誉男爵か私と同じ名誉子爵になっちまうよ？」

　そちらの方が面倒が多いと言いたげな顔でニナ女史が言う。

「それよか行くよ、サトゥー」

　ニナ女史がオレの腕を取る。

「どちらにですか？」

「宴うたげが始まる前に、使えそうな探索者に唾つば付けに行くのさ」

　ムーノ男爵領は人材不足なので、この機会に有能な人材を確保したいようだ。

「ヘッドハンティングね！　それならわたしも一緒に行くわ！」

「そりゃいいね、助かるよ」

　すかさず名乗り出たアリサも交えて、居い心ごこ地ち悪そうにしているミスリルの探索者達の間を回る。

　彼らの代表であり、「赤竜の咆ほう哮こう」のリーダーであるジェリル氏が探索者を引退してシガ八剣を目指しているのもあって、何人かの探索者から色いろ好よい返事が貰えた。

　中でも──。

「斥候職のマーモットは当たりだね。東方の小国群に詳しいし、領内の諜ちよう報ほう関係を任せられそうだよ」

　ニナ女史が「それもこれも、あんたが多額の出資をしてくれたお陰さ」と上機嫌に続ける。

「実際に交渉したのはニナさんですよ」

「それも、あんたとリザの名が売れてるからこそさ」

　ニナ女史は給仕が運んでいたお盆からワインを受け取って一気に呷あおる。

「そういや、アリサ達も授爵するんだろ？　家名は決めたかい？」

「タチバナ士爵は他ほかにいるらしいから、ルルと同じワタリにしようと思うの」

　ニナ女史の質問にアリサが答える。

「ふむ、貴族名鑑にタチバナという士爵はおらぬぞ。タチヴァナ士爵の間違いではないか？」

　不意に声を掛けられた方を見ると、筋骨隆々な老人が好こう々こう爺やの顔で立っていた。宰相だ。

「え、そうなの？」

「うむ、間違いない。心配ならば貴族名鑑を確認するといい」

「宰相閣下がこんな場所まで来るなんてどういう風の吹き回しだい」

　アリサと気さくに話す宰相に、ニナ女史が嚙かみついた。

「ペンドラゴン卿に少し用事があったのだ」

　宰相がオレを見て「少年とは聞いていたが、ここまで若いとは……」と小声で呟つぶやいた。

「サトゥーの勧誘ならいらないよ？」

「そうとも！　サトゥー殿は我らがロイド家に先約があるのだ！」

「待たれよ、ロイド侯！　サトゥー殿は皆のサトゥー殿だ。一つの家に縛り付けぬとの約定をお忘れか？」

「これはしたり！　ホーエン伯の言う通りであったわ！」

　ニナ女史の尻しり馬うまに乗って変な事を言い出したのは、オーユゴック公爵領の食いしん坊貴族であるロイド侯爵とホーエン伯爵だ。

「我らのサトゥー殿にちょっかいを出すのは宰相とて許さぬぞ」

「うむ、我らの屍しかばねを越えていくつもりで来るがいい」

　ロイド侯爵とホーエン伯爵が仲良く宰相に喧けん嘩かを売る。

「ふむ、こうして自分の目で見ても信じられん。ロイド侯とホーエン伯が仲良く肩を並べているとは……宮廷雀すずめどもの世よ迷まい言ごとではなかったのだな」

　宰相が感心した風に顎あごを撫なでる。

　オレとしては仲の悪いロイド侯爵とホーエン伯爵っていうのが想像できない。

「あのゴウエンと互角に打ち合う豪傑の顔を見に来たのは事実だが、勧誘に来たのではないぞ？」

「本当か？」

「策を弄ろうさぬ宰相などありえん」

　ロイド侯爵とホーエン伯爵は宰相の言葉をまったく信じていない。

「ペンドラゴン卿は旅と美食が趣味と聞いたのでな。私が主催する異国の美味を集めた宴に興味はないかと思って誘いに来たのだよ」

　へー、それはちょっと興味がある。

「騙だまされるな！」

「そうとも宰相の甘言に嵌はまってはならん！」

　ロイド侯爵とホーエン伯爵が割り込んでくる。

「どうせ、美食とは名ばかりのゲテモノであろう！」

「まったく、ゲテモノを食べてサトゥー殿の舌に何かあったらどう責任を取るつもりだ！」

「ゲテモノとは酷ひどい言いようだ。この大陸には様々な食習慣がある。それを狭量に否定しては真なる食通とは言えん。ペンドラゴン卿も、そう思わないかね？」

「ええ、確かに」

　宰相の言葉に首肯する。

「よい返事だ」

　宰相はそう言ってオレに招待状を渡してくれた。

　宴の開催は年明け以降らしい。

「人が増えてきたようだ。面倒な連中に見つかる前にお暇いとましよう」

　宰相がそう言ってオレの前から立ち去った。

「あたしも次の仕事といこうかね」

　ニナ女史がロイド侯爵とホーエン伯爵と連れだって公爵領の貴族達の集まる場所へと向かっていった。「何か悪巧みするみたい」と言ってアリサがわくわく顔でついていく。

「さてと──」

　どうしようかなと周囲を見回す。

　宰相が言っていたように、いつの間にかホールが人でいっぱいだ。探索者達をリクルートしたり、宰相達と話したりしている間に、舞踏会がスタートしていたらしい。

　オレ達叙勲した人間の関係者を除くと、参加している貴族は下級貴族か、ケルテン侯爵を含む武門の上級貴族やセーリュー伯爵を始めとした一部の領主のみで、王族は誰も来ていない。

　ビスタール公爵一家は誰も来ていないが、公爵派閥の貴族達は精力的にミスリルの探索者達を勧誘していた。

「神託を受けた巫み女こ達が次々と昏こん倒とうした？」

　なんだか不穏な言葉が耳に飛び込んできた。

　噂うわさ話に興じているのは、お偉いさんの付き添いで来たらしい下級貴族の文官達だ。

「どこの神殿だ？」

「どこって全部だよ。『王都に未み曾ぞ有うの危機が迫っている』って神官が言ってるらしいぜ」

　マップ検索しても、それらしい危険は見当たらない。

「──『らしい』か、また無責任な噂を広めているのかね？」

　イヤミな顔つきの青年が会話に割り込んだ。

「マ、マークレ卿きよう」

「こんなものは寄付金集めの常じよう套とう句くだ。適当な頃ころ合あいで、敬けい虔けんな祈りとやらで危機を退けたと発表して終わりだろう」

「で、ですが、神官が神託を騙かたるなど……」

　食い下がる文官をマークレ卿が鼻で笑う。

「神官は神託を言ったのかね？」

「──あっ」

　マークレ卿の言葉で、神殿が神託を発表していない事を思い出したようだ。

「神託を明確にせずに神官が不安を煽あおるのが、寄付金集めの常套手段なのさ。君達も騙されないように覚えておくといい」

　イヤミな顔でそう言った後、マークレ卿は取り巻き達と笑いながら、「今回は結構集まるんじゃないか？」「王都に魔族が現れたばかりだからね」なんて会話をしつつ去っていく。

　本当に寄付金募集の常套句なのかな？

　まあ、マップ検索した限りでは予兆らしき予兆もないし、次に王様の所に行った時にでも確認しておこう。

　オレは気持ちを切り替えて周囲を見回す。

　貴族以外も招かれているようで、豪商や商人達も多く参加している。

　前にエマ・リットン伯爵夫人の園遊会で知り合った鼬イタチ人族の商人──スァーベ商会のホミムードーリ氏の姿もあったので軽く挨あい拶さつしておく。今け朝さ、彼の商会からもお祝いの品が届いていたんだよね。

「しぇしぇしぇ、このたびは蒼そう翼よく剣けん勲章の叙勲、誠におめでとうございます」

　鼬人族のホミムードーリ氏が、獣人とは思えない流りゆう暢ちような言葉で祝福してくれた。

「ペンドラゴン卿、少しいいかな？」

　ホミムードーリ氏と話した後、ケルテン侯爵派閥の貴族から呼び止められた。

「君は以前から鼬人族の商人と交流が？」

「いえ、先日、リットン伯爵夫人の園遊会で知り合ったばかりですが？」

「そうか──忠告しておくが、鼬人族の商人には気を付けろ。商人というだけでも油断ならぬのに、あの国の商人は我らとは倫理観が異なる。やつらは知らぬ間に法を逸脱するのだ。自らの勲をつまらぬ事で汚されぬように注意しろ」

　初めは亜人差別の話かと思ったが、聞いている内に異文化によるトラブルについて警告してくれているのだと分かった。

「ご忠告ありがとうござます」

　その後、ケルテン侯爵派閥へ勧誘されたが、自分達はムーノ男爵以外に仕える気はないとキッパリ断っておいた。

「──ご主人様、ちょっと来て」

　珍しく焦った様子のアリサがオレを呼びに来たので、ケルテン侯爵達に暇いとま乞ごいをして、アリサについて行く。

「見て、アレ。あそこの神官」

「三人いるけど誰だ？」

「ほら、あそこのロレンスって呼びたくなるような美男子」

　アリサが指さす先には、少女漫画に出てきそうな美男子がいた。

　ＡＲ表示によると、ホーズナスという名前のパリオン神国の枢すう機き卿きようでレベルが五一もあった。

　パリオン神国の民族衣装なのか、ターバン風の頭ず巾きんと金色多めの装飾品を身に着けている。

　高レベルだけあって「神聖魔法：パリオン教」「神学：パリオン教」「光魔法」「人物鑑定」「社交」「交渉」「調停」「折衝」「説得」「弁論」「演奏」「瞑めい想そう」「詠唱短縮」「護身術」などのスキルを持っている。

　称号には「聖者」「神の寵ちよう児じ」「神の試練に挑む者」といった凄すごいモノがあった。

「凄い数のスキルだね」

「──え？　見えるの？」

「見えないのか？」

　逆に聞き返しながら、鑑定アナライズスキルで調べてみると、名前と役職、それからスキルに「神聖魔法：パリオン教」と「神学：パリオン教」がある事は分かるものの、それ以外のスキルは見えない事が分かった。称号も「聖者」のみだ。オマケにレベルも三二に変わっていた。

「鑑定だと、ほとんど見えないね。性能の良い認識阻害の魔法道具マジツク・アイテムを持っているみたいだ」

「やっぱそうか。レベルの割にスキルが少ないし、見え方がなんだか変だったから気になったのよ」

　それで悪巧みトリオと別れてオレを呼びに来たらしい。

　アリサにＡＲ表示で見えた情報を伝える。

「ふーん、称号だけ見てると、救世主にでもなれそうな感じよね」

　アリサの感想に同意する。

「あれだけレベルが高かったら祈願魔法を使えないかな？」

「どうかしら？　仮に使えたとしても、見ず知らずのわたし達に使ってくれるほどお人ひと好よしじゃないと思うわ」

　だから、わたし達の為ために無理はしないで、とアリサが続けた。

　どうやら、オレがホーズナス枢機卿に祈願魔法でアリサとルルのギアスを解いてもらおうと目もく論ろんでいたのはバレバレだったようだ。

　アリサはああ言ったけど、彼が切望しているモノがないか探りを入れてみようと思う。

　まずは、仲良くなるところからかな？

「──あ。認識阻害のアイテムってあれかな？　ご主人様。ロレンスの手首のアイテム見てみて。黄土色のヤツ」

　アリサに依頼されてロレンス──じゃなかった。ホーズナス枢機卿をもう一度見る。

　長い袖そでに隠れて見えづらいけど、そこにあると分かっていればすぐにＡＲ表示で情報が表示される。「盗神の装具」という名前で、「ステータスを隠し偽装する神代の秘宝〔贋がん作さく〕」らしい。

　作成者名は空欄になっていた。オレみたいに名前を空欄にできるか、名前がない人物が作ったか、アイテムの作成者名を削除する手段があるのだろう。

　オレはＡＲ表示で知った内容をアリサに教える。

「贋作ね～。それでもわたしの神授の『能力鑑定ステータス・チエツク』を欺けるなんて凄いわ。ご主人様のチートな鑑定能力がなかったら見破れなかったわね」

　チートは余計だ。

　国王や宰相に会いに行った時にでもホーズナス枢機卿の認識阻害アイテムや本当のレベルを伝えておこう。

　枢機卿とは仲良くなりたいが、それとこれとは別だ。厄介事の芽は摘んでおくに限る。

　それにしても、贋作でこれなら、真作だったらオレのＡＲ表示すら欺く能力があったりしてね。




「──卑しい亜人が！　由緒あるマークレ家の嫡男、フリンジ様の言葉を遮るとは！　万死に値するぞ！」

　甲高い罵ば声せいがホールの奥から聞こえてきた。

　そちらに近寄ると、人垣ができており上級貴族の子弟数名が、気の弱そうなローブの探索者を庇かばう鼠人の探索者を一方的になじる姿があった。

「何があったんですか？」

「お貴族様に強引な勧誘をされてたリンドルを見かねて、ガリッツが助け船を出そうと割り込んだんだが、それがお貴族様の癇かんに障さわったみたいだ……」

　固有名詞多めな言葉で探索者の青年が、おおよその事情を話してくれた。

　リンドルというのがローブの探索者で、ガリッツというのが鼠人の探索者だろう。

「助けないの？」

「馬ば鹿か者、相手は上級貴族。それも軍務大臣の付き添いをしているような門閥貴族だぞ」

　アリサの問いに貴族出身の探索者が答えた。

「なら、部外者の私が──」

　仲間達の功績を祝う場を、無粋な連中に台無しにされたくない。

　オレが歩き出そうとした瞬間、貴族出身の探索者に肩を摑つかんで止められた。

「待て！　門閥貴族どもに探索者の区別なんかない。お前が下へ手たに不興を買えば、あいつらの授爵が難癖を付けて取り消されかねない。ここは理不尽に耐えるのが最良なのだ」

　人族以外が爵位を取るチャンスは滅多にないから、彼らもむやみに手を出せないようだ。

　直接がダメなら、間接的に──。

「あ、ロレンスが！」

　アリサの呟つぶやきに、企たくらみを中断して視線を向けると、ホーズナス枢機卿が場に割って入るところだった。

「止やめたまえ。一方的な罵倒をする君はあまり美しくない」

「愚ぐ弄ろうするか神官！　下げ賤せんな者を指導するのは我ら由緒正しい貴族の役目だ！　葬儀の出番まで引っ込んでいろ！」

　挑発するようなホーズナス枢機卿の言葉に、罵倒貴族が脊せき髄ずい反射で文句を言う。

　相手がパリオン神国のお偉いさんだという事に気付いていないようだ。

「下賤などと誰だれが決めたのです？　この世界に生きる竜族と魔族以外の者達は、七柱の神々が生み出した神の子供達です。そこに貴賤はありませんよ」

　アリサがオレの横で「ロレンスったらいい事言うわね。そうそう人類皆兄弟」なんて呟きながらうんうんと頷うなずいている。

「言わせておけば──」

「フリンジ様、いけません」

　罵倒貴族の従者がホーズナス枢機卿の事を知っていたらしく、必死に罵倒貴族を止めようとしたが、罵倒貴族は従者の手を振り払い更に暴言を重ねる。

「世界に冠たるシガ王国の貴族たる我らと、下賤なネズミ風情が同じだとでも言うのか！　薬箱の代わりか墓守しかできぬ神官風情が──」

　言葉の途中で、巨大な拳こぶしが罵倒貴族の頭に振り下ろされた。

「ぶぎゃら」とギャグ漫画のキャラみたいな悲鳴を残して、罵倒貴族が床にベチャリと突っ伏す。

　それをなした大男は、ＡＲ表示によると軍務副大臣をしているボッパン伯爵という人物のようだ。

「ホーズナス枢機卿、我が輩の部下の聞くに堪えない暴言、平にご容赦願いたい」

　礼服がはち切れそうな筋肉のボッパン伯爵が、綺き麗れいな姿勢でホーズナス枢機卿に頭を下げる。

「謝る相手が違いますよ。まずは、こちらの彼らに詫わびるべきでしょう」

「彼ら？」

　ボッパン伯爵は途中からしか知らなかったようで、ホーズナス枢機卿の言葉に首を傾かしげる。

「閣下、そこの獣人──鼠人族の彼とそちらの魔術師殿の事です」

　事の顚てん末まつを知っている下級貴族の青年がボッパン伯爵に伝える。

「そうであったか。探索者殿、我が輩の部下の不始末を詫びる」

　ボッパン伯爵が二人の探索者達に頭を下げて謝罪する姿に、当事者はおろおろと恐縮しつつも謝罪を受け入れる。

　だが、軍閥の貴族の間からは彼の行動に不満や不平の呟きが広がった。上級貴族であり、軍務副大臣の立場にある彼が貴族でもない相手、彼らが見下す探索者や人族以外の種族に頭を下げたという事が気に入らないようだ。

「閣下、由緒正しき貴族の私めを打ちよう擲ちやくし、下賤な獣人や探索者風情に頭を下げるなど！　閣下は王国貴族の格式をいかがお考えか！」

　仲間に助け起こされた罵倒貴族が、ボッパン伯爵に嚙かみついた。

「この愚か者め！　王祖ヤマト様のお言葉を忘れたか！　『種族に貴賤なし』、しばらく謹慎してその言葉の意味を嚙み締めて参れ！」

　ボッパン伯爵に叱しかりつけられ、震え上がった罵倒貴族達が、駆けつけた警備兵に連行されていった。

「貴殿のような方がいる限り、勇者王ヤマト様の教えは不滅のようですね」

「いえ、部下の教育が行き届かない不徳の身を恥じるばかりです」

　ホーズナス枢機卿が和やかにボッパン伯爵に話しかけていた。

　ちょっとしたトラブルも一件落着のようだ。




「サトゥー様！」

　アニメキャラのようなピンク色の髪をした美少女──王立学院に留学しているルモォーク王国のメネア王女が、幾人もの綺麗な貴族の令嬢達を引き連れてやってきた。彼女の後ろにいるのはオーユゴック公爵領の貴族令嬢達らしい。何人かはお茶会で会った事がある。

「カリナお姉様とは踊られましたか？　お済みでしたら、ぜひ次は私と踊ってくださいませ」

「私はメネア様の次に」

「いえ、次は私に」

　貴族令嬢達が黄色い声を上げながらオレに群がってきた。中高生くらいの年若い女の子達ばかりなのが少し残念だ。

「ちょおいと待ったあああああああ！」

「ん、先約」

　アリサとミーアの鉄壁ペアが割り込んできた。

　そういえば仲間達と踊ると約束していたのに、まだ果たせてなかった。

「すみません、メネア様。申し訳ありませんが──」

「仕方ありませんわね。私は皆様の後で構いませんわ」

　聞き分けのいいメネア王女が素直に引いてくれたので、他ほかの令嬢達も我を通す事なくアリサ達の言い分を承知してくれた。

「そういえば、メネア殿下。あの子達は一緒じゃないの？」

　ホールのダンス区画に移動しながら、アリサがメネア王女に尋ねた。

　あの子達と濁していたのは、ルモォーク王国で召喚され、メネア王女が保護していた日本人の子供達の事だ。

「ええ、アオイは下町の私塾で学んでいますし、ユイはゴォークツ商会で奉公をしています」

　アオイは私塾の先生に気に入られて入塾し、ユイは恋人の紹介で奉公先に勤務できるようになったそうだ。

　そんな話をしている間に、ダンス区画に到着し、約束通り仲間達と順番に踊る。

　アリサやミーアとのダンスは普通だったのだが──。

「くるくる～、くるくるるん～」と上機嫌で回るタマの回転重視なダンスや「ダンスの妖よう精せいポチの踊りはれっつみゅーじっくなのですよ」というポチの複雑怪奇な立体ダンスは、色物として周りの笑顔を誘った。
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　まあ、そのお陰で、気後れしていた探索者達も、ダンスの輪に入れたから良しとしよう。

「リザさん、笑顔が硬いわよ！」

「リラックスが重要だと告げます」

　ダンスに不慣れなリザも、シャープで迫力のあるダンスを踊りきった。

　恥ずかしそうなルルや無表情ながらも楽しそうなナナと踊った後、ポチやタマに連れてこられたカリナ嬢とも踊り、続けてメネア王女一行とのダンスもこなして見せた。

　高レベルのスタミナをもってしてもなかなかヘビーだったよ。




「そこのあなた」

　給仕の娘がくれた葡ぶ萄どうジュースで喉のどを潤していると、意外な人物がオレに声を掛けてきた。

　ベールで顔を隠しているが、この国でメガネを掛けている人は少ない。彼女は王桜の帰りに会ったシスティーナ王女だ。

「シーメン子爵がどこにいるかご存じないかしら？」

　マップ情報によると、シーメン子爵は会場の奥の商談スペースにいるようだ。

　オレは「先ほど見かけた」事にしてその事を教える。王女である彼女が公都で巻物工房を経営するシーメン子爵にどんな用事があるのか少し気になるが、好奇心で尋ねると藪やぶ蛇へびになりそうなので余計な事は言わなかった。

「そう、ありがとう」

　王女は短く礼を言って、護衛侍女二人を連れて商談スペースの方へと歩み去った。

「サトゥー」

「マスター、料理が待っていると告げます」

　ミーアとナナが誘いに来てくれたので、オレは会場の料理コーナーへと足を向ける。

　のんびり空腹を満たそうと向かったそこは、探索者達が激闘を広げる戦場だった。

　料理は美お味いしかったけど、食事はもう少し和やかに食べたいね。








幕まく間あい






「──なんだと？」

　明かりの少ない暗い部屋で、不機嫌そうな男の声が響いた。

　──ＫＷＹＷＥＥＥ。

　男の肩に止まったコウモリの翼を持つ異形の小人が耳障りな鳴き声を上げる。あれはインプと呼ばれる魔族だ。

「もう一度いひろ、主様あうじさあにお伝えせよおふたえへよ」

　怯おびえる報告者に、獣人の従者が聞き取りにくい口調で命じた。

「は、はい。王都地下にある我らの基地が破壊されました」

　報告者の言葉に、主あるじと呼ばれた男の顔が不快そうに歪ゆがんだ。

「王国騎士団か？」

「い、いえ、調査した部下の話によると、魔術的な攻撃との事です」

　男が舌打ちをすると、報告者が慌てて言葉を付け足した。

　曰いわく、王都の魔力を掠かすめ取っていた基地が、正体不明の相手からの地脈経由攻撃で壊滅し、その痕こん跡せきからいかなる魔術を使ったものかさえ不明との事だ。

「部下の話によると、攻撃魔法による破壊ではなく、突発的に莫ばく大だいな魔力が地脈を流れた余波を受けて基地の魔法装置が破壊されたのではないかと……」

「莫大な魔力だと？」

「どの程度ろのれいろの魔力だまよくら！」

　従者が主の言葉を補足する。

「は、はい、推測で上級魔族や魔王を遥はるかに超える莫大な魔力を持つ者にしかできない程との事で……」

「そのようなそろようあ規格外の者がきあくあいろもおあどこにいるろこりいうというのだろいうろら?!」

「王の力を振るうシガ王国の国王か、あるいは──」

　激高する従者に怯えながら、報告者は自分の予想を伝える。

「シガ王国の勇者の仕業か」

　その言葉を遮ったのは主と呼ばれた男だった。

　公都の地下迷宮で『黄金の猪王』を倒し、大砂漠に現れた『狗く頭とうの古王』すら屠ほふってみせた規格外の勇者なら可能だろう。

「後方攪かく乱らんの要かなめを成す基地を破壊するとは……我らの計画を嗅かぎつけたに違いあるまい」

　主の脳裏に過よぎるのは、ここ半年ほどの間にシガ王国に作った拠点のほとんどが作る端から摘発されている事実だ。

　それを踏まえ、万全の対策を施して今回の作戦を開始したにもかかわらず、その端緒から躓つまずいたのは彼にとっても予想外の出来事だった。

「ご安心くださいおあんしんくらさい主様あうじさあ。計画からけいあくあら勇者の目をゆうあのえを逸らすそあす策謀はさくおうあ他にもほあいお」

　忌々しそうな主に、従者が囁ささやく。

　その手には笛のような魔法道具マジツク・アイテムとコオロギが入った虫むし篭かごがあった。

　それは事件の後に使うはずだった小道具の見本だ。

「時期尚早だがやむを得んか……」

　小声で呟つぶやいた主が、作戦の前倒しを許可する。

　最初の計画から考えると不確定要素が多くなりすぎるが、彼らには他に打てる手が残っていなかった。

「期待しているぞ」

「勿体なきおつらいあきお言葉おころあ」

　主の言葉に従者が平伏する。

「全すべては『自由の光』で無む知ち蒙もう昧まいな民を導く為ために」

　暗くら闇やみの中に主の言葉がいつまでも反響した。








平和な王都







〝サトゥーです。子供の頃ころは家族や友達が誕生日パーティーを開いて祝ってくれたものですが、社会人になってからは居酒屋やお昼を奢おごり合うくらいで、盛大に祝う事がなくなった気がします。〟






「さてと、今日はどこに遊びに行こうかな？」

　王都邸のリビングで、観光名所をメモした地図を眺める。

　仲間達からのリクエストには付ふ箋せんを貼ってあるので、それらを加味して計画しよう。

「じゃっじゃーん！」

　アリサが口で効果音を言いながら登場して変なポーズを取った。

　エルフの里にナナの姉妹達を連れていった時に作ってもらったのか、エルフ風デザインの春物ワンピース姿だ。足にフィットするタイツがストッキングのよう──。

「もしかして、本物のストッキングか？」

「イグザクトリー！」

　なぜ、英語？

「さあさあ、アリサちゃんの魅惑の脚線美に悩殺されなさ～い」

　オレの対面のソファーにポスンッと勢いよく座って、こちらにストッキングに包まれた足を突き出してきた。

　足を上げて挑発的な視線をするのはいいが、幼い容姿だと色っぽさよりも背伸びしている印象が強く、微笑ほほえましさを感じる。

「それじゃ、ちょっと失礼」

　本人の許可もある事だし、ストッキングを軽く摘つまんでみたり感触を確認したりしてみる。

　なかなか良い感触だ。薄さは二五デニールくらいかな？

「いや、ちょっと、そんな大胆な──ああっ、だめぇ～ん」

　焦りつつも照れ隠しにふざけ始めたアリサの足から手を離す。

「ナイロンじゃないみたいけど、感触なんかはそっくりだね」

「えへへ～、蜘く蛛もの巣すから糸を紡ぐ技術があったのを思い出してさ。迷宮でゲットした蜘蛛の糸を色々持ち込んで作ってもらったのよ」

　ナナ姉妹達の修行の為ためにボルエナンの森へ行った時に、裁縫工房へ出かけていたのはストッキングを作る為だったらしい。

「錬金術や水魔法が必要なんだけど、糸を採取する蜘蛛は不人気な第四区画の毒虫エリアにいるやつだから、わたし達が出張らなくても安定供給できると思うわ」

　アリサに蜘蛛の種類を聞いてマップ検索してみたら、それなりに広範囲に分布している事が分かった。蜘蛛のレベルは五から一三程度なので、蜘蛛毒対策をちゃんとした中堅探索者なら余裕で狩れるだろう。

「良さそうだね」

「そこでご主人様にお願いがあるの！　加工に必要なエルフの錬金術と水魔法を、人族用にカスタマイズしてほしいのよ」

「ああ、いいとも」

　街行くお姉さん達が、ストッキングに包まれた魅惑の脚線美を誇ってくれる日が来るなら、多少の苦労なんて構わない。

「サトゥー」

「じゃじゃんなのです！」

「じゃららん～？」

　白いストッキングを穿いたミーア、ポチ、タマがやってきた。

　どうやら、ストッキングを試着していたのはアリサだけじゃなかったようだ。

「ストッキングというのは不思議な感触ですね」

　朱色のストッキングを穿いたリザはなかなか魅力的だ。

　よく見ると紅色の糸で薔ば薇らの花みたいな模様が散らしてあるらしい。

「肌色のは素足と変わらないと告げます」

「なんだか、いつもよりも足が引き締まって細く見えますね」

　ナナは肌色、ルルはアリサと同じ黒いストッキングを穿いていた。

「皆みんな、とっても可愛かわいいよ」

　褒められて照れたり嬉うれしそうにしたりする仲間達の中で、ナナだけが首を傾かしげていた。

「ナナ、どうかした？」

「マスター、ストッキングは根元がなんだか変だと告げます」

　ナナがスカートをペロッとめくって、ストッキングに包まれたパンツ付近を指さす。

「ちょ、ちょっとナナさん！　隠して！　見せちゃダメです」

「見せているのは下着ではなく、ストッキングだと抗議します」

「下着が透けていたら一緒です！」

　羞しゆう恥ち心しんが薄いナナをルルが叱しかる。

「サトゥー」

「もう、いつまで見てるのよ！」

　ミーアとアリサの鉄壁ペアがオレの顔に抱きついてナナが見えないように隠した。

　別にナナのパンツを見ていたわけじゃないんだが、言い訳くさいので何も言わず、事態が収束するのを待つ。

「どう？　ストッキングの魅力が分かった？」

「ん、理解」

「それじゃ、ここからは講義よ！　ストッキングの魅力はこんなモノじゃないんだから！」

　アリサが皆にストッキングが映える魅惑のポーズを指導する。

　賑にぎやかな仲間達を眺めつつ、オレは今日の王都観光先をピックアップして過ごした。
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「びゅりほ～」

[image: ]

　庭園に飾られた巨象の彫刻を見上げたタマが、キラキラした目で像を見つめながら喜びの声を上げた。

　ここは博物館で出会った彫刻家の屋敷だ。

　オレ達は使用人に案内されて生け垣で目隠しされた細い通路を進む。

「あめーじんぐ～？」

「えくせれんと、なのです！」

　今度は牡お鹿じかの彫刻があった。

　どれも今にも動き出しそうなほど躍動感がある。

　ポチはタマに釣られただけのようだが、ブンブン揺れる尻しつ尾ぽを見る限り興奮しているのは事実らしい。

「変わった表現よね。ノミで削って作るのは無理だろうし、やっぱ土魔法も使ってるのかな？」

「たぶんね」

　石の彫刻なのに、粘土細工のような滑らかな曲線が多い。普通に研磨しても作れると思うけど、土魔法か同系統の魔法道具マジツク・アイテムを使った方が確実だろう。

「風」

　ミーアが呟いた地点で、薄い風の膜を抜けたような感覚があり、直後に石をノミで削るような音が聞こえてきた。

「マスター、石と戦う人達が大勢いると告げます」

「彫刻家の人達のようですね」

　少し進むと、彫刻をする人達が見えた。

「リズミカル」

「そうね、ミーアちゃん」

　仲間達の会話を聞きつつ、案内の使用人が「旦だん那な様」と声を掛けた人物の方に顔を向ける。

「やあ、よく来たね」

　作業用のエプロンを着た紳士が、ゴーグル代わりの兜かぶとを取りながらにこやかな笑みを浮かべた。

　挨あい拶さつをした後、端材で彫刻を体験してみないかと誘われたので、お言葉に甘える。

「マスター、邪教の像を発見したと報告します」

　ナナが端材置き場の近くに置かれていた不細工な像を指さす。

「ああ、あれは門閥貴族の若君の失敗作だよ。あれも素材に使っていい」

　端材置き場の横に小石や砂を捨てに来た職人の一人が気さくに教えてくれた。

「不思議な形よね……。何を彫ろうとしたのかしら？」

「なんでも、儀式に使う邪神像だって言っていたぞ」

「「邪神像?!」」

　不穏な発言に、オレとアリサが声を揃そろえて職人の方を向く。

「いえいえ、なんの元ネタもない創作物ですよ。若君は『自由の風』の儀式で使うって言っていましたが、あそこの人達は怪しげな物が好きなだけの暇人ばかりですから」

　丁寧な口調をした職人が、邪神像と言った職人の代わりに誤解を解こうと説明してくれた。

　そういえば、探索者ギルドのギルド長も「自由の風」はお気楽集団だって言っていたっけ。

　魔王信奉集団の「自由の翼」や「自由の光」と似た名前の団体なので、つい身構えてしまう。

「若君は釣った魚を目の前で捌さばいただけで、目を回して気絶するくらい繊細な人ですからね」

「虫が像に止まった時も、殺さないように必死で息を吹きかけてどかしてたからな」

　怪しげな画風の絵や像を高値で買ってくれるので、顧客やパトロンとしては大人気との事だ。

「だから、心配しなくても大丈夫ですよ」

　職人が邪神像の件をそう締め、オレ達は簡単な手ほどきを受けた後、彫刻体験に移った。




「なかなか写実的だね。何年くらい彫刻をやっているんだい？」

「いえ、今日が初めてです」

　さっき「彫刻」スキルが手に入ったので、余りに余っているスキルポイントを割り振ってみたのだ。

「ははは、それは凄すごいね」

　オレの言葉は冗談だと受け取られたらしい。

「だが、少し写実的すぎるきらいがある。こちらのお嬢さん達のように、自由な遊び心を発揮してみるといい。そうすればもっと素晴らしいモノが作れるようになるだろう」

　紳士がポチやナナが彫る「漫画肉」や「キュビズム風の絵画っぽいヒヨコ」を指し示しながら指導してくれた。

　なお、ルルは人物胸像を作るつもりらしく、魔刃でリザに石をカットしてもらった後、鎖骨のラインを真剣な顔で彫っている。

　アリサは──。

『アリサ、卑ひ猥わいな像を作ったら没収だぞ』

「や、やーねぇ、アリサちゃんがそんなモノを作るわけないですじょ？」

　陶芸教室での一件を思い出しつつ、空間魔法の「遠話テレフオン」で注意したところ、あからさまに動揺したアリサが肉声で言い訳をする。

　ノミにハンマーを落とすタイミングだったせいか、石像の首筋に勢いよく打ち込んでしまい、石像の首を落としてしまっていた。たぶん、非力なアリサは空間魔法を併用して削っていたのだろう。

「嬢ちゃん、力持ちだな。もっと優しく打てよ」

「えへへ、ちょっと失敗」

　アリサは近くで作業していた弟子の彫刻家に照れ笑いを返しつつ、一回り小さい像を彫り始めた。

　今度は普通の像にしてくれる事を祈ろう。

「ふむ、荒削りだが、その荒さがいい」

「恐縮です」

　紳士がリザの彫る荒ぶる巨大蛙がえるの像を褒める。

　なんとなくだけど、獣娘達が自分達だけの力で最初に倒した魔物に似ている気がする。

「ほう──」

　最後にタマの彫る場所へ移動した紳士が感嘆の吐息を漏らした。

「素晴らしい！　この子の感性と才能は天才と言わざるを得ない」

　タマの彫る子鹿の像は確かに心に訴えかけてくるものがある。

「美お味いしそうなのです」

「確かに食欲を誘いますね」

「ええ、調理しがいがありそうです」

　──そうなのだ。

　ポチ、リザ、ルルが言うように、タマの彫った子鹿の像は、妙に食欲をそそる不思議な魅力がある。

「ペンドラゴン卿きよう、この子の才能は伸ばしてやるべきだ。主人である君やこの子自身が望むなら、いつでもここに修行に来たまえ」

　紳士はタマの才能に惚ほれ込んでくれたようだ。

「どうする、タマ？　彫刻の修行をしてみるかい？」

「あい」

　タマがこくりと頷うなずく。

　絵画や忍者の修行もあるだろうけど、小さい内は興味がある事を色々学ばせてあげた方がいいと思うんだよね。

　昼過ぎまで皆で彫刻体験を楽しみ、オレとルルが作った食事を紳士や彫刻家達に振る舞った。
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「へー、なんだか異国情緒のある店構えね」

　彫刻家の家を出たオレ達は、職人街にほど近い場所にある商会へと訪れていた。

　ここは巻物購入を約束していた鼬イタチ人族の商人ホミムードーリ氏が経営するスァーベ商会の王都支店だ。

　アリサとミーア以外のメンバーはこの商会と同じコイン通りにある別の商会──ナナの姉妹達が迷惑をかけた砂糖航路の貿易商人の店まで、ルルの護衛という名目で買い物に行かせている。

　リザはオレの護衛として同行すると主張していたが、ルル達を別行動させるのは主にリザの為ためなので却下した。リザの故郷を攻め滅ぼしたのが鼬人族だったらしいし、鼬人の顔を見るのも嫌そうにしていたからね。

「少し怖い」

「ああ、ちょっとオリエンタルな雰囲気の彫刻や飾りが多いし、カラーリングが独特だからね」

　自分の肩を抱いて身震いしたミーアの頭を撫なで、二人を連れて商館の中に入る。

「お若い方、本日はどのようなご用件でございましょうか？」

　すぐに人族の店員が駆け寄ってきた。

　馬車で乗り付けなかったせいか、店員の対応が平民向けになっている。

「ホミムードーリ殿はいらっしゃいますか？　巻物の購入を約束していたのですが──」

　オレは用件を告げながら貴族証を見せる。

「これは失礼いたしました。士爵様、こちらの応接室でお待ちください。すぐに会頭を呼んで参ります」

　貴族証を見て驚いた店員が、すぐに貴族向けの対応に変わってオレ達を応接間へと案内してくれた。

　世話係の人族の女性店員を残し、彼はホミムードーリ氏を呼びに出ていく。

　この商会は過半数がホミムードーリ氏と同様に鼬人族なのだが、接客係の多くは人族を採用しているようだ。

　オレ達は女性店員の入れてくれた甘い柑かん橘きつ系のジュースを飲みながら待っていると、ドアが控えめにノックされた。

　許可を与えると、商会の主人であるホミムードーリ氏が従者と共に入ってくる。

「しぇしぇしぇ、ようこそペンドラゴン士爵様」

　ホミムードーリ氏は下座の席に座ると、従者が持っていた立派な箱から数本の巻物を取り出してテーブルに並べた。どれも迷宮産の巻物らしい。

「なんだか禍まが々まがしい巻物ね」

「むぅ」

　アリサが言うように、二本ほど厄介そうな巻物がある。

　どちらも死霊魔法の巻物で、スケルトンやゾンビの従者を召喚する「不死従者召喚サモン・レツサー・アンデツド」と非実体系の下級アンデッドを召喚する「悪霊召喚サモン・レツサー・ゴースト」だ。

　どちらも、シガ王国では大っぴらに取り引きできない巻物だ。

　ホミムードーリ氏が迷宮都市の探索者ギルド経由で「桜吹雪チエリー・ブロツサム・シヤワー」などの巻物を売った時に、わざわざ別枠で直接取り引きを希望した理由が分かった。

　とはいえ、この二つの巻物を買い取るかは少し迷う。死霊魔法の巻物は違法とは言えないまでも、良識を疑われるような品だしね。

　残りの巻物は繁茂迷宮産の土魔法の「農地耕作カルテイベーシヨン」、複合魔法の「家作製クリエート・ハウス」、召喚魔法の「蝙蝠サモン・召喚バツト」、夢幻迷宮産の術理魔法の「回転歯車ローリング・ギア」、そして血吸い迷宮産の「骨加工ボーン・クラフト」の五本だ。最後の「骨加工」は普通の見た目の巻物だったので見落としていたが、これも最初の二本と同様に死霊魔法の巻物だ。

　前に迷宮都市でゼナさんにプレゼントした骨細工のイヤリングが、この「骨加工」の魔法でユニコーンの角を加工した物だった。

　これは色々と応用が利きそうなので凄く欲しい。少々良識を疑われてもいいくらいに。

　従者から巻物の説明を聞いた後、具体的な商談に入る。

「なかなか興味深いですね。いかほどでお譲りいただけるのでしょうか？」

「しぇしぇしぇ、値付けは巻物蒐しゆう集しゆうの第一人者たるペンドラゴン士爵様にお任せいたしましょう」

　向こうに値段を提示させようとしたのに、こっちに値付けを押しつけられてしまった。

　普通は下級魔法で金貨一枚、中級魔法で金貨三枚くらいだが、前に彼から買った「桜吹雪」なんかは相場の上限近い金額を付けていたし、少し高めで値付けしておくべきだろう。

「七本まとめて金貨一八〇枚でいかがでしょう？」

「サトゥー」

　オレが値段を告げると、ミーアが指で×を作って禍々しい二本の巻物をチラリと見た。

「ご主人様、ミーアが言う通り、他ほかの貴族から足を引っ張るネタにされそうな巻物は買わない方がいいわ」

「それもそうだね」

　この間巻き込まれたビスタール公爵邸の事件でも、スケルトンが尖せん兵ぺいとして使われていたし、スケルトンを召喚する巻物を買ったなんて話が社交界で噂うわさされたら色々と面倒そうだ。

「それではその二本を除いた五本を──金貨一二〇枚でいかがでしょう？」

「士爵様の見立てに否などあるはずもございません。その価格でお譲りいたしましょう」

　あっさりと商談がまとまってしまった。

「士爵様、我が商会には鼬帝国の珍しい品が他にもございます。宜よろしければご覧になりませんか？」

　せっかくのお誘いなので甘えさせてもらう。

　もちろん、アリサとミーアが嫌がっていないか確認してからだ。

　オレはホミムードーリ氏に案内されて奥の倉庫へと向かう。




「おっと、失礼」

「いえ──」

　移動中に部屋から出てきた人物にぶつかりそうになった。

　なんだか、目の下に濃い隈くまのある怪しげな人物だ。

　──何?!

　思わずＡＲ表示を確認したら、その人物の所属が「自由の光」である事を──違う。空目してしまったが、彼は魔王信奉集団「自由の光」ではなく、お気楽オカルト集団である「自由の風」の所属だった。

「どうかされましたか？」

「いえ、知り合いと似ていたので──」

　移動中の雑談ついでに聞いてみたら、先ほどの男性は曰いわくありげな品を買い付けに来る上級貴族の部屋住み子弟らしい。

　怪しげな行動が好きらしく、裏口から出入りするのがお気に入りだそうだ。

「こちらの棚はデジマ島の工芸品、あちらがデジマ島の夢幻迷宮から持ち帰られた品々でございます」

　ホミムードーリ氏が倉庫に並べられた品々を紹介してくれた。

　縄文土器っぽい文様の壺つぼや奇妙な工芸品が所狭しと並べられており、その善よし悪あしは分からないものの異国情緒に溢あふれていて見ているだけで楽しい。

　一方で、迷宮から回収されたアイテム類の方は、歯車やボルトみたいな見た目のモノが多く、ガラクタのように見える。

「むぅ」

　つまらなそうに棚を見ていたミーアが、不機嫌そうに唸うなった。

　彼女が見ていた石炭屑くずのようなモノを注視するとＡＲ表示がポップアップする。

「これは──」

　表示された情報に思わず呟つぶやきが漏れた。

「それは呪じゆ石せきと呼ばれる下級呪術師が用いる呪具でございます」

　それを聞きつけたホミムードーリ氏が、表示内容に等しい内容を教えてくれる。

　呪術師というのは「呪のろい」を専門に操る死霊魔術師の一種らしい。主にサガ帝国や大陸西部にいるそうだ。

「呪具ですか？」

「ええ、もっともその呪石のような低級な品では、鼻をむずむずさせるような嫌がらせがせいぜいでございます」

　だから、気にしなくて大丈夫だとホミムードーリ氏が笑ってみせた。肉食獣的な笑みなのでちょっと怖い。

　この呪石はサガ帝国の血吸い迷宮で産出される品との事で、先ほど出会った「自由の風」の男性なんかに売れるそうだ。

　まあ、それほど害があるわけでもなさそうだし、気にしなくて良さそうだ。

　それ以後は特に気になる物もなく、アリサとミーアも暇そうにしていたので、そろそろお暇いとましようと考えながら歩いていると、ホミムードーリ氏が気を遣ってくれたのか、とっておきを見せてくれると言い出した。




「ゴーレムですか？」

　ホミムードーリ氏が案内してくれた倉庫には数体のゴーレムが並べられていた。頭部が肩まで張り出した箱形という以外は、普通の三メートル級のゴーレムだ。

「ええ、ゴーレムです。ですが『普通』のゴーレムとは少し違います」

　ホミムードーリ氏が合図すると、ゴーレムの横にあった足場から、作業服の鼬人がゴーレムの頭部に飛び乗った。

　鼬人がゴーレムの頭部でごそごそと手を動かすと、それに合わせてゴーレムが動き出す。

「もしかして、ゴーレムを操縦しているの？」

「ええ、その通りです」

　アリサの質問にホミムードーリ氏が目を細めて頷く。

　そういえば、鼬帝国は有人ゴーレム部隊と魔物を強制的に従える「ネジ」を用いた従魔軍団で、大陸東方に帝国を築いたと宰相が言っていたっけ。

　このゴーレムは装甲らしい装甲も固定武装もないし、鼬帝国の軍用ゴーレムではなく、同じ基礎設計を流用した重機的な用途に使うモノなのだろう。

「士爵様も操縦してごらんになりますか？」

「はい、ぜひ」

「わたしも！　わたしも操縦したい」

「むぅ？」

　ミーアは興味なさそうだったので、アリサと一緒に足場の階段を上ってゴーレムの操縦席の所に行く。ミーアは女性店員に案内されてデジマ島から持ち込まれた絵巻物を見せてもらいに行った。

「なんだか、コナンが未来しそうなロボね」

　アリサが古典名作アニメのネタを振ってきたので「確かに」と答える。

「操縦席はレバーだらけで、クレーンとかの作業機械の運転席みたいだね」

「足下から生えてるレバーが二本と左右から突き出たレバーが二本、それとフットペダルが二つか──手足の伸縮と出力調整かしら？」

「スィスィスィ、だいたい、合う、してる。『凄すごいぞ』、子供」

　足場を上ってきた鼬人が、濁りのない片言でアリサを褒めた。

　凄いぞの部分だけサガ帝国語だ。たぶん、彼はシガ王国語よりもサガ帝国の言葉の方が得意なのだろう。

　彼は整備士との事で、簡単な操作方法を教えてくれた。

　フットペダルを踏み込むと前進、引き上げると後退、力を抜くと停止という仕組みで、歩行中は安全の為に足に対応したレバーが無反応になるそうだ。

　安全確認の為に、まずはオレから試乗させてもらう事にした。

「おお、凄い！」

　レスポンスが少々遅いが、操作系が簡単な事もあってすぐに慣れた。

　木箱の運搬や簡単な動きをさせて楽しむ。

「──ご主人様！　ご主人様ってば！」

　なんだか、アリサに呼ばれたので操縦を止めてそちらを見る。

「もう！　いつまでも一人で遊ばないでよ！」

「悪い悪い」

　メニューの時と計けいを確認したら、一〇分以上も操縦を楽しんでいた事が分かった。

　ロボの操縦が思ったよりも楽しくて、つい没頭してしまっていたようだ。

　エルフの里にも人が乗り込む多脚タイプの有人ゴーレムがあったのだが、あれは口頭命令で動いていたので、このゴーレムほど自分で操縦している感じがしなかったんだよね。

　ゴーレムを足場に戻してアリサと交代し、アリサが操縦席に収まるのを見守りつつ、足場の上を吹き抜ける心地よい風に身を委ゆだねる。

『●●』





＞「鼬人族語」スキルを得た。






　開け放たれた倉庫の入り口付近から聞こえた言葉で新しいスキルを覚えたようだ。せっかくなのでスキルポイントを割り振って有効化アクテイベートしておく。

『──襲──奪──は皇弟陛下の望み』

　何やら不穏な響きの単語が聞こえたので、聞き耳スキルに集中する。

　話しているのはローブを着た鼬人族の魔法使いらしい。ＡＲ表示によるとレベルが三一で、「召喚魔法」「術理魔法」「闇やみ魔法」の三つの魔法が使えるようだ。

　話している相手は、オレ達をここに案内してくれたホミムードーリ氏らしい。

『神の名の下にパリオン神国も──』

『そこまでだシポローホーイ。皇弟殿下の思惑を推し量るなど、我ら臣民には不敬も甚だしい』

　ホミムードーリ氏が魔法使いの言葉を途中で遮った。

　魔法使いはまだ何か言いたげだったが、オレの視線に気付いてフードで顔を隠し、そのまま立ち去ってしまった。鼬人族達の国でも色々とあるようだ。

　わざわざ自分から首を突っ込んで火中の栗くりを拾う気はないが、何か面倒な事が起こった時に後手に回るのも嫌なので、さっきの魔法使いにマーカーを付けておこう。

「しぇしぇしぇ、お構いもせず申し訳ございません」

「いえ、お気になさらずに。先ほどの方は商会の？」

　ホミムードーリ氏が戻ってきたので、さっきの魔法使いについて少し聞いておく事にした。

　オレが彼らの方を見ていたのはバレていたし、何も聞かない方が変だろうからね。

「その通りでございますが、彼が何か？」

「いえ、鼬人族の魔法使いは初めて見たので」

「なるほどなるほど、獣人族は魔法を軽視するきらいがありますから」

　獣娘達もそうだが、基本的に獣人族や鱗うろこ族は人族より肉体的な身体能力が高い。

　魔法を詠唱している時間に接近して物理で叩たたく方が早いと考える者が多いようだ。

「そんな事より、有人ゴーレムはいかがでございましたか？」

「ええ、素晴らしいですね。鼬帝国ではあのようなゴーレムが一般的なのですか？」

　ロボを操縦している感じがとても良かった。

　今度、自分でも作ってみよう。

「ほんの数十年ほど前に、即位前の今上陛下が開発された品でございます。あれは軽作業用のゴーレムなので小型ですが、軍用のゴーレムはあの倍から三倍ほどの大きさがございます」

　やはり予想通り、あのゴーレムは非軍用だったらしい。鼬帝国の軍用ゴーレムはシガ王国のモノと同じくらいのサイズだ。

　さすがに軍用のゴーレムは国外に持ち出せなかったとホミムードーリ氏が続ける。

「士爵様もご予約なさいますか？　早ければ一年後から二年後に納品可能でございますよ」

　既に、金払いの良い門閥貴族から一〇件近い予約が入っているそうだ。

　魔剣なんて目じゃないくらい高いだろうに、よく買えるモノだ。

　アリサが楽しそうに操縦する向こうに、何台ものゴーレム車が並んでいるし、ゴーレムの中核部品である魔操肢核マリオネツト・コアがデジマ島の迷宮で手に入ると前に園遊会で言っていたから、こういったゴーレム製品が鼬帝国の目玉交易品なのかもしれない。

「ご主人様！　わたしの勇姿を見ててくれた？」

「ああ、格好良かったよ」

　そんな話をしている内に試乗を終えたアリサが戻ってきたので、絵巻物を見に行っていたミーアと合流してホミムードーリ氏の商会を後にした。

「ご主人様！　甘いお菓子が一杯なのです」

「ドライフルーツも美お味いしい～？」

「干物も良い味でした」

　砂糖航路の貿易商人のお店に寄って皆みんなと合流したところ、獣娘達が甘味や干物の虜とりこになっていた。

「マスター、小物が小さくてふわふわで可愛かわいいと告げます」

「上白糖や氷砂糖も売っていました。ラム酒も樽たるや瓶で売っているそうです」

　ナナが小物を、ルルが食材をそれぞれ報告してくれた。

「なら、この機会にいろいろと買おう。アリサとミーアも何か欲しいものがないか見ておいで」

「ん、楽しみ」

「書物もいいけど、布や染料もちょっと見たいわね」

　アリサとミーアもうきうきと商品棚の方へ歩いていく。

　前にナナの姉妹達が出した損害以上の利益が出るように、商会の商品を大量に買い求める予定だったので、皆が興味を持った異国の品々を大人買いしてある。

　たっぷりと買い物を楽しんだ後、今度はエチゴヤ商会へと足を伸ばした。





◆






「それじゃ、少し仕事の話をしてくるから、皆はショッピングでもしてて」

　お小遣いを渡して、大盛況なエチゴヤ商会一階の階段前で仲間達と別れる。

　一緒に行くのは企画担当のアリサと料理担当のルルの二人だ。

「士爵様、ようこそおいでくださいました」

　階段の途中で、オレ達を出迎えてくれた銀髪美女は、クロの奴隷でエチゴヤ商会の事務会計を統括する支配人秘書のティファリーザだ。今日も怜れい悧りな美び貌ぼうが素晴らしい。

　そろそろ奴隷の身分から解放してやりたいのだが、彼女は犯罪奴隷なので普通の方法では解放できない事になっている。解放には王様の恩赦が必要なのだ。

　今度、国王と会った時にでも、恩赦が出せないか交渉してみよう。

「前に頼まれていたアイデア募集要項を纏まとめてきたわよ。それとルルがとびっきりの料理レシピを用意してくれているから期待していて」

「ルルちゃんの新レシピっすか！　それは楽しみっす！」

　二階で店員の制服を着た赤毛の娘が話に割り込んできた。

　ピョンと撥はねたアホ毛がチャーミングポイントのネルだ。彼女もティファリーザと同じ理由で奴隷のままなので、国王に恩赦の件を頼む時は彼女の事も忘れないようにしよう。

「こんにちはネルさん。王都に転勤ですか？」

「そうっす！　王都で喫茶店のフラフルチャドラーするからって、エルテリーナ様に呼ばれたんすよ」

「最初の『フラ』しか合ってないじゃない。フランチャイズよ」

　ネルはアリサが発案した喫茶店フランチャイズの件で迷宮都市から呼ばれたようだ。

「ネル、積もる話は後で。士爵様達は支配人とお話があります」

「あちゃー、邪魔しちゃってたっすか。ごめんっすよ、ティファさん。それじゃ、ルルちゃんまた後で」

　ネルはルルの返事も待たずに賑にぎやかに仕事に戻っていった。相変わらず元気な子だ。

「今日はずいぶん混こんでいるわね」

「そうだね。ティファリーザさん、今日は何かあるんですか？」

「年始に成人式を行う人達が、成人式の礼服に付ける飾りを買い求めに来ているんですよ」

　こちらの成人式は元日にあるらしい。

　今年の流行は派手な飾りとの事で、迷宮都市産の派手な飾りが大人気との事だ。

「そういえばルルもそろそろ成人だったね」

「はい、次の元日で一五になります」

「元日が誕生日だったのか？」

「誕生日、ですか？」

　なんだかルルと話が嚙かみ合わない。

「ご主人様、こっちは誕生した日を祝う習慣がないの。皆、元日にまとめて一歳加齢するのが一般的ね」

　見かねたアリサがそう説明してくれた。

　なるほど、どうりで一年近く一緒に旅をしていたのに、誰だれからも誕生日の話題が出なかったはずだ。

「お祝いも七歳と成人になる一五歳くらいなのが普通ね」

「なるほど、それなら、今年はルルの成人式をしないとだね」

　振ふり袖そでの晴れ着はデフォとして、彫金スキルＭＡＸの腕を活いかしてルルの美貌に負けない簪かんざしなんかも用意しよう。

　ティファリーザからも祝福の言葉を貰もらった後、オレ達は応接室へと移動した。




「これは美味しいですね」

「ええ、確かに」

　支配人室で蟻あり蜜みつ使用のタレで味付けした蒲かば焼やきをエルテリーナ支配人とティファリーザに試食してもらったところ、なかなか高評価を得た。
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「ですが、この甘みは砂糖を使っているのでは？」

「大丈夫です。それは蟻蜜を使っていますから、砂糖よりも安価で提供できます」

　当面の蟻蜜は、オレ達が迷宮で回収した膨大なストックから分けようと思っている。

「蟻蜜？　なら、貴族には出さない方がいいですね」

「貴族様用に砂糖を使ったレシピもあります」

「さすがはルルさん、用意周到ね」

　シガ王国の貴族は魔物由来の食材を嫌う人が多いんだよね。

　もっとも、前に作った砂糖使用のレシピを改良して、今回の蟻蜜ダレを作ったので用意周到とは少し違う。

　レシピの提供価格が決まったところで、このままエチゴヤ商会の料理人にルルからレシピを伝授してもらう事になった。

「──ルル様！」

　調理コートを着込んだ髭ひげ面づらの男が飛び込んできた。

「おお！　本当にルル様がおられる！」

「え、ええっと──」

「ルル様は覚えておられますまい。私は公爵様のお城で料理長に命じられてルル様のお手伝いをさせていただいていた者でございます」

「あ！　ああ、あの時の！」

　料理人にそう言われてルルは思い出したようだ。

　なんでも、迷宮都市の屋台料理を食べてルルのレシピだと直感し、そのままエチゴヤ商会へ求職に来たらしい。

「『奇跡の料理人』の直弟子から教授いただけるとは感激の極み！」

「おおっと！　ルルちゃん先生から最初に料理を伝授してもらうのは、ルルちゃん先生の一番弟子であるこのネルさんの役目っすよ！」

　エプロンを着けた赤毛のネルが飛び込んできた。

　どうやら、彼女も髭面の料理人と一緒に、ルルからレシピを学ぶらしい。

「ふん、料理の基礎さえ独学の貴様に、ルルちゃん先生の一番弟子を名乗る資格があるのかな？」

　ルルちゃん先生という新しい呼び名ができつつあるようだ。

　奇跡の料理人の直弟子なんて変な呼び名が定着するよりはいいと思う。

「それじゃ、行くっすよ、ルルちゃん先生」

「うむ、言い争いなどしている時間が惜しい。ルルちゃん先生、厨ちゆう房ぼうへ参りましょう」

　ルルはネルと髭面の料理人に促されて部屋を出ていった。

「二人が暴走してルルさんに迷惑を掛けないか心配ね……」

「支配人、私が一緒についていきます」

「そう？　お願いね」

　ティファリーザが見守ってくれるなら安心だ。

「それにしても、『奇跡の料理人の弟子』なルルに心酔するのは分かるけど、『奇跡の料理人』本人はどうでもいいのかしらね？」

「直接会った事もないし、顔を知らなかったんじゃないのか？」

　呆あきれた様子のアリサに肩を竦すくめて答えた。

　支配人もアリサと同じ事を思っていたのか、苦笑いをしている。

「支配人、試作下着を持ってきたよー」

　石せき狼ろうゴーレムに乗った小柄な貴族娘ロゥーナが入ってくる。

　相変わらず、彼女は石狼で移動するのが好きなようだ。

「へー、もうブラやパンツの試作品ができたんだ」

「アリサちゃんの提供してくれた型紙のお陰よ」

　まだ拙つたない感じだが、ちゃんと形になっている。

　紡績工場の空きスペースを利用して、下着の縫製工場をスタートしたそうだ。

　せっかく王都にいるのに、ここ何日かクロとしてエチゴヤ商会に顔を出していなかったので、近いうちに顔を出そうと思う。

「それじゃ、わたしから製品の提案なんだけど──」

　アリサがストッキングのサンプルを見せながらプレゼンを始めた。

　プレゼンは無事に終わり、エチゴヤ商会の製品ラインナップにストッキングが加わる事になった。

　昨日きのうオレが徹夜でマイナーチェンジしたストッキング用の錬金術や魔法のレシピや編み上げ用の魔法装置を、エチゴヤ商会に提供する。

「変わった様式の魔法装置ですね」

「それは古代ララキエ形式だそうですよ」

　この洗濯機サイズの魔法装置は、アリサがエルフの裁縫工房から譲ってもらった品だ。

　外側は偽装スキルを活用して、古代ララキエ様式の外観に変更して、古くさく見えるように加工してある。

「そのような貴重な品を貸し出していただいて宜よろしいのですか？」

「ええ、構いません。砂糖航路を旅していた時に色々と魔法道具を手に入れましたし、これは私達だけが使うには少々大がかりですし、活用してくださる方に使っていただくのが宜しいかと」

　ちょっと回りくどい答えだが、これは魔法装置の外観を古代ララキエ様式にしたのと同様に、出所を曖あい昧まいにしておく為ためだ。

　エルテリーナ支配人は信用しているが、この装置の存在を知った第三者が魔法装置を求めてエルフの里に迷惑をかけたりしない為の保険として、そんな風にしておいた。




　商談が終わったところで、今度はこちらの相談をしてみた。

「──家庭教師と使用人ですか？」

「ええ、うちの子達に行儀見習いを教えてくれる先生と、王都邸の雑務を熟こなす使用人を雇いたいんです」

「それならうってつけの人材がいます」

　支配人はそう言って、幹部の貴族娘の一人を呼んで「黄綴とじの人材表」とやらを取り寄せた。

「レッセウ伯爵領の城や貴族屋敷でメイドをしていた者達の一覧です。本当なら商会で雇いたい人材なのですが、少々事情がございまして……」

　たぶん、ティファリーザやネルの事情を考慮して避けているのだろう。

　普段は内職や再稼働を始めた紡績工場で雇用しているそうだ。

「変なヒモ付きじゃないわよね？」

「ええ、それは調査済みです」

　一覧表には出身や最終職業だけでなく、簡単な職歴や亜人差別意識の有無なども記載されていた。

　屋敷の規模から六人ほどを選出して、面接に来た中年のテンマーヤという名のベテラン・メイドをメイド長に任命して、さっそく明日から来てもらう契約を結んだ。教師と庭師も手て頃ごろな者がいたので雇ってある。

　御者については専従者を雇用するのではなく、馬車ギルドで馬車とセットで一月ほど契約しておいた。ストレージ内の馬車や土魔法の「地従者作製クリエート・アース・サーバント」で馬ゴーレムを作る事も考えたが、悪目立ちしてトラブルを招きそうなので自重している。

「──王都に魔物ですか？」

　ルル達が戻ってくるまでの間、雑談していたら支配人からそんな話を聞かされた。

　そういえば園遊会でも、そんな話をしていた貴族がいたっけ。

「はい、直接魔物が確認されているわけではないのですが、下町の路上生活者が無残な遺体で発見されたり、下水処理場で上半身だけになった鼬人族の商人が発見されたりしているそうです」

　他ほかにも魔物らしき影が人を襲うとか、廃屋で怪しげな儀式の跡が発見されたりとか、色々な噂うわさが広まっているそうだ。

「ここ半年ほどの間に、幾度も魔王の復活や魔族による騒動がありましたし、『魔禍払い』の儀式がある年末に、こういった噂が出るのもよくある事なのですが──」

「遺体がある以上、何かいるんでしょうね」

　支配人の言葉の続きをアリサが口にする。

　目め配くばせするアリサの視線が、オレに原因を調べろと言っている気がしたのでマップ検索で調べてみたが、前に園遊会で噂を聞いた時と同様の調査結果しか出なかった。

　公都の下水道に生息していたワニのような大型の危険生物はいない。ネズミやコウモリくらいだ。

「衛兵達の間では召喚魔法使いが召喚した生き物や死霊魔術師が呼び出したグールや錬金術士が作り出した合成生物キメラ、もしくは逃げ出した従魔のいずれかではないかと言われているそうです」

　召喚魔法使いか──オレの脳裏にスァーベ商会で見かけた鼬人族の魔法使いの顔が浮かんだ。

　怪しげな雰囲気だったけど、召喚魔法が使えるというだけで犯人候補に挙げるのは、ちょっと短慮が過ぎるだろう。

　どちらかというと魔族の仕業という気がするのだが、それは選択肢にはないようだ。

「ずいぶん候補が多いのね」

　不謹慎な事に一部の衛兵達の間では、それらの内のどれが事件の犯人か賭かけが行われているらしい。

「そういえば『魔禍払い』の儀式って何？」

「アリサちゃんは知らない？　聖杯に王都やその周辺の瘴しよう気きを集めて、七神殿の神官達が一気に浄化する儀式なの。魔物は瘴気のない場所を嫌うから、王都の近くから魔物を一掃できるのよ」

　支配人が大おお晦みそ日かに行われる儀式の事をアリサに語る。

　オレも最近知ったばかりだが、「魔禍払い」は半年に一回、大聖杯や小聖杯を用いて行われる儀式魔法で、王都や王都周辺の魔物を追い払う効果がある。今回は王家の大聖杯と公爵達の持つ小聖杯を集めて行う、六年に一度の大がかりな儀式なので「大おお祓はらい」とも呼ばれるそうだ。

　この儀式によって王都周辺から魔物が激減する為、他国とは比べ物にならない広大な農地を維持できるらしい。農地の最外縁に結界柱の帯を作って再侵入を防止するのも、その方策の一つだろう。

「それって危なくないの？　瘴気を集める時に魔物が寄ってこない？」

「大丈夫よ。巡回騎士達や飛竜騎士ワイバーン・ライダー達が警戒を強めるし、魔物が集まる前に瘴気濃度が薄くなって散っていくから、王都から見える場所まで魔物が来る事は希まれね」

　心配いらないと王都生まれの支配人が太鼓判を押した。

「そっか、説明ありがとう、エルテリーナさん。話を脱線させてごめんね──そうだ。さっき鼬人族の商人が殺されたって言ってたけど、スァーベ商会の人？」

　アリサが話を戻し、さっき寄ったホミムードーリ氏の商会名を挙げて尋ねた。

「ええ、その通りよ。もしかして、士爵様はスァーベ商会と取り引きがあるのですか？」

「巻物を買い求めただけで、取り引きというほどの事はしていません」

　支配人がアリサの問いに首肯した後、オレに尋ねてきたので事実を告げる。

「それが何か？」

「いえ、スァーベ商会はシガ王国で取り引きを禁じられている品も扱っているので、知らずに購入したらいけないと思いまして」

「ご忠告感謝いたします」

　禁止品と間違われそうなグレーゾーンの商品も多そうだから注意しないとね。

　骨加工の巻物は買ってしまったけど、邪悪な見た目の巻物でもないし、人に見せびらかすわけでもないから大丈夫だろう。

「でも、禁制品を扱ってるって知っているなら、官憲に通報したらいいんじゃないの？」

「スァーベ商会には有力貴族の支援者がいますから、取り引き現場を押さえるくらいじゃないと言い逃れされてしまうのよ」

　もっとも、それは呪じゆ石せきのようなグレーな品までで、魔人薬や屍しかばね薬やくくらいの品だと証拠だけで十分らしい。

　そこにルルとネルが戻ってきた。

「スァーベ商会が、どうかしたっすか？」

「危ない品を売ってるって話をしてたのよ」

「やっぱそうっすかー。よく裏口から怪しげな人達が出入りしてるのを見かけるっす」

　スァーベ商会の近くに美お味いしい屋台があるんすよ、とネルが続けた。

　たぶん、彼女が言う「怪しげな人達」というのは、お気楽オカルト集団「自由の風」の人達の事だろう。





◆






「まだ、帰るには少し早いわね」

「それなら、この通りの少し先にある噴水広場まで行きませんか？」

　ルルがネルに教えられたという名所を提案した。

　なんでも、辻つじ芸人や似顔絵描き、それから屋台が色々出ていて楽しいそうだ。

「あー、見て見て！　あそこよね？」

「マスター、前方に目的地を発見しましたと報告します」

　わりとすぐに噴水広場へと到着した。

　馬車ですぐ近くまで行けるようだが、それだと風情がないので、少し手前で降りて皆みんなで散歩しつつ歩いていく。

「のわああああああああ」

　皆で散策していると、路地から男が叫びながら転がり出てきた。

　なぜか、カラスに頭を突つつかれている。

「お、おのれ、黒き魔獣め！」

「わ、我が盟友に手を出すとは度し難い」

　後ろから男の仲間とおぼしき男達が追いかけてきた。口から出てくる言葉こそは勇ましいが、汗だくの顔でぜいぜいと荒い呼吸をしており、そのまま倒れてしまいそうだ。

「えもの～？」

「カラスさんを捕まえたのです」

　タマとポチがカラスを捕まえて戻ってきた。

　二人の後ろには、先ほど頭を突かれていた青年もいる。

「きゅ、救援を感謝する」

　青年はカラスのものらしき大きな羽根を手に持っていた。

　どうやら、カラスの羽根を取ろうとして逆襲に遭ったらしい。

　カラスが欲しいというので、銅貨二枚と引き換えに青年達に渡す。銅貨二枚はタマとポチのお駄賃だ。後で肉にく串ぐしでも買ってやろうと思う。

「同志よ、これで我らの野望が一歩進むぞ！」

「うむうむ、これで偉大なる邪神様との交神が可能となるのだ！」

　カラス一羽で可能となる交神はさすがにないだろう。

「秘密結社『自由の風』での我らの階位も上がる。黒き魔獣と激闘を繰り広げた甲か斐いがあるというものだ」

　秘密結社の名前を、昼日中の観光地で口にしてどうする。

　まったく、ギルド長が「自由の風」はお気楽集団って言うだけはあるね。

　オレ達は自分達の世界に没入したお気楽集団と別れ、散歩を続ける。

「蕎そ麦ばの匂におい～？」

「肉入りガレットさんはいないのです」

「桜さくら鮭じやけの切り身を焼いている屋台もあるようですね」

　食欲優先の獣娘達はさっそく屋台に興味を引かれている。

　せっかくなので、適当に買い求め、食べ歩きする事にした。

「桜」

　噴水までの沿道は桜並木になっているようだ。

「ちらほらと蕾つぼみが付き始めているね」

「ん、楽しみ」

　咲くのはまだ先みたいだけど、桜が咲いたら皆で花見に来るのも良さそうだ。

「思ったより人が多いですね」

「混雑」

　道行く人達を見回しながら感想を呟つぶやいたルルに、ミーアが同意した。

「そりゃ、あんなに大きな噴水なら見物客も集まるわよ」

　人垣の向こうに見える大きな噴水塔を見てアリサが言った。

　これから行く噴水広場は、王都に八箇所ある大噴水の一つで、庶民や下級貴族が訪れる事ができる名所の中では一番人気との事だ。

　泉の中央に設置された噴水には様々な彫刻が施され、色々なテーマの像が立っている。

　それらの像は定刻の鐘の音に合わせて動き出す仕掛けがあるそうなので、ここを見終わったら、他のも順番に見物するのも楽しそうだ。

　こういった人ひと混ごみに定番のスリや痴漢なども出たので、獣娘達と一緒に排除する。人混みでも不ふ埒らち者もの達がよく分かるように、レーダーの倍率を上げて範囲三〇メートル程にしておいた。

「うっはっ！　懐なつい！」

　縦笛で篭かごに入った蛇を操る獣人の大道芸を見て、アリサがテンション高く喜ぶ。

　──懐かしい？

　アリサの故郷にはこんな大道芸が流は行やっていたのかな？

「にょろにょろ～？」

「カバヤキさんなのです！」

　蛇を見てポチが蒲かば焼やきを連想していた。

　さっき屋台でオヤツを食べたばかりなのに、ポチの食欲に衰えはないようだ。

　今日の晩御飯はウナ重ならぬ、蛇竜ナーガ丼を作るのもいいかもしれない。

　副菜を何にしようか頭を悩ませ始めたオレの耳に、仲間達の歓声が飛び込んできた。

「ぴゅーって噴き上がっているのです！」

「わんだほ～？」

「二人とも、そんなに前に出たら、泉の中に落ちますよ」

「ミーアの魔法みたいだと告げます」

「そう？」

「後ろ向きに銅貨を投げ込んだら幸せになるとか言い伝えはないのかしら？」

「ダメよ、アリサ。お金をオモチャにしたら」

　仲間達が噴水の前で楽しそうだ。数日前に行った公園にも噴水はあったのだが、ここの噴水は規模が大きいから、思わずはしゃいでしまうのも分かる。

「綺き麗れいだけど、小さな水しぶきが冷たっ。迷宮都市にあれば喜ばれそうね」

「そうだな。だけど、あそこは水がそれなりに貴重だから無理じゃないか？」

「時間限定にして、それ以外は水みず汲くみ場にしたらいいじゃない」

　ふむ、西ギルド前の広場あたりに作ったら、観光スポットとか癒いやし空間になりそうだ。

「サトゥー」

　ミーアがオレの袖そでを引く。彼女が示す方を見ると、噴水の反対側に幾台か停車している馬車の中に、品の良い瀟しよう洒しやな馬車が止まっていた。

　その窓から顔を覗のぞかせているのは、王桜の根元で会ったピンクブロンドの少女、「桜守り」のアテナ嬢だった。馬車の中にはメガネのシスティーナ王女と侍女二名もいる。

　たぶん、王女と一緒に噴水見物に来ているのだろう。

　馬車は女性近この衛え騎士六名が護衛している。王女の護衛だけあって、全員が煌きらびやかな金属鎧に身を固めている。

　その時、リンゴンと王都の各所にある定刻を報しらせる鐘の音が響く。

「わぁ、凄すごい！　見てみてアリサ！　ご主人様も見てください、綺麗ですよ」

　いつもよりワントーン高いルルのはしゃいだ声に誘われて、詳細情報を表示していた視界を塞ふさぐウィンドウを閉じる。

　──おおっ。

　不覚にも目の前の光景に目を奪われてしまった。

　水魔法か術理魔法かは分からないが、噴水の周りの泉から水が重力を無視してふわりと浮かび上がり、空中に幾つもの輪を描く。

　そして、その輪を潜くぐるように噴水が上がる。

　輪は噴水の流れに合わせて浮かび上がり、そして虹にじ色いろの輝きを残して消えていく。

　少し遅れて、それを彩るように水中のノズルから一斉に水が吹き上がり、たくさんの水のアーチが中央の噴水を彩る大輪の華を作り出す。

　落ちてくる水しぶきが花弁に変わり、桜吹雪のように広場の空を舞う。

　その下を石像達がコミカルな動きで楽しげに踊り出す。

　──実に幻想的な光景だ。

　それにしても、機械的な仕掛けだけじゃなくて魔術的な仕掛けまであるとは思わなかった。

　オレの袖を摑つかんだまま、ルルが声もなくその光景に見み惚とれる。

　ルルだけじゃない、他のみんなも魂を奪われたように次々に姿を変える水の祭典に見入っていた。

　……ミーア、そして、ポチ。気持ちは分かるが、その開いた口は閉じようか。

　オレはそっと手で押して、二人の口を閉じてやった。








赤縄の魔物







〝サトゥーです。家庭用ゲームだと、支援魔法の使い方をプレイヤーに教えるために敵が支援魔法で強化する事があります。有効なチュートリアルなのですが、支援が有効すぎると嫌われ敵キャラになるのが玉に瑕きずです。〟






「──にゅ？」

　タマの耳がピクッと動き、周囲を見回す。

「どうかしたのか──」

　──赤い光点。

　噴水に見惚れている間に、複数の赤い光点がＡＲ表示されるレーダーに現れていた。魔物だ。

　直後に激しい震動が足下から伝わり、噴水や石畳が波打ち始める。

「うわっ、何、何？」

「エマージェンなのです！」

　仲間達は驚きつつも油断なく周囲を見回し、妖よう精せい鞄かばんから愛用の得え物ものを取り出す。周囲に右往左往する人達がいるので、抜剣まではしていない。

　視界内に赤い光点の主らしき魔物が接近する姿はない──下か！

「全員、噴水から離れろ！」

　オレは幾つものスキルの助けを借りつつ、大きな声で避難を指示する。

　悲鳴や怒声を上げる周囲の人々は、突然の異変に狼ろう狽ばいしつつも、オレの指示に従って速やかに逃げ始めてくれた。交渉スキルや指揮スキルを意識したお陰かもしれない。

　噴水の向こう側で、幾台もの馬車が発進できずにいた。その中にはシスティーナ王女の馬車もある。

　どうやら、怯おびえた馬が暴れたり、馬車の車輪が波打った石畳に挟まったり、他の馬車が邪魔だったりして動けないようだ。

「ご主人様、噴水の様子が！」

　リザが言うように、先ほどまで華麗な水のショウを繰り広げていた噴水は一瞬だけ止まり、次の瞬間、噴水のあちこちから漏水し、勢いよく水が噴き出して逃げ遅れた人々や馬車を濡ぬらした。

　それに少し遅れて噴水の構造物が倒れ、噴水を囲む泉の底が抜けて細く黒いワイヤーのような触手が現れてチロチロと動く。

「マスター、二時の方向に魔物を発見。排除行動に出ます。許可を」

「避難を優先する！　ナナとリザは魔物が周囲に飛び出さないように牽けん制せい！　ポチとタマは逃げ遅れた人達を助けろ」

「イエス、マイマスター」

「承知！」

「らじゃなのです！」

「あいあいさ～？」

　前衛陣が飛び出すのと同時に、コオロギに似た異形の魔物が次々と姿を現した。中型犬くらいの大きさで、黒い体に蛇がのたうつような赤い模様が特徴的だ。

「魔物だぁああああ！」

「喰くわれるぞぉおおおお！」

「逃げろぉおおおおおおおお！」

　逃げ遅れていた人達や離れた場所で様子を見ていた人達が、恐慌状態になりつつ全力で逃げ出した。

　悲鳴に興味を引かれた魔物達を、リザとナナが牽制して釘くぎ付づけにする。

「アリサとミーアは魔法で支援。ルルはアリサとミーアの護衛を頼む」

「はい、分かりました！」

　ルルがブレスレット型の術理盾を発動する。

「おっけー！」

「ん」

　アリサとミーアも愛用の杖つえを構える。

　指示を出し終えたオレは、仲間達を見守りつつマップを開いて周辺の再チェックを始める。

　噴水に見惚れて発見が遅れたとはいえ、直前までオレのレーダーには魔物が映っていなかった。

　転移か召喚か──いかなる方法で王都の中心街に魔物を呼び出したのか、今後の平和な王都観光の為ためにも調べておく必要があるだろう。

　まだ一五匹近い魔物が下水道を徘はい徊かいしているようだ。

『「戦術輪話タクテイカル・トーク」を発動したわ！　敵は不確定名「奇形蟋蟀ミユータント・クリケツト」、レベル一〇よ』

　アリサが空間魔法で仲間達だけに聞こえる情報ネットワークを構築した。

『そいつらは「魔縄身」って妙な状態になってるわ！　聞いた事のない支援バフ系スキルだし、カウンター技かもしれないから注意して！』

『分かりました』

『イエス・アリサ』

　リザが様子見に牽制の一撃を放つと、魔物の表皮で赤い光が瞬いた。

　リザの槍やりが触れる瞬間、コオロギの魔物の表面に赤い縄状の魔法陣が現れたが、リザの槍に砕かれて赤い光を散らして消えていた。あの魔法陣は障壁のようだ。

『感触からして、防御系のようですね。ナナの「盾シールド」ほどの強さです』

『けっこう硬いわね』

　リザの報告にアリサが感想を呟く。

　──ん？

　マップに映る魔物の動きが急に激しくなった。

『魔物の動きが変だ。何かあるぞ！』

　オレがそう警告するのと、コオロギ達が一斉に飛び出してくるのはほぼ同時だった。

　レベル一〇にしては動きが妙に素早い。何匹かのコオロギがリザとナナの警戒ラインを突破した。

「悪即ザザーン～？」

「電光石火なのです！」

　避難を補助していたタマとポチが、素早く魔物を倒す。

　そんな二人から遠い魔物は、魔法的な念動力サイコキネシスである「理力の手マジツク・ハンド」で摑まえて、地面に叩たたき落おとした。

　アリサやミーアが詠唱しているし、目撃者がいても二人が使った魔法だと誤解してくれるだろう。

　叩き落としたコオロギの一匹が王女の馬車に向かって再跳躍するのが見えた。

　普通なら確実に始末できる勢いで叩き落としたのだが、コオロギ達の種族固有能力「魔縄身」は防刃性能だけじゃなく、衝撃吸収能力も高いようだ。

「殿下を守れ！」

　跳躍したコオロギは護衛騎士の凧盾カイト・シールドに阻まれた。

　騎士達は貴族の子女ばかりなのでお飾りかと思ったが、なかなか反応がいい。

「ソフラ、リエール、魔物を排除しろ！　他は殿下の守りを最優先だ！」

　王女の護衛だけあって、隊長のレベル三〇を始め、他の三名もレベル二〇台前半とレベルが高い。

　一方でコオロギの魔物は「魔縄身」という見知らぬ種族固有能力を持っているものの、レベルは一〇ほどでしかない。魔縄身が戦闘特化の能力だとしても、騎士達が後れを取る事はないだろう。

　それに──。

「……■　泥縛マツド・キヤプチヤー」

　シガ三十三杖である「桜守り」のアテナ嬢が、再跳躍しようとしていた残りのコオロギ達の足下を、土魔法で泥に変えて機動力を奪った。さらに、泥の触手が魔物達をその場に縛り付けていく。

「よくやった、『桜守り』！　コイツを始末するまで押さえていてくれ！」

　騎士隊長がアテナ嬢を褒める。

　コオロギを瞬殺するかに見えた騎士二人が、思ったよりも苦戦していたからだ。

「この程度の魔物！　私の土魔法で始末してみせます！」

「──分かった。自信があるなら任せる！　アン、レノアも二人に加勢しろ」

　騎士隊長は少し迷ったようだったが、すぐにアテナ嬢に許可を出した。

　更に王女の護衛から、長剣やメイスを持った二人の騎士をコオロギとの接近戦に加える。

「……　■■　緑柱石筍トス・ベリル」

　アテナ嬢が詠唱を終えると、泥の中から生えたエメラルドグリーン色をした石せき筍じゆんが、泥に縛られたコオロギ達の腹を貫いた。

　いや、倒せたのは二匹だけだ。残り一匹は「緑柱石筍」に押し出されて「泥縛」から脱出してしまった。

「そ、そんな！　騎士達の鎧よろいさえ貫く私の『緑柱石筍』で倒しきれないなんて！」

「殿下、私の後ろに。ファーファは背後を警戒しろ！」

　自慢にも聞こえるアテナ嬢の悲鳴をスルーして、騎士隊長は馬車から降ろした王女を連れて後退を始める。

　ちょっと手助けした方がいいかもしれない。

　泥縛から脱したコオロギが、王女へと飛ひ翔しようした。

「……　■　水剣山スプラツシユ・ニードル」

　涼やかな声がオレの傍らから聞こえ、地面を濡らす水たまりから生えた無数の水針が、空中を舞うコオロギを下から貫く。ミーアの中級水魔法だ。

　赤い縄模様の障壁がコオロギを守ったが、水針はそれを紙のように貫いてみせた。

『ご主人様、あれが後ろからコオロギを追い立ててたみたい』

　アリサが示す先には、野牛並みの大きさがあるネズミの魔物「奇形大鼠ミユータント・ラージマウス」が横たわっていた。既にリザとナナが倒した後らしい。




「──いつまで遊んでいる！」

　騎士達に向かって隊長の叱しつ責せきが飛ぶ。最初のコオロギをまだ倒し終えていなかったようだ。

　発破を掛けられた騎士達がコオロギに猛攻を浴びせ、ようやく赤い縄状の障壁を砕いてみせた。そこからは早く、数の利を活いかして瞬く間にコオロギの足を折り、背や頭を砕いて倒してしまった。

　魔刃や術理魔法の「魔法破壊ブレイク・マジツク」なんかがないと、「魔縄身」の障壁を破壊するのは大変なようだ。

「サトゥー」

　ミーアが少し離れた物陰に奇妙な生き物を見つけた。

　こそこそと騒動を覗うかがうのは、黒い小人にコウモリの翼を付けたような生き物で、オレが使役する手乗りガーゴイルに似ている。

　ＡＲ表示によるとレベル一の小魔族インプで、「小呪じゆ詛そ」スキルを持っている。魔族の一種のようだ。称号が「使い魔」になっていたので調べたが、主人の欄は奇妙な文字で埋められていた。なんらかの隠いん蔽ぺい手段を講じているらしい。

　怪しいのでマーカーを付けて、主人の下まで泳がせよう。

「えもの～？」

「逃げたのです！」

　避難誘導を終えたタマとポチも、インプを見つけたらしい。

　自分に向かってくるタマとポチを見て、インプがコミカルな動きで逃げ出した。

『ポチ隊員、タマ隊員、インプに追いつかない速度で追いかけてくれ』

『あいあいさ～』

『らじゃなのです！』

　子供達との追いかけっこで慣れているのか、二人が絶妙な速さでインプを追いかける。

　交差点の向こうから一台の馬車が現れた。パリオン神殿の馬車だ。

「■■■■■　法力弾フオース・シヨツト」

　馬車の窓から放たれた不可視の弾丸がインプを貫く。

　──ＧＹＷＡＡＡＡＡＷＮ。

　悲鳴を上げたインプが黒い靄もやとなって消える。

『残念～？』

『やられちゃったのです』

　タマとポチが馬車の手前で急停止した。

　二人の視線はインプを倒した神殿の馬車を向いている。

　扉を開けて出てきたのは、パリオン神国の枢すう機き卿きようだ。

「やあ、君達の手柄を横取りしてしまったかな？」

「にゅ」

「だ、大丈夫なのです」

「そうか、なら良かった」

　枢機卿は後あと退ずさりするタマとポチに歩み寄り、二人の頭を撫なでつつ慈愛に満ちた声で「怪け我がはないかい？」と尋ねてくれている。

　偉い人が苦手なのか、ポチの尻しつ尾ぽが足の間に隠れているし、タマの耳もペタンとなっているのが見えたので、魔物が出現した噴水の警戒はリザとナナに任せてそちらへ向かう。

　──おっと、その前に。

　オレは割れた泉の割れ目を確認する振りをして、その下にある下水道へ続く穴に向けて「誘導矢リモート・アロー」を放っておく。狙ねらうのは下水道に残ったコオロギの生き残りだ。ここと同じように、外に飛び出して暴れられたら危険だからね。

　顔を上げたら、既に枢機卿はタマとポチから離れ、徒歩で王女達の方へと足を向けていた。

「猊げい下か！　猊下、お待ちを！」

　お付きの司祭が歪ゆがんだ石畳の間から出た土砂で司祭服の長い裾すそが汚れるのを気にしつつ、枢機卿の後を追いかける。

　当の枢機卿の方は服の汚れを気にした様子もなく、足場の悪さを感じさせない滑らかな歩調だ。

「殿下やお付きの方々に、お怪我はございませんか？」

「お気遣い痛み入る。しかし、枢機卿猊下のお手を煩わせるのはご遠慮申し上げる」

　王族は直接会話しないのが普通なのか、王女ではなく騎士隊長が枢機卿に答えた。

「な、なんと無礼な！　猊下の慈悲──」

　お付きの司祭が騎士隊長に文句を言おうとするのを、枢機卿が穏やかな声で「お止やめなさい、司祭スタンク」と言って止める。

「アテナ殿、部下の治療を頼む」

「は、はい！　■■■■……」

　騎士隊長に命じられて、アテナ嬢が土魔法「治癒：土アース・ヒール」の詠唱を始めた。

「なるほど、若きシガ三十三杖の才さい媛えんがおられたのですね」

　明確な拒否を受けたのに、枢機卿は気を悪くした様子もなく頷うなずく。

　戻ってきたタマとポチがオレの足に抱きついてきた。

「そちらの勇士達に怪我はないかな？」

「ありがとうございます。私達に怪我人はいません」

「さすがは『傷無し』のペンドラゴンですね」

　どうやら、彼はオレ達の事を知っていたらしい。

　枢機卿がイタズラを成功させた子供のような顔で、イケメンにしか許されないようなウィンクをした。後ろでアリサが「ロレンス×サトゥーね」なんて言いながらニマニマしている。

「では、またいずれ」

　枢機卿はオレにそう言って、遠巻きにこちらを覗う人達の方へと向かう。

　たぶん、彼らを癒いやしに行ったのだろう。重傷者はいないけど、かすり傷を負った人達はたくさんいるしね。

「そこの君。衛兵を呼んでくれ」

　騎士隊長がオレに声を掛けた。

　自分達で呼びに行かないのは、王女の護衛を減らしたくないからだろう。

「ええ、分かりました」

　オレはナナに合図して衛兵を呼びに行ってもらう。

　既に誰だれかが通報して衛兵達がこちらに向かっているのをマップで確認していたので、戦術輪話越しにナナを衛兵達の来るルートへと誘導した。

　もう警戒は不要だとリザに告げ、魔物の死し骸がいを確認する。

「ご主人様、魔コ核アを採取しても宜よろしいでしょうか？」

「いや、妙な魔物だったし、そのまま衛兵達に引き取ってもらおう」

「にゅ！」

「こっちの肉もなのです?!」

　ネズミの魔物を覗のぞき込んでいたタマとポチが飛び上がって驚く。

「二人とも、下水道のネズミはバイ菌が怖いからダメよ」

「バイ菌～？」

「怖いのです？」

「バイ菌って言うのはね～」

　アリサが悪い顔でタマとポチに衛生観念についての教育を始めた。アリサが悪乗りを始めたら止めるとしよう。

「──やっぱり、『緑柱石筍』を防ぐほど硬くない。私の魔法を防いだのはあの変な赤い障壁の方か……」

　魔物の死骸の間を、ピンクブロンドの娘──アテナ嬢が検分して回っている。

「これね、水魔法で倒されたのは──凄すごい、完全に貫通している。こんなに細い痕あとなのに、私の緑柱石筍を防いだ障壁を抜け、魔物の身体からだを易やす々やすと貫通するなんて、何か秘密があるはずよ！」

「螺ら旋せん」

　自分の魔法を調べていたアテナ嬢に、トテトテと歩み寄ったミーアが秘ひ訣けつを呟つぶやいた。

「螺旋？　──本当だ！　貫通痕に螺旋状の傷がある！　これが秘密だったのね！」

　笑顔で振り返ったアテナ嬢が、ヒントをくれた相手がミーアだと知って顔を引きつらせた。

「ん、貫通力と収束率アップ」

　ミーアはアテナ嬢の表情を訝いぶかししみながらも、正解を見つけ出したアテナ嬢に、その効果を教えてあげている。

「ボルエナンのミサナリーア！」

「ミーアでいい」

　敵対心むき出しに言うアテナ嬢と違い、ミーアはいたってマイペースだ。

「こ、今回は後れを取ったけど、それは人族の土魔法が敗北したんじゃないわ！　私が未熟だったからよ！」

　悔し涙を浮かべるアテナ嬢の叫びの意味が分からず、ミーアが首を傾かしげる。

「違う」

「違わない！　私が未熟だっただけ」

「そう」

　ミーアがこくりと頷き、アテナ嬢の悔し涙が盛り上がり、今にも流れ落ちそうだ。

「ミーアってば、相変わらず言葉が足らなすぎ」

「むぅ？」

　アリサが二人の間に割って入る。

「ミーアが『違う』って言ったのは、『人族の土魔法が敗北』のところよ」

「──え？」

　アリサの説明を聞いたアテナ嬢は、頭上にはてなマークを浮かべそうな困惑顔だ。

「だって、ミーアの魔法『水剣山』はご主──人族が作ったんだもん」

　オレが作ったと言いかけて「人族」と言い直したのは、オレが呪文を作成できる事を大っぴらにしていない事を思い出したからだろう。

「未熟だっていいじゃない。ミーアはこれでも一三〇年も生きているんだから。頑張れば、その内追いつくわよ」

「そうよね！　人族は成長が早いんだから、すぐに追いついてみせるわ！」

　アリサに諭されたアテナ嬢がそう納得して、ミーアに宣言する。

　ミーアは余裕の表情で「ん、がんば」と返していた。

「アテナ、それでこそシガ三十三杖つえです」

　そう褒めたのは、侍女と騎士隊長を連れたシスティーナ王女だ。

「先ほど、ミサナリーア様の使われた魔法を作ったのが、人族だと聞こえたのだけど」

　王女がアリサに問う。

「ええ、確かに申しました」

　アリサが余よ所そ行ゆきの態度で王女に答える。

「作った方はご存じ？」

「それはその──」

　アリサが口くち籠ごもる。

「それ以上の詮せん索さくはお許しください。作った方から名を言わぬという約束で、呪文を譲っていただいたのです」

　詐術スキルの助けを借りて、もっともらしい言い訳をする。

「私がお願いしても？」

「申し訳ございません」

　頭を下げて拒否すると、侍女さん達や騎士隊長から殺気が飛んできた。

　王族への敬意が足らないと思われたらしい。

「もちろん、お礼はするわよ？　上級水魔法の魔法書や辞典なんてどうかしら？」

　すごく心こころ惹ひかれる申し出だが、オレは頭を下げたまま再度謝罪の言葉を口にして彼女の申し出を拒否した。

「そう、分かったわ。──衛兵が来たようね」

　王女が嘆息した後、オレから離れていく。

　向かう先は、集めた魔物の死骸を綺き麗れいに並べてある場所だ。

「ぐにぐに～」

「ぶよぶよなのです」

「末端部分が腐り始めているようですね」

　タマとポチが魔物の死骸をツンツンと突つついている。

　王女が近付いてきたのに気付いたリザが二人を抱え上げて距離を取る。タマとポチは久々の死体のポーズに気合い十分だ。舌を出すのはともかく、白目は怖いから止めてほしい。

「アテナ、聖せい桜おう樹じゆが咲かない原因は、この魔物達のせいだと思いますか？」

　王女に尋ねられ、アテナ嬢が少し黙考する。

　彼女達は聖桜樹──王桜が咲かない原因を調べているようだ。

「……その可能性はあります。魔物達の障壁は見た事のない魔法陣でしたし──」

　──そうだ。

　アテナ嬢の言葉で思い出した。

　あの魔法陣は迷宮地下で退治した迷賊達が、魔人薬の過剰摂取で身に纏まとっていたモノにそっくりだった。

「そこのあなた、何か知っていたら言いなさい」

　顔に出ていたらしい。王女に命じられたので、魔人薬を過剰摂取した迷賊が身に纏っていた防御障壁にそっくりだったという話をした。

　一応、魔人薬をマップ検索したが、個人で少量を所有している以外の流通はないようだ。もっとも、マップ検索はアイテムボックス内に保管されている物は対象外なので、そこに隠されている可能性は残っているけどね。

「魔人薬……それは少し調べてみる必要がありそうね。ありがとう、あなた──名前はなんだったかしら？」

「名乗りが遅れて申し訳ありません。ムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

「そう、覚えておくわ。アテナ、次の目的地はどこだったかしら？」

　王女に問われてアテナ嬢が答えたのは、エチゴヤ商会で出資している植物学者の名前だった。

「聞いた事のない名前ね。少しでも手がかりが見つかればいいのだけれど……」

「大丈夫です、殿下！　桜守りの称号に掛けて、今年も聖桜樹を咲かせてみせます！」

「ええ、王祖様との約束を果たす為ためにも、桜は必ず咲かせなければいけませんからね」

　王女とアテナ嬢が気合いを入れている。

　微笑ほほえましい光景を見守っていると、王女と目が合った。

「きっと、咲きますよ」

　桜ドライアドがそう言っていたからね。

「安請け合いのおべっかは結構よ」

　王女がプイッと横を向く。

　本心からの言葉だったのに、王女殿下には届かなかったようだ。

「そうだわ──」

　オレから顔を背けた王女が、死体のポーズに飽きて手信号で遊んでいたタマとポチを見て、何かを思いついた顔になった。

「あなた達、良い物を見せてあげるわ」

　王女が懐から取り出した巻物を広げて使う。

「花火～？」

「ご主人様の花火なのです！」

　ポチが言ったように、あれはオレが設計し、シーメン子爵の巻物工房で量産されている光魔法「幻花火フアイアワークス・イリユージヨン」の巻物だ。

「ご主人様──ペンドラゴン卿きようの使う花火はもっと綺麗なの？」

「はいなのです！　ご主人様の花火はサイキョー──」

　リザがポチの口を手で塞ふさいだが既に手遅れだ。

　反対側の手にタマを抱えていたので、塞ぐのが遅れたのだろう。

「さっきの水魔法を作ったのもあなたね？」

「はい、ご明察の通りです」

　確信を持って尋ねる王女に首肯する。

　今さら誤ご魔ま化かしても、王家の権力をバックにシーメン子爵を問い詰められたら無意味だ。

「ふーん、素直に認めるのね」

　王女がオレを推し量るように見据えた。

「あなたに会ったら尋ねたい事があったの。幻花火や花火の魔法には明らかに冗長な部分があるわ。それはなぜ？」

　こんな質問ができるという事は、彼女は巻物の原本を取り寄せて中身を読んだという事だろう。

「実行時の効率より、可読性や再利用性を重視しているためです」

「可読性を上げる必要はあるのかしら？　呪じゆ文もんを読んで魔法の内部動作を知ろうとするのは敵対者や呪文の研究者くらいよ？」

　敵対者──軍用の魔法なら、防ぼう諜ちよう用に可読性を下げるのは有効だね。

「可読性を上げれば不具合が発生した時に修正しやすいですから。従来の呪文だと、どの部分が原因で不具合を起こしたのか調べるのが大変なのです」

「そう……。それでは、再利用性を上げるというのは？　魔法の呪文は詩や文章のように切り貼りできるほど単純ではないわよ？」

　王女のメガネがキラリと光る。

　可読性の説明に納得がいったのか、王女は質問の内容を再利用性の方にシフトした。

「いいえ、それは違います。従来の呪文は実行時の効率を求めるあまり、一つの大きな文章から分解できないように退化してしまったのです」

「退化？　それは聞き捨てなりませんわ。王祖様の時代の魔法と比べても、現代の魔法は発動速度も威力も向上しています。違うかしら？」

「それは可読性や再利用性を犠牲にした結果です。一つの呪文の最適化という意味では進化していますが、派生魔法を作り出す難易度を跳ね上げてしまうのです。今の魔法は開発に膨大な時間と人員を必要としませんか？」

「……確かに」

　王女がうつむき加減に呟く。

　キラリと光を反射したメガネの向こうは見えないが、口元がわなわなと震えている。

　──機嫌を損ねたかな？

　呪文改良の説明が楽しくて、王女の様子を確認し損ねていた。

「では、もう一つ、あなたの見識を聞かせてくださるかしら？」

　王女が爛らん々らんと瞳ひとみを輝かせ、挑むような口調で尋ねてきたので、「私に分かる事であれば」と答える。

「ガルタフト陛下の御み代よに、ルタ・ラッホル卿が『火球フアイア・ボール』をもとに開発した『ルタ式火球』の事はご存じかしら？」

　……ご存じありません。

　手持ちの魔法書を検索したら、威力をアップさせた火球の亜種だと載っていた。

　軍用魔法の一種で、今でも軍で使用される火球はルタ式火球か、その派生魔法であるルタリオ式火球だと書かれてあった。

　いずれの魔法も、通常の火球と変わらない魔力で、三割増しの破壊力を発揮するそうだ。

「軍用の火球ですね」

　オレは今知ったばかりの情報で場を取り繕う。

「ならば、ルタ式火球の問題点もご存じね？」

　王女の質問に首肯する。なんだか、面接を受けているような気分だ。

　彼女の言う問題点も魔法書に記載されていた。ルタ式火球やルタリオ式火球は、ごくごく希まれに術者の意図しない場所で暴発するという不具合があるのだ。

　そして、それこそが、今でも旧来の「火球」が一般の魔法書に載っている理由だったりする。

「なら、その問題点がなぜ起こるのかもご存じかしら？」

「問題点の原因ですか──」

　オレはそう繰り返しながら、軽く呪文に目を通す。

　なんとなく見覚えのあるスパゲッティコード──絡み合った難読性のコードだ。この呪文自体は初見だが、前にアリサ用の火魔法を作った時に参考にした呪文コードと似通った癖を感じる。

　あの時は効果範囲を指定する重要変数と色々な場所で都度利用される自由変数の領域を共有するという悪癖のせいで移植に苦労した記憶がある。

「分かりませんか？」

　王女が試験官のような口調で尋ねてきた。

「いえ、そんな事は──」

　オレは答えながら、魔法の流れを脳裏に展開する。

　──見つけた。やっぱり、この呪文でも同じミスをしていた。

「こことここをご覧ください。爆発条件を指定する領域の一部が、こちらの場所では軌道補正の計算に使われる場合があるのです。ここが使われる条件が非常に限られているので、希にしか不具合が発生しないのでしょう」

　オレは格納鞄ガレージ・バツグから取り出した魔法書を開いて、ミスの場所と理由を告げる。

　もしかしたら、もっと原因があるかもしれないが、彼女も完全無欠な回答は求めていないだろう。

「──素晴らしいわ！」

　ぶつぶつと呪文を読んでいた王女が顔を上げる。

「ああ！　なんて素敵な日なのかしら！」

　王女がオレの手を両手で包み込んで、キラキラした夢見る乙女の瞳でオレを見つめる。

　試験官のようだった先ほどとは別人のようだ。

「本当にあなたが花火の制作者本人だったのですね！」

　どうやら、彼女はオレが制作者本人かどうか疑っていたらしい。

　問題を解くのが楽しくて、ついつい正解を答えてしまったが、適当に「分かりません」と答えておけば誤魔化せていたようだ。

「なんだか、まずい雰囲気じゃない？」

「ん、危険」

　アリサとミーアの鉄壁ペアが、ひそひそと緊急発進の準備を始める。

「花火の美しい呪文の構成を見た時から、あなたの虜とりこになってしまったの」

　正確には「あなたの『呪文』の虜」ですね。

　周りがザワついているので、言葉は省略せずにお願いします。あと、顔が近いです。

「ああ、あなたと夜通し語り合いたいわ」

　片手を天に伸ばした王女が、舞台女優のように空を見上げる。

　距離が空いたのは嬉うれしいが、彼女のもう片手はオレの手を摑つかんだままだ。

「あの芸術的な呪文の流れを、全すべて詳つまびらかにしてくださるなら、ペンドラゴン士爵家に降嫁する事も辞さない覚悟がありますのよ」

　なんとなく、そんな気はしていたけど、王女は重度の呪文マニアのようだ。

「殿下！　馬車にお戻りください」

「そ、そうです！　聖桜樹を咲かせる為にも、調査を再開しないと！」

「あ、ああん、サトゥー様ぁああ」

　すっかり別人のようになった王女が、侍女とアテナ嬢に馬車に押し込められて去っていった。

「浮気ダメ」

「ご主人様、なんか変人を引き寄せるフェロモンでも出してるんじゃない？」

　ミーアとアリサがオレに詰め寄る。

　くんかくんかと匂においを嗅かぐアリサの額を押し戻し、花火の件でリザに叱しかられているポチの所に行く。

「ご主人様、ごめんなさいなのです。ポチはとってもとっても反省しているのです」

「申し訳ございません、ご主人様。私の監督不行き届きです」

　ポチと一緒にリザまで頭を下げて謝る。

「二人とも顔を上げて、そもそも花火については口止めを忘れていたし、謝る必要はないよ」

「ポチを捨てたりしないのです？」

「もちろんだよ」

　涙目のポチの頭をかいぐりかいぐり撫なでる。

「まったくご主人様はポチに甘いんだから」

「肉抜き？」

　ミーアが口にした「肉抜き」の言葉にポチだけでなく、獣娘達全員が青い顔になった。

　そんなに重罰なのだろうか？

「に、肉抜き……ご主人様、ポチは肉抜きなのです？」

「大丈夫、そんな罰は与えないよ。その証拠に今日の晩御飯はハンバーグだ」

「すごく凄すごいのです！　ポチはハンバーグなら何個でも食べられるのですよ！」

「タマも～」

　ポチとタマが小躍りしながら喜ぶ。

　本当は桜さくら鮭じやけのフライをメインディッシュにするつもりだったんだけど、場の流れに乗って変更して正解だったようだ。

　衛兵による事情聴取を終えたオレ達は、後始末を衛兵達に任せて王都の観光地巡りに戻った。
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〝サトゥーです。禁書庫というと禁断の魔法書が収蔵されていそうなファンタジーなイメージがあります。竜やケルベロスなどの強大な番人がいると、収蔵書の価値が上がる気がするんですよね。〟






「こんばんは、陛下へーか」

　オレは日が落ちてから、国王の執務室へとやってきていた。

　昼間に遭遇した奇妙な赤い縄状の障壁を纏まとう魔物の一件を報告する為ためだ。

　オレとしては余計な事に首を突っ込みたくなかったのだが、これが大事件に発展してしまったら落ち着いて王都観光ができないので、事件解決に協力しようと考えたのだ。

　あくまで協力なので、捜査の主体は国王を始めとしたシガ王国の治安維持部門にお願いしたい。

「これは王祖──ナナシ様！」

「ようこそお越しくださいました、王──ナナシ様」

　いつものようにオレを王祖ヤマトと間違う二人に「ボクは王祖さんじゃないよ」と訂正してから本題に入る。今日はいつも国王を護衛しているシガ八剣筆頭のジュレバーグ氏はおらず、扉の外に近この衛え騎士二名が立番をしているだけのようだ。

　メインの「赤縄の魔物」事件は長くなりそうなので、先に軽い件から進めよう。

「公私混同で悪いんだけどさ、エチゴヤ商会に冤えん罪ざいで犯罪奴隷になった娘が二人いるんだ。恩赦とか出せないかな？」

　厳密には冤罪ではないけど、言い掛かりに近い理由だったし、冤罪という事で話を進めさせてもらう。

「どのような罪かお聞かせ願えますか？」

「不敬罪、かな？」

　個人名を伏せて簡単に経緯を話す。

「なるほど、その程度の罪なら問題ありません。すぐに恩赦を出しましょう」

　国王もさっきのオレと同じ感想を呟つぶやいた後、快く赦免状を用意してくれた。恩赦のお触れを出すとも言ってくれたのだが、それは王家とレッセウ伯爵領との溝が深まりそうなので、オレの一存で断った。

「ありがとう、陛下へーか」

　オレは礼を言った後、ホーズナス枢すう機き卿きようの認識阻害アイテムや本当のレベルやスキル構成を伝えておく。

「そのような秘宝アーテイフアクトが……」

「ナナシ様、貴重な情報を感謝いたします」

　枢機卿はこれまで何度もシガ王国へ訪問しており、怪しげな行動を取った事はないそうだが、一応、腕利きの諜ちよう報ほう員いんを何人か貼り付けておくとの事だ。

「あと、王都の地脈が変だったから治しておいたよ」

　桜ドライアドに依頼されたという話は、オレの正体が露見する危険性があるので省いておいた。

「なんと！　地脈が！」

「陛下！　王都に魔物が現れた原因は地脈の乱れが原因だったのでは?!」

　おっとメインの話に繫つながったので、オレも二人の話に交ざる。

「王都に魔物が出たの？　下級のアンデッドや従魔じゃなく？」

　ついこの間、ビスタール公爵邸襲撃事件にスケルトン達や岩爆弾を投下した昆虫系従魔がいたので、そんな風に聞いてみた。

「はい、昨夜から本日の夕刻に掛けて、王都の五箇所で地下から虫やネズミ、コウモリといった魔物が現れ、出現地点付近にいた人を害し、周辺の建物を破壊した後に地下へ消えたそうでございます」

　宰相がそれぞれの場所や数を教えてくれる。

　オレ達が遭遇したのは四箇所目で、五箇所目はオレ達が夕飯を取っていた時刻の事だったらしい。

「五箇所のうち魔物が逃走する前に討伐できたのは、シガ八剣のリュオナ卿きようが間に合った三箇所目とミスリルの探索者であるペンドラゴン士爵が遭遇した四箇所目の二つだけでございます」

「他ほかは全て逃走したの？」

　オレの問いに宰相が「御意」と言って首肯する。

　先に逃げた魔物がオレ達のいた大噴水の近くに出現した可能性はあるが、オレが知る限り出現時に傷を負っていた魔物はいない。

　それに、あの時、オレは地下に残っていた魔物を全て「誘導矢リモート・アロー」で倒し尽くした。五箇所目は新たに外から侵入したか、何者かに持ち込まれたか、のいずれかだろう。

　マップ検索してみたが、生存している魔物はいない。魔物の死し骸がいは何体かあったので、五箇所目から逃亡した魔物も既に死亡済みのようだ。

　宰相に魔物の死骸を発見した場所を教えたら喜ばれた。

「──それで、魔物が侵入した経路は判明したの？」

「いいえ、判明しておりません。臣の無能をお許しください」

　その代わり、地下道を調査した衛兵達は、怪しい儀式の痕こん跡せきを発見したそうだ。

「儀式の痕跡って？」

「呪じゆ術じゆつ系の魔法陣らしき痕跡がございました」

　王立研究所の所員が模写したモノを見せてもらったが、オレの知る魔法陣の中にはない。公都地下の迷宮遺跡や迷賊の拷問部屋にあった魔法陣とも類似していない。

　添付してあった報告書によると、魔法陣は木炭で描かれており、その近くに虫や小動物の死骸や呪石らしき残ざん骸がいがあったとの事だ。呪術系の魔法陣の近くに、溶けて半壊した魔法道具マジツク・アイテムの残骸が見つかった場所もあったそうだ。

　呪石か……そういえば鼬イタチ人のスァーベ商会で見た覚えがある。お気楽オカルト団体の「自由の風」の男性なんかに売れると言っていた。それだけで疑うのは短絡的すぎるけど、頭の片隅にでも置いておこう。

　オレは念の為に、報告書にあった場所をメニューのメモ帳に書き写しておいた。

「この魔法道具は調べた？」

「はい、王立研究所で調査した書類がございます」

　魔法道具は完全に溶け壊れており、「ネ三四チ式魔法道具」という魔法道具名と作成者名くらいしか分からなかったそうだ。

　作成者は鼠人の二級魔法道具士で、数年前に王都の魔法道具工房を首になり、最近では下町で違法合法を問わず依頼された魔法道具を作って糊こ口こうを凌しのいでいる人物らしい。

　宰相によると、既に捜査員を派遣して、その二級魔法道具士を見張り、依頼主が接触するのを待ち構えているとの事だ。

　まだ最初の事件から一日くらいしか経過していないのに大したものだ。

　マップ検索で捜査を助けようと思ったけど、余計なお世話だったみたいだね。




「王都に魔物って、よく出るの？」

「とんでもございません。王都に正体不明の魔物が出没するなど、数十年に一度の大事件でございます」

　オレの質問に陛下が答える。

「陛下、七神殿の神官達が言っていた『未み曾ぞ有うの危機』とはこの事やもしれませぬな」

「いつもの寄付金集めの戯れ言かと思っておったが、それは少々浅慮が過ぎたようだ」

　国王が苦い顔で言う。

「念の為に、シガ八剣や騎士団に巡回を指示してようございましたな」

「うむ、何もなくとも治安に良いからな」

　なるほど、下級貴族達と違って、一応の警戒はしていたようだ。

　オレは報告書を二人に見せながら、気になった事を尋ねた。

「この報告書には魔物が戦闘中に、赤い縄状の魔法陣を身に纏っていたとあるけど、魔人薬の過剰摂取で生じるモノとは違うの？」

「実際に戦った騎士の話によると、現場に居合わせたペンドラゴン卿がそのような事を話していたそうでございます。王城へ召喚いたしましょうか？」

　おおっと、とんだ藪やぶ蛇へびだ。

「それは別にいーよ。こっちから聞きに行くからさ。それより、陛下へーか。魔人薬に関する詳しい資料ってないの？」

「それならば王城地下の禁書庫に収蔵されております」

　なかなか厳重な扱いらしい。

「ちょっと読みたいんだけど、その禁書庫への入室許可をくれない？」

「何を水臭いことを仰おつしやるのですか。この城は王──ナナシ様の城も同じ。好きな場所に出入りいただいて構いません」

　いやいや、それはルーズすぎるだろう。

　オレは国王に案内されて、王族のプライベートエリアの更に奥にある昇降機を使って、地下深くにある禁書庫へと案内してもらった。

　禁書庫は宝物庫に隣接しており、双方へと通じる場所には、魔法装置で強化された重厚な門が設置されていた。

　門の前にはレベル三〇台後半の近この衛え騎士達が立番をしている。

「ここから先は許可を受けた者しか入れ──」

　国王の言葉を聞きながら門に施された魔法回路サーキツトをもっとよく見ようと近付く。

　途中で何か結界のようなモノを通り抜けた感触がした。

「──さすがはナナシ様。いえ、ナナシ様なら許可を持っていて当然でございました」

「陛下へーか、言葉」

　国王が敬語を使うのを聞いた門番が動揺していたので、国王に小声で注意した。

　国王によると、さっきオレが通過したのは、都市核シテイ・コアによる強力な侵入防止の結界で、普通は許可がある者以外は通れず、無理矢理通ろうとすると王城中に警報が鳴り響いて、近衛騎士達が駆けつけるそうだ。

「これより先は禁足地。通行を求められるならば、目的を告げられよ」

　門番をする近衛騎士はマジメが服を着ているような実直な人らしい。国王相手にもマニュアル通りに通行目的を確認している。

「シガ国王、セテラリック・シガである。同行者は勇者ナナシ様。目的は禁書庫にある資料の閲覧である」

　国王はマニュアル対応の騎士に気分を害した風もなく、堂々と告げる。

　この感じからして、この辺りのマニュアルを作ったのは王祖さんなんだと思う。

「同行者殿、規則ゆえ仮面を外し顔を確認させていただく」

　国王が心配そうにオレの方を振り向いたが、それを片手で制して「いいよ」と答え、仮面の下の顔──変装マスクを見せて通行許可を貰もらった。

「近衛騎士ザン・ケルテンの名を以もつて許可を下す。──■　《開門》！」

　騎士が都市核端末らしきアミュレットをかざして呪文とコマンドワードを唱えると、誰だれも触れる事なく重厚な扉が開いていく。

「お通りください」

「うむ」

　鷹おう揚ように頷うなずく国王について扉を潜くぐると、オレ達の背後で扉が閉まる。

　オレ達は魔法の明かりで照らされた通路を進む。途中で、禁書庫と宝物庫への回廊が分かれ、オレ達は禁書庫への回廊を進む。

　結構な距離を歩いたが、国王は疲れたそぶりを見せない。雑談ついでに聞いてみたら、若い頃ころに聖騎士を目指して鍛えていたからとの事だ。

　禁書庫に至るまで七つの門を潜ったが、二番目の門以降は人間の門番が配置されておらず、ゴーレムやリビングアーマーなどの魔創生物コンストラクターの門番ばかりだった。回廊にも一定距離ごとに彫像に紛れて配置されており、この先の禁書庫の重要性を物語っている。

「ここが禁書庫でございます」

　国王が王おう笏しやくを振ると、隔壁のような二重扉が開いた。

　禁書庫へと入室すると、古い紙の匂においが鼻び腔こうを擽くすぐる。禁書庫内は薄暗く、本の保全を最優先にした湿度と温度に保たれているようだ。

　国王が王笏を掲げると、館内に明かりが灯ともった。間接照明なのは、強い光で本を傷めないようにだろう。

　エントランスホールを抜けて、天井まで届く書架の列を抜ける。

　マップで確認したところ、さっきまでいた王城とは別のマップになっている事に気付いたので、「全マップ探査」の魔法を使う。この禁書庫マップには閲覧者が一人いるだけで、他には司書もおらず、整理作業用の小型ゴーレムやリビングドールが二〇体ほど配置されているだけのようだ。

「どなたがいらっしゃったのかと思えば、陛下でしたか」

　生き真ま面じ目めそうな声と共に現れたのは、メガネがトレードマークのシスティーナ王女だ。

「うむ、息災か？　お前は相変わらず夜会にも出ず、本の虫なのだな」

　国王の言葉に少し首を傾かしげる。

　叙勲式の祝賀舞踏会で見かけたけど、あれは出席したんじゃなく人捜しに来ただけだったのかな？

「ええ、幸運にも次期レッセウ伯との縁談も白紙に戻りましたので、これで当面は好きなだけ禁書庫通いができます。できれば一生結婚などせずに書物に囲まれていたいものです」

　国王と親しげに話していた王女が、国王の陰に隠れていたオレに気付いた。

　銀縁のメガネの奥から気の強そうな青い瞳ひとみがオレを睨ねめ付つける。

「こちらの怪しげな風体の方はどなた？　新しい護衛の方ですか？」

「口を慎め。こちらは勇者ナナシ殿だ」

「よろしくねー、殿下」

　ナナシを王祖ヤマトと勘違いしている件は、陛下と宰相だけの秘密のようだ。オレが気安い感じで王女に挨あい拶さつすると、彼女はオレを見て若干不愉快そうな表情を見せた。

「これが勇者？　あの方の爪つめの垢あかでも──」

　王女が聞き耳スキルで辛うじて拾えるくらいの小声で呟つぶやいた後、視線をオレから国王に戻した。

「私は聖せい桜おう樹じゆについての調べ物がございますので、これで」

　王女は国王に挨拶をして、禁書庫の中にある自分の研究室に戻っていった。

　そう言えば昼間に会った時も、「聖桜樹が咲かない原因」がどうとか言ってたっけ。

「ナナシ様、不出来な娘で申し訳ございません」

「別にいーよ」

　昼間に彼女のお馬ば鹿かなところを見たせいか、さっきの冷たい態度にも不快感はない。

「それより、資料を調べたいかな」

「それでは司書の所に参りましょう」

　国王に連れられて図書館の奥にある八本腕のゴーレムの所にたどり着いた。

「ナナシ様、これがこの禁書庫の『司書』でございます」

「ヘイカ、本日ハ、ドノヨウナ、本ヲ？」

　途切れ途切れの合成音声で、ゴーレムの司書が尋ねる。

　厳いかつい外見なのに、合成音声は萌もえ系けいアニメに出てきそうなくらい可愛かわいい。

「『司書』よ、シガ王国国王の権限において、こちらのナナシ様に三層までの禁書を閲覧する許可を与える。処理せよ」

「ハイ、処理ヲ、オコナイマス」

　この禁書庫は四層まである。

　最下層のはダメって事らしい。まあ、マップのアイテム検索で書名は分かるし、読みたい本があったら勝手に「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばしてストレージ経由で読めばいいか。

「ナナシ様、ご存じかとは存じますが、禁書庫の最下層は当代の国王しか入室できない決まりがございます。目録は『司書』に記憶させておりますので、必要な本がございますれば取って参りますゆえ御容赦を」

　いやいや、国王をパシリには使えないでしょう。「勝手に読むからいい」とは言えないので、「その時はヨロシクねー」と軽い感じで言っておいた。

　国王は政務が残っているとの事なので、案内の礼を言って別れ、「司書」や小間使いのリビングドール達の手を借りて魔人薬の調査に取り掛かった。




　魔人薬についてはレシピも含め、一通りの歴史が書かれてある書物があった。

　レシピを読まないように注意しつつ調べたが、今回の魔物騒動で発見した「魔縄身」という変わった種族固有能力については不明だった。

　四〇〇年ほど前の亜人戦争の頃に、動物や魔物に魔人薬を与えた実験が行われた記録があったが、その中にも「魔縄身」という単語は出てこなかった。

　ダイレクトに「『魔縄身』に関する資料がないか？」とも尋ねてみたが、ないと断言されてしまった。

「他ほかに資料はないかい？」

「魔人薬、関連ノ、書物ハ、コレダケ、デス」

　司書の左右の目がピコピコと交互に光った後、「新着ノ、資料庫ニ、魔人薬、密造ノ、調書ガ、アリマス」と答えた。

　資料を取り寄せてもらったところ、迷宮都市でソーケルが魔人薬を密造していた事件の調書だと分かった。特に目新しい点はない。

　タルトゥミナから密輸出された魔人薬の運ばれた先は未いまだに判明していないようだ。担当諜ちよう報ほう員いんの見解としては、需要が多い大陸西方諸国ではないかと書かれてあった。

　ケルテン侯爵が管理する軍の倉庫の一つから発見された大量の魔人薬は、極秘の内に王立研究所で廃棄処分されたらしい。

　他にも呪じゆ術じゆつについて調べてみたが、発見されたモノと同じ魔法陣は見当たらなかった。

　類似する魔法陣はあったのだが、それは「タンスの角で足をぶつける呪のろい」や「背中がかゆくなる呪い」や「おねしょを誘う呪い」といった、馬鹿馬鹿しい類たぐいのモノだった。

　なんとなく、お気楽オカルト集団の「自由の風」が喜びそうな呪術だ。

　もしかしなくても、呪術の痕こん跡せきと魔物の出現は関係なかったのかもしれない。

　まあ、危ない魔法陣の可能性は極めて低いから、王立研究所からの見解が出るまで保留で良さそうだ。




　他にも幾つか細々とした事を調べ、その途中で書棚に見つけた魔法書に目を通す。

　禁書庫だけあって、見知らぬ上級魔法や禁呪指定の呪文がたくさん載っている。生き物を窒息させる風魔法や核爆発のような現象を起こす空間魔法、竜の死し骸がいをアンデッド・ドラゴンとして蘇よみがえらせて使役する死霊魔法など、わりとヤバそうな魔法が多い。対神魔法というのはないようだ。

　核爆発っぽい魔法だけは、重要なコードが意図的に削除されていて実行不可能になっていた。

　頑張れば補完できそうだけど、完全版の呪文に仕上げる気はない。本当に核爆発を起こす魔法だったら放射線が怖いし、コードを読む限り制御が非常に難しい自爆覚悟の魔法みたいなので、試してみるにはリスクが高すぎる。

　アリサやミーア用に、使い勝手の良さそうな「煉獄の白焰ホワイト・インフエルノ」や「海竜白閃リヴアイアサン・ブレス」「空破侵奪デイメンジヨン・イーター」といった禁呪をピックアップしておく。

　なお、禁呪にカテゴリーされそうな内容の魔法でも、上級魔法に匹敵する威力がない魔法や呪文コード量が少ない魔法は、禁呪ではなく準禁呪という別カテゴリーで管理されていた。

　後日、アリサに実験してもらって分かったのだが、禁呪は詠唱が成功しても無詠唱での発動ができなかったそうだ。これは王祖ヤマトの勇者物語でも言及されているらしい。

　ちょっと横道に逸それたけど、調べたい内容は一通りチェックできたので、禁書庫の外の目立たない場所に再訪問用の刻印板を設置してからお暇いとましよう。





◆






「──というわけだ。情報収集を頼む」

　禁書庫を出た後、クロの姿に変身したオレはエチゴヤ商会に寄って、「赤縄の魔物」の目撃情報を集めるように支配人に依頼していた。

「承知いたしました。ティファリーザ、すぐに手配して」

「乞こ食じきギルドも動員しますか？」

「ええ、お願い」

　支配人に命じられたティファリーザが阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで行動を開始する。

「他にも魔物に喰くわれたという変死体の情報も集めろ。可能な範囲でいい」

「承知いたしました」

　部屋を出ようとしたティファリーザを呼び止め、調査項目を追加する。

「赤い縄状の魔法陣を纏まとった魔物、ですか……迷賊の幹部達のような能力ですね」

　ティファリーザが部屋を出たところで、迷賊の虜囚となっていた事がある支配人がぽつりと呟いた。

「うむ、実際に遭遇したペンドラゴンの小僧が言っていた。赤縄の魔物は『魔縄身』、迷賊は『魔身付与』という違いがあるが、能力は似た感じだったそうだ」

　この辺の情報は伝えておいた方が良さそうだし、国王がナナシの前でサトゥーの名前を出していたからクロが知っていても変じゃないはずだ。

　赤縄の魔物の件はこれでいいとして、次は──。




「奴隷解放っすか？」

「クロ様、私達は犯罪奴隷です。通常の方法で奴隷階級から解放される事はありません」

　ティファリーザが手配を終えて戻ってきたところで、ネルも呼んで奴隷契約解除の話をする。

「それなら心配無用だ。我が主あるじがお前達の為ために国王から赦免状を手に入れてきてくれた」

　オレはそう言って、赦免状をネルとティファリーザに渡す。

「失業っすか！」

　奴隷解放イコール解雇と誤解したネルが焦った声を出した。

「辞めたいのか？」

「そんなことないっす！」

　ネルが必死な顔で即答する。

「なら、今まで通り仕事に励め」

　笑顔になったネルはこれでいいとして、問題は奴隷解放と聞いて暗い顔になったティファリーザだ。

「どうしたっすか、ティファさん？」

　ネルに問われてもティファリーザは俯うつむいたままだ。

「赦免されての奴隷解放は不服か？」

　やはり国王が言ってくれていたように、恩赦のお触れを出してもらった方が良かったのだろうか？

「──契約──クロ様──絆きずな──嫌──」

　途切れ途切れのティファリーザの呟きを聞き耳スキルが拾ってきた。小声すぎて、ほとんど聞き取れない。

「ティファリーザ」

「このまま！　このまま、クロ様の奴隷でいさせてください！」

　オレに名前を呼ばれたティファリーザがガバッと顔を上げると、必死な口調でそう懇願した。

　よく分からないが、彼女は奴隷のままでいたいようだ。

　思春期の子は難しい。

「解放されたくなったら、いつでも言え」

「……はい」

　オレの言葉にティファリーザは蚊の鳴くような声で答えた。

　彼女の分の赦免状は支配人に預けておく。本人に預けて衝動的に破られたり燃やされたりしても困るしね。




　用件を終えたオレは、迷宮都市にある「蔦つたの館やかた」へと向かった。

　ここの研究設備を使って、通信用の魔法道具を作製しようと思ったのだ。意思疎通をするならアリサの「戦術輪話タクテイカル・トーク」やオレの「遠話テレフオン」の方が便利なのだが、これらの魔法はオレやアリサしか起点になれない欠点がある。

　それに迷宮下層に暮らす転生者のムクロから、過去に電波塔と鉄道網を作った為に神々の禁忌に触れたという話を聞かされて設計を躊躇ためらっていた。

　だが、同じ機能を持つ魔法もある事だし、都市核間通信や迷宮産の「対になった通話水晶」なんかもあるので、機能や使用者を限定すれば禁忌に触れないと見込んで作る事にしたのだ。

「さてと、どんな回路にしようかな──」

　今回は赤縄の魔物によって仲間達やエチゴヤ商会が脅威に晒さらされた時に、緊急事態を報知できるようにする事を主眼に作ろう。

　通信装置に適した魔法は、術理魔法、風魔法、空間魔法の三種だ。

　精霊魔法や召喚魔法は一般的じゃないし、光魔法は点から点へ直線でしか届けられないので、個人間の通信には向かない。水魔法や土魔法、雷魔法でも通信は可能なのだが、光魔法と同様に制限が多いので、今回は除外する。

　風魔法は天候で効果が左右されるので、今回は魔法回路が簡単な術理魔法と魔法回路が複雑な代わりに妨害されにくい空間魔法の二つを使う事にした。

「──こんな感じかな？」

　仲間達とエチゴヤ商会の幹部用に、空間魔法式の簡易通信装置ができた。

　省魔力の為に、実データ一六ビットの有意信号を送り、受信した情報を元に、三二通りの情報を魔法道具のパネルに表示する。実データが一六ビットなのに六五五三六通りでないのは、残りは送信者と受信者の識別に使っているからだ。エラー訂正や通信データ識別子は実データに含まない。

　信号は広範囲にブロードキャストされるので、受信した魔法道具側で自分宛あてのデータかを識別する仕組みになっている。

　トラブルにならないように、仲間達用とエチゴヤ商会の幹部用の魔法道具は相互に通信できないようにして、見た目も変えておいた。

「ポケベルみたいな見た目にしたのは遊びすぎたかもしれない」

　エチゴヤ商会の幹部用魔法道具はアミュレット型にしてある。

　どちらも必要魔力が多い分、王都内ならどこにいても通信が届く。

「こっちを配るかは、状況次第かな……」

　術理魔法式の魔法道具は「信号」の魔法と同じ仕組みで、「緊急事態発生」を示す特定の信号パターンを送受信する簡単なモノだ。

　所持しているだけで、発信に必要な魔力を本人から自動的に充じゆう塡てんする仕組みになっている。

「夜明けか……」

　蔦の館を出ると、既に日が昇っていた。

「また、アリサに叱しかられそうだ」

　オレは一つ伸びをして身体からだの凝りをほぐした後、帰還転移リターンで王都邸へと戻った。








幕まく間あい






「ミト、王都が見えたぞ」

　旅に不似合いなドレスを着た銀髪の美女が、峠の頂から遠くを見据えて声を上げた。

「えー、どこ～？」

　ミトと呼びかけられた黒髪の娘が、騎乗していた走竜の上から腰を上げて遠方を眺める。

「真っ正面だ。あの双子山の間に見えるだろ？」

「無理、無理。天ちゃんじゃないんだから生身の目で見えるわけないってば」

　ミトはそう言った後、「視覚拡張ロング・サイト」と呟つぶやいた。

「見えた見えた。確かに王都だ」

　普通の視力では遠とお見み筒づつでもない限り見えない距離にある王都を、ミトは無詠唱で行使した術理魔法の補助で見通してみせた。

「久々に見たせいか、なんだか大きくなってる気がする」

「気のせいじゃないぞ、前に見た時の何倍もデカい」

「だよね、だよね！　結界柱のない農地も、王都から徒歩で何日もかかる場所まで広がっているし、シャロリック君達と考えた農地の拡張計画を、歴代の王様が頑張って続けてくれてたんだね」

　ミトが興奮したように言った後、目を細めて農地を見渡す。

　銀髪美女がミトの目め尻じりに浮かんだ涙を、白魚のような指先で優しく拭ぬぐう。

「良かったな、ミト」

「うん」

　センチメンタルな気分を気合いで吹き飛ばし、ミトは走竜に街道を進ませる。

「ミト、魔物だ」

「デミゴブリンかな？　人里近くで危ないし駆除しちゃおう」

　ミトが腕を上げると一五本の透明な矢が彼女の周りに現れ、腕を振り下ろすのと同時に矢が発射されて、茂みに潜んでいた魔物達を狩り尽くした。

　術理魔法をよく知る者がいれば、それが下級魔法の「魔法の矢マジツク・アロー」であり、熟練魔法使いが使うそれと比べ、三倍もの数を撃ち出していた異常さに驚いた事だろう。

　もっとも、仮面の勇者ナナシの使う一二〇本の「魔法の矢」と比べれば、十分常識の範はん疇ちゆうだったかもしれないが……。

「長城の内側に魔物か……。やっぱり、完全な安全圏は作れないのかもね」

「当たり前だ。人ひと種しゆが集まれば瘴しよう気きが生まれる。瘴気が濃くなれば魔物が湧わくのは世の理ことわりだ」

「そうだね。分かってるよ、天ちゃん」

　ミトが少し悲しそうな顔になる。

「気付いているか、ミト？」

　銀髪美女が山の向こう、王都がある方に顔を向ける。

「うん、瘴気が濃いね」

　ミトが首から下げた銀色のレンズ越しに、美女と同じ方を見て頷うなずいた。

　迷宮の中や戦場に比べたら遥はるかに薄いが、それでも通常の何倍も濃い瘴気が見えた。

　先ほどのデミゴブリンも、その濃い瘴気が淀よどんだ末に生まれてきた魔物だろう。

「もうすぐ年末のはずだし、『魔禍払い』の儀式をすれば浄化できるよ」

　今もなお、その儀式が続いている事は、ゼッツ伯爵領で給仕のアルバイトをしていた時に、旅の商人から聞いて知っていた。

「安心しろ、ミト。瘴気に引かれて魔物や魔族が出たら、私の本体でまとめて焼き払ってやる」

「あはは、それはダメ」

「なぜだ?!」

　友人からのダメ出しに、銀髪美女が心外そうな顔で問い返す。

「天ちゃんが本気になったら、魔物や魔族以上の被害が出ちゃうよ」

「そんな事は……」

「ないって言える？」

　言い淀む銀髪美女は、ミトの問いにプイッと顔を背ける事で答えた。

　どうやら、王都は灰かい燼じんに帰す事なく、無事に年を越えられそうだ。








それぞれの楽しみ







〝サトゥーです。隠れ家的な場所で自然と暮らしたい。ロハスなライフスタイルを好きになった友人がそう言って山奥の別荘を買っていました。まあ、すぐに飽きて都会に戻ってきましたけどね。〟






「──え？」

　王都邸の執務室に帰還転移リターンしたオレの視界に、窓の外を落下してきたポチの姿が映った。

　オレは咄とつ嗟さに受け止めようと、常時発動している「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばす。

「あうち」

　受け身を取ろうと、くるりと回転したポチが、自分の意図しないタイミングで「理力の手」でお腹なかを押さえられて洋風の悲鳴を上げた。

「ごめんごめん、大丈夫か？」

「ありがとなのです。ポチは大丈夫なのですよ！」

　ポチを地上へと下ろし、オレも窓枠を飛び越えて裏庭に出る。

「たらま～？」

　見上げると壁に張り付いたタマが、上から手を振っていた。

　どうやら、ポチはタマと一緒に忍者修行をしていて失敗したようだ。

「忘れていたのです。ただいまなさい、なのです！」

「おかえり、朝練をしていたのかな？」

「あい～」

「王都外周マラソンが終わったから、タマと一緒に屋根から屋根へニンジャして帰ってきたのです」

「朝練はいいけど、危ない事はしないようにね」

「はいなのです。やっぱり、ポチはニンジャよりお侍様の方が向いている気がするのですよ」

　二人とそんな話をしながら庭に行くと、ランニングに行っていたリザとナナがストレッチをしている姿があった。

　身体が凝っていたので、一緒にストレッチをする。

「ポチは居合いバットーを極めてお侍様になるのです！」

　ポチがそんな事を言いながら、庭に落ちていた枝で居合いのまねごとをする。

　たしか、ポチは迷宮都市でサガ帝国出身のサムライであるカジロ氏から居合いの型を教えてもらっていたっけ。

「いいわね、居合い！」

「ん、抜刀術」

　声の方を振り向くと、寝間着姿のアリサとミーアがいた。

　後ろには人数分の野菜ジュースをお盆に載せたルルが続いている。

「ご主人様、ポチに本当の居合いを見せてあげて」

　アリサが「さあ、やっちゃって！」と言いたげな顔で促す。

　それに釣られた仲間達が、期待に満ちたわくわく顔でオレを見た。

　ここまで期待されてしまうと、した事がないとは言いにくい。

「ポチの侍ブレードを使ってほしいのです」

　ポチが差し出す日本刀を受け取る。前に迷宮の宝箱から出たヤツだ。

　オレは予行練習だと前置きして、軽く居合いのまねごとをする。





＞「居合い」スキルを得た。






　予想通り手に入ったスキルに、ポイントを割り振って有効化アクテイベートしておく。

　鞘さやに戻した刀に手を添えると、力加減や角度なんかがなんとなく分かる。

「いくよ」

　オレはそう声を掛けて居合いをする。

「凄すごい～？」

「究極の居合いバットーなのです！」

「素晴らしい抜刀術です」

　動体視力に優れた獣娘達が称賛の声を上げる。

「うそっ、速すぎて見えなかったわ」

「私には手がブレた事しか分かりませんでした」

「凄い」

　太刀筋が速すぎて後衛陣には見えなかったらしい。

「さすがは最速の剣術ね！」

　アリサが興奮したように言う。

　普通に上段から振り下ろす剣の方が速いのだが、オレの居合いはすぐに刃を鞘に戻したのでそんな印象を受けたのだろう。

「最速ってわけでもないよ」

　オレは振り抜いた状態で止める居合いを見せた後に、上段からの振り下ろしを見せて誤解を解いておいた。上段からの振り下ろしは、カジロ氏から教えてもらった「ジィ・ゲイン流」の型だ。

「な、なるほど。チートなのは居合いじゃなくてご主人様だったのね」

　後半は余計だ。

「マスター、居合いを防げるか試したいと告げます」

　もう少し居合いに慣れてからじゃないと危ないので、ナナのリクエストには「また、今度ね」と言って先送りにした。

　その代わりに、「何か切ってみてよ」というアリサのリクエストに応こたえて、巻まき藁わらを三本ほど用意して縮地と居合いの組み合わせで、鯉こい口ぐちを切った後にカチャッと納刀した瞬間に巻き藁が切れているという大道芸っぽい技を見せてあげた。

「おう、ぐれいと～？」

「ポチもやってみたいのです！」

　ぴょんぴょん跳ねて主張するポチに刀を返す。

「しゅぱぱぱ！」

　ポチが口で効果音を言いながら居合いを繰り返す。

　刀身が長いからか、ポチの手が短いからか、上う手まく抜刀できないようだ。

「ポチ、マジメにやりなさい」

　ふざけているように見えたのか、リザから叱しつ責せきの声が飛ぶ。

「は、はいなのです！」

　ポチが気合いを入れる。

　その気合いは魔力となって日本刀へと流れる。

　──嫌な予感がする。

「とーなのです！」

　赤い光を帯びたポチの居合いが一いつ閃せんすると、その延長線上に弧状の魔刃砲が飛んでいった。

　──おっと、危ない。

　嫌な予感で備えていたオレは、掌てのひらに大きめの魔力鎧よろいを展開しつつ縮地で移動して、ポチの魔刃砲を相殺する。

「あわわわわ、なのです」

　自分の失敗に目をぐるぐるさせたポチの頭に、リザの拳げん骨こつが落ちる。

「ごめんなさいなのです」

「いや、悪いのは中庭で訓練を始めたオレだよ」

　ポチが投げ捨てた鞘を拾いながらフォローする。

　どこか、思う存分、修行ができる場所が近場に欲しいね。





◆






「ほーち器なのです？」

「防犯ブザーの魔法道具マジツク・アイテム版ね」

　朝食後、オレは仲間達に完成したばかりの緊急報知アイテムを配って使い方を教える。

　エチゴヤ商会の分は王都邸に戻る前に寄って、使い方を書いた手紙と一緒に支配人の執務机の上に置いておいた。

「なんだか王都も物騒だからね。オレやアリサが傍そばにいない時でも連絡が取れるように作ったんだよ」

「どうせなら、『遠話テレフオン』が使えるスマホが良かったわ」

　ぼやくアリサに「そのうち改良するよ」と空手形を切ったところで、来訪者を告げる呼び鈴が鳴った。

　やってきたのはエチゴヤ商会経由で雇った人達で、メイド達と礼儀作法を教える家庭教師だ。

　地味な顔付きのメイド達は、皆一様に血色が悪く瘦やせていたので、仕事前に朝食を摂とらせるようにルルに頼む。

「では、旦だん那な様、さっそく始めさせていただいて宜よろしいでしょうか？」

　家庭教師は可か憐れんな感じだが、ほんわかした見た目と裏腹に、なかなか生き真ま面じ目めそうな声をしている。

　新人貴族向けの授業は後半からなので、今日からしばらくの間、授業に参加するのはタマとポチの二人だけだ。

「よろ～？」

「よろしくなのです」

「私的な場所では構いませんが、公的な場所では『よろしくお願いします』とはっきり言いなさい」

　客間に移動した二人と家庭教師の声が漏れ聞こえてくる。

「あい～」

「はいなのです」

「返事は短く『はい』です」

「あい！」

「はい、なのです」

　なかなか前途は多難のようだ。

　家庭教師は朝食後の時間に、毎日二時間──鐘一つの契約にしてある。長時間だと二人の集中力が保もたないだろうからね。




　そして、二時間後──。

「しおしお～？」
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「ポチは頑張ったのです──パタリ」

　疲れた顔のタマとポチ、そして二人よりもっと疲れた顔の家庭教師が客間から出てきた。

　ふらふらな家庭教師をお茶とお菓子で労ねぎらいつつ、二人の様子を尋ねる。

「え、ええ、二人とも熱心で──その、頑張っています」

　言葉を濁しつつ、家庭教師が二人の様子を伝えてくれる。

　教師の言葉に従おうとするのだが、二人の語尾や話し方が強固で、なかなか公の場での言葉遣いを教え込めなかったらしい。

「とりま、矯正は後回しにして、広く浅くでいいから社交について教えるのを優先した方がいいんじゃない？」

　教育できる期間も短いし、と一緒に話を聞いていたアリサが提案する。家庭教師からの反論もなかったので、オレからもその方針で教えてくれるように頼んだ。

　家庭教師を見送った後、お疲れモードの二人を鯨ジャーキーで癒いやし、予定通り皆みんなでお出かけする事にした。





◆






「──素敵な演奏だったわね」

　ふわふわした足取りで前を歩くアリサが感想を呟つぶやいた。

　今日は前に知り合った楽聖のケストラー氏に招待されたので、社交に必要な教養を学ぶという建前でカリナ嬢も誘ってやってきた。

「情熱的な旋律でとってもとっても良かったの。満足なのよ？　エルフ達の音楽に比べたら荒削りだけど、人族の音楽もとっても素敵だったの。違う楽しみなの。本当よ？」

　満足そうなミーアが久々の長文で演奏の感想を語る。

　オレは前に聞いた事があったのだが、音響効果を計算して作られた音楽堂での演奏だったせいか、まるで別物のように素晴らしい演奏だった。

「おう、いえ～」

「ぶらぼーだったのです。カリナも良かったのです？」

「え、ええ、とても」

　ミーアの長文を聞くのが初めてなのか、カリナ嬢がタマとポチの質問に生返事を返す。

　他ほかの子達も素敵な演奏を楽しんでくれたようで、皆一様に満足そうな感じだ。

　吹き抜けになったエントランスホールを進む途中でナナが足を止めた。

「マスター、通路が塞ふさがっていると告げます」

　前方では着飾ったご婦人達が誰だれかを中心に集まっているようだ。

「あれって、ロレンスじゃない？」

　人垣の間から見えた人物を見てアリサが呟いた。

　アリサがロレンスと呼んだのは、パリオン神国のホーズナス枢すう機き卿きようだ。

「オバさんから若い子まで幅広い人気ね」

「そうですわね」

　アリサの発言に、カリナ嬢が興味なさそうに答える。

「カリナサマは気にならないの？」

「美男子だとは思いますけど？」

　カリナ嬢が首を傾かしげつつ答える。本気で興味ないようだ。

「あら、サトゥー君じゃない」

　人垣の中にいた色気過多な美女──ラユナ・ラッホル子爵夫人が、ねっとりとした視線でオレを見つけて手招きする。

「ちょ、今度は年とし増ま趣味？」

「むぅ、浮気者」

　誤解する二人に「説明は後で」と言って、ラッホル子爵夫人の方へ歩み寄る。

「ホーズナス猊げい下か、私の友人を紹介しますわ」

　ラッホル子爵夫人に声を掛けられた枢機卿の視線がオレを向く。

「奇遇ですね、ペンドラゴン卿」

　オレを見た枢機卿が笑顔で言う。

「あら？　顔見知りでしたの？」

　不思議そうなラッホル子爵夫人に、枢機卿が昨日きのうの事件を教える。

「さすがは私のサトゥー君ね」

「ええ、彼らの活躍がなければ私達も危ないところでした」

　自慢げなラッホル子爵夫人に、枢機卿が微笑ほほえみながら社交辞令を付け加えた。

「サトゥー達だけで魔物退治なんてずるいですわ」

　魔物の話を聞いたカリナ嬢が羨うらやましがる。

　いつもならそれに反応するはずのポチとタマの声がない。

「どうしたの、二人とも？」

「にゅ～」

「なんでもないのです」

　怪け訝げんそうなアリサの声にチラリと後ろを振り向くと、耳をぺたんとしたタマと尻しつ尾ぽを足の間に隠したポチの姿があった。二人ともリザの後ろで身を隠している。

　位置関係からして、二人はラッホル子爵夫人か枢機卿が苦手なようだ。

「ご歓談中失礼いたします。ペンドラゴン卿でいらっしゃいますね？　ケストラー様からご案内するように申しつけられて参りました」

　音楽堂のマネージャー風の人が迎えに来たので、オレはラッホル子爵夫人と枢機卿に暇いとま乞ごいをして、楽聖ケストラー氏の楽屋へと案内してもらった。

「ようこそ、小さな名手」

　ケストラー氏がオレ達というかミーアを歓迎する。

「私達の演奏はどうだったかな？」

「ん、満足」

　ミーアがこくりと頷うなずく。

「ペンドラゴン士爵とお嬢さん達も楽しんでくれたかな？」

「ええ、とても素敵な演奏でした。本日はお招きいただき、ありがとうございました」

　ミーアの返事に満足したケストラー氏が、ようやくオレ達の方へと注意を払ってくれたので感想と礼を告げる。

　しばし歓談した後、ケストラー氏が休憩中の舞台で弾いてみないかと誘った。

「やる」

　ミーアも乗り気だったので、オレ達は客席へ、ミーアとケストラー氏は舞台へと移動する。

　ミーアがポロンポロロンとリュートの調律をし、さっきケストラー氏達が演奏していた曲を奏で始めた。

　──さすがミーア。

　繊細ながら力強い旋律だ。細い指と小さな身体からだで奏でているとはとても思えないほど心に訴えかけてくる。目を閉じると情景が見えるような表現力だ。

　聞きき惚ほれているうちに一曲目が終わった。

「申し訳ありません、ケストラー様」

　二曲目は何にしようかと話す二人に、劇場の音響技師長が割り込んだ。

「どうかしたのかな、音響技師長？」

「とても素晴らしい曲を聴かせていただいたお礼と、お願いが──」

　音響技師長は申し訳なさそうに、技師や作業員達が聞き惚れて作業が止まるので、セッションは作業が終わってからにしてほしいと頼む。

「ふむ、それは済まなかったね」

「ケストラー様！　次の演目の打ち合わせ時間です」

　ケストラー氏が音響技師長に詫わびた直後、舞台袖そでから劇場の係員がケストラー氏を呼びに来てしまった。

「俗世はままならないねぇ……。二曲目はまた今度になりそうだ。また演奏してくれるかな？」

「ん、楽しみ」

　ケストラー氏の提案にミーアが頷いた。

　その内、公都の歌姫シリルトーアみたいに、ミーアが王都の音楽堂で演奏する日が来るかもね。





◆






「楽譜、いっぱい」

「うわ～、ペラ紙かと思ったら分厚いわね」

　音楽堂を出たオレ達はミーアの希望で、近くにあった楽器屋や楽譜屋が並ぶ通りでショッピングを楽しんでいた。

　ガラス戸に張り付いて楽器を見つめる少年がいたらプレゼントしてやろう、なんて思っていたけど、映画みたいなシチュエーションには残念ながら出会えなかった。

「マスター、兵士が多いと報告します」

　ナナが言うように、今日は警けい邏らの衛兵達が多い。

　貴族街は明らかに衛兵が激増していたし、メインストリートを通った時も完全武装の騎士数騎の巡回隊を何度も見た。間違いなく、昨日の赤縄事件の影響だろう。

「にゅ？」

「ザワザワなのです」

　タマとポチがメインストリートへと続く左手の街路の方を向いて警戒心を露あらわにした。

　街路を歩く人を押しのけて、三人の怪しい風体をした男達が走ってくる。その後ろからは制止の声を上げる衛兵達が追いかけていた。

「「「どけどけぇ！」」」

「通行禁止～？」

「通せんぼ、なのです！」

「しゃらくさいですわ」

　タマとポチが左右の男達を叩たたきのめし、カリナ嬢が回し蹴げりで中央の男をノックアウトする。

　男達の身柄はすぐに追いついてきた衛兵へと引き渡した。

「凄すごいぞ、嬢ちゃん達！」

「おっぱいでかい姉ちゃんもすげぇ！」

「うちの息子の嫁に欲しいぜ」

「美人さんつぇえええ～」

　周りにはやし立てられて、カリナ嬢が恥ずかしそうに身をよじる。

　その姿が可愛かわいかったせいか、周りの声がヒートアップしてしまい、限界を超えたカリナ嬢が一人で走り出してしまった。

「カリナ～」

「カリナ、待って！　なのです」

　タマとポチがカリナ嬢を追いかけていく。

　それを見てやりすぎに気付いた野次馬達が、バツの悪そうな顔をして三々五々に散っていく。

「リザ、悪いけどカリナ様達を頼む」

「承知いたしました」

　リザが三人の後を追いかける。

「不審者の捕縛協力に感謝いたします」

　衛兵達のリーダーらしき男がオレに礼を言う。

　後ろでは縄で縛った男達を、衛兵が尋問している。

「吐け！　依頼主は誰だ！」

「知らねぇよ、なんのことだ?!」

「しらばっくれるな！　お前達が昨日、地下道に怪しげな道具を運び込んだのは分かっているんだ！」

　地下道に怪しげな道具？

　もしかしたら、こいつらは昨日の魔物事件を起こした実行犯だったのかな？

「ご協力ありがとうございました！」

　宜よろしければお名前をと言う衛兵リーダーに「名乗るほどの者ではありません」と言ってにこやかに別れる。

　ちょっと興味があったので、少し離れた場所でカリナ嬢達が戻ってくるのを待ちながら耳を傾けてみた。

「──依頼主の代わりに絞首刑台で吊つるされるか？」

　衛兵が脅すと、渋々「やんごとなきお方に頼まれただけだ」と口を割った。

「家名は？」

「知らねぇよ。俺達に仕事を頼んだのは『やんごとなきお方に仕える者』って名乗った偉そうな言葉遣いのオッサンだ」

　目立った特徴のない中年男性だったらしい。

「後をつけなかったのか？」

　ちょっと興味があったので尋問スキルの助けを借りつつ口を挟んでみた。

「つけたさ。依頼した男が待っていたヤツに名前で呼びかけて怒鳴られてたぜ？」

「名は？」

「逃がしてくれたら教えて──ウゲッ」

　取り引きを持ちかけようとした男を、衛兵達が容赦なく殴りつけて吐かせようとする。

　教育に悪いから、こんな場所でバイオレンスな尋問は止やめてほしい。




「──ペンドラゴン士爵様、それにポチ殿とタマ殿のご協力に感謝いたします！」

「えっへん、なのです！」

「にへへ～」

　ポチとタマの二人が、衛兵リーダーにお礼を言われて照れる。

　路上で拷問まがいの尋問が始まったタイミングに、ポチとタマがカリナ嬢を連れて戻ってきたので、「無慈悲な拷問吏ポチとタマ」に出動してもらい、スマートな拷問術を披露してもらったのだ。

「ポチはくすぐりのプロなのです！」

「こちょこちょ～？」

　手をわきわきさせるポチとタマを見て、衛兵達の厳いかつい顔に笑みが浮かぶ。

「これで捜査も進みます。では、我々はこれで」

　衛兵達がオレ達に敬礼して去っていく。もちろん、捕縛した男達を引っ立ててだ。

「マークレ家だっけ？　本当に、そいつらが魔物騒動の犯人なのかしら？」

「さすがに証言一つじゃね」

　相手は門閥貴族らしいし。

「でも、素行が悪い事で有名な貴族なんですわよね？」

　カリナ嬢が尋ねてきたので、物証がない場合、相手に言い逃れされるだけだと説明する。

　一応、マップ検索してみたけど、マークレ家の一族や使用人に、魔王信奉集団「自由の光」構成員はいなかったし、屋敷や倉庫に魔人薬やその材料もなかった。

　グレーではあるけど、黒だと断じる材料もまたない。

　その辺りは宰相麾き下かの諜ちよう報ほう員いん達や衛兵達の捜査を待った方が良さそうだ。

　空間魔法の「遠見クレアボヤンス」や「遠耳クレアヒアリス」で見回してみたけど、都合良く怪しげな会話や場面に遭遇する事もなかったしね。




「肉～？」

「虫さんの足なのです」

　メインストリートに出て馬車が待つ場所へ向かって歩いているとタマとポチが、布で覆われた馬車を指さした。破れた布の間から虫系の魔物の足が覗のぞいている。魔物の死し骸がいを運ぶ馬車らしい。

「昨日の事件で出た魔物の死骸みたいだね」

「昨日？　ここって昨日の場所からかなり遠いわよね？」

　アリサが首を傾かしげる。

「言ってなかったっけ？　昨日、魔物騒動があったのはオレ達が遭遇した他ほかにも何件かあったんだよ」

　宰相から聞いた情報を仲間達に話す。

　カリナ嬢が一緒なので、誰だれから聞いたかは濁した。

「犯人は現場に現れるって言うし、事件現場を見たいわ！」なんてアリサが言い出したので、馬車に乗り込んでから事件現場を巡る事にした。

　事件現場は下町が多め、というか五件中四件が下町だ。

　現場付近は衛兵が封鎖中で、最寄りの神殿から派遣された神官達が領域浄化の詠唱をする姿もあった。

「ご主人様、あそこを」

　現場の一つで、リザが声を潜めて促す先には、外がい套とうのフードで顔を隠した鼬イタチ人の姿があった。

　認識阻害のアイテムを使っているようだが、その正体がスァーベ商会で会った魔法使いだとＡＲ表示が教えてくれた。

「サトゥー」

「マスター、怪しい人物を見つけたと報告します」

　今度はミーアとナナがローブのフードを目深に被かぶった男達を指さす。ＡＲ表示によると、お気楽オカルト集団の「自由の風」の連中だ。

「ああ、あれは大丈夫だ」

　きっと、怪しい事件の発生に陰謀論や妄想を逞たくましくしているに違いない。
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「ご主人様、あれはなんでしょう？」

　現場から近い公園の横を通った時に、ルルが尋ねてきた。

　何か新しい事件発生かと思って慌てて振り向いたのだが──。

「──紙芝居かな？」

「へー、こっちにも紙芝居なんてあるのね」

　ちょっと興味があったので、御者に言って馬車を降りる。

「あら？　ここも蛇使いがいるわ」

「流は行やっているのかな？」

　他にも大道芸の練習をしている人もちらほらいる。

　そんな話をしながら紙芝居の方へ向かう。

「幼生体！」

　紙芝居の周りには子供達がいっぱいだ。

「飴あめは一本賤せん貨か一枚！　飴を買った子は前に来な、買わない子は後ろだ」

　どうやら、紙芝居自体は無料で、飴を売却した金が紙芝居屋の収入になるシステムのようだ。

「懐なついわね～。アンズ飴かしら？」

「アンズ飴？　うちは水飴だよ」

　紙芝居屋が首から吊した瓶を開け、中に入っている水飴を見せてくれる。

　水飴と言っても現代日本で見かける透明なヤツじゃなくて、オーユゴック公爵領でも見かけた少し茶色がかった麦芽水飴だ。

「人数分貰もらうよ」

「はいよ、毎度！」

　銀貨一枚を渡し、釣りはいらないから、紙芝居の周りに集まっている子供達にも、もう一本ずつやってくれと頼む。

　オレ達だけだとなんだか後ろめたいからね。




「──昔、昔、その昔。王都がこの場所に移る前の頃ころ、ここは碧へき領りようから毎日のように魔物が襲ってくる危ない場所だったんだ」

　紙芝居屋が物語を始める。題目は「王祖様の悪霊王祓ばらい」というらしい。

「そこに現れたのは──」

「王祖様！」

「ヤマト様！」

「おーそさあ」

　何度も見ているのか、子供達が紙芝居屋の先に言う。

「そう、その通り、大魔王を討伐し、シガ王国を建国した我らが王祖様だ！」

　紙芝居屋が芝居がかった口調で言うと子供達が嬉うれしそうにはしゃぐ。

　物語は進み、魔物に親を殺された子供達や子供を殺された親達が、王祖ヤマトに碧領から来る魔物をなんとかしてほしいと懇願する。

　だが、建国したばかりで戦力に乏しい王祖は武力でそれを果たす事ができず、人々に失望されてしまう。

　そして、王城がある場所で王祖が己の無力さを嘆いていると──。

「どこかからか『偉大なる人の子の王よ』と王祖様を呼ぶ声がする。王祖様が声に導かれ森の奥へと行くと、そこには一人の乙女が待っていた！」

　紙芝居屋が持っていた小道具で効果音を出す。

「『滅んだ国の廃はい墟きよから聖杯を集めなさい。聖なる器を集めたならば、私は魔物を寄せ付けない浄化の法術をあなたに与えましょう』そう告げた乙女は『あなたのお名前を！』と尋ねる王祖を残して消えてしまう。王祖様は聖杯を求め、名のある騎士達を大砂漠があるフルー帝国の遺跡へと送り出した」

　うわー、フィクションって分かっていても、なかなか鬼畜な命令だ。

　もしかしたら、英国の騎士王伝説あたりが元ネタなのかな？

　オレが余計な事を考えている間にも紙芝居は進み、艱かん難なん辛しん苦くの末に騎士達が五つの聖杯を集めて王祖の下へ戻ってきた。

「『乙女よ！　聖杯を集めたぞ！』丘で王祖様が叫ぶと、光とともに乙女が現れた」

　光を現す黄色い三さん角かく錐すいの絵が差し込まれ、その絵をフレームから抜くと乙女が現れる趣向になっていた。たぶん、三角錐の絵を抜く時に、もう一枚一緒に抜いて絵を切り替えたんだろう。

「『よくぞ約束を果たしました。次は私が約束を果たしましょう』乙女はそう言うなり、光に包まれると巨大な聖杯へと変じた！」

　紙芝居屋が腰に付けた楽器でババンと効果音を鳴らすと、子供達も水飴を舐なめるのも忘れて紙芝居に引き込まれていく。

「『神官達よ、偉大なる王祖の為ために聖杯を用いる手助けをなさい。王祖よ、聖杯の力を用い魔物を退けるのです』乙女がそう言うと神官達が儀式を始める。魔物達が好む悪い心や悪霊達が神官の力で聖杯へと集められ、一つの真っ黒なバケモノへと変じた」

　紙芝居屋がグオオオオオと恐ろしい声まねをする。

　気の弱い年少の子達が耳を塞ふさいで目を閉じ、年長の子達はクライマックスを見逃すまいと紙芝居に注目した。

「現れたバケモノは聖杯の前で儀式をする神官達へと襲いかかった！　しかし、ここには誰あろう、勇者の中の勇者！　王の中の王！　我らが王祖様がいた！　王祖様は護国の聖剣クラウソラスを抜き、ひらりとバケモノの前に飛び出ると、ズンバラリンと一刀の下にバケモノを真っ二つ！」

　紙芝居屋が素早く王祖がバケモノを斬きる絵に替え、紙芝居台に付けたシンバルのような楽器をジャーンと鳴らす。

「王祖様、かっけー！」

「さすが王祖ヤマト様！」

「おいら大きくなったら騎士様になって王様に仕えるんだ！」

「あたしも！」

　子供達がキラキラした目で聖剣を振る王祖の絵を見つめる。

「こうして、この地には魔物がいなくなり、王祖様は魔物のいなくなった土地に新しい王都を築かれた！」

「だから、王都には魔物がいないんだぜ！」

「都市の外にも安全な畑があるのは王都の近くだけって母ちゃんが言ってた」

「俺だって知ってらあ」

　子供達が口々に知っている知識を言い合う。

　紙芝居屋の語りはまだ続いていたが、子供達はもう聞いていない。

「まあ、そんなわけで、この魔禍払いの儀式は今でも毎年、大おお晦みそ日かの日に続いてるんだ。大晦日の日には皆みんなで王祖様の偉大さを讃たたえつつ、神様に祈るんだぞ」

　紙芝居屋は話を締めくくり、子供達にそう教える。

「僕の家はパリオン神殿に行くんだ」

「うちは自分ちで王祖様の像にお祈りするよ」

「あたしんちはガルレオン様の神殿」

　どうやら、王都では魔禍払いの儀式は大衆にも広く知られているようだ。

「ちょっと冗長だったけど、わりと面白かったわ」

「そんな事ないのです！　すっごく凄すごくオモシロかったのです！」

　斜に構えたアリサの感想に、ポチが情熱的に反論した。

「こうしてはいられないのですよ！　ポチの創作意欲が真まっ赤かに燃えているのです！」

　どうやら、ポチの物語熱に火が付いてしてしまったようだ。

　オレ達はメラメラと燃えそうな瞳ひとみをしたポチを温かく見守り、その日は早々に王都邸へと戻った。
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「さてと、今日はどうする？」

　大晦日まで後三日、元がん旦たんには王城で授爵や陞しよう爵しやくの儀式があるけど、それまでは大きな予定はない。

　公都の貴族や王都で知り合ったエマ・リットン伯爵夫人なんかの知り合いから、夜会や昼間のお茶会や園遊会なんかにも誘われていたのだが、あまり連続だと疲れるので参加はほどほどにしてある。

　できれば新年までに、シーメン子爵に会って新しい巻物の注文がしたいけど、年末の上級貴族達は根回しが忙しいようでなかなか予定が合わない。

　ムーノ男爵領の執政官であるニナ女史も精力的に動いており、いつもは気弱でのんびり屋のムーノ男爵も、自領の民と家族の為に頑張っているようだ。

「午前はニナさんに頼まれた書類仕事に行ってくるわ。昼からはエチゴヤ商会でフランチャイズ説明会をするらしいから、オブザーバーとして参加してくる」

　アリサはなかなか多忙だ。

「私は大晦日までおせち料理の研究をしようと思っています」

「手が空いていたら、オレも手伝うよ」

「はい！」

　ルルがいい笑顔で頷うなずく。

　おせち料理のレシピはエルフの料理人であるネーアさんがくれた「なんちゃって、おせち料理エルフ風」とサブタイトルを付けたくなるようなモノしかない。

　残念ながら、オレやアリサはおせち料理のレシピは知らず、歴代の勇者達や転生者達が残してくれたおせち料理レシピはごく一部しか残っていなかった。

　一応、食通で有名な公都の食いしん坊貴族ことロイド侯爵とホーエン伯爵の二人の家にあるレシピを貸してもらえる事になっている。予定では明日着の飛空艇で届くはずだ。

「音楽堂」

　ミーアは音楽堂の舞台で演奏したいようだ。

「ポチはモーレツ執筆ターンなのです！」

　昨日きのうの紙芝居で火が付いた小説熱はまだ続いているようだ。

「私は幼生体と戯たわむれたいと告げます」

「養護院でも巡るか？　神殿付属のとか、国営のとか色々あるよ」

　オレはマップ検索で王都邸から近い治安の良い場所にあるパリオン神殿付属の養護院の場所を教える。

　王都に到着してからは神殿に寄付をしに行っていないし、ナナを送っていくついでに寄付してこよう。

「タマは彫刻？」

「あい」

　アリサの質問にタマがこくりと頷く。

「リザさんは？　食べ歩き？」

「少し運動が足りないので、どこかで槍やりを振ってきます」

「聖騎士団の駐屯地とか？」

「いいえ、勧誘されても断るのが大変ですし、無駄に目立って反感を買うのは良くありませんから」

　迷宮都市と違って、王都内で槍が振れる場所は私有地や武術道場、後は軍関係の施設くらいしかないんだよね。

　武術道場なら近くにもあるけど、流派が違うと道場破り的な感じになってしまうので選択肢には挙げられない。

「ご心配なく、王都の外周沿いに目立たない場所がありますから」

　早朝マラソンの時に見つけてあるとリザが言う。

　槍の型をやるのはいいけど、リザの身体能力をフルに使うにはちょっと適さないそうだ。

　仲間達を送っていった後にでも、リザ達が修行できる場所を探してみよう。





◆






「マスター」

　神殿の前でナナがオレを呼ぶ。

　アリサ、タマ、ミーアの順で送った後、オレはナナを連れて屋敷近くのパリオン神殿へと来ていた。王都は広いのでパリオン神殿だけで四つもある。オレの屋敷に近いパリオン神殿は、その中でも二番目に大きな場所だ。

「落ち着いた感じだね」

「イエス・マスター」

　神託を受けた巫み女こ達が次々と昏こん倒とうし、神官達が「王都に未み曾ぞ有うの危機が迫っている」なんていうような状況にはとても思えない。

　やはり、誰だれかが言っていたように、寄付金集めの為の方便だったのかもしれないね。

「幼生体達の呼び声が聞こえると告げます」

　正気度チェックが必要そうなゲームタイトルっぽい表現は止やめてほしい。

　神殿の裏手にある養護院から聞こえる子供達の声に、ナナが落ち着きをなくしている。

「待って、ナナ。先に神殿で寄付を済ませよう」

　そのまま行くと不審者扱いで衛兵に通報されてしまいそうなので、オレは暴走しそうなナナの手を引いて神殿に入り、金貨の入った小袋で寄付を済ませる。

「神殿の養護院を見学させていただきたいのですが──」

　オレがそう頼むと、多額の寄付に顔をほころばせていた寄付担当の神官が、なぜか納得顔に変わって了承してくれた。

　オレは内心で首を傾かしげつつも、ナナを連れて神官の案内で養護院へと向かう。

「マスター、幼生体に囲まれたロレンスがいると告げます」

　ナナに言われて生け垣の向こうを覗のぞくと、ロレンス──アリサがそう綽あだ名なを付けたホーズナス枢すう機き卿きようが養護院の子供達に囲まれて一緒に遊ぶ姿があった。

「枢機卿猊げい下か、ご紹介いたします。神殿に多額の寄付をいただいた、ムーノ男爵領のペンドラゴン士爵です。士爵様、こちらがパリオン神国のホーズナス枢機卿猊下です」

　神官が互いを紹介してくれる。

　どうやら、神官はオレが枢機卿に紹介してほしくて多額の寄付をしたと誤解したようだ。

「やあ、また会ったね、ペンドラゴン卿」

「枢機卿猊下、お会いできて光栄です」

　挨あい拶さつをする間にも、ナナがそわそわと落ち着かない様子だったので、案内してくれた神官に許可を貰もらってから、「子供達の相手をしておいで」と言ってナナを送り出した。

「あちらの可か憐れんなお嬢さんはペンドラゴン卿の許嫁いいなずけかな？」

「いえ、ナナは私の探索者仲間で家族のような者です。猊下はよくこちらに来られるのですか？」

「そうだね。毎日ではないが、こうして幼い子供達と直接触れ合って正しき神の教えを語るのは、聖職者の務めでもあるから」

　不信心な神官に聞かせてあげたい言葉だ。

「──枢機卿猊下」

　養護院と神殿の境目で待機していたパリオン神国の女性神官が枢機卿に声をかけた。

「もうそんな時間かい？　すまないね、ペンドラゴン卿。もう少し君と信仰について語りたかったのだが、時間切れのようだ」

　枢機卿は申し訳なさそうにそう言って、女性神官と一緒に養護院を出ていった。

　聞き耳スキルが拾ってきた二人の会話から、目的地は王都で一番大きなパリオン神殿だと分かった。魔禍払いの儀式に関する打ち合わせらしい。

「マスター！　子供達に飴あめを与えても良いですかと問います」

　養護院付きの見習い神官に可否を尋ねてから、ナナに「虫歯にならないように一個ずつだよ」と許可する。年若い見習い神官が羨うらやましそうにしていたので、ナナが配っているのと同じ飴を彼女にもプレゼントする。

　しばらく、ナナと子供達の様子を見守った後、オレは王都邸へと帰還した。





◆






「王都からそんなに離れていないのに、誰もいないね」

「はい、ご主人様」

　王都邸へ帰還したオレは、リザと一緒に王都近郊の転移ポイントまで帰還転移した後、王都の南にある魔物の領域の一つにやってきていた。

　今いる荒れ地の谷間は、四方を別の魔物の領域に囲まれた場所だ。

　この辺りなら仲間達が戦闘訓練を行っても問題ないだろう。

「ご主人様、三つ首のヒュドラです」

　谷底にある沼地から、三つの頭が顔を覗かせた。身体からだが水没していて見にくいが、ここのヒュドラはムーノ男爵領のヒュドラと違って、背中に翼がないようだ。

「あの沼がこの領域の魔力溜だまりみたいだね」

　ここなら、王都邸から「帰還転移」一回で来られるし、魔力溜まり──小規模な源泉があるから、秘密基地の建設場所には最適だ。

「邪魔な魔物を排除いたしますか？」

　なんだかこっちが悪者みたいな気もするが、あれだけあったヒュドラ肉の在庫も減ってきた事だし、リザにゴーサインを出す。

「ああ、頼む。沼を調査するから、ヒュドラは向こうの荒れ地に引き出してから倒してくれ」

「承知」

　リザがヒュドラに指輪で出した石槍を投げて威嚇し、荒れ地へと誘導していく。

　オレはマップで調べた後、「遠見」や「透視スルーアイ」でどろりと濁った沼やその周辺を確認し、最後に「理力の手」を伸ばして沼に沈むたくさんの魔物の骨をストレージへと回収した。

　たぶん、ヒュドラの犠牲になったのだろう。

　その中には人骨や錆さびた武具なんかもあった。かなり古いモノのようだけど、身分を示す紋章付きの短剣なんかもあったので、ひとまとめにして匿名で遺族に返却しようと思う。

　沼には水が流れ出す小川があり、巨大なヒュドラが沼から出て下がった水位も、すぐに回復していた。沼に流れこむ川が見あたらないし、沼の底に水が湧わき出る場所があるようだ。

「瘴しよう気きが濃いな……」

　瘴気視で見ると沼全体にどろりと濃い瘴気が満ちていたので、普段は抑えている精霊光を全開にして浄化を行った。

　完全に浄化が終了するには何時間もかかりそうだけど、終わる頃ころには小精霊が集う精霊溜まりへと変わるだろう。

　ある程度調査が終わったところで、リザが戻ってきた。良い笑顔だ。

「ご主人様、ヒュドラの討伐が終了いたしました。目玉や毒どく腺せんには傷を付けておりません」

「ありがとう、リザ。ヒュドラは回収しておくから、周辺の探索を頼む。皆みんなの訓練場所にしたいから、それを加味して調査してきてくれ」

「承知いたしました」

　リザを見送って、ヒュドラを回収する。

　ヒュドラの目を三個と肝と心臓が一つずつ、それと大きく真まっ赤かな魔コ核アが先に部分解体して置いてあった。楽しみにしているだろうし、今日の夕飯に出してやろう。




「さてと、まずは新しい巻物チェックからかな」

　拠点造りもしないといけないけど、建物は「石製構造物ストーン・オブジエクト」の魔法ですぐ造れるし、ここは趣味を優先してもいいだろう。時間もあるしね。

　一番手は、繁茂迷宮産の複合魔法「家作製クリエート・ハウス」だ。

「しょぼっ」

　巻物を使うと、木と藁わらを組み合わせた粗末な掘っ立て小屋のようなモノができた。

　背が高くないオレでも腰をかがめないと入れないし、中は一人が寝転ぶくらいのスペースしかない。天井の藁に隙すき間まがあるので、雨が降ったらずぶ濡ぬれになりそうだ。

　メニューの魔法欄に「家作製」の魔法が登録されているのを確認し、今度は魔法欄から実行してみる。

　脳裏に家のイメージが浮かぶ。

　さっき巻物で作ったのがデフォルトみたいで、そこから自由に設計を変更できるらしい。

　二階建ての家から豪邸まで自由自在だ。内装はガラス窓やシャンデリアまで付けられるようだが、残念ながら魔法道具の設置まではできなかった。

「新築一戸建て、一〇〇平米の家が一瞬だ」

　現代日本でよくある一般的な大きさの家が十数秒で現れる。組み立ての過程が見られるのがなかなか楽しい。

　風ふ呂ろトイレ付きだが、水道を接続しないと水は出ないし、下水道に接続しないと家の外に水が垂れ流しになる。残念ながら、そこまで万能ではないようだ。

「ビルっぽい家もできるのか。もしかして……」

　ダメ元で試したら、沼の中──水中にも家が作れた。完全防水だけど、給排気や出入りの問題があるので実用性は低そうだ。

　まあ、それでも家を作るだけなら、「石製構造物」より応用範囲が広そうだし、使い勝手が良さそうだ。あまり凝った造りにすると消費魔力が多いけど、オレの魔力量なら豪邸を十数軒まとめて作れる程度の量だし問題ないだろう。




　二番手は繁茂迷宮産の土魔法「農地耕作カルテイベーシヨン」。

　巻物では家庭菜園程度の土を耕せるだけだったのが、メニュー登録後は一度に最大一二ヘクタール──学校の校庭一〇個分くらいの土地が耕せるようになった。

「ふかふかだ」

　砂のようなカチカチの地面だったのに、魔法で耕した場所は腐葉土のような柔らかく黒い土に変わっていた。

　都市核シテイ・コアのメニューにあった「農地改良」シリーズの効果と同じに違いない。

　何度か試す内に分かったが、魔法行使時にマップを開いていると、耕作範囲をマップ上のラインで指定できるようだ。

　この方法を使うと、普段はデフォルトで耕作範囲から除外される樹木や岩、建造物や急斜面も強制的に耕作する事が可能だと分かった。

　根だけならともかく樹木本体や大きな岩を巻き込んで耕作すると一回の耕作範囲が激減したが、日本人の感覚だと元々の範囲上限が馬ば鹿かげた広さなので問題ない。

　さっきの「家作製」とこの「農地耕作」を組み合わせたら、新しい村の開拓がすぐにできそうだ。

　──そうだ。

　これらの魔法をこっそり使えば、ビスタール公爵邸の襲撃事件で未開の碧領へ送られる事が決まっているゴウエン氏の手助けができそうな気がする。

　彼の碧領派遣はビスタール公爵領の内乱が落ち着くかなり先の予定だけど、その時が来たらこっそりと暗躍しよう。




　さて、三つ目だ。

　選んだ巻物は繁茂迷宮産召喚魔法「蝙蝠召喚サモン・バツト」。

　巻物で呼び出せたのは掌てのひらより小さなレベル一の「小蝙蝠スモール・バツト」が一匹だけ。しかも召喚しただけでどこかへ飛んでいってしまった。

　オレは期待を込めてメニューの魔法欄から「蝙蝠召喚」を使用する。

　召喚対象が脳裏に浮かび、その中から選べるらしい。選択できるのはさっきの「小蝙蝠」に加え、「小蝙蝠の群れフロツク・オブ・バツト」「巨大蝙蝠ジヤイアント・バツト」「伝書蝙蝠メツセンジヤー・バツト」「影潜蝙蝠シヤドウダイブ・バツト」の四種類だ。既に呼び出したコウモリを送還する事もできるらしい。

　小蝙蝠はさっきと同じ大きさだったが、レベルは一〇で簡単な命令をする事ができた。

　小蝙蝠の群れはその名の通り二匹から一二〇匹の小蝙蝠を呼び出せる。命令は群れ単位で分割はできないらしい。

　この群れを呼び出した時に、先に呼び出していた小蝙蝠が幻のように消えてしまった。

　どうやら、この呪じゆ文もんは多重召喚ができないシステムのようだ。

　ちょっとした興味でマーカーを付けた小蝙蝠の足にリボンの目印を付けて送還してみたが、送還と同時にマーカーが消えてしまった。小蝙蝠を再召喚したがマーカーは復活しなかった。当然ながら目印のリボンも付いていない。

　送還したらマーカーが消えるのか、送還と同時に小蝙蝠が消滅したのか気になるところだ。検証のしようがないので、今度禁書庫に行った時に魔法書を調べてみよう。

　オレは「蝙蝠召喚」のチェックを続ける。

　巨大蝙蝠はオレが両手を広げたくらいの翼長があるレベル一〇の大きなコウモリで、小蝙蝠と同様に簡単な命令が出せ、土魔法で作ったゴーレムのように視覚共有もできるようだ。

　召喚コウモリの場合、視覚共有すると「使い魔」扱いになるらしい。詳細情報にオレの名が表示された。召喚時に召喚主の名前が載らないようにする方法もあったが、それをすると召喚したコウモリ達に命令を下す事ができなくなってしまった。

　伝書蝙蝠は伝書鳩ばとのように使えるが、普通の伝書鳩と同様に事前に目的地を教え込む必要があるので使いにくい──のだが、マップと連携させる事でマップで指定した場所まで飛ばせる事が分かって利便性が大幅に増した。鳩はとより航続距離や飛行速度が劣るのは目を瞑つぶろう。

　影潜蝙蝠は文字通り影に潜る事ができる不思議なコウモリで、視線共有やマップで指定した場所へ影経由で潜入させる事ができるようだ。簡単な命令も併用できるので、暗躍に便利そうだ。

　まあ、空間魔法でも同じ事ができるけどさ。




　四つ目の巻物は夢幻迷宮産の術理魔法の「回転歯車ローリング・ギア」。

　透明な歯車が空中に現れてクルクルと回った後、数分で消えた。

　魔法欄から使うと、直径一ミリから一二メートルまでの歯車が三二個まで呼び出せるようになった。呼び出した歯車の内、一つは回転速度や回転方向を自在に設定できるようで、最高速度で回したら回転ノコギリのような使い方ができた。

　回転速度や方向は呼び出し時に設定でき、途中で変更するには歯車に触れる必要がある。「理力の手」経由でもできるので、うっかりミスで怪け我がをする心配はない。

　魔力が供給される限り回り続けるので、水車や風車のような使い方をしたり、大きな時と計けいを作ったりできそうだ。

　あまり期待していなかったけど、応用範囲が広そうで夢が広がる。

　とりあえずは魔力溜まりと接続して揚水や花時計でも作ってみようかな？




　最後の巻物は死霊魔法の「骨加工ボーン・クラフト」。

　ストレージにあった魔物の骨に使ってみたが、上う手まく制御できずに歪いびつな何かになってしまった。





＞「死霊魔法」スキルを得た。






　新しい魔法スキルがゲットできたのでポイントを割り振って有効化する。

　続いて魔法欄から「骨加工」を使ってみる。

　今度は実に容易に骨が加工できる。まるで粘土細工のように自由自在だ。

　前に迷宮都市の露店で、骨加工によるアクセサリーを見かけた時から、この魔法が使ってみたかったんだよね。

　骨や角、爪つめ、鱗うろこが加工可能で、驚くべき事に迷宮下層の邪竜の爪や牙きばの欠片かけらさえも加工可能だった。

「あんなに苦労した竜りゆう槍そうがこんなに簡単に……」

　ツールの重要性を実感しつつ、オレはストレージに死蔵したままだった色々な品を加工してみる。

　邪竜の竜槍をストレージに収納し、ヒュドラの牙剣や城虎フオートレスタイガーの牙刀なんかを作って遊ぶ。

「──あれ？」

　集中して作ったモノは普通なのだが、雑なイメージで武器や防具を作ると、なぜか邪悪な見た目に変化してしまう。

　残念ながら、作製時に魔法回路サーキツトのアドインはできなかったが、魔力を流しつつ加工すれば魔物の素材中にある魔核と同質の物質が結晶化し、魔力が流しやすい疑似魔剣的なモノが作れた。

　まあ、普通に魔剣が作れる今のオレには余り意味がないが、誰だれかにプレゼントしたり迷宮の宝箱に潜めたりする品としては良さそうだ。鋳造魔剣と違って、素材を間違わなければそれほど強い武器にならないしね。





◆






　翌朝、徹夜で工事を終えたオレは、皆みんなを連れて拠点にやってきていた。

「精霊いっぱい」

　ミーアが新しい拠点を見て満足そうに頷うなずいた。

「ふーん、外に蔦つたや葛くずを生やして、家を外から見えなくしているのね」

　腕組みしたアリサが感心したように呟つぶやく。その左右にはタマとポチが同じ格好で、ふんふんと頷いている。

「ご主人様、あそこは菜園ですか？」

「そうだよ。ルルの好きな野菜や花を植えていいよ」

　耕した状態で放置していた農地を見てルルが目を輝かせた。

「ミーアちゃん、何を植えたらいいと思う？」

「難しい」

　ルルが植物に詳しいミーアに相談する。

「マスター、ゴーレムが苔こけむしていると告げます」

　ナナが偽装した警備用ゴーレムを指さす。

「そういう風に作ってあるんだよ」

「なるほど、と頷きます」

　何か親近感を覚えているのか、ナナが警備用ゴーレムを見つめて頷いている。

「ここは何に使うの？」

「お好み次第かな？　ここは周囲に誰もいない場所だから、訓練でも演奏でも彫刻でも好きにしていいよ」

　喜ぶ仲間達に、ここの事は今いるメンバー以外には言わないように口止めしておく。

「カリナもダメ～？」

「仲間はずれはかわいそうなのです」

　タマとポチが予想通りの反応をした。

「ここはチーム・ペンドラゴン秘密基地なの。だから、カリナサマがチーム・ペンドラゴンに入れるくらい強くなるまでは秘密にしないとダメよ？」

　どう説得しようか迷っていると、アリサが上手い感じに諭してくれた。

「ご主人様、皆を訓練場に案内して宜よろしいですか？」

　リザに頷いてやると、谷の急斜面を駆け上がって前衛陣を谷の上にある荒れ地の訓練場へと連れていった。

　タマのニンジャ訓練やポチの居合い練習に適した場所なんかもある。

　さすがに加速砲の実験をするには少し狭いが、ルルの狙そ撃げき練習ができる場所も用意しておいた。

「それにしても綺き麗れいな場所ね。魔物の領域のど真ん中とはいえ、よくこんな場所が放置されていたわね」

「精霊、楽しそう」

　アリサとミーアが褒める沼も、一晩の内にどろりとした濁りが消え、今では透き通った水を湛たたえている。きっと精霊光で瘴しよう気きを綺麗に浄化できたからだろう。

「転移拠点だから目立たなくしたんだと思うけど、ちょっと小さすぎない？」

　狩猟小屋サイズの拠点を一周したアリサが苦言を呈してきた。

「地上部分はね。本体は地下だよ」

　土魔法の「落とし穴ピツト」を何度か使って縦穴を掘り、頑丈すぎる流星雨産の隕いん石せきを「石製構造物」で加工して基礎を作って、「家作製」で地下五階層の基地を作り上げた。上下水道の揚水や換気は魔力溜だまりと繫つないだ「歯車」がやっている。

　さらに、迷宮都市セリビーラの「蔦の館やかた」にある「偽核フエイク・コア」と同じモノを魔力溜まりと接続して、基地内の自動扉や照明の制御や警報装置の監視といった事を担当させてある。

「目玉はこれ」

「鏡？　──まさか！」

　銀色の鏡の正体に気付いたアリサに頷いてやる。

「そう、常設型の転移門だよ」

　これは「蔦の館」にあったものと同じで、ボルエナンの森で修行するナナの姉妹を送ったついでに、余っていた品を分けてもらったモノだ。自分で作れない事もないが、かなり複雑で面倒な工程が必要なので、ありモノを使って対応した。

「これがあればオレやアリサがいない時でも、王都邸と行き来できるだろ？」

　転移系の魔法や公都地下の転移門トラベル・ゲートと違って、固定の二点間を結ぶワームホール的なポータル・ドアとしてしか使えない。

「緊急時の避難先にも良さそうね」

　緊急時？　そうだ──。

「アリサの『格納庫ガレージ』に飛空艇を格納できないかな？」

　飛空艇があれば、緊急時の移動や避難に便利だろう。

　オレがいれば不要だけど、常に一緒ってわけじゃないしね。

「今は砂ゴーレム用の砂と岩爆撃用の石材しか入れてないから、入ると思うわよ」

　アリサの「格納庫」は自分専用の亜空間を作り出す上級空間魔法で、入口の開閉時に魔力を消耗するものの、「宝物庫アイテムボツクス」スキルと違って物の出し入れには魔力を消費せず、生き物やゴーレムの出入りも可能なヤツだ。

「それじゃ出すぞ」

　オレは広場に飛空艇を取り出した。大怪魚トヴケゼエーラの表皮を使った純白の装甲に、金色に輝くオリハルコンで装飾した派手な艇体をしている。

　操艦は誰でもできる簡単設計だが、アクロバティックな機動を好むタマと運転で人が変わるポチは操そう縦じゆう桿かんを握らないように言いつけてある。戦闘時の操艦はアリサかリザが担当する予定だ。

「あら？　飛行帆船に積んでた六連装魔砲を移したの？」

　火器管制はルルが担当だが、艦首の六連装魔砲と近接防御はポチとタマに担当を任せようと思っている。二人は六連装魔砲の砲身交換が大好きなんだよね。

　飛空艇の防空レーダーの担当はミーアを予定しているが、タマ先生の勘の方が高性能なのであまり出番がないかもしれない。

「ああ、ついでにナナのフォートレス機能を移動可能にした『モービル・フォートレス』やフォートレスの三倍以上の防御力を持つ『キャッスル』の試作版を搭載してあるんだ」

　前にエルフの里で研究好きハイエルフ達やエルフの技師達と一緒に研究していたヤツだ。

　これらの制御は意外に難しいので、機関部の制御と一緒にナナが担当する事になるだろう。

「へー、凄すごいじゃない」

「機能はね。まだまだ大きすぎて黄金鎧よろいに搭載できないけど、飛空艇ならなんとか積めるし、大型の聖樹石炉もあるからね」

　この飛空艇には黄金鎧の八倍にあたる一六基の大型聖樹石炉を積んでいるから出力も十分だ。

「『格納庫』に入りそうか？」

「思ったより大きいけど、石材を出せば入るわ」

「石いっぱい～？」

　アリサが取り出した石材を前に、タマが目をキラキラさせている。

「彫刻に使いたかったら好きに使っていいわよ」

「わ～い」

　太っ腹なアリサの言葉に、タマが飛び跳ねて喜んだ。

　そろそろ朝食の時間なので、リザ達を呼び戻して王都邸へと戻る。

「こんな部屋あったかしら？」

　アリサが首を傾かしげる。

「上に行く階段はそこの通路の先だよ」

　ここは中庭の下に「石製構造物」の魔法で昨日きのう作ったばかりの場所だ。階段を上がると隠し扉でオレの執務室に繫がっている。

　転移鏡があるここには、アダマンタイト製の強力な警備用ゴーレムを配置して仲間達のみが出入り可能にしておいた。

　執務室の隠し扉自体も、監視ゴーレムのカカシを配置してロックを制御してあるので、ここのは単なる保険だったりする。




「くぅぽ～」

「くるっぽう、なのです」

「むむぅ、くるるう」

　執務室に出ると、タマ、ポチ、ミーアの三人が既視感のある会話をしていた。

「どうしたんだい？」

「伝書鳩ばとみたいです。ほら、足に──」

　オレが尋ねるとルルが窓の外に留まった鳩はとを指さした。

　ルルが言うように、カラフルな羽をした鳩の足には小さな筒が付けられている。

　オレが窓を開けると、鳩がオレの手元に飛んできた。

　素早く足から筒を外して折りたたまれた手紙を取り出すと、手の中の鳩がぽふんと白い煙に変わって消えてしまった。

「ろすと～？」

「消えちゃったのです！」

「式神みたいね。召喚魔法の一種かしら？」

「むぅ、精霊？」

　驚くタマとポチの横で、アリサとミーアが魔法的な考察をしている。

　そんな仲間達を横目にオレは手紙に目を通す。

「これは──」

　それは意外な人物からの手紙だった。








迷探偵







〝サトゥーです。「名探偵あるところ事件あり」なんて揶や揄ゆされるほど、物語の名探偵達は事件に遭遇しています。次々に犯人を当てる推理力は羨うらやましいですが、同じ立場に立ちたいとは思えませんね。〟






「誰だれから？」

「システィーナ王女からみたいだ」

　伝書鳩が運んできた手紙の主をアリサに伝える。

「浮気」

「違うよ。ほら、見てごらん」

「調査？」

　赤縄事件の調査に同行してほしいという内容だ。

「王女様って、確か桜が咲かない件の調査をしてたんじゃないの？」

「その原因が赤縄の魔物じゃないかって考えているみたいだね」

　アリサにも手紙を見せる。

「ふーん、てっきりご主人様を篭ろう絡らくする為ための口実だと思ったのに」

「そんなわけないだろ」

　まあ、最後に見た王女の醜態を考えたら不思議じゃないけどさ。




　朝食を終えた頃ころ、王女を乗せた馬車が迎えに来た。

　六人乗りの馬車に、護衛の近この衛え騎士が四名だ。

「サトゥー様！　お迎えに参りました！」

　王女が停車前の馬車の窓から手を振る。桜色のドレスと合わせたのか、メガネのフレームもピンクがかった不思議な色の金属製だ。ＡＲ表示によると、贅ぜい沢たくな事にヒヒイロカネ合金製らしい。

　浮かれた様子の王女を見たアリサが、「やっぱ一緒に行く」と言い出した。

「ニナさんの手伝いやエチゴヤ商会の方はいいのか？」

　朝食の席で聞いた仲間達の予定は、昨日と同じような感じだった。

「ぐっ、……ご主人様の浮気阻止の方が重要よ」

「ん、同意」

　ミーアがこくりと頷うなずき、絶対ついていくとばかりにオレの手を強く握った。

　それを見たリザやナナも護衛すると言い出したが、事件の調査という目的を考えたら、あまり大人数で行くわけにもいかない。

「サトゥー様、どうかされましたか？」

　馬車を降りた王女が、侍女を二人と、ピンクブロンドの美少女魔法使い──「桜守り」のアテナ嬢を一人連れてこっちへ来た。

「ボルエナンのエルフも来るのね！　真相を見破るのは私よ！」

「むぅ」

　アテナ嬢がさっそくミーアに嚙かみついている。

「まあ、ミサナリーア様もご一緒してくださいますの？」

　王女が「それはとても楽しみです」と手を叩たたく。

　アリサがするっと「ミサナリーア様の侍女のアリサです」と適当な事を言って、同行枠をかっ攫さらった。

　王女の馬車は六人乗りなので、小柄な二人でも既に定員オーバーだ。

「サトゥー様、狭くありませんか？」

「お気遣いありがとうございます。二人は小柄ですから大丈夫です」

　一列の座席は大人二人分の幅があるから、ミーアとアリサに挟まれていても、ぎゅぎゅう詰めという程ではない。問題なのは隙すきあらばセクハラしようとするアリサくらいだ。

「無理ならそう仰おつしやってください。御者台もありますから」

　きつめの侍女が後ろの席から言う。

　お前は御者台に行けという遠回しな発言かと思ったが、もう一人のおっとり系の侍女が「私達は御者台も慣れていますから、ご遠慮は無用ですよ」と言ってくれたので、きっと違うのだろう。

　見送る仲間達に手を振り、護衛騎士達に守られて馬車が出発した。

「今日はいきなりお誘いしてご迷惑ではなかったかしら？」

「いえ、お誘いいただき光栄です」

　もし、迷惑に思っていたとしても、最下級の名誉士爵が王族からの誘いを断れるわけはない。

「ですが、どうして殿下が調査など？」

　黙っていたら呪じゆ文もん談義が始まってしまいそうなので、理由を尋ねてみた。

「王祖様との約束を果たすためです」

　王女がキリッとした顔で言うと、横に座っていたアテナも誇らしげな顔で頷く。

「王祖ヤマト様から譲位された第二代国王、シャロリック一世陛下の代からの約束なのです。『毎年、必ず聖桜樹を咲かせる』。その約定を果たすのは代々の王族と、アテナ達『桜守り』の役目なのです」

　なるほど、それで博識な彼女が王族を代表して行動しているのか。

「そういえば以前にも伺った気がしますが、桜を咲かせる為に赤縄の調査をされているのですか？」

「ええ、私達は聖桜樹が咲かない原因に、『赤縄の魔物』が深く関わっていると考えています」

　ミーアがオレの横で「むぅ？」と呟つぶやいてオレの顔を見上げてきた。

　聖せい桜おう樹じゆ──王桜が咲かない原因である「地脈の乱れ」は桜ドライアドに頼まれて既に解決済みなのを知っているからだ。

　オレは空間魔法の「遠話テレフオン」で、ミーアに「桜ドライアド関係の話は内緒」と言って口止めしておいた。

「それで、どこを調査されるのでしょう？」

「まずは王立研究所です！」

　なるほど、「赤縄の魔物」の死し骸がいや出現ポイント近くで発見された魔法道具マジツク・アイテムなんかが運び込まれた場所から調査するようだ。





◆






「到着」

　ミーアがスタッと馬車から降りる。

　それに負けじとアテナ嬢も、急いで馬車から降りて胸を張っていた。小学生の女の子と張り合う女子高生といった感じで微笑ほほえましい。

　笑顔の御者が降車用の踏み台を出し、侍女が先導して王女の降車を助ける。

「ご主人様、手伝って」

　踏み台をちろりと見た後に、アリサがエスコートしろとばかりに手を伸ばす。

「いいよ」

　オレはアリサの胴を持って下ろす。

「そ、う、じゃ、な、く、て！」

　アリサが一文字ずつ切って抗議してきたが笑ってスルーする。

「手」

　アリサにヤキモチを焼いたミーアが、オレの手を摑つかんで王立研究所の建物の方へ歩き出す。

　ホールに入ると、奥からドタバタと足音がして、学者風の初老男性がやってきた。ＡＲ表示によると、この研究所の所長らしい。

「これはこれはシスティーナ殿下、このような場所に足をお運びいただき恐悦至極に存じます」

「王国最高の知の殿堂を『このような場所』などと言ってはいけません」

　王女がオレを相手にする時とは別人のように冷たい声で答える。

「こちらに『赤縄の魔物』が運び込まれたのでしょう？　検分します。案内しなさい」

　キリリとした表情で、王女が命令する。

「ま、魔物の死骸を、でございますか？」

「何か？」

「殿下にお見せできるような状態には……」

　大上段から要求する王女に、所長が必死に抵抗する。

「所長。殿下は案内しろと命じたのです。余計な事を言っていないで即座に案内しなさい」

「ぎょ、御意」

　きつい方の侍女さんが命じる。

　彼女も伯爵家の令嬢なので、命令しなれた感じだ。

　白旗を揚げた所長に案内されて、オレ達は研究所の奥へと進む。

「なんだか学校の廊下みたいね」

「そうだな」

　ガラス窓がほとんどないけど、雰囲気は似ている。

　幾度も廊下を曲がり、オレ達は別館にある重厚な二重扉で区切られたホールへと入る。

　ホールの奥にガラスで区切られた隔離部屋があり、赤縄の死骸はその中に置かれてあった。

　白衣の研究員はマスクとゴーグルを装備して死骸を調べている。

「一体だけ？」

「調べ終わった死骸は処分場行きだ」

　アテナ嬢の確認に、所長が面倒そうに答える。

　彼はシガ三十三杖つえに対して何か確執があるのかもしれない。

「もう？」

「ご覧ください、殿下。あのように魔物の死骸は既に腐り始めております。解剖検分が終わった死骸は早めの処分が必要なのです」

　王女の質問に、所長は愛想笑いを浮かべて答える。

「まだ二日も経たっていないのに……」

　肉や毛皮がぐずぐずに腐っているだけでなく、骨も研究員が触っただけで脆もろく砕けていた。

「まだ調査中ですが、赤縄の魔物は死後の腐敗や劣化が異常に早いようです。これは闇やみ魔法で急速成長させた魔物にありがちな症状です」

　エリート研究者っぽい自信が服を着ているような男性が現れて語り出した。

　闇魔法に魔物を急成長させる呪文があるのは初耳だ。後で聞いてみよう。

「あなたは？」

「失礼いたしました。私は主席研究員の──」

「呼ばれもせんのに出しゃばるな。殿下への説明は私が行う。貴様は宰相閣下に提出する書類を仕上げておれ！」

「それなら、ここに。あとは所長のサインだけです」

　主席研究員の嫌みな横顔に、所長がぐぬぬと唸うなる。

　侍女の一人が王女に目め配くばせされて、主席研究員から書類を取り上げて王女に渡す。

　アリサとミーアも見たがったので、二人を抱えて王女の背後から一緒に書類を読む。

　オレは姿勢的に難しかったので、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」を使って書類に目を通した。

「魔法道具の機能が推測できたんですね。現物はありますか？」

「ああ、そちらの棚の上にある品だ。見るのは構わんが、迂う闊かつに触って壊さんでくれよ」

「そこのあなた、魔法開発の大家であるサトゥー様に無礼ですよ。研究者なら礼儀をもって接しなさい」

　書類から目を上げた王女が、絶対零度の冷たい視線で主席研究員を叱しつ責せきする。

「た、大家？　この小僧──いや、少年が？」

「私の言葉が信じられないと？」

　ギロリと見据えられた主席研究員が、慌てて王女とオレに頭を下げる。

「これですね？　魔法的な点火具との事ですが──」

「ああ、そうだ。いずれも半分以上砕けてしまっているが推測はできる。術理魔法の『信号』を起動鍵かぎにして、接続された魔法陣か遅延術式を発動する仕組みだ」

　オレは術理魔法の「透視スルーアイ」を使いつつ、魔法回路サーキツトのチェックをする。

　主席研究員が自信を持って断言するだけあって、オレにも書類に書かれてある通りの機能だと思えた。

「遅延術式というのは？」

「呪じゆ文もんの大家なのに知らんのか？　──ま、まあ、何百年も前に廃れた方式だから無理もない」

　不快そうな王女の視線に気付いた主席研究員が、すぐにフォローの言葉を付け加えた。

「キミも詠唱後に発動句を控えてタイミングを調整した事があるだろう？　簡単に言うと、あれを魔法の術式に組み込んだモノを遅延術式という」

　主に戦争や安全に魔物を狩る為ための技術として一いつ世せいを風ふう靡びしたらしい。

　廃れたのは優れた魔術師や勘のいい魔物が遅延術式の存在を見破ったり、遅延術式を一掃する為の術が広まったりしたからとの事だ。

　今でも使っている者はそれなりにいるそうで、探してみるとオレの持つ魔法書にも遅延術式に分類される呪文が幾つもあった。

　ついでに、闇魔法で魔物を急速成長させる呪文についても教えてもらったが、本来の使い方ではなく、王立研究所の実験中に偶然発見された呪文の副作用によるものとの事だ。

　オレの持つ魔法書にも載っている呪文だったので、今度試してみようと思う。

「でも、『信号』を起動鍵にしたら暴発しない？」

「単信号で発動するわけではない。特定の波長の繰り返しで発動するのだ」

　子供嫌いではないのか説明好きなのか、主席研究員はアリサの質問にも律儀に答えている。

「魔法道具と一緒に発見された呪術の魔法陣はどこ？」

　王女が所長に尋ねる。

「所員が書き写したモノはこの三枚でございます」

「三枚？　赤縄は五箇所に発生したのでは？」

「残り二箇所では発見できておりません」

　──三箇所だけに呪術の痕こん跡せき？

「破壊されたり消されたりしていたという事？」

「それは分かりません。どの現場も魔物が暴れたような痕跡がありましたから」

　主席研究員が割り込んで所長に睨にらまれている。

「それにこの魔法陣は本当に呪術のモノなのか分かりません。魔法陣にも文法のようなものがあるのですが──」

　それがでたらめとしか思えないと主席研究員が言う。

「破片？」

「ねぇねぇ、この焼き物の欠片かけらみたいなのは何？」

　ミーアが棚の隅に置かれた破片を指さし、アリサがミーアの言葉を翻訳して問いかける。

「魔法道具の近くにあった破片だ」

「事件とは無関係かもしれないけれど、見かけない文様だから回収させたんだ」

　所長の言葉を主席研究員が補足する。

　気のせいか子供相手だと妙に愛想がいい。

「ねぇ、この文様って」

「ん、デジマ」

　鼬イタチ商人の屋敷で見たデジマ島の壺つぼにあった文様と似ている。

「幼いのに博識だ」

　主席研究員がアリサとミーアを褒める。

　鼬帝国の製品だと調べがついており、既に衛兵が事情聴取に行っているそうだ。




「魔人薬の処分もここでしたね？」

　王女が所長にそう尋ね、処分を行った研究員から話を聞きたいと要望を伝えた。

　彼女の言う魔人薬とは、軍の倉庫で見つかり、ケルテン侯爵が失脚しかけた一件のヤツだ。

「ま、魔人薬でしたら、中和剤で無毒化してから下水に流しました」

「下水に……」

　王女はやってきた平研究員の説明に黙考した後、「そこが見たい」と言い出した。

　所長は不浄な場所だからと難色を示したが、王女に命じられてオレ達を案内してくれた。

「こちらでございます」

　敷地内の離れた場所にある処分場は、所長が嫌がるだけあって凄すごい臭いだ。

　所長を始め王女達も仲間達も顔をしかめてハンカチで口元を覆っている。

　何に使うのか天井から幾本も鎖がぶら下がり、壁際には大きな袋が積み上げられていた。

　奥の方にフェンスがあり、マップによるとフェンスの向こう側に、下水道へと繫つながる縦穴があるようだ。

「ネズミ」

「尻しつ尾ぽがはみ出てるわね」

　今も下働きの男達がゴザを巻いた奇形大鼠ミユータント・ラージマウスの死骸を処分している。

　縦穴の底にはスライムが飼われており、スライム達が消化分解をする事で下水道が詰まらないようにしているらしい。

「お、おい、貴族様だ」

「へへえ～」

　所長を従えた王女の登場に、下働きの男達が死骸を地面に投げ出して平伏する。

「私に構わず作業を続けなさい」

　王女は気にした風もなく、男達の横を通り過ぎる。

　──おや？

　死骸を覆っていたゴザが剝はがれて中が見えたのだが、なんだか少しおかしい。

「肉や内臓は別の場所で調べているんですか？」

「いえ、そんな事はしていませ──」

　平研究員が答える途中で口くち籠ごもる。

　オレ達が注目しているのに気付いて、下働きの男達が慌てて死骸をゴザで覆う。

　そんな男達に、平研究員が「どういう事だ」と詰め寄った。

「死し骸がいから腐っていない部分を貰もらいやした」

「全すべて捨てろと命じたはずだ。死骸から切り取った部位はどこだ？　すぐに捨てろ！」

　平研究員の剣幕に負けて、男達が渋々といった様子で隠してあった肉も死骸本体と一緒に捨てた。

「チッ、ケチくせえ。どうせ捨てるなら、おいら達が頂いて構わねぇじゃねぇか」

「おい止やめろ！」

　舌打ちをして不平を言う大柄な方の男を、小柄な男が止める。

「この肉は毒性が強いから捨てろと命じたんだ！　死にたいのか！」

　平研究員が青筋を立てながら男達を叱責した。

「中和剤というのはアレかしら？」

　そんな諍いさかいに興味はないという顔で、王女が所長に尋ねた。

　所長はよく知らないのか、平研究員を呼んで答えさせる。

「はい、一般的な品で……数がおかしい」

　言葉の途中で、平研究員が中和剤の棚に駆け寄り、帳簿を確認しだした。

「おい！　この薬品処分を行ったのは誰だれだ?!」

「あっしですが、何か？」

　さっきの舌打ち男が答える。

「ちゃんと指示通り中和剤を混ぜてから捨てたのか？」

「……へ、へぇ。魔人薬ならきちんと中和剤を混ぜて捨てやした」

「なぜ魔人薬だと知っている！」

　舌打ち男の目が泳ぐ。

　平研究員に問い詰められて、舌打ち男が逃げ出した。

「■……」

　アテナ嬢が男を止めようと詠唱を始める。

「サトゥー」

「任せろ」

　オレは素早く回り込んで舌打ち男を捕縛する。

　何か暴れようとしていたが、武術の心得があるわけでもない相手に手こずるはずもない。

　不満そうに詠唱を中断したアテナ嬢に、軽く頭を下げて詫わびておく。

「偉い」

「素晴らしいです」

　ミーアと王女に褒められつつ、縛り上げた男を所長と平研究員に引き渡す。

　男は観念したのか、魔人薬を横流しした事を自白した。

　スライム達が嫌う素材の防水袋に入れて下水に流し、浄水場で回収しようとしたらしい。

　魔人薬を捨てたように見せかける為ために中和剤を水に溶かして流したそうだが、途中で面倒になった男が必要量の二割程度で止めた為、悪事が露見したようだ。

「持ち出した魔人薬はどうした?!」

「ほとんどは途中で防水袋が破れて下水に溶けちまったよ。大した儲もうけにならなかったぜ」

　問い詰める所長に、舌打ち男はふてぶてしく言って床に唾つばを吐いた。

「無様ですね、所長」

「危険薬の処分を他人任せにするなんて弛たるんでいます！」

　王女とアテナ嬢が所長や平研究員を叱責する。

「殿下、申し訳ございません。部下の不始末で魔人薬の一部が流出してしまいました」

　所長が詫び、平研究員と一緒に頭を下げる。

「それが原因で『赤縄の魔物』が生まれた可能性は？」

「ないとは言い切れません」

　王女の質問に、平研究員が苦い顔で言う。

「あると思う？」

　アリサの問いに、オレは首を横に振る。

　赤縄の魔物達、特にオレ達が遭遇した後に出現した奴やつは、マップ上にその痕跡がない状態で出現していた。魔人薬が影響して徐々に魔物化していったのなら、マップで検出できたはずだしね。

　念の為にマップ検索してみたが、魔人薬の過剰摂取状態になっている生き物はいない。魔人薬が入った防水袋も存在しないようだ。

「今回の件、明日にでも陛下にお話しいたします。下の者に責任を押し付けず、適切な対応を期待しています」

　平謝りする所長に王女がそう告げた。

　わざわざ「明日」って言ったのは、身辺整理をする為に一日の猶予を与えるって事だろう。

「参りましょう、サトゥー様」

　王女に促されて処分場を出る。

「次は浄水場ですか？」

「そうよ、アテナ。不審な遺体が発見されていますし、二番目に赤縄が出現した場所でもあります」

　アテナ嬢の質問に王女が答える。

「ご主人様、あれ」

　王立研究所から出た時に、怪しい風体の男がじっとこちらの馬車を覗うかがっていた。

「来た時も」

　ミーアが来た時にもいたと言う。

「物もの乞ごいでしょう」

　きつい方の侍女さんが男の正体を言う。

　彼女が言うとおり彼は乞こ食じきギルドに所属する物乞いだ。

　エチゴヤ商会からの依頼で、赤縄事件の情報を集めているのかもね。
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「汚らしい場所ね」

「臭い」

　アテナ嬢が口をへの字に曲げ、ミーアがハンカチで口元を覆う。

　悪臭漂う浄水場の周りは、王都の中とは思えない貧民街になっている。

　路上にはゴミやガラクタが散乱し、路上に座り込んだ汚れた服装の人達が、オレ達の馬車を昏くらい瞳ひとみで見上げている。

「ねぇねぇ、あれってロレンスじゃない？」

　貧民街の一角に馬車が止まっており、その前にアリサがロレンスと呼んだパリオン神国のホーズナス枢すう機き卿きようがいた。

「何しているのかしら？」

「枢機卿猊げい下かですね。あの方はよくああしてらっしゃいますよ」

　ほんわか侍女によると、枢機卿は公務の合間に、治療費や神殿への寄進ができない貧民街の人達を無償で癒いやして回っているそうだ。

「よく知っているわね」

「侍女仲間には猊下のファンが多いんですよ」

　ほんわか侍女がそう教えてくれた。

「なんだかご主人様みたいな人ね」

「ん、同類」

「そうか？」

　アリサとミーアはそう言うが、崇高な信仰心から行っている彼の献身的な行動を、オレの道楽と一緒にするのは少し違うと思う。

「──何者か！」

　近この衛え騎士が誰すい何かする声に、オレ達は雑談を止める。

　カチャカチャと音がして、近衛騎士達が剣に手をかける音が聞こえた。

「近衛か？　俺はシガ八剣のヘイムだ」

　窓から顔を出すと、馬車の進行方向に外がい套とうのフードを下ろしながら剣環証を掲げるヘイム氏が見えた。

　彼は徒歩で大剣を背負っていた上に、聖騎士団の制服が外套に隠れていたから、近衛騎士達が不審者として警戒したのだろう。

「よお、ペンドラゴン卿か。王族のお守りでこんな所まで来るとは、お前も大変だな」

「ヘイム殿、お守りとは少々失礼ではありませんか？」

　きつい方の侍女がオレを押しのけて窓からヘイム氏に抗議する。

「そいつは失礼。システィーナ殿下が一緒って事は桜か赤縄事件の調査か？」

　オレが首肯すると、ヘイム氏が下町での情報収集のやり方を小声で教えてくれた。

　物乞いに大銅貨一枚から銀貨一枚くらいの金を渡して質問すると、その答えを知っていたら教えてくれる。もし、知らなかったら知っていそうな相手を教えてくれるそうだ。物乞いというよりは情報屋っぽい。

「基本的に聞けるのは彼らが見聞きした事だけだが、衛兵達が知らないような事を知っている者もいる。有効に使え」

　浄水場の周辺には多くの物乞い達がいるので、情報収集相手には事欠かないそうだ。

　ヘイム氏はそう補足した後、「この辺りは危ないから注意しろ。用がないなら早めに立ち去る事だ」と忠告して去っていった。




「私達も行きましょう」

　ヘイム氏と別れたオレ達は、鉄格子の扉を通って浄水場内へと入った。

　浄水場の水槽は幾つにも分かれ、下水越しに流れてきたゴミは特定の場所に堆たい積せきする仕組みになっている。

「中は外よりも臭いが凄すごいわ」

「悪臭」

　アリサが辟へき易えきした顔でぼやき、ミーアが顔の前で指バッテンを作りながら同意する。

　職員に浄水場の案内をしてもらっている最中に、悪臭に負けた王女やミーアが気分を悪くしたので、おっとり系の侍女さんが何度か風魔法の「空気清浄エアー・クリーナー」を発動していた。

「うわー、ゴミがいっぱい──って、人がいるわよ？」

　アリサが言うように、堆積場にはスラムの住民が入り込み、ゴミ漁あさりをしていた。

　エチゴヤ商会で仕事を作っているけど、まだまだ足りていないようだ。

　いっその事、開拓村や鉱山でも作って大人数が食べていける事業を興した方がいいかな？

　マップ検索した限りだと、王都から徒歩三日くらいの場所に、開拓村を作れそうな平地や地下深くに貴金属や鉄の鉱床が眠る山もある。支配人に一度相談してみよう。

「死体が見つかったのはあの浄水槽です」

　直径五〇メートル級の巨大水槽を指さしながら、浄水場の職員が教えてくれた。

　水面まで五メートルほどあり、ヘドロ状の水面は濁っていて深さはよく分からないが、水面の半分以上を覆うゴミや木の葉に交ざって、何匹ものスライムが浮かんでいた。

　浄水槽の側壁には何本もの土管が突き出しており、そこからドボドボと水が流れ込んでいる。

「うげっ」

　中を覗のぞき込もうとしたアリサが鼻を押さえてうずくまる。

　おっとり侍女さんが行使した「空気清浄」の圏外に出てしまったのだろう。

「危ないから浄水槽を覗き込んだ時に息をしないでください」

　臭いだけじゃなく、希まれに有害な空気も出ている事があるのだと職員が注意した。

「魔物が現れたのも、ここです」

「ここはどこに繫つながっているの？」

「王都全域です」

　侍女を介した王女の質問に職員が答える。

　──おや？

「あれって遺体じゃないですか？」

　ゴミに交ざって遺体が浮いていた。

　初めはワニのようにも見えたが、蜥蜴とかげ人のようだ。

「あー、本当ですね。すぐに係の者を呼びます」

　職員は特に驚いた様子もなく頷うなずき、近くで作業していた者に事務所への伝言を頼んだ。

　日本なら大騒ぎになるような大事件だが、人命が軽いシガ王国だとそれほど大した事ではないようだ。

　浄水槽から引き上げられた遺体は、通報を受けてやってきた衛兵が身元を特定してくれた。

「こいつの顔には見覚えがある。貧民街で暮らすモグリの二級魔法道具士だ」

　どこかで聞いた職業だ。

　もしかしたら、この蜥蜴人も赤縄事件に関係していて口封じに殺されたのだろうか？

「死因は刃物傷、たぶん鉈なたのような刃の短い武器で切られたんだろ」

「金目の物はなし──城の連中が監視してるネズミ野郎の関係っすかね？」

　死体を検分しながら衛兵達が言葉を交わす。

「さあな、同じモグリの二級魔法道具士ってだけで断定はできねぇよ」

　ベテラン衛兵の言葉が心に刺さる。

　ごめんなさい、若い衛兵と同じような推理をしてました。

　衛兵達が遺体を運び去るのを見送った後、オレ達も浄水場を出る。

　一応、遺体発見後に浄水場を一回りしてみたのだが、特に新しい発見はなかった。




「サトゥー様、ヘイム殿が言っていた『情報収集』とやらを試してみませんか？」

　浄水場の門前に物乞いがいるのを見つけた王女が、そんな事を言い出した。彼女は好奇心旺おう盛せいらしい。

「では、私が行ってきましょう」

　オレが腰を上げると、アリサも同行しようと馬車の椅い子すから下りた。

「待ってください、サトゥー様。私がやります！」

　王女がオレを引き留めた。困った事に自分で情報収集がしたいようだ。

　近衛兵や侍女達がかなり難色を示したが、オレと侍女の一人が護衛に付くという条件でなんとか折り合いを付けた。

「貴いお方、この老いぼれにどうかお恵みを」

　王女が歩み寄ると、物乞いが視線を上げずに口上を呟つぶやく。

「銀貨を渡すのでしたね？」

　侍女に目め配くばせして、物乞いの前に置かれた器に銀貨を投げ込ませる。

「ありがとうございます、貴きお方」

　物乞いが頭を下げ、その陰で器の銀貨をすばやく懐に入れた。

「質問をするのでしたね？」

　オレを振り返って、小声でそう尋ねる王女に首肯する。

「さっき見つかった水死体の事で何か知っていたら教えなさい？」

「モグリの魔法道具士のゲトカでやすね。『崩れ屋根』通りのあばら家が寝床で、あそこに見える酒場で安酒かっくらっては、ゴミの山の上で酔よい潰つぶれているケチな野郎でやす」

　おお、衛兵より情報が細かい。

　マップ情報から死んでいた魔法道具士の家を調べ、空間魔法の「遠見」で部屋の中を確認する。

　驚くべき事に、早くも衛兵達が家宅捜査を始めており、乱雑な部屋の一角に置かれた魔法道具のようなモノを発見していた。見た目はかなり違うが、赤縄事件で見つかった壊れた魔法道具と回路の構成が似ている。

「彼を殺そうとした人に心当たりは？」

　物乞いは王女の質問には答えず、横を向いて頭を搔かく。

　最初の銀貨で喋しやべれる内容は終わりらしい。

　侍女が物乞いの器に銀貨を追加すると、よそ見をしたまま話し出した。

「口封じか物取りじゃないでやすかね？　大口の仕事で大おお儲もうけしたって、昨晩はトカゲ女を侍はべらして大盤振る舞いしてやしたよ」

「その仕事の依頼主は分かる？」

　王女の質問に合わせて、侍女が物乞いの器に銀貨を追加する。

「あっしが見たわけじゃねぇですが、茶色い毛の獣人が依頼したって事くらいしか分かりやせん」

「何か情報はない？」

　侍女が銀貨を追加する。

「その獣人については何も」

「他ほかには何か気になる事が？」

「少し前でやすが、外国語なまりの男が下町の廃棄奴隷を買い漁っていやした。その奴隷の一人が食い荒らされた姿で、そこの浄水場に浮かんでやした」

　魔物騒動のあった日の翌朝でやす、と物乞いが続けた。

「今聞いた話を衛兵達に知らせてきなさい」

　侍女がもう一人と交代して走っていく。

「おいら、どこに連れていかれたか知ってるよ」

　物乞いの近くにいた子供が、良い笑顔で手をこちらに突き出しながら言う。

　意味が分かっていない侍女の代わりに、オレはその手に銀貨を一枚握らせてやった。





◆






「ここだよ」

　物もの乞ごいの子供が茂みの奥に隠れた地下道への扉を指し示した。

　例の廃棄奴隷をたくさん買い込んだ外国人が入ったという場所だ。

「ありがとう、助かったよ」

　オレは子供に礼を言い、駄賃代わりに飴あめ玉だまを与える。

　飴玉を口に放り込んだ子供が、その甘さに飛び上がって喜んだ後、笑顔で帰っていった。

「殿下を呼んでくる。ペンドラゴン卿は怪しい人物が潜んでいないか調べておいてくれ」

　オレと一緒に来ていた近この衛え騎士がそう言って、王女達が待機する場所へと戻っていった。

　雑草に覆われた場所だったので、王女達は一緒に来ていない。

　今一緒にいるのはオレが肩車しているアリサだけだ。じゃんけんでアリサに負けたミーアは王女達と一緒にいる。

「エチゴヤ商会の方で調べている情報は分かったの？」

「ああ、物乞いに聞いた内容はエチゴヤ商会の方にも届いていたよ」

　馬車で移動中にエチゴヤ商会から遠話で聞いた内容を、アリサにも伝えておく。

　この地下道についても幾つか情報が入っており、怪しげな人物が出入りしているという噂うわさのある場所との事だ。

「ミーアにも共有しておきましょ」

　アリサがそう言って空間魔法の「戦術輪話タクテイカル・トーク」で三人を繫ぐ。

「廃棄奴隷達についてはなんかあった？」

「そっちは新情報なし。追加調査を依頼しておいた」

　特に、廃棄奴隷の名前と買った者の情報を調べるように頼んでおいた。

　廃棄奴隷の名前が分かったらマップ検索で現在位置が分かるので、奴隷商人の聞き込みをしたかったのだが、王女がここの調査を優先したがったので、こちらへとやってきたのだ。

「ここの調査をした後に、土ど左ざ衛え門もんさんの家を調べるのかしら？」

「そうじゃないか？」

　遠見で確認した土左衛門さん──水死体で発見された蜥蜴人の家の情報を二人に伝える。

「調査の優先度はあっちが上よねー」

「衛兵が調べているから、それを聞いてから家の調査をするんじゃないか？」

　オレ達の調査はオマケみたいなものだから、王女の勘に付き合っていいと思う。本格的な調査は宰相の部下や衛兵達がやっているしね。

「そろそろ到着するみたいよ」

　背の高い雑草の向こうに、近衛兵の兜かぶとが見えた。

「……■■■　土の道ソイル・ロード」

　アテナ嬢が魔法を使うと、雑草が土に押しのけられて道が現れた。

　でこぼこだった地面が、ちゃんと均ならされている。なかなか緻ち密みつな魔法制御だ。

「殿下、どうぞ」

「ありがとう、アテナ」

　近衛騎士に前後左右を固められた王女達がやってくる。

「サトゥー様、お待たせいたしました。ここですか？」

「ええ、そうです」

　地下道へと続く扉を指し示す。

　頑丈そうな扉の取っ手には鎖が巻かれ、大きな南京錠で固定されていた。

「錠が掛かっているようですが──」

　扉を封鎖する鎖を軽く引っ張ると、バキンッと音がして切れた。

「──鎖が脆もろくなっていたようですね」

　錠前が立派でも、扉を固定する鎖が脆かったら意味がない。

「脆い？」

　近衛騎士の一人が鎖を引っ張って首を傾かしげていたがスルーする。

　扉を開けた瞬間に悪臭が流れ出てきた。中に入るには相当な覚悟が必要そうだ。

「さあ、参りましょう！」

「で、殿下！　お待ちください」

　扉の向こうへ進もうとする王女を、近衛騎士達が引き留めた。

「ここまで来て何を言っているのです！　『竜の巣穴に入らねば財宝は得られない』のですよ？」

　王女が「虎こ穴けつに入らずんば虎子を得ず」的な諺ことわざを言って扉の中に入る。

　引き留める侍女や護衛の言葉を勢いで押し切ってだ。

「む、無理ですわぁ～」

　しかし、すぐに悪臭でギブアップして涙目で戻ってきた。

　まあ、順当な結果だろう。扉を開けた瞬間に、浄水場以上の悪臭が流れ出てきたからね。

　風魔法を使える侍女が「『空気清浄』の魔法でも浄化しきれないのですね」なんて口にしていたが、たぶん王女を思いとどまらせる為ために、わざと効果を弱めて発動していたのだろう。

「殿下は皆様と一緒にここでお待ちください。私が一人で調べて参りましょう」

「ご主人様、一人じゃ危ないわ。わたしとミーアも一緒に」

『大丈夫だよ。緊急時に王女を避難させないといけないし、アリサとミーアはこっちに残っていてくれ』

　繫いだままの「戦術輪話」越しに二人を説得する。

　ミーアとアリサが「仕方ない」といった顔で小さく頷いてくれた。

「わ、私も行きます！　私が行かなければ、桜が咲かない原因が分かりませんから！」

　アテナ嬢が強硬に主張したので、おっとり侍女とアテナ嬢を連れて調査に行く事になった。

　おっとり侍女が一緒なのは、「空気清浄」の魔法が使えるという建前に加え、調査に便利な斥候系の「追跡」スキルを持つからだろう。

　おっとり侍女に気がある近衛兵の一人も同行を申し出たが、「鎧よろいの音で不審者が逃げてしまうかもしれない」という理由で却下されていた。

　近衛騎士はなおも「不測の事態が起こった時に三人では危険だ」と言って食い下がる。

「殿下、緊急時の報告用に召喚獣をお借りできませんか？」

　探索に向かう直前、アテナ嬢がそんな事を言い出した。

「ええ！　それはいいわ！　私の召喚獣をアテナに預けましょう」

　王女が手を叩たたいて喜んだ。召喚獣と視覚を共有すれば、探索の臨場感を味わえるからだろう。

　王女は梟ふくろう栗り鼠すという夜目が利く生き物を召喚して、アテナ嬢に預ける。

「では、行って参ります！」

　気合いの入ったアテナ嬢を先頭に三人と一匹で地下道へと入った。

「■　魔灯マナ・ライト」

　おっとり侍女が術理魔法の魔灯を使う。

　彼女は折りたたみ式の紙筒の底に魔灯を掛けたので、光に指向性が出ている。

「これだと、賊から見つかりにくいのです」

　ドヤ顔で言う侍女が可愛かわいい。

　しばらく地下道を進むと悪臭が強くなり、水の流れる音が遠くから聞こえてくる。

　やがて、地下道は下水道へと繫つながった。下水道は二メートルほどの幅で、左右に人が一人通れるくらいの細い段──通路がある。

「見てください。足跡があります。足跡は三種類。全すべてこちらに続いていますね」

　堆たい積せきした泥の上に足跡があった。

　侍女が得意そうな顔で言うように、足跡は通路の上流側に続いている。

　オレも「追跡」スキルを持っていたのを思い出したので、その助けを借りて足下をよく見ると、痕こん跡せきを消した足跡がもう一種類あるのに気付いた。同じ方向に続いている。

「これも足跡でしょうか？」

「昔のモノでしょう。気にしなくて構いません」

　侍女に伝えたが、そう断じられてしまった。

　オレ達は侍女の先導で奥へと向かう。




「広いですね」

　下水道を進むと溜ため池いけのような場所に到達した。遊水池のような場所だろうか？

　溜め池には吹き抜けになった円筒状の壁があり、壁面に空いた幾つもの穴から、ちょろちょろと水が流れ込んでいた。

「あそこ！　手が見えます！」

　アテナ嬢が水面に浮かぶ遺体を見つけた。

　──む？

　レーダー上を白い光点が近付いてくる。位置的に穴の一つだ。そちらに視線を向けるとぼろ布で顔を覆った人影がいた。ＡＲ表示によると彼はオークだ。

　公都の地下で会ったオークのガ・ホウみたいに、隠れ住んでいるのだろうか？

「ペンドラゴン卿きよう、あそこです！」

　侍女が偶然その人影を見つけてしまった。

　見つかった人影が慌てて逃げ出す。

「追ってください！」

　有無を言わせない侍女の言葉に、反射的に走り出してしまった。

　オレは追いつかないように気を付けながら、マップで地下に潜むオークを検索してみた。二人しかいなかった公都地下のガ・ホウ達と違い、王都の地下には三〇人近くいる。

　アテナ嬢や侍女はさっきの場所に残っているようなので、走りながらナナシの姿に変身しておく。

　余計な事をしていたので、目視で見失ってしまったが、レーダーの光点や足跡を追跡して彼らが潜む隠し扉を発見した。

　鍵かぎや罠わなを外し、隠し扉を抜ける。

　少し進んだ場所にあるホールに入ると、入り口の扉に格子が落ち、オーク達に囲まれてしまった。

　年経たオーク達はレベル三〇超えがほとんどだったが、若いオーク達はレベル一〇未満ばかりだ。

　女達は奥に隠れ、好奇心で住居から顔を出す子供オークを母親が引きずり戻していた。

『『『侵入者には死を』』』

　槍やりや剣を持ったオーク達が足を踏みならして声を揃そろえる。オーク語だ。

　オーク達の中から、ひときわ大柄なオークが前に進み出た。

『何者の命令で我らを探っていたのかは知らんが、お前はここで死ぬ』

　厳格な感じのオークが勇ましい声で言う。

『我が名は豪ごう豚とん氏族のリ・フウ。黄金陛下より魔剣ガイエスブルクを授けられし、獣魔将が一人である！　剣を取り俺と戦え、戦士として死なせてやろう』

　宇宙要よう塞さいの名前みたいな魔剣を抜いたオークのリ・フウがそう宣言した。

　彼がこの隠れ里のリーダーらしい。そういえば前に公都でガ・ホウが彼の名前を呟つぶやいていた気がする。

『待って、待って、戦う気はない。オレはナナシ、公都の錬金術士ガ・ホウの友人だ』

　オレは両手を挙げて武器を持っていない事を示す。

『我が朋ほう友ゆうの名を挙げれば、剣先が鈍るとでも思ったか！』

　ガ・ホウはリ・フウと頻繁に連絡を取っているわけではないようだ。

　公都地下の転移門はここには繫がっていないのかな？

『本当だって！　ル・ヘウの作ったワニ料理をご馳ち走そうになったり、「悪鬼殺し」っていう銘酒を酌み交わしたりもしたんだ』

『我らの事をよく調べたようだが──』

『待ちなさい、リ・フウ。気付いていますか？　彼は我らの言葉を話していますよ』

　奥の方から出てきた老オークがリ・フウを止めてくれた。

『それに、ガ・ホウが秘蔵の「悪鬼殺し」を出すほどです。悪い方とは思えません』

『大おお婆ばば様さまがそう仰おつしやるのであれば、いったん刃やいばを納めましょう』

　リ・フウが魔剣を納め、オレを広場の隅にあったテーブルへと案内してくれた。

『あの人、誰だれ？　ご飯運んできたの？』

　奥から出てきた子供達がオレの方を見る。

『本当？　ボクお腹なか減った』

『ボクもお腹ぺこぺこ』

『ダイコン食べたい』

　奥に戻そうとする母親に、子供達が空腹を訴える。

『食糧が不足しているの？』

『怪しい連中のせいで出入りができなくてな』

『なら、アイテムボックスに食糧のストックがあるから分けるよ』

『助かるぜ』

　迷宮都市で契約農家から購入した野菜類が大量にあるし、肉類や魚類は都市単位で供給できるほどの量がある。

『ダイコンも多めに入れておくよ』

　在庫はそれほどないが、さっきダイコンを食べたがってた子供がいたし、オークはダイコンが好物だと公都地下のル・ヘウも言っていたしね。

『おおっ！　ダイコンだ！』

　リ・フウが野菜の山からダイコンを持ち上げて叫ぶ。

『『『ダイコンだ!!』』』

『『『ダイコンがある!!』』』

　その声を聞いて、周りのオーク達が一斉に集まってきた。みんな大興奮だ。

　単なる好物かと思っていたが、日本人の米に匹敵するようなソウルフード的なモノだったのかもしれない。

『どうして、ダイコンを？』

『おでん用に常備しているんだよ』

『おでんがあるのか！』

　オークの一人に問われたので答えたら、おでんにも好反応をされたのでストックしてあるおでんを出して提供する。夜中に小腹が減った時に、熱あつ燗かんにしたシガ酒と一緒に食べると美お味いしいんだよね。

『まだ、温かいぞ？』

『美味しそう』

　オレは大おお鍋なべ二つ分のおでんをオークのご婦人に渡して、オークの皆さんに配ってもらう。

　空腹だった事もあると思うけど、自分が作った料理を「美味しい、美味しい」と言いながら笑顔で食べてくれると嬉うれしいね。

　気を良くしたオレは、おでんのレシピとダシ用の昆布や調味料をさっきのご婦人に渡しておいた。

『ご主人様、そっちの様子はどう？　アテナっちからご主人様が不審者を追いかけていったっきり戻ってこないって連絡があったわよ』

　戦術輪話からアリサの声が届いた。召喚獣経由で王女に知らせたらしい。

『悪い。ちょっと知り合いに会って話し込んでいたんだ。オレの方は大丈夫だから、もう少し様子を見るように王女に言ってくれ。なるべく早く帰る』

『地下道に知り合い？　まあいいわ。時間切れになりそうになったら、また連絡する』

『頼む』

　侍女やアテナ嬢が心配だし、一つだけ用事を済ませたらすぐに戻ろう。

　オレはリ・フウを捜し、そちらに行く。

『すまんな、ナナシ。これで子供達を餓えさせずに済む』

『それは良かった』

　オレは礼を言うリ・フウに軽い口調で頷うなずき、本題を切り出す。

『それより、一つ尋ねたいんだけど』

『なんだ？』

『さっき、怪しい連中がどうとか言っていたけど、どんなヤツか教えてくれないか？』

『ああ、構わん。人族の変人がウロウロして怪しげな儀式をする事はこれまでもたまにあったのだが、ここ数日はそれとは一線を画した危険な連中が出入りしておってな』

　前者は石筆で意味のない魔法陣を描く変人達で、後者は廃棄奴隷を連れた獣人や軍人崩れの男達を連れた魔法使いなどらしい。

　赤縄事件で発見された呪じゆ術じゆつの魔法陣を見せたら、「ああ、そんな感じのヤツだ」とリ・フウが頷いた。

　どうやら、意味不明だった呪術の魔法陣は、赤縄事件とは別口の変人が描いたモノだったらしい。

『危険って、どんな風に？』

『連れ込んだ奴隷や商売女を散々拷問したあげく、最後は切り刻んで捨てるような下郎共だ。大婆様に俗世の連中と関かかわらないように命じられていなければ、とっくに我が剣の贄にえとしてやったものを』

　口くち惜おしいとリ・フウが続けた。

『気になるなら案内してやろうか？　連中はもうおらんだろうが、犠牲者達の遺体も放置されたままでな──』

　できれば弔ってやってほしいという事らしい。

　オレはリ・フウの案内で、彼らのアジトというか拷問をするのに使っていたという場所へ案内してもらった。

　そこは腐臭のする広場で、損傷の激しい遺体がたくさん転がっている。

　オレにはグロ耐性がないので、遺体を直視しないように注意して周囲を調べる。

　広場の中央がすり鉢状になっていて、すり鉢の底に溜まった水面には泡あぶくがこぽこぽと上がっている。

　天井からは鎖が下がり、すり鉢の周りには拷問器具や怪しげな魔法陣があった。

『これは……』

　この魔法陣は「なんちゃって呪術」のでたらめなモノではなく、迷宮上層の迷賊達の拠点にあった魔族関係のモノに似ている。

『悪趣味な。血文字の魔法陣か』

　リ・フウが呟いた瞬間、魔法陣が発動し赤黒く発光した。

『離れろ、ナナシ！』

　叫んだリ・フウが魔法陣から距離を取る。

　レーダーに赤い光点が出現した。すり鉢の底あたりだ。

「新しい素材ポヨか？」

　身体からだに遺体やゴミを貼り付けた桃色の粘液が持ち上がる。

　ＡＲ表示によるとレベル四一の中級魔族だ。

「オークとは珍しい素材ポヨ。召喚主は研究熱心ポヨね。新しい転魔丸モンスター・シードは気合いを入れて作るポヨよ」

「どこから現れた？」

　さっきまでレーダーに映っていなかった。

「隙すき間まからポヨ。ポヨ達は主あるじ様がくれた隙間に潜めるポヨ」

　わざわざ魔族がアイテムボックス風の黒い空間を開いて見せてくれた。

　なるほど、自分が潜めるアイテムボックス的な能力か……確かにそれならオレのマップ検索やレーダーに引っかからないのも納得できる。

　魔族の詳細情報を流し読む。隙間に該当しそうなのは種族固有能力にある「魔巣篭もりデーモン・ネスト」というヤツだ。

　逃がすと厄介そうなので、中級魔族にマーカーを付けておく。

　ついでに、アリサに『中級魔族発見。これから退治する』と中間報告を入れた。

「王都に魔物を放ったのはお前達か？」

　こいつの能力なら、オレのマップ検索から逃れて魔物を「隙間」に隠す事も可能だろう。

「何を言っているポヨ？　そんな的外れな事を聞いてくるという事は、召喚主の使いじゃないポヨね？　迷い込んだお馬ば鹿かな素材ポヨ」

　的外れだったか……。

　まあ、魔物を隠すなら上級の空間魔法でも可能だしね。

「お前は誰に召喚された？」

　こいつの詳細情報に召喚主の情報はない。召喚主は召喚による支配ではなく、言葉で魔族と協力関係を築いたようだ。

　マップ検索で調べた限り、王都で召喚魔法スキルを持つのはシスティーナ王女を含め、両手両足の指で足りるほどしかいない。

　その中の誰かが、ここに魔族を召喚した──いや、前に迷宮都市でシガ八剣のヘルミーナ嬢を殺そうとした奴やつが使っていた召喚アイテムもあるから、召喚魔法とは限らないか。

「言うわけないポヨ」

　呆あきれたように言う魔族の身体から、桃色の触手が伸びて襲ってくる。

　オレの眼前で触手が枝分かれして、金属質の輝きを持つ棘とげ付き刃へと変わった。

　──斬ざん。

　リ・フウが魔剣ガイエスブルクで、棘付き刃となった触手を一ひと纏まとめに斬きり払う。

『脆もろいな──情報収集は終わったのか？』

　ヒヒイロカネ製の魔剣がリ・フウの魔力を受けて赤く輝く。

『うん、これ以上は無理そうかな』

『──そうか。なら、斬らせてもらうぞ？』

『いいけど、俗世には関わらないんじゃ？』

『魔族相手に遠慮はいらん』

　──ＰＷＹＯＹＯＯＰＷＹＯＹＯＯ。

　攻撃を受け流された魔族が、粘液を隆起させ不定型なタコとでも表現したくなる姿を取った。

『オーク流斬鉄剣、三の太た刀ち──「流鉄斬アイアン・スライサー」』

　リ・フウの魔剣が魔族の身体を斬り裂く──が、不定形な魔族はすぐに切断面を融合させてしまう。

「無駄ポヨ。ポヨに斬撃は無効ポヨ」

　オレはリ・フウへ反撃しようとした魔族を蹴け飛とばして壁際に吹き飛ばす。

「効いてないポヨ。打撃も無効ポヨ」

　魔族がポヨポヨとオレ達を挑発するような動きをする。

　さっきの斬撃も含め、体力ＨＰゲージは減っていた。無効というのは魔族のはったりで、実際はダメージが低減されるだけだ。

『■■■■■■　纏炎刃エンチヤント・フレイム』

　熱に強いヒヒイロカネ製の魔剣に、リ・フウが生み出した炎が蛇のように纏わりついた。

　なるほど、リ・フウは火を付与エンチヤントして戦うつもりらしい。

　──ＰＷＹＯＹＯＯ。

　ポヨ魔族の体表が波打ち、無数の棘がリ・フウを襲う。

『その程度で、黄金陛下の騎士を討てると思うな！』

　リ・フウが凄すさまじい剣技と体たい捌さばきで、全すべての攻撃をいなし、紙一重で避よけていく。

『オーク流斬鉄剣、六の太刀──「纏炎斬フレイム・バスター」』

　リ・フウが炎を纏った魔剣で、自分の間合いに入ったポヨ魔族を焼きながら斬り裂いていく。

　──ＢＺＺＯＯ。

　ポヨ魔族が悲鳴を上げる。

「な、なかなかやるポヨね。でも、魔族を舐なめないでほしいポヨ」

　リ・フウの脇わき腹ばらから血が流れている。

『くっ、奥義で斬った瞬間に相打ちを狙ねらったか──』

　言葉の途中でリ・フウが血を吐いて膝ひざを突いた。

『毒か……魔族らしい卑ひ怯きようさだな』

「魔族はそういうものポヨ。気持ちいいからもっと蔑さげすみと憎しみを発してほしいポヨ」

　ポヨ魔族が斬られる前の姿に戻る。

「もう一人はどこに行ったポヨ？」

「ここだよ」

　縮地で魔族の側面に回り込んだオレは、聖剣クラウソラスでヤツを真っ二つに斬り裂く。

「ざ、斬撃は無効ポ──」

　表面積が増えた断面に向けて、オレは「氷結フリーズ・ウオーター」の魔法を発動した。

　──ＢＹＺＺＯＯ。

　魔族が悲鳴を上げる。

「こ、この程度で凍るほど、ポヨは弱くないポヨ」

　強がる魔族に対して、凍るまで「氷結」の魔法を連続発動する。

　たまに「魔力強奪マナドレイン」を使って魔力をがっつり奪っておく。

「こ、凍らないポヨ。ポヨは絶対に凍らないポヨ」

　身体の大部分が凍った魔族が、うわごとのように繰り返す。

『なら、砕いてやる！』

　リ・フウの魔剣ガイエスブルクが、凍りついた魔族に振り下ろされ、その身体を粉々に砕いた。

『毒は大丈夫？』

『ここの生活で毒消しは必ひつ須すだ』

　──そんな生活は嫌だな。

　傷口を押さえるリ・フウを、魔法で癒いやしてやる。

『無詠唱……先ほどの聖剣で薄々分かっていたが、やはり勇者なのだな？』

『うん、まあね』

『討つのは俺の首一つで済まぬか？』

　勇者はオーク討伐が基本みたいに言うのは止やめてほしい。

『誰だれも討たないよ。ガ・ホウとも友人だって言っただろ？　敵は魔族や魔物くらいで十分さ』

　オレは軽い口調を意識しながらリ・フウの誤解を解き、黒い靄もやになって消えなかった桃色の氷塊──生きている魔族の欠片かけらを聖剣クラウソラスで滅していく。

『これで良し、っと。リ・フウ、手伝ってくれてありがとう。何かお礼をしないとね』

『気にするな。さっきの食糧で十分だ』

　オレは隠れ里へ戻るというリ・フウに手を振り、アリサに魔族討伐を報告する。

『丁度いいわね。こっちに殿下が呼んだ捜索隊が到着したから入ってもらうわ。空間に潜む魔族がいたなら、わたしも一緒に行った方がいいわよね』

『酷ひどい現場だし、情操教育に良くないから無理に来なくていいぞ』

『あはは、身体は子供でも中身は大人だから大丈夫だってば。これでもホラー映画やスプラッタ映画で鍛えられているもの。盗賊や海賊のアジトで拷問された死体も見た事あるから無問題よ』

　アリサの空間魔法による調査は必要なので、アリサの主張に甘える事にした。

『──あ』

『どうした？』

『こっちに小魔族インプが出たわ。遠巻きにこっちの様子を探っているみたい』

『ここで魔族が討伐されたのを察した召喚主が様子見に放ったかな？』

『うん、その可能性は高いわね』

　マップで確認したが、最初の赤縄騒動で見かけたインプと同様に、称号が「使い魔」になっており、主人の欄は奇妙な文字で埋められていた。

　追跡用にマーカーを付け、マップを縮小して視界の端に表示しておく。

『あ、逃げた！　殿下が召喚した追跡用の鳥が追いかけていったわ』

　マップ上のマーカーが移動を始めた。

　逃げ出したインプは王女が召喚した「追跡鳥チエイサー・バード」を撒まく為ために、でたらめに逃げ回っている。

『オレも監視しておくから、そっちは王女に任せておいていいよ』

『うん、分かった』

　オレはアリサとの通話を終了し、侍女やアテナ嬢達と別れた場所へと戻る。




「どこまで追いかけていったのですか！」

「そうです！　下水道で迷って帰れなくなる人もいるんですよ！」

　侍女やアテナ嬢に散々怒られた後、不審者が怪しい場所で魔族を召喚していたので阻止していたと伝える。最初は信じてもらえなかったが、魔族がドロップしていった黒ずんだ魔コ核アを見せたら信じてくれた。

「……これは？」

「士爵様が不審者を追いかける前に発見していた遺体です。アテナ様がゴーレムで引き上げてくださいました」

　布をめくる手を止める。知っている顔だ。

　スァーベ商会にいた鼬イタチ人族の魔法使いに違いない。

　オレは戦術輪話越しに仲間達に伝えつつ、侍女やアテナ嬢にもその事を告げる。

「商会の魔法使いが、どうしてこんな場所で死体に……」

「一連の事件にスァーベ商会が関係しているのでしょうか？」

　アテナ嬢が思案顔で呟つぶやく。

　侍女の遺体検分で死因が絞殺による窒息死だと分かった頃ころに、オレの捜索の為に呼ばれていた衛兵達がやってきた。

　数人がここの調査に残り、オレ達は残りの人員と一緒に、魔族が出た現場を検分する事になった。

「これは凄すごいな……」

　ベテラン衛兵が顔をしかめ、若手の衛兵はあまりの惨状に昼ご飯をリバースしてベテランに叱しかられていた。

　オレは最初から遺体を直視しないようにしていたので大丈夫だ。

　侍女の一人やアテナ嬢も同行していたが、凄せい惨さんすぎる現場に顔を青くして倒れそうになっていた。

　大丈夫と言っていたアリサも真っ青な顔色だ。

「大丈夫か？」

「うん、ご主人様に貰もらった薬で気分が楽になった」

　アリサが空間魔法で周囲を調査する。

「歪ゆがみはあるけど、これは魔族が隠れていた残ざん滓しね。他ほかはわたしやご主人様のアイテムボックスっぽいのだけだわ」

　微かすかな空間の歪みを調査するのは思ったよりも大変だったみたいで、終わった時にはアリサは疲労困こん憊ぱいだった。

　アリサを休ませ、気丈に魔法陣の調査を始めたアテナ嬢を手伝う。

　思ったよりも手間取り、衛兵達の検分が終わったのは午後も半ばを回ったあたりだった。

　衣服の残ざん骸がいなどから、殺されていた者の半分くらいは、オレ達がここに探しに来た廃棄奴隷達の遺体である事が分かった。

　助けられなかったか……。オレはアリサと一緒に、犠牲者達に黙もく禱とうを捧ささげた。

　オレはこの場を立ち去る直前に、蝙蝠召喚サモン・バツトで出した影潜蝙蝠シヤドウダイブ・バツトを天井の影に潜ませておいた。これで犯人が現場に足を運んだら、その尻しつ尾ぽが摑つかめる。犠牲者達に報いる為にも、犯人を捕まえて司法の裁きを受けさせないとね。




「サトゥー」

　久々の外の空気に人ひと心ごこ地ちついていると、ミーアが「泡洗浄バブル・ウオツシユ」でオレとアリサの汚れを落としてくれた。魔法発動のタイミングに合わせて生活魔法の「消臭デオドラント」を実行する。

「ありがとう、ミーア」

　衛兵達の手前、「消臭」や「柔洗浄ソフト・ウオツシユ」なんかの生活魔法が使えなかったので、とても嬉うれしい。

「転魔丸」

「現場にはなかったわ」

　ミーアの質問にアリサが答える。

　魔族戦で知った情報はアリサとミーアに共有していた。

　マップで転魔丸を検索してみたが、魔族の拠点周辺には見当たらず、一つだけ、意外な場所で見つかっている。

「イタチ」

「うん、たぶんね」

　そう、見つかった場所は鼬帝国の商人ホミムードーリ氏が会頭を務めるスァーベ商会の一室だったのだ。

「後は殿下の召喚獣が追いかけているインプがどこに逃げ込むかね」

　オレ達は未いまだに追跡を続ける王女の方を見る。

「また、逃げた！　今度は木の下？　あー！　露店の支柱を倒すなんて卑怯！　絶対に逃がさない！」

　長時間追跡をしているのに、王女はなかなか元気だ。召喚獣に同期しているのか、右に左に身体からだが傾いている。レースゲームで身体を傾ける人みたいでちょっと可愛かわいい。

「あああああ、見失った！　どこ？　いた！　人やゴーレムがいる。どこかの商会の中庭──屋敷の部屋の中に入った──痛っ」

　王女が片手で頭を押さえて、怒りにまかせて座っていた椅い子すを叩たたく。

「すみません、サトゥー様。私の召喚獣が倒されました。どこかの商館だと思いますが、あちこちに逃げられたので場所が不確かです」

　オレを見た王女がそう告げる。

　大丈夫、レーダーで追跡していて分かっている。

　彼女の召喚獣が消えた場所は、さっきアリサと転魔丸の話で名前が出ていたスァーベ商会だ。

　インプが転魔丸のある部屋に侵入した後、マップから消えている。マーカー一覧からも消えているから、たぶんインプを送還したのだろう。

「先ほどゴーレムを見たと仰おつしやっていましたが、ゴーレムの頭部に人が乗っていませんでしたか？」

「ええ、確かにそうです」

　オレは他に二、三の質問をして、それがスァーベ商会だと断言する。

「怪しげな儀式の現場近くで死んでいた商会の魔法使い……。赤縄事件の近くで発見されたデジマ島文様の破片。呪じゆ石せきを取り扱うスァーベ商会。魔法道具士に発注したのは獣人。さらにはサトゥー様が魔族を討伐した直後に現れたインプが逃げ込んだ先──」

　王女がぶつぶつとこれまでに入手した情報を呟く。

「──間違いありません！　赤縄事件の犯人はスァーベ商会です！」

　謎なぞは全すべて解けた！　とでも言いたげな顔で王女が断言する。

　犯人逮捕に行くという王女に急せかされ、オレ達は補充で来ていた衛兵──に扮ふんした宰相配下の諜ちよう報ほう員いんと一緒にスァーベ商会へと向かう事になった。

　アリサは「問い詰めるにはまだ早いのではないでしょうか？」と余よ所そ行ゆきの言葉で止めていたが、王女が自信ありげに大丈夫と言い張り、他に止める者もなく目的地に到着した。

　まあ、物証は足りていない気もするけど、オレも状況的に彼が犯人だと思う。
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「しぇしぇしぇ、これはこれはペンドラゴン士爵様。本日はずいぶん高貴な姫君をお連れでございますね」

「先日ぶりです、ホミムードーリ殿。突然の面会希望にお応こたえいただき感謝します」

　スァーベ商会へ到着したオレ達は、王女の王族パワーですぐに会頭のホミムードーリ氏と面会できた。衛兵に扮した宰相配下の諜報員二人も同行している。

「本日はあなたに面識があるという事で、殿下から案内役を仰せつかって参りました」

　彼が赤縄事件の犯人関係者だとは思うけど、とりあえず出だしは少しだけ取り繕ってみたのだが……。

「サトゥー様、そのような前置きは不要ですわ」

　王女は犯人当てがしたくて堪たまらないようで、椅子から立ち上がるなりホミムードーリ氏に持っていた扇を突きつけた。

「私達の用件は赤縄の魔物についてです。もちろん、知っていますわよね？」

「赤縄の魔物ですか？　もちろん存じておりますよ」

　何を聞かれているのかよく分かっていない顔で、ホミムードーリ氏が答える。

「なら、自分が黒幕だと認めるのですね？」

「黒幕？　なんの黒幕でしょう？」

　王女の言葉を代弁する侍女に、ホミムードーリ氏が首を傾かしげる。

「赤縄の魔物を王都に放った黒幕に決まっているではありませんか！」

「しぇしぇしぇ、私には身に覚えがございません」

　近この衛え騎士達や衛兵に囲まれながら、普通に受け答えしているのはなかなか凄い。

『そうそう、犯人はとぼけないとダメよね』

『犯人当てシーン、重要』

　アリサとミーアが小声で緊張感のない言葉を交わす。

「何か証拠か証言でも？　それとも審議官による裁定でもされますか？」

　そういえば、この世界には審議官っていう噓うそか本当か分かる職業があったっけ。

『えー、犯人当てシーンで、そんな噓発見器を使うなんて興ざめだわ』

『ん、無粋』

　冤えん罪ざいもなくなるだろうし、いいんじゃないかな？




「いいでしょう。アテナ、彼は証拠と裁定が望みのようです」

　王女がアテナ嬢に合図する。

　こくりと頷うなずいたアテナ嬢が、懐からメダリオンを取り出して掲げた。

　後で知ったが、あのメダリオンは審議官の身分を示す品との事だった。アテナ嬢は審議官のスキルも持っているらしい。

「審議官たるアテナが問う。鼠人の二級魔法道具士ズネと蜥蜴とかげ人の二級魔法道具士ゲトカに、赤縄召喚に用いられた魔法道具の作製を直接的あるいは間接的に依頼しましたね？」

「いいえ。そのお二人は存じていますが、依頼したのは一般的な虫むし除よけの魔法道具ですし、それも半年も前です。召喚に用いられた魔法道具を二人が作った事も存じません」

　──魔法道具作製依頼はシロ。

「審議官たるアテナが問う。蜥蜴人のゲトカの殺害に直接的あるいは間接的に関与しましたね？」

「いいえ、関与しておりません」

　──魔法道具士殺害はシロ。

「審議官たるアテナが問う。この呪石はあなたが販売した品ですね？」

「分かりません。私どもが扱う品に似ていますが、三級品のありきたりな品ですので、自分が売った品だとは断言できません」
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　──呪石はグレー。

「審議官たるアテナが問う。この破片はあなたが販売した品ですね？」

「分かりません。デジマ島の文様に間違いありませんし、似た壺つぼや器を販売いたしましたが、デジマ島ではありふれた品なので、私どもが売った品か、他の商人が売った品かまでは判別できかねます」

　──デジマ島文様の破片はグレー。

「貧民街──浄水場通りの奴隷商会で廃棄奴隷を間接的あるいは直接的に購入あるいは販売しましたか？」

「いいえ。私どもは信頼できる奴隷商会しか利用しません」

　──廃棄奴隷殺害はシロ。

「商会の魔法使いを地下道に派遣しましたか？」

「いいえ。私は命じていません」

　なら、鼬人の魔法使いは会頭に命令されたわけでもないのに、あの現場にいた事になる。

「商会の魔法使いの殺害に関与しましたか？」

「いいえ──シポローホーイは死んだのですか?!」

　驚きの顔を見せたホミムードーリ氏に首肯する。

「審議官たるアテナが問う。直接的あるいは間接的に、魔族召喚を行いましたか？」

　本命の質問が来た。

「いいえ」

「本当に？」

「ええ、本当です」

　ホミムードーリ氏の回答を聞いた王女が思わずといった感じで問い返す。

　──魔族召喚はシロ。

「アリサ」

「うんうん、アテナっち、ちょっと耳貸して」

　ミーアに耳打ちされたアリサが、アテナ嬢に小声で囁ささやく。

「審議官たるアテナが問う。小魔族インプに会った事があるか？」

「はい、ございます」

　その答えに王女達が表情を明るくした。

「いつ、どこで会ったのか言いなさい」

「二日ほど前に、商会の裏庭に現れました。扉を開けた出会い頭にぶつかり、呪じゆ詛そを掛けられましてございます」

　王女の質問にホミムードーリ氏が答え、アテナ嬢の裁定によってそれらが事実である事が判明した。会話や物品の授受も否定された。

　──小魔族の使役もシロ。

「アテナ、最後の質問を」

「はい。審議官たるアテナが問う。あなたは『転魔丸』という品を所持していますか？」

　転魔丸という名称については、オレが魔族を討伐した時に聞いたと王女に伝えてある。

　魔族を召喚したモノが研究していたという話から、最後の質問に取っておいたのだろう。

「いいえ」

　──え？

　慌ててマップ検索してみたら、転魔丸が消えていた。

　アイテムボックス持ちの誰だれかに預けたのか？

「審議官たるアテナが重ねて問う。あなたは『転魔丸』という品を誰かに渡しましたか？」

「いいえ」

　ホミムードーリ氏が平静な顔で言う。

　──どういう事だ？

　オレはアテナ嬢の方を見る。

「アテナ？」

「噓は、吐ついていません」

　王女に促され、アテナ嬢が結果を答える。

　──転魔丸の所持も譲渡もシロ。

『ここにあったのよね？』

『ああ、オレが調べた時は会頭室の中に積まれた箱の中にあった』

　アリサの問いに、戦術輪話経由で答える。

『会頭が知らないうちに誰かが持ち込んで、また運び出されたって事？』

『そうなるね……』

　オレは念の為ため、ホミムードーリ氏に質問する。

「会頭、つかぬ事を伺いますが、ここ一刻ほどの間に会頭室から運び出された荷物はありますか？」

「ええ、もちろん。貴族様達から依頼された成人式の飾りがたくさん置かれていましたので」

　高価な品が多かったので、彼の執務室に保管していたそうだ。

　納品リストを見せてもらったが一〇〇件以上ある。

　これを調べるのは骨が折れそうだ。

　それはともかく──。

「私の容疑は晴れましたかな？」

　内心を悟らせない顔で尋ねるホミムードーリ氏に、王女達は頷くしかなかった。

　ホミムードーリ氏を別件逮捕したそうな諜報員と別れ、オレ達は他ほかに何箇所か予定していた場所を調査したが、残念ながら新事実や新しい発見はなかった。
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「ペンドラゴン士爵様のお屋敷に到着いたしました」

　馬車が止まり、御者が声を掛けてくれた。

「あまりお役に立てなくてすみません」

　オレは王女に詫わびる。推理モノの犯人当ては苦手なんだよね。

「──え？」

　王女達が不思議そうな顔でオレを見る。

「サトゥー様！　何を仰おつしやっているんですか！　犯人を追跡して凄せい惨さんな儀式の現場を発見し、王都に潜む魔族を見つけ出し退治まで行ったのですよ？」

「そうです！　魔族を単独で倒すなんて、凄すごいです！」

「叙勲は確実！　下級貴族なら陞しよう爵しやくだって考慮されるような大武勲です！」

「しかも、無傷……」

　王女が一気に捲まくし立たて、アテナ嬢やおっとり侍女も褒めてくれた。

「赤縄事件の犯人は見つかりませんでしたが、そもそも一日で見つかるようなモノではありませんし──アテナ、あれ！」

「ああっ！」

　王女とアテナ嬢が庭にある桜の樹を指さす。

「蕾つぼみ」

　ミーアが呟つぶやく。

「ああ、蕾が付きましたね」

　ドライアドが近いうちに咲くと言っていた。

「も、もしかしてエルフがいるから？」

「違う、サトゥー」

　凄い顔でミーアの方を振り向いたアテナ嬢に、ミーアが短い言葉で答えた。

　たぶん、ドライアドとの事を言っているんだろう。

「サトゥー様が？　どのようにして蕾を？」

　王女が答えにくい事を尋ねてくる。

「地下道に巣くってた魔族を退治したからじゃない？」

「魔族を退治したから、桜が育った？　桜が育たない原因が魔族……そういえば王都の地脈の流れが気になると桜守りの長が言っていました。地脈を乱していたのは下水道に潜んでいた魔族だったのですね！」

　アリサが口にした適当な理由を、アテナ嬢が自分の知る情報と繫つなげて結論を導き出した。

　桜が育たなかった原因が地脈の乱れというのは桜ドライアドから聞いていたけど、その原因が魔族かどうかはオレも知らない。

「さすがはサトゥー様！　素晴らしいです！」

　アテナ嬢の推論で納得したのか、王女が犯人当てをしにスァーベ商会に乗り込む時の何倍も輝く笑顔で言う。

　そういえば王女とアテナ嬢が赤縄事件を調べていたのも、王桜が咲かない原因が赤縄事件ではないか疑っていたからだったっけ。

「もしかしたら、王桜──聖桜樹も咲いているかもしれませんね」

　オレの言葉に王女とアテナ嬢が顔を見合わせる。

「殿下！」

「ええ、調べないと！」

　アテナ嬢がドタバタと馬車に乗り込む。

「サトゥー様、慌ただしくて申し訳ないのですが──」

「行ってください。聖桜樹が殿下を待っていますよ」

「はい！」

　王女を乗せた馬車が王城へ向けて帰っていった。

　さすがに咲いていないだろうけど、蕾の一つくらいは付けているはずだ。

　オレは王女達の健闘を祈りつつ、出迎えに出てきた仲間達に手を振って屋敷へと戻った。




「ところでご主人様、移動中何か調べていたみたいだけど、何か分かった？」

「いや、リストにあった貴族や家来で『宝物庫アイテムボツクス』スキルや『魔法の鞄マジツク・バツグ』を持つ者をリストアップしてみたけど、怪しい者は見当たらない。全部で一〇人ほどだから気長にチェックを続けるよ」

　かなりめんどくさい。

「イタチ商会の『宝物庫アイテムボツクス』スキルや『魔法の鞄』を持つ者は？」

「ああ、そっちもいたね。それだと一五人に増える」

　考えるだけで億おつ劫くうだ。

「サトゥー、生き物」

　ミーアがポソリと呟いた。

　──生き物？

「そういう事か！」

「ん」

　オレはリストの中に生き物がいないか調べた。

　成人式の飾りという話だったので、生き物を想定していなかったのだが、「孔く雀じやく虫」と「硝子がらす鳥」という二種類の生き物がいた。

「どっちが本命かな？」

「両方みたいだ」

　空間魔法の「遠見」で確認したところ、両者の籠かごに丸薬の欠片かけらが落ちていた。

　マップ情報の状態欄に変化があったら楽だったんだけど、そこまでイージーモードじゃないようだ。

「宛あて先さきはどっちも上級貴族みたいだし、暗殺かテロでも企たくらんでいたのかもね」

　オレは「遠話」で国王に「転魔丸」の存在と、転魔丸を食べさせたペットを暗殺やテロに使うかもしれない旨を伝え、ペットの隔離を依頼しておく。

「後は──」

「起動鍵かぎ」

「王立研究所の人が言っていたやつね」

　魔法道具の起動鍵となる信号を発信する魔法道具か……。

　術理魔法の「信号」を使うと仮定して、作った人間が基本に忠実なら──。

「──見つけた」

　クォーツ的な「信号」発振素材を使った回路を検索したところ、結構な数がヒットした。

　どこかの商人の倉庫に大量に置かれてあった。「遠話」や「遠見」の魔法で確認したら、前者はマークレ家の御用商会だと分かった。

　他にも大道芸人達も何個か持っていたので、そちらもリストアップする。

　こちらは笛や太鼓のような楽器の形をしており、大道芸人の中にはオレ達が遭遇した赤縄事件の時に見かけた蛇使いもいた。

『陛下へーか、追加情報──』

　オレは国王に信号の魔法道具の場所を伝える。

『またもやマークレ家でございますか……』

　そういえば衛兵に追われていた赤縄事件の実行犯からも、マークレ家の名前が挙がっていたっけ。

　国王が苦い口調で言った後、オレに礼を言い、件くだんの倉庫や大道芸人達を調べると約束してくれた。

　起動鍵関係はこれで大丈夫だろう。魔法でも再現可能だろうけど、かなり器用な人じゃないと難しいだろうしね。




　念の為、その日の晩にアリサを連れてポヨ魔族が潜んでいそうな瘴しよう気きの濃い場所を何箇所も回ったが、痕こん跡せきは見つけられなかった。

　あれが最後の一匹かは分からないが、闇やみ雲くもに探すにはアリサの体力と魔力とスタミナが足りない。

　とりあえず、これで一段落かな？

　まったく、テロリストなんて本当に碌ろくでもないね。








幕まく間あい






「──なんだと?!」

　闇の中に怒号が響く。

「起動鍵の魔法道具マジツク・アイテム類を官憲に押さえられたとはどういう事だ？」

「面目次第もえんおくしらいおございませんおざいあせん」

　獣人の従者が地面に額を擦りつけるようにして平伏する。

「我らとも口封じした魔法道具士達とも無関係な商家の倉庫を間借りしていたはず！　それを促成魔物の起動実験から僅わずか二日で見つけ出しただと？　シガ王国の官憲は神々のごとき瞳ひとみでも持ち合わせているとでも言うのか！」

　激げき昂こうした男がテーブルに拳こぶしを叩たたき付ける。

「不幸中の幸いと申しますか、官憲の目は商家と懇意にしていた軍閥のマークレ家を向いております。今のうちに官憲に押さえられた魔道具の代わりを見つけるしかありますまい」

　主人の不興を買った従者の代わりに、実行部隊の長が建設的な意見を口にした。

「簡単にあんらんい言ってくれるいつれうえう。儀式は明日いしいああすぞ！　それまでにそえあれい数十もおの魔法道具あおうろううを作れるものかつくえうおのあ！」

「では明日の儀式を見送るというのか？　教主様に破門までしていただいてこの地に臨んだ我らの覚悟を甘く見るな！」

「覚悟だけであくおらけれ事がおとあ成就するならじようゆすうあら苦労はないわくおうああいあ！」

「ふん、道化共の落書きのある場所で起動実験する事が貴様の苦労か？」

　道化共の落書き──お気楽オカルト集団「自由の風」が呪じゆ石せきで描いた呪術陣もどきを、彼はそう表現した。

「それとも起動鍵の魔法道具をわざわざ楽器型にして、大道芸人に扮ふんした奴隷達に使わせる事か？」

「なんだとあんらお！　戦うしかららあうしあ能のないのうのあい戦争屋めせんそうあえ！」

「そうとも戦う事が我が使命。外道に堕おちようと使命を果たしてみせようぞ」

　言い争う部下達を眺めていた男が、何かを思いついた顔になった。

「外道か──」

　男は部下達の言い争いを止め、自分の思いつきを部下達に語る。

「──可能か？」

「はい、その方法でも促成魔物で暴動を起こす事は可能です。本来の計画よりも規模は縮小してしまいますが……」

「構わん。計画を頓とん挫ざさせるよりはマシだ」

　男はそう言った後、獣人従者に新たな計画に必要なモノを集めに走らせた。




「例の地下道を嗅かぎ回っている者がいたので始末いたしました」

　部隊長が男に耳打ちする。

「その件なら聞いている。鼬イタチ帝国の王弟派の間者だ」

　彼らが話しているのは、サトゥー達が地下道で見つけたスァーベ商会の魔法使いシポローホーイの事だ。

「やつらも転魔丸モンスター・シードを欲しているのでしょうか？」

「後方攪かく乱らんに便利だからな」

　部隊長の言葉に男が頷うなずく。

「まあ、そちらはいい。鼬帝国の王弟派に情報が伝わった頃ころには、シガ王国はもうない」

　それに、と男が続ける。

「転魔丸を作らせていた魔族が始末された」

「勇者に、でございますか？」

「分からん──が、中級魔族を一方的に倒せる者など、勇者かシガ八剣達くらいであろう」

「我らの事はまだ嗅ぎつけられていないと？」

「今までの拠点潰つぶしを見る限りはそう断じて良いはずだ」

　ここ最近、シガ王国の拠点が潰される時は、複数の都市にあろうと同日の内に処理されている。

「教主様に破門していただいた甲か斐いはあったようですな」

「貴公らには苦労を掛ける」

「勿もつ体たいない御お言葉にございます」

　彼らは拠点が見つかる理由を、彼らが持つ認識阻害の魔法道具以上の能力を持つ鑑定士部隊によるものだと考えていた。

　それゆえ、実行部隊を始めとした人員を予あらかじめ破門し、「自由の光」の構成員でなくしてからシガ王国に送り込んでいたのだ。

「明日はいよいよ本番だ。王国の犬に嗅ぎつけられぬよう心せよ」

「御意」

　男の言葉に部隊長が平伏する。

「全すべては『自由の光』で無む知ち蒙もう昧まいな民を導く為ために」

　暗闇の中に男の言葉がいつまでも反響した。








魔禍払いの儀式







〝全ては月に封印された我らが神を解放する為、我らの神が愛した地上を焼き人々を煉れん獄ごくへと落とそう。許されざる大罪に我が身は魂すら残さず滅ぶだろう。だが、それでもなお、私の決意は変わらない。そう、全ては偉大なる我らが神を愚神の軛くびきから解放する為に。〟






「思ったより人が多いですね」

　大おお晦みそ日かの朝、サトゥーはムーノ男爵の護衛騎士という名目で王城に用意された魔禍払いの儀式場へとやってきていた。護衛騎士と言いつつ、サトゥーは鎧よろいを着込むどころか帯剣すらしていない。貴族の礼服を着た彼は、護衛騎士と言うよりは、領主に仕える上級文官のように見える。

「本当だねぇ」

「まったく、あんた達ときたら暢のん気きだね」

　案内の係員とはぐれたにもかかわらず、マイペースなムーノ男爵とサトゥーの姿に、ニナ執政官が呆あきれたように嘆息する。

「まあまあ、領主席の場所は分かっているから大丈夫ですよ」

　もっとも、儀式の為にそこかしこに踏み込み禁止の場所が作られ、彼らは幾度となく迂う回かいを余儀なくされていた。

「サトゥー様！」

　自分を呼ぶ声にサトゥーが振り向くと、笑顔で手を振るシスティーナ王女の姿があった。

　よく彼女と一緒にいる「桜守り」のアテナは、シガ三十三杖つえの仕事がある為、この場にはいない。

「サトゥー様、聞いてください。聖せい桜おう樹じゆが蕾つぼみを付けました」

「それはおめでとうございます」

「うふふ、サトゥー様のお陰です」

　凜りんとした普段とかけ離れた彼女の甘々な態度に、周囲の人達が驚きの声を上げ、想像を逞たくましくした噂うわさを囁ささやき合う。

　サトゥーが如才なく王女を男爵とニナに紹介し、関係を勘ぐるニナに王女の調査に協力したと簡単に説明した。

「サトゥー様、あれを！」

　緩んだ王女の表情が、何かを見つけてきゅっと引き締まった。

「あの鼬人がいます」

「スァーベ商会のホミムードーリ殿ですね」

　サトゥーが王女が指さした相手の名前を呟つぶやいた。

　赤縄の魔物事件で限りなくグレーな人物が、この魔禍払いの儀式の場所にいる理由を、サトゥーと王女は訝いぶかしく思う。

「殿下、あの鼬人は儀式の備品を受注したゴォークツ商会の下請けで来ている業者との事です」

　王女の侍女が設営作業をしている役人から聞き出したという情報を二人に伝える。

「大丈夫ですよ。私もホミムードーリ殿の動きに注意しておきますし、ここには要人警護の為にシガ八剣の皆様もおいでです。赤縄の魔物が現れたとしても、すぐさま討伐されてしまいますよ」

　心配そうな王女に、サトゥーは大丈夫だと太鼓判を押す。

　彼が言うように、ここには完全武装のシガ八剣三名とシガ三十三杖、さらには聖騎士団員や各神殿の高位神官達までいる。彼自身が戦わずとも、これだけの戦力があれば大抵の難敵と戦える。もし手に余るようなら自分が出れば良いとサトゥーは考えていた。

　ここにいないシガ八剣の「雑草」ヘイムと「草刈り」リュオナは、王都の下町と貴族街を分担して巡回している。

「サトゥー様が仰おつしやるなら大丈夫ですね」

「殿下の信頼にお応こたえできるように微力を尽くします」

　王女の憂いを払ったサトゥーが気負いのない笑顔で請け合う。

「殿下、そろそろ王族の席に」

　進行係の動きを見て移動の頃合いだと判断した侍女が王女を促す。

「ムーノ閣下、お邪魔をしてごめんなさい。サトゥー様、それでは後ほど」

　王女に詫わびられて恐縮するムーノ男爵を連れ、王女と別れたサトゥー達も領主達に割り当てられた区画へと移動した。





◆






　サトゥーが領主席で儀式の始まりを待っていた頃、彼の被保護者達は──。

「ちかりた～？」

「ポチはへろへろりんなのです」

　家庭教師の授業を終えたタマとポチがリビングにデロリと横になる。

「二人とも、そんなんじゃ家庭教師の授業時間が増えるかもよ？」

「にゅ！」

「ポ、ポチはしっかりしているのです！」

　悪い笑顔を浮かべたアリサがありそうな未来を告げると、タマとポチが飛び上がって気をつけの姿勢を取った。

　笑い転げるアリサの姿に、からかわれた事を悟ったタマとポチがアリサに抗議する。

「にゅ～」

「アリサ、酷ひどいのです！」

「あはは、ごめんごめん、それで今日は皆みんなどうするの？」

　二人に謝った後、アリサが仲間達の予定を聞く。

「音楽堂」

「ミーア、私は少年少女合唱団に興味があると主張します」

　ミーアが音楽堂で少年少女合唱団を指導する事を知ったナナが同行を懇願する。

「行く？」

「同行許可を感謝すると告げます」

　微笑ほほえましそうに目を細めたミーアが許可を出すと、ナナはその手を両手で取って無表情のまま喜んだ。

「ミーアとナナは音楽堂ね。タマは彫刻？」

「あい」

　タマがこくりと頷き、妖よう精せい鞄かばんから取り出したアリサ謹製の芸術家コスプレセットを着込む。

「ポチは今日も執筆？」

「ポチはちょっとスタンプなのです」

「あらそうなの？　そんな時は休憩するかインプットを増やすといいわよ」

　スランプを言い間違えたポチをスルーし、アリサがアドバイスする。

「インプラントなのです？」

「そうそう、脳内に物語を注入して──って違ちやうわ！　絵本を読むとか、前に行った公園で紙芝居を見るとかよ」

　言い間違いを二連続でスルーするのはかわいそうだと思ったのか、アリサはノリ・ツッコミをした後、ちゃんとしたアドバイスを口にした。

「絵本は全部覚えてるから、紙芝居公園に行くのです！」

　ポチが行儀良く手を上げて行動を宣言する。

「ポチはそれでいいとして、ルルは？　今日もおせち作り？」

「うん、そうなんだけど、昨日きのう頂いたレシピを作るには食材や調味料が足りないから、買い出しに行ってくるわ」

「一人じゃ危ないから、屋敷のメイドも連れていきなさいよ」

「あはは、大丈夫よ。アリサは心配症なんだから」

　ルルが朗らかに笑う。

　昔ならいざ知らず、今のルルは下級魔族の不意打ちすら余裕でしのげる護身術を使う。そんな彼女を害せる者はそうそういない。

「そう？　でも油断せずに、盾の腕輪や魔法拳けん銃じゆうは持っていくのよ」

「うん、そうする」

　ルルは袖そでをまくって盾の腕輪を見せ、妖精鞄から魔法拳銃──サトゥーが「竜の谷」の戦利品で得た魔法銃を取り出してみせた。

「リザさんは昨日の秘密基地で修行？」

「いえ、今日はご主人様も王城に出かけられていますし、赤縄が出ないか王都を巡回してみます」

　リザはタマとポチに聞こえないように声を潜めてアリサに伝える。

　趣味らしきモノに邁まい進しんする二人を邪魔したくないと思ったのだろう。

「アリサは昨日言っていた用事ですか？」

「うん、ムーノ男爵邸で会計処理を終わらせたら、エチゴヤ商会に行くつもり」

　アリサが馬車に向かって歩きながら予定を言う。

「アリサ、ちょっと待ってください」

　リザがアリサを呼び止める。

「ああ、やっぱり。『魂殻花環』を付け忘れていますよ」

「え？　あらら、ほんとだ。さっき着替えた時に外したままだったわ。ありがとう、リザさん」

　アリサが妖精鞄から「魂殻花環」を取り出す。

　これはサトゥーがアリサの為に手に入れた品で、ユニークスキルの使用によって「魂の器」が壊れる事を防ぐ秘宝アーテイフアクトだ。

「ご主人様の愛の結晶だもんね。婚約指輪みたいなものだから、ちゃんと身に着けないとね」

　サトゥーが聞いていたら抗議しそうな言葉だが、この場ではミーアが「むぅ」と不満を口にしたくらいで、他ほかの仲間達は皆、温かな目でアリサを見守っていた。

「それじゃ、行ってくるわ！　リザさんも何か異変を見つけたら連絡してね」

「ええ、もちろんです」

　徒歩で王都を巡回する予定のリザを残し、皆を乗せた馬車がそれぞれの目的地へと出発した。
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「錚そう々そうたる顔ぶれだねぇ」

　ムーノ男爵領のニナ執政官が、領主達の席を見回して感想を呟いた。

　領主ごとに区切られた席に、領主夫妻あるいは領主親子二名、文官一名、守護騎士一名の計四名までの構成で着席している。

　先日、暗殺騒動のあったビスタール公爵の傍らには、シガ八剣候補の「紅の貴公子」ジェリルが守護騎士として立ち、それ以外にも多くの近この衛え兵へいが後ろに控えていた。

　外見が守護騎士らしからぬ守護騎士がいるのはムーノ男爵だけだ。

「そうだねぇ」

「壮観ですね」

　ムーノ男爵の横に腰掛けたサトゥーが、男爵達の感想に同意する。

　普通なら守護騎士として後ろに立つべきなのだが、案内した係員の勘違いでサトゥーは文官としての席に案内されていた。

　なお、本来文官席に座るべきニナは、領主夫妻席に座らされている。

　当初は文官席に移ろうとしたニナだったが、座り心地の圧倒的な差に負けて領主夫妻席の住人となっていた。

「サトゥー、あんたも守護騎士役で来ているんだから、鎧くらい着てきな。鎧は持ってるんだろ？」

「鎧は重いからあまり好きじゃないんですよ」

　サトゥーが周囲の騎士達が聞いたら目を剝むきそうな発言をする。

　領主達の席は風魔法の結界で遮音されているので、その発言を耳にした者はいない。領主席ごとに割り当てられているメイド達も、領主達が呼ばない限りは結界の外で待機している。

　ニナはあえて指摘しなかったが、愛用の妖精剣すら彼は身に帯びていなかった。

「まあ、周りは近衛ががっちり固めてるから万が一にも出番はないだろうけどねぇ」

　出番があるとしたら、魔族が襲来した時くらいだとニナは考えていた。

「女性領主や若い領主もいるんですね」

　領主はいずれも三〇を超える中高年の男性だったが、セーリュー伯爵領の西にあるカゲゥス伯爵領は、酷薄な印象のアラサー美女が領主のようだ。

　領主の称号を持たない少年領主は、中級魔族の襲撃で前領主を失った次期レッセウ伯爵だろう。

「若い方はあんたと同い年だ。運の悪い奴やつでね。本当なら一年ほど前にシスティーナ殿下が降嫁するはずだったんだが、その直前に実母を失ってね。一年間の喪が明けるまで結婚が延期になっていたんだけど、その間に例の魔族騒動が起こって父親まで失っちまった上に、婚約まで破棄だ」

　王国会議前の根回しに失敗して、他の領主や門閥貴族から協力を得るどころか、反感を買って子爵へ降格させるべきという意見や爵位を継承する資格なしとして他の親族に権利を譲るようにという無茶な意見も出ているのだとニナは続けた。

　サトゥーは少年領主の境遇に「大変そうですね」とだけコメントし興味をなくしていた。

　余計な同情はするなと釘くぎを刺そうとしていたニナは、肩すかしを食らった気分で儀式の会場を見回す。

「それにしても神官達の準備が遅いね」

　予定を四半刻──三〇分ほど過ぎている事を気にしたニナが、軽く手を振って結界の外で待機するメイドを呼んで進しん捗ちよくを尋ねた。

　少々お待ちくださいと言って領主席を出たメイドが、一緒に待機していた若いメイドを使いに出した。すぐに戻ってきた若いメイドを連れた年かさのメイドが事情を伝える。

「パリオン神殿の神殿長様と神官長様が揃そろって体調不良を訴えられたそうで、その代役の準備に時間が掛かっていたとの事でございます。パリオン神殿からはご多忙な皆様の時間を使わせた事に謝意を述べておられました」

「なるほどねぇ、その代役ってのが、あの色男なのかい？」

　ニナが顎あごで指し示した先にいたのは、パリオン神国のホーズナス枢すう機き卿きようだった。

「はい！　敬けい虔けんなるホーズナス様なら見事代役をはたしてくださいます！」

　若い方のメイドが弾んだ声でそう話す。

　どうやら、彼女は美形な枢機卿のファンらしい。

「わきまえなさい。領主様の御前ですよ」

「も、申し訳ございません」

　年かさのメイドがムーノ男爵に対する無礼を叱しつ責せきする。

　ムーノ男爵は「構わないよ」と気さくに許し、「ご苦労様だったね」と遅れを問い合わせに行ったメイド達を労ねぎらった。




「そろそろ始まるみたいですよ」

　地面に描かれた魔法円の中心に大聖杯が置かれ、魔法円に内接する五ご芒ぼう星せいの頂点に小聖杯が配置されている。その内の一つはビスタール公爵領からソミエーナ嬢が運んできた小聖杯だ。

　魔法円の外周には宮廷魔術師──シガ三十三杖つえ達が等間隔に並び、魔法円から少し離れた祭壇に国王が立っている。

　その右側にはシガ三十三杖の長──宮廷魔術師長が王祖由来の聖杖を持ち、左手にはシガ八剣筆頭のジュレバーグが護国の聖剣クラウソラスを抜き身で携え、王の斜め前には聖盾を持つシガ八剣のレイラスが、王の後ろには神官達が控えていた。

「神官は後ろなんですね」

「ああ、そうさ。あたしも儀式に立ち会うのは初めてだけど、この儀式を司つかさどるのは王祖様の代から国王陛下の役目さ。神官達の出番はもっと後、儀式の最後の方だ」

　サトゥーの疑問にニナが答える。

　横に座るムーノ男爵も初参加なので、ニナの説明に何度も頷うなずいていた。

「これより儀式を執り行う」

　国王が都市核シテイ・コアの端末らしき蒼あお水晶の王おう笏しやくを掲げて宣言する。

「魔術の司、詠唱を」

「シガ三十三杖、同期詠唱を始めよ」

　宮廷魔術師長が配下のシガ三十三杖達を指揮して詠唱を行う。

　竜鱗粉ドラゴン・パウダーで描かれた魔法円が、シガ三十三杖達の魔力に呼応して蒼く明滅する。

「王国の力よ、場に満ちよ」

　国王の王笏が蒼く輝くと、都市核から供給された魔力が魔法円に流れ込み、明滅していた蒼い光が目ま映ばゆく輝き出す。

　輝きはやがて収まり、安定した光が魔法円を満たし、大小六つの聖杯には魔力が具現化した薄赤い水が湛たたえられていた。

「集え、人の業よ」

　魔法円の上に時計回りの風が起こる。

「集え、人の穢けがれよ」

　風が激しくなり、淑女達が髪を押さえ、メイド達が翻るスカートを必死で押さえる。

　瘴しよう気き視しを持つ者には、風に導かれて王都中──否、王都周辺の広域から瘴気が流れ込んで渦を成している光景が見えただろう。

「集え、全すべての悪あしきものよ」

　国王が「集え」と命じるたびに、薄赤い水が湛えられていた聖杯が少しずつ黒く濁っていく。

　それを見守っていたメイドや文官の何人かが、体調不良を訴えて運ばれていった。

　魔法円を囲む結界は聖杯に集まる瘴気が外部に漏れるのを遮断していたが、それでも聖杯へ集まる過程で濃くなった瘴気がこの広場を通過する為ため、居合わせた耐性の低い者から順に瘴気の悪影響を受けてしまったようだ。

　そして、急激な瘴気の動きは、彼女達以外にも影響を与えていた。
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　その頃ころ、儀式の進む王城から離れた場所にある職人街の工房では──。

「師匠、あの子の作品見ましたか？」

「『雲と戯たわむれるドーナツ』だったかな？　不思議なモチーフだけれど、見る者の心に訴えかける強烈な魅力があるね」

　彫刻家が年長の弟子と話しながら、作業する弟子達の間を歩く。

　彫刻家の屋敷では今日もカンカンと大きな音を立てて彫刻家達が己の作品を作り上げていた。

「にゅ？」

　彫刻に集中していたタマが、異変を察知して顔を上げた。

「何かヘン～？」

「うん？　この強風と気持ち悪い感じか？」

「あい」

　近くで彫刻していた男に尋ねられ、タマがこくりと頷く。

「今日は大おお晦みそ日かだからな」

「お城で魔禍払いの儀式をしているんだよ」

「変じゃない～？」

「ああ、毎年の事だ。心配せずに彫刻に専念しな」

「あい」

　大人達から大丈夫だと太鼓判を押されたタマは、素直に頷いて彫刻を再開した。

　それゆえ、人々が異変を察知するのはもう少し先の事となる。




「──始まったか」

　王都にある寂れた公園の一つで、遠くに聳そびえる王城を見つめていた男が呟つぶやいた。

　仲間達を振り返った彼の背後で、木々がざわざわと揺れ、羽を休めていた鳥達が一斉に飛び立つ。

「そう、終わりの始まりだ」

「真なる神の降臨は近い」

「雌伏の時は終わりを告げ、新たなる時代が始まるのだ」

「そう、我らの悲願はここに結実する」

　ローブを目深に被かぶった男達が、最初の男に続いて意味深な言葉を紡ぐ。

　男達を祝福するようにカラス達がカアーカアーと不吉な鳴き声を上げ、野良犬達が怯おびえを隠すように猛たけり吼ほえる。

「「「全ては」」」

　男達が声を揃え、呪じゆ石せきの付いた杖を構え、淀よどんだ瞳ひとみに怪しい光を宿した。




「「「『自由の風』の下に！」」」




　訝いぶかしげに彼らを見ていた人達が、関かかわり合いになりたくないとばかりに足早に去っていく。

「──やはり、大晦日はこれに限る」

「うむうむ、『魔禍払い』の時は怪しい風が吹くから雰囲気が出ていいな」

「やはり、魔王とか滅びとかの言葉を入れるべきか……」

　ポーズを止やめた男達が、わいわいと楽しげに言葉を交わし、どうでもいい事で悩み出した。

　サトゥーがこの光景を目撃していたなら、お気楽オカルト集団という呼び名に相応ふさわしい行動だと評価した事だろう。

「ふう、いい仕事をした」

　リーダー格の男がフードを下げ、かいていない汗を袖そでで拭ふく。

「──うん？　なんの音だ？」

　男がカタカタという音に気付いて周囲を見回す。

「見ろ！　マンホールの蓋ふただ！」

　別の男が指さした瞬間、カタカタと音を立てていたマンホールの蓋がはじけ飛び、そこから赤い縄模様のイモリ──赤縄の魔物が現れた。

「ま、魔物だ！」

「噂うわさの赤縄か?!」

「我が呼び声に応こたえ、冥めい府ふよりの死者が現れ──」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　ふざけている場合じゃない！　逃げるぞ！」

　舌をチロチロと出していたイモリの視線が男達を見る。

「ヤバイ、マジヤバイ」

「くわ、喰くわれる！」

「逃げろぉおおおおおおおおおお！」

　男達が杖を投げ捨て、足を縺もつれさせながらドタドタと逃げ出した。

　中型犬ほどのイモリが男達ではなく、杖に付いた呪石に興味を引かれガリゴリと喰らう。

　これが、その日起こった事件の始まりだった。




　王都の繁華街がある通りの一つで、警けい邏ら中の衛兵小隊が下水口から這はい出した赤縄の魔物と遭遇していた。

「ユオとウドは避難を支援、残りは俺と一緒に魔物を牽けん制せいしろ！　間を抜かれて民間人に被害を出すな！」

　小隊長の命令に、鉤かぎ槍やりを担いだ衛兵達がキビキビと行動する。

　彼らの前には下水道から這い出した五匹ほどのコオロギの魔物──奇形蟋蟀ミユータント・クリケツトがおり、触手を揺らめかせて周囲を探っていた。

　その内の一匹が衛兵達との間に戦端を開いた。

「思った以上に強いな……」

「ああ、詰め所に届いていた報告書以上の強さだぜ」

　普段よりも重装備とはいえ、治安維持──犯罪者相手に編制された衛兵には荷が重く、自分達より格上の魔物を相手にするには相応の犠牲を覚悟する必要がありそうだと小隊長は感じた。

「信号弾を上げろ。騎士様の増援を呼べ」

　小隊長は自分達が無理をして功績を挙げるより、戦う事に長たけた騎士達に任せる事を選択した。

「信号弾、打ちます！」

　副長が王都の空に信号弾を打ち上げる。

　その行ゆく方えを見ていた副長が、別の場所から上がる複数の信号弾を見つけて顔を引きつらせた。

　魔物はここでだけ出現しているわけではないようだ。




　そして、王都を騒がせたのは、赤縄の魔物だけではなかった。

『離れろ！　ゴーレムが動き出したぞ！』

　門閥貴族の屋敷で、スァーベ商会から購入したばかりの有人ゴーレムが動き出し、置かれてあった倉庫の棚をなぎ倒しながら庭へと歩み出る。

『頭椅い子すに乗っているのは誰だれだ！』

『誰も乗っていないぞ！』

『イタチどもめ！　不良品を売り付けおって！』

　動揺した人々が右往左往しながら、有人ゴーレムから逃げ惑う。

　足下からは無人に見えた操縦席では透明人間が操作しているかのように、レバーやペダルが動いていた。

　もしここに、高位の鑑定アナライズスキルを持つ者がいたならば、ゴーレムが何者かに憑ひよう依いされている事が分かっただろう。

　ゴーレムに乗り移った小魔族インプは、逃げ惑う人々を見下ろしてキシャキシャと嘲あざけり嗤わらっていた。
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『進しん捗ちよくはどうか？』

　暗い部屋の一室で、フードを目深に被った男達が声を潜めて外国語の言葉を交わしていた。

『転魔丸モンスター・シードを用いた促成魔物達は順次地上に出現し、人々を傷つけ恐怖を煽あおっております』

　彼らが言う促成魔物とは、王都の人々が「赤縄」と呼ぶ魔物だ。

　この場にいる男達が、一連の赤縄事件を引き起こしていた。

『起動鍵かぎの魔法道具マジツク・アイテム類を官憲に押さえられた時は焦りましたが、奴隷達を使い捨てにして笛の代わりにするとは思いつきませんでした』

『次善の策だが、起動誘発薬を奴隷達に撒まかせる事で、転魔丸を喰わせた生き物から促成魔物達を生み出す事はできるからな』

　男は苦々しげな顔で「効果範囲は大きく下がるが」と呟いた。

　信号波で届く魔法道具と、薬を含んだエサを喰わせるのでは、前者よりも後者の範囲が大幅に変わるのは想像に難くない。

　事実、彼らが想定したよりも赤縄の魔物の発生量は大きく下回っていた。

『召喚したインプどもは？』

『はい、インプ達には王都で騒ぎを起こすように指示して放置してあります。召喚士の支配下に置いたインプ三体は、王都に隣接する魔物の領域で主ぬし達に憑依を完了し、王都に急行中です』

『三体？　派遣したインプは四体だったはずだが？』

『ヒュドラに憑依するはずの一体は、目的のヒュドラが見つからず手頃な魔物に憑依したところを、通りがかった橙とう鱗りん族らしき女に倒されました』

『ふむ、運が悪かったな……まあ、いい。本命の「老頭獅子マンテイコア」や「邪王飛竜カオス・ワイバーン」がいれば陽動には十分だ』

　卓に広げられた地図には、魔物やシガ王国の戦力を示す駒こまが置かれ、刻一刻とその位置を変えていた。サトゥーのマップを思わせるこの魔法装置は、フルー帝国時代に作られた秘宝だ。

『王都防空隊の連中は追い払ってあるだろうな？』

『それが、その……』

　フードの下から鋭い眼光が口くち籠ごもる男を睨ねめ付つける。

『鼻薬を利かせていた連中が、先日のビスタール公爵邸襲撃の件で左遷されてしまいまして……』

　大岩を抱えた甲虫が王都に侵入し、ビスタール公爵邸を破壊したという話が男の脳裏を過よぎった。

　買収した相手は自分達以外からも、手広く賄わい賂ろを受け取っていたらしい。

『心配はご無用。マンティコア達が王都に到着する頃には、蠅はえどもやコウモリどもの相手で右往左往している事でしょう。南方の監視塔や監視所には暗殺者達を派遣しております。やっかいな飛竜騎士ワイバーン・ライダー達が知った頃には──』

『もう手遅れという事か』

『左様でございます』

『もう一つ手を打っておけ。もう一体インプを支配下において、飛竜騎士駐屯地のワイバーンに憑依させろ。駐屯地で暴れさせれば、やつらの出鼻も挫くじけるであろう』

『それは良い案でございますな。さっそく手配いたしましょう』

　ワイバーンの厩きゆう舎しやには幾つもの結界が張られているのだが、なんらかの手段で突破する方法があるのだろう。男はその事に触れる事なく部屋を出ていった。

『もう、少しだ──』

　男が一つ頷うなずいて地図に目を落とした。

　その目は王城にある彼らの主人を指し示す駒を見つめていた。
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「くそっ、鋼鉄の剣が欠けやがった」

「ちっ、俺の槍もだぜ」

　奇形蟋蟀と衛兵達が奮戦していた。

「ダメだ。俺達じゃ歯が立たねぇ」

「正面から当たるな！　防御に専念しろ！　時間を稼いで援軍を待て！」

　小隊長が指示を出しつつ、衛兵詰め所に回ってきた報告書の内容を思い出す。そこには「赤縄の魔物の平均レベルは一〇前後、同レベルの魔物より強く、赤く光る魔法障壁を持つ」と書かれてあった。

　衛兵達のレベルは五から一〇で、平均七レベル。レベル一〇の魔物相手ともなれば、フル装備であっても一個分隊の総力を挙げて戦ってギリギリ渡り合えるレベルだ。

　その相手が格上の剣士が振る剣を弾はじき返すほどの障壁を持つ。

　普通に考えて悪夢のような状況だ。誰もが奇形蟋蟀の爪つめや触手で傷つけられ血を流していた。

　だが、ジリ貧だった彼らのもとに救いが訪れた。

　信号弾を見て駆けつけた一〇名ほどの騎士達が、通りの向こうから現れたのだ。

「助すけ太だ刀ちいたす！　魔物の相手は我らに任せろ！」

「おお！　騎士様、感謝するぜ！」

　騎士隊長がミスリル合金の馬上槍ランスを構えて魔物の正面から突撃する。

　その攻撃は魔物の体表に生まれた赤い障壁に阻まれたが、衛兵達の剣のように欠ける事はなかった。

　しばしの拮きつ抗こうの末、赤い障壁がガラスのように割れる。

　だが、赤い障壁の抵抗ゆえか、馬上槍の穂先は魔物の中心線から逸それて空しく体表を滑った。

「これが赤縄かっ！」

　騎士隊長はその勢いのまま、魔物の横を駆け抜ける。

　残りの騎士達が、隊長に続けとばかりに突撃を開始した。

　騎士達のほとんどは先ほどの隊長と同様に障壁を砕くか、力及ばずに障壁を削るに止とどまったが、騎士隊長が障壁を砕いた魔物に突撃した副官の馬上槍は、みごとに魔物を貫き倒してみせた。

「やれるぞ！　障壁を砕けば、普通の魔物と変わらぬ！」

　騎士隊長の言葉に騎士達が気炎を上げ、再突撃の為ために馬首を巡らせる。

「騎士様！　危ない！」

　衛兵の叫びとほぼ同時に、半数近い騎士達が馬もろとも吹き飛ばされた。

　先ほどまで触角と前まえ肢あしで戦っていた奇形蟋蟀が、騎士達に向かって体当たりを仕掛けてきたのだ。

「身体強化を使う魔物の跳躍力がここまで大きくなるとはな」

　懐に飛び込まれた騎士達は馬上槍を捨て、腰の剣を抜いて魔物達を切り伏せ始める。

　中でも、騎士隊長の活躍はめざましい。

「さすがは陛下より頂いた『英傑の剣』。障壁付きの赤縄さえ容易に斬きり捨てられるぞ！」

　剣を掲げる騎士隊長を、部下の騎士達が羨うらやましげに見る。

　英傑の剣──勇者ナナシからシガ国王に譲られたミスリルメッキの鋳造魔剣は、騎士達の羨せん望ぼうの的だった。

「生きているか？」

「大丈夫です。魔物にしてやられるなど、面目ありません」

　副官に声を掛けられ、魔物に吹き飛ばされた騎士達が立ち上がる。

「すげぇ、あの突撃を喰らって生きてるぜ」

「さすがは騎士様だ」

　衛兵達が平然と立ち上がる騎士達を見て驚きの声を上げた。

　分厚い鎧よろいと鍛え上げられた筋肉に守られた騎士達に死者は出ていないようだ。
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「ド、ド、ド～、ドーナツのド～」

　彫刻家の屋敷では、タマが独特のリズムを刻みながら彫刻を進めていた。

「うわぁあああ」

　中庭で誰かが叫びを上げる。

　振り向いたタマの横を何かが通り過ぎた。

　ガタン、ガチャン、バキンと破壊音が聞こえ、慌てて視線を戻したタマの視界に砕けた彫像が映った。

「タマの彫像が……」

　彫像の横に座り込んだタマが、涙目で壊れた像を撫なでる。

　先ほどまでタマが魂を込めて作っていた像だ。最高のモチーフを見つけ、一心不乱で作っていた像だ。

　それが壊されたのだ。

　タマは激怒した。

　──ＧＷＥＥＣＨＫＯＯＯ。

　庭の奥から魔物の咆ほう哮こうが聞こえてくる。

「犯人見つけた～？」

　タマの姿が消え、魔物の前に現れた。

「タマ、許さない～？」

　──ＧＷＥＣＨＫＯ？

　蛙かえるの姿をした赤縄の魔物が首を傾かしげながら、巻いた舌をタマの顔面に向けて撃ち出した。

　再びタマの姿が消え、長い舌が根元から断ち切られ飛んでいく。

　──ＧＺＷＥＧＨＯＯＯＯＯＯ。

　舌の切断面から血を撒き散らしながら、魔物が悲鳴を上げる。

　魔物の身体からだが縦にずれた。

　その向こうには手刀を振り抜いた姿で佇たたずむタマの姿があった。

「死して屍しかばね、憎む者なし～」

　タマがアリサに教えられたドラマの台詞せりふを呟つぶやく。

　怒りが収まったタマの手刀から赤い光が引いていく。魔物を素手で両断した絶技は、生身に魔刃を宿す事で成したようだ。

「すっげー、素手で倒しちゃったよ」

「彫刻だけじゃなく、戦うのも得意なんだな」

　大人達に褒められて怒りが収まったタマが振り返る。

「ニンジャは素手が最強～？」

　アリサが言っていたとタマが付け加えた。

　だいたいアリサのせいである。
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　タマの彫像が破壊されたのと同じ頃ころ──。

　ポチが紙芝居を楽しむ平和な公園にも赤縄の魔物が現れていた。

「魔物だぁああああああああああ！」

「に、に、に、逃げるぅおおおおおおおお」

　人々は魔物の姿に怯おびえ、逃げ惑う。

　それはポチと一緒に紙芝居を見ていた子供も同じだ。

「ポ、ポチちゃん、どうしよう」

「大丈夫なのです。ここにはポチがいるのですよ」

　腰を抜かした子やすがりついてくる子を諭し、ポチが軽やかに立ち上がる。

「だ、だって、大人の人だって勝てないんだよ！」

　子供達が魔物に蹴け散ちらされる大人達を指さす。

　なお、紙芝居屋は驚いて撒き散らした商売道具を、必死にかき集めていた。

「大丈夫なのです。紙芝居屋さんを連れて避難するのですよ」

　心配する子供の頭を撫で、ポチが妖よう精せい鞄かばんから刀を取り出す。

　魔物に追われた大人達はズタボロだったが、幸いな事にまだ死人は出ていない。

「ポチの休日は終わりなのです。さあ、戦おう、なのですよ」

　刀の鯉こい口ぐちを切りながら魔物に歩み寄り、居合いの間合いで足を止めた。

「居合い一いつ閃せん、なので──ぬ、ぬぬ、抜けないのです！」

　力みすぎて居合いに失敗したポチの顔面に、奇形蟋蟀が突撃してきた。

　その奇形蟋蟀が上段からの一撃で真っ二つになる。

「──怪け我がはないか？」

　ポチを助けた人物が大剣を肩に担いで問う。

「ヘーム大先生なのです！　ありがとなのです、ポチは大丈夫なのですよ」

「そうか。なら手伝え」

　シガ八剣第七位、「雑草」のヘイムが、公園の池から現れた新手の魔物を睨にらみ付けながら、ポチに協力を要請した。

「思ったより数が多い。戦えぬ人々の方に魔物をやるな」

「はいなのです！」

　ポチは使い慣れない刀を妖精鞄に収納し、代わりに取り出した愛用の魔剣を抜いた。駆け出したヘイムに追走し、彼が討ち漏らした魔物を鎧がい袖しゆう一いつ触しよくの勢いで倒していく。

　それはまるで先ほどの醜態が幻だったと言わんばかりの大活躍だ。

「やっぱり、こんばっと・ぷるーんした剣じゃないとダメなのです」

　余裕で魔物を斬り捨てながら、言い訳とも取れる呟きを漏らす。

　ここには「実戦における証明コンバツト・プルーブン」を言い間違えたポチに突っ込む者はいない。
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「幼生体は私が守ると告げます」

　音楽堂のホールでは大盾と剣を構えたナナが、舞台へと迫る魔物の大軍から少年少女合唱団を守って孤軍奮闘していた。

「ナナ先生！　舞台袖そでからも来るよ！」

　一人の少年がナナに向かって叫ぶ。

　ナナは合唱の指導に来たミーアに同行していただけなのだが、言葉の足りないミーアの通訳をする内に子供達から「先生」と呼ばれるようになった。

「『自在盾フレキシブル・シールド』発動と宣言します」

　ナナが理術で生み出した自在盾を舞台袖の防御へと配置する。

「ナナ先生！　ミーア先生が目を覚ました！」

「むぅ？」

　ミーアは魔物出現時にパニックを起こした少年少女に押しつぶされて目を回していたのだ。

「ミーア、エマージェンシーだと告げます。援護を要請します」

　ナナの表情は変わらなかったが、魔物の群れは今にもナナの防衛線を突破しそうだ。

「ん、■■■　■　■　急膨張バルーン」

　詠唱の速いミーアの下級水魔法が発動し、魔物の群れを吹き飛ばす。

「シールド・バッシュ発動を宣言します」

　ミーアが密度を減らしたタイミングに合わせ、ナナが大盾の上を越えようとしていた魔物を薙なぎ払はらった。

「■■■■……■■　流水結界ストリーム・シエルター」

　詠唱時間を稼いだタイミングでミーアが中級の防御結界を張る。

　一連の流れは迷宮で培った連携の妙技だろう。

「ミーア、結界を維持したまま精霊魔法か攻撃魔法は可能ですかと問います」

「余裕」

　ミーアがドヤ顔でＶサインをナナにしてみせ、長い詠唱を始めた。

　詠唱中に天井を突き破って現れた蠅はえの魔物やイモリの魔物は、ナナが淡々と理槍ジヤベリンや剣で撃破する。

「……■■■　風霊王創造クリエート・ガルーダ」

　ミーアの前に金色に煌きらめくガルーダが現れる。

　音楽ホールに浮かび翼を広げる様は、往年の大スターのような貫かん禄ろくだ。

「やって」

　ミーアの短い指令を受けたガルーダの金色の羽が翼から離れ、赤縄の魔物達を一方的に蹂じゆう躙りんしていく。

「ミーア先生すげぇ」

「さすがはエルフ様だ」

「金色の鳥さんも凄すごい」

　ミーアを褒める子供達の素直な感想に、ナナが無表情のまま寂しそうな雰囲気を帯びる。

「ナ、ナナ先生だってかっこよかったよ」

「そうだよ！　僕達を守ってくれたのはナナ先生じゃないか！」

「ありがとう、ナナ先生！」

「幼生体」

　空気の読める子達のフォローに、ナナが感無量という雰囲気になった。

「ミーア先生も、ありがとう！」

「ん」

　ミーアは余裕の顔で一つ頷うなずく。

　まだまだ倒すべき魔物は残っていたが、それらの掃除が終わるのは時間の問題だろう。
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「蚊柱？　それにしては虫が大きいですね」

　タマやポチが魔物と遭遇したのと時を同じくして、リザもまた浄水場の巨大な溜ため池いけで異変を見つけていた。

　リザの近くにいた人達も同じモノを見つけたらしく、浄水場の柵さくに摑つかまって水面の上で渦を巻く赤黒い虫の柱を指さす。

　その末尾は浄水場と繫つながる入水管に続いていた。

「赤黒い虫──いえ、魔物ですね」

　妖精鞄から愛用の魔ま槍そうドウマを取り出す。

「ルルやアリサ達がいれば良かったのですが……」

　対空技をあまり持たないリザが、緊急報知用の魔法道具を操作して「魔物発見」のボタンを押す。

（後はアリサやご主人様が手配してくれるでしょう）

　リザは心の中で一つ呟き、魔槍ドウマに魔刃を宿す。

「ただの虫じゃねえ！　あれは魔物だ！」

　大声に引かれて、虫達が逃げ出した野次馬達を追いかける。

　雲うん霞かのごとく襲いかかる虫達の先頭集団を、赤い光弾が薙ぎ払った。

　それはわざと集束を甘くしたリザの魔刃砲だ。

「魔物よ！　我が槍やりを怖おそれぬならば掛かってきなさい！」

　挑発スキルの力を宿したリザの叫びが魔物達を引き寄せる。

「やばい！　魔物が尻しつ尾ぽの姉ちゃんの方へ行ったぞ」

「逃げろ、姉ちゃん！　数が多い！　あんた一人じゃ無理だ！」

　リザを心配した野次馬達が叫ぶ。

　その叫びより早く、人の頭ほどもある蠅の魔物が砲弾のような勢いでリザに襲いかかった。

　濁流のような蠅の魔物の大軍を前にしても、リザの構えは揺らがない。

　突き、薙ぎ払い、また突く。

　奇をてらう事のない槍やり捌さばきだったが、その速さが尋常ではなかった。

　リザの腕が霞かすむたびに、魔物の死し骸がいがリザの周囲に増えていく。

「赤黒い雪崩なだれが……」

「槍の前で散っていく……」

「……何者だ、あの姉ちゃん」

　あり得ない光景に、野次馬達は逃げるのも忘れて戦いに見み惚とれた。

「槍使いで、尻尾付き──」

　ぶつぶつと呟いていた野次馬の一人がリザの正体に気付いた。

「そうだ！　『黒くろ槍やり』のリザだ！」

「シガ八剣、『不倒』のジュレバーグを倒した最強の槍使いだ！」

　男が叫ぶのと時を同じくして、入水管の奥から黒い影が飛び出した。それは翼長一〇メートルを超える巨大なコウモリの魔物だ。

　蠅を追いかけるように空を舞い、リザに向かって急降下攻撃を仕掛けた。

「上だ！」

「上から来るぞ！」

　既にリザは空に向けて槍を構えていた。

　四方八方に逃げ出した蠅の動きで、コウモリの襲撃を察知したようだ。

「蠅の次はコウモリですか──」

　呟きの終わりと同時に天に突き上げられた槍が、襲いかかってきたコウモリを口から腹まで一撃で貫いた。

　残心するリザの耳に、「戦術輪話タクテイカル・トーク」の呼び出し音がなり、少し遅れてアリサの声が聞こえてくる。

『皆みんな、聞こえる？　王都に赤縄の魔物が現れたみたい』

　次々と空に打ち上がる信号弾らしき色付きの煙を見上げながら、リザは異変がここだけではない事を知った。

　リザは妖精鞄から取り出した投げ槍で、逃げ出した蠅を撃ち落としながら、アリサの話に耳を傾ける。

『ご主人様から指示があるわ。渡しておいた地図を広げて、場所の指定は記号だから間違えないで──』

　妖精鞄から取り出した地図を見ながら、自分が行くべき場所へ駆け出す。
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　──リザが緊急報知器を押す少し前。

　サトゥー達の眼前で魔禍払いの儀式が大詰めを迎えていた。

　聖杯には瘴しよう気きが具現化したかのような墨色の液体が満ち、魔法円の外周に立っていたシガ三十三杖つえが退場し、神官達聖職者がその位置へと移動していく。

　その時、サトゥーのポケットで緊急報知の魔法道具が振動で緊急事態を知らせた。

　誰だれからの報告か確認しようとしたサトゥーに、アリサの「遠話テレフオン」が入った。

『ご主人様、リザさん達が赤縄と遭遇したわ。わたしがいるムーノ邸周辺は今のところ大丈夫みたい』

　獣娘達三人から遭遇報告があったらしい。

『食材市場のルルからも報告。赤縄とは遭遇していないみたいだけど、信号弾みたいなのが何本も空に上がったって！』

　アリサはサトゥーと通話しながら、ルルとも「遠話」を使っていたらしい。

　サトゥーはマップを開いて王都に出現した魔物の分布を調べる。

『全部で三〇箇所以上だ。繁華街や市場、劇場や公園なんかの場所が多いね。地上型の魔物は移動範囲が狭いけど、蠅や羽虫、それにコウモリ系の飛行型はかなりの範囲に広がっているみたいだ』

『貴族街は被害がないの？』

『下級貴族の住宅が密集する場所や園遊会が開かれていた場所くらいだ』

『ヘンね……王城周辺を攻めないなんて』

　魔物の出現地点が図形を象かたどる事もないようだ。

　サトゥーのレーダー圏内に魔物はいない。

『──やっぱ、陽動かしら？』

『たぶんね』

　会話をするサトゥーの視界に、息せき切って宰相に連絡する役人が見えた。

　彼らの下にも赤縄出現の情報が届いたようだ。

『なら、狙ねらいは──』

『ここだろうね』

　あからさますぎる陽動に、サトゥーが言い知れぬ不安を覚える。

『ご主人様はそこにいて。安あん楽らく椅い子す探偵な感じで、わたし達が移動するべき場所を教えてよ。後はわたし達が雑ざ魚こを排除するわ』

　アリサが明るい口調でサトゥーに提案する。

『分かった。アリサ達に任せるよ。「戦術輪話」で皆と繫いでくれ』

『おっけー！』

「何かあったようですね。少し話を聞いてきます」

　アリサが魔法を繫ぎ直す間に、サトゥーはニナ執政官とムーノ男爵にそう告げて、領主席から離れ近くの東あずま屋やに帰還用の刻印板を設置し、王城の一角へと転移する。

「アリサに任せるのはいいとして、細かく散った分はオレの方で処分しておこう」

　サトゥーは魔法欄の「誘導矢リモート・アロー」を選択し、マップを開いて広範囲に散る飛行型の魔物達や絶望的状況にある戦域の魔物を次々とロックオンしていく。三斉射、合計三六〇本の魔法の矢が空に舞い上がり、一撃一殺のペースで魔物達を殲せん滅めつする。

　人ひと混ごみの場所や激しく戦闘している場所は、誘導矢の対象にしていない。

　下へ手たに乱戦の場所を攻撃すると、魔物と誘導矢の間に割り込んだ者を殺してしまうかもしれないと危き惧ぐしていた。サトゥーの攻撃魔法は脆ぜい弱じやくな人々にとって魔物より危険なのだ。

　そちらには非殺傷系の対人制圧用魔法「誘導気絶弾リモート・スタン」を使った。この魔法では防御力の高い赤縄を倒せないが、それでも魔物と対たい峙じする人々が逃げたり態勢を立て直したりする貴重な時間が稼げた。

　援護射撃を終えたサトゥーは、先ほどの東屋へ帰還転移リターンし、領主席へと戻る。

『ご主人様、皆に地図を開かせたわ。指示をお願い』

『王城に三体ほど大型の魔物が接近中だけど、それは無視していい。ここには遠隔攻撃が得意なシガ三十三杖が揃そろっているし、シガ八剣三人とジェリルも一緒だ。安心していい』

　仲間達から反論がないのを確認して、サトゥーは戦力が不足している場所を指示し、仲間達を急行させる。

『ご主人様、エチゴヤ商会の方には指示を出した？』

『ああ、もちろんだ』

　商会本店と二つある工場には強力な警備用ゴーレムが何体もあるので、周辺住民の避難場所として開放するように指示してあった。

　当面の指令を出し終えたサトゥーは、領主席で待つニナやムーノ男爵に赤縄出現の話を伝える。

「……なるほどね、あのドタバタはそういうわけかい。こっちの儀式は最終段階に入ったところだよ」

　ニナが答える。

　儀式場の中心では、小聖杯に満ちた墨のような色に変色した液体を、神官達が大聖杯へと注いで一つに纏まとめた。

　神官達が浄化の儀式魔法を詠唱し始める。

　大聖杯に集まった墨色の液体がスライムのように蠢うごめいて、大聖杯から逃げ出そうと藻も搔がくが、国王の操る蒼あおい光がそれを許さない。

　やがて儀式魔法が発動して、墨色の液体が少し減った。

　後は儀式魔法を何度も続けて、大聖杯の中の墨色の液体が全すべて浄化されたら終了らしい。

　さて、大聖杯の液体が浄化し終わるには、もう少し掛かりそうだ。

　サトゥーはマップを拡大し、光点の動きに集中する。





◆






「ちょっと急用ができたから帰るわ。ここは大丈夫だと思うけど、わたしが外に出たら扉に閂かんぬきを掛けて外に出ないようにして」

　ムーノ男爵邸の執務室を飛び出したアリサが、最初に会ったメイド達──エリーナと新人ちゃんに告げる。

「分かったっす」

「何かあったんですか？」

　二人が問い返したタイミングに、非常事態を知らせる警鐘が聞こえてきた。

「今ごろ警鐘が鳴るなんて弛たるんでるわね」

　アリサが独りごちながら廊下を駆ける。

　警鐘が遅れたのは王城で行われている魔禍払いの儀式を阻害しないように、警鐘を鳴らすべき部署の誰かが忖そん度たくしてしまっていたのだろう。

「アリサ！　何があったのかしら?!」

「お──カリナサマ！」

　警鐘を聞いたカリナが部屋を飛び出してきた。

　思わず「おっぱいさん」という内心の綽あだ名なを口にしかけたアリサだったが、寸前でなんとか修正に成功する。

『アリサ！　ムーノ邸の近くの下水道に魔物が二匹ほど接近しているぞ』

　戦術輪話越しにサトゥーがアリサに告げる。

　それとほぼ同時に、隣家の方から破壊音と悲鳴が聞こえてきた。

『カリナ殿！　魔物の気配だ！』

「分かりましたわ、ラカさん！」

　カリナの胸元で「知性ある魔法道具インテリジエンス・アイテム」のラカが報告し、カリナがドレス姿のまま窓から飛び出して、隣家との塀を跳び越えていく。うしろからカリナに社交を教える貴婦人が悲鳴と叱しつ責せきの声を上げていたが、カリナがそれに気付く事はなかった。

「エリーナさん、カリナ様がお隣に行っちゃいました」

「新人ちゃん、ハシゴっす！　ハシゴを取ってきて追いかけるっすよ！」

「はい！」

　カリナの護衛メイドを務める二人が納屋へと走っていく。

『ご主人様、カリナたんが魔物の迎撃に行っちゃったわ』

『なら、あっちはカリナ様に任せていい。アリサはルルとの合流を急いでくれ』

『おっけー！』

　メイド達の視線が消えたタイミングで、アリサは空間魔法で王都邸へと帰還転移し、「遠見クレアボヤンス」で転移先を確認してからルルの近くへと転移する。

「ルルー！」

「アリサ！」

　笑顔の露店主や買い物客達に囲まれていたルルが振り返る。

　人垣の向こうには散乱した食材に紛れて、急所を魔法銃で射い貫ぬかれたり首の骨を折られたりした魔物の死骸が幾つも転がっていた。

「さっそく大活躍だったみたいね」

「半分くらいはご主人様に助けられちゃった」

　サトゥーの誘導矢による攻撃を見逃したアリサに、ルルが説明する。

「へー、さすがご主人様ね」

　アリサは空間魔法で周囲に魔物がいないのを確認してからルルの手を取って路地裏へと走り出した。

「嬢ちゃん、ありがとう！」

「また、買い物に来てくれ！　いっぱいまけるぜ！」

「黒髪のお姉ちゃん、助けてくれてありがとう！」

　ルルが助けたらしき人々が、走り去るルルに礼を言う。

　人々の視線が切れたタイミングで、アリサがルルを連れて水道橋の上に転移する。

「思ったよりも多いわね」

　サトゥーの情報だと王都防空隊の鳥人兵では赤縄との空中戦は難しく、何かのトラブルで初動が遅れた飛竜騎士達は王城へと迫る大型の魔物の迎撃に出ていて、王都内の空を我が物顔で飛び回る魔物への対処が遅れているらしい。

　サトゥーの誘導矢で大多数は殲滅されたが、それでも多くの魔物が残っていた。

「ルル、見える範囲の魔物を倒して。ご主人様から輝炎銃や光線銃の使用許可は出ている？」

「うん、大丈夫」

　ルルがアリサに首肯しつつ、妖よう精せい鞄かばんから取り出した輝炎銃で空を舞う魔物達に狙ねらいを付ける。

「狙い撃ちます！」

　三〇〇メートル圏内の魔物をルルが一発必中で撃ち落としていく。

「わたしも負けてらんないわ」

　近距離を集団で飛行する蠅はえの群れを、アリサの火魔法「火炎嵐フアイア・ストーム」が焼き払い、炎を突き破って接近するコウモリを「豪火弾ブラスト・シヨツト」で灰に変えた。

　見える範囲の敵を倒し終わった二人の耳に、サトゥーからの指示が届いた。

『アリサ、ミーアを回収してくれ。ミーアの周囲に人はいない』

『おっけー』

『ナナは音楽堂の警備を衛兵に引き継いだら、さっき言ったポイントに移動してくれ』

『イエス、マスター』

『ミーアは疑似精霊で地上の魔物排除を頼む』

『ん』

　ミーアと合流したアリサとルルは、高所を拠点に王都の治安回復に従事する事になる。




「クロ様からの指示を伝達します。本日の営業を終了し、周辺住民を商会本店に避難させます。店員は陳列した商品を片付けて避難場所を確保。地下倉庫および四階までの空間を開放します」

　エチゴヤ商会の本店では、支配人のエルテリーナがキビキビと指示を出していた。

「支配人、工場のポリナ工場長へ連絡員を走らせますか？」

　ティファリーザが支配人に声を掛ける。

「不要よ。ポリナにはクロ様が連絡を入れてくださっています」

「分かりました。では、私は避難誘導の段取りを始めます」

「ええ、お願い」

　ティファリーザが幾人かの幹部娘に声を掛け、避難誘導に割く店員の確保や具体的な手順を詰める。

「支配人、商品を除よけておく場所がないんだけど？」

「私や商会員の部屋に押し込んでおきなさい。執務室と厨ちゆう房ぼう以外なら、どこに押し込んでもいいわ」

　慌ただしい作業が終わる間もなく、避難誘導された人々が逃げ込んでくる。

　入り口を守る強そうなゴーレム達を見た人々の顔に安あん堵どの色が浮かぶ。

「赤縄だ！　赤縄が来たぞ！」

　叫びながら飛び込んできた男と入れ替わりにゴーレム達が飛び出ていき、重厚な扉が閉まる。

　血ち塗まみれで倒れた男を、治癒魔法持ちの幹部娘が介抱する。

　ガンゴンと外で魔物とゴーレムが戦う戦闘音が壁越しに聞こえてきた。

「お母さん、あたし達も魔物に食べられちゃうの？」

「大丈夫。お前だけは絶対にお母さんが守ってあげるから」

　怯おびえる子供を母親が抱きしめる。

　周りの避難民達も大なり小なり怯え震えていた。

「心配無用です」

　ティファリーザが平静な声で避難してきた人達に声を掛け、吹き抜けになった二階の渡り廊下に並んだ幹部娘達を指し示す。

「総員、放て！」

　支配人の指示で、幹部娘達が攻撃魔法や属性杖づえを放ち、赤縄の魔物を撃滅した。

　実戦経験の少ない彼女達だったが、安全な場所からならば高いレベルを活いかした攻撃を十全に行う事ができる。自分達の事をよく分かった支配人の作戦勝ちと言えるだろう。




　その頃ころ、リザ達は──。

『リザ、その先の十字路を右に曲がったところに、騎士達と戦う奇形大鼠ミユータント・ラージマウスがいる』

　高速で路地を駆け抜けたリザが、カーブを曲がるスピードスケーターのような姿勢で十字路へと侵入する。

『目標視認、排除します』

　赤い光を靡なびかせ、一陣の風となって騎士達をすり抜け、奇形大鼠の横を通り抜けながら突き殺していく。

『目標排除、前方に次の目標を発見しました』

『排除して。その次は突き当たりの建物の向こう側に魔物だ。衛兵達が追い詰められている』

『承知！』

　身体強化スキルを重複発動したリザの走る速度が上がり、死し骸がいを食い荒らしていた奇形蟋蟀二匹を殲滅する。

「──螺ら旋せん槍そう撃げき」

　眼前に迫る建物を砕いて反対側にいた奇形大鼠へ奇襲を掛ける。

　瓦が礫れきに紛れて肉薄したリザの槍やりが奇形大鼠の心臓を貫き、余波が奇形大鼠の身体からだの反対側を吹き飛ばす。

　もう一匹いた奇形大鼠が慌ててリザに振り向いた時には、既にその額にリザの槍が突き立っていた。

『次の目標は通り三つ向こう。残魔力が少ないから魔力回復薬と栄養剤を飲んで』

　サトゥーのナビに従い、腰のポーチから取り出した魔法薬を飲み干し、次の目的地へと駆け出す。

「……すげぇ」

「今のってシガ八剣様か？」

「そうじゃないか？」

「人ってあんなに強くなれるんだな……」

　衛兵達の憧しよう憬けいの視線を背後に浴びながら、リザが土煙の向こうに姿を消した。




『ポチ、ヘイム氏を連れて三つ先の通りに向かえ』

「はいなのです。ヘーム大先生！　次の敵はこっちなのです！」

「誰だれかと話しているのか？」

　ポチの前方を走っていたヘイムが、先ほどから気になっていた事を尋ねる。

「ち、違うのです。ポチは誰とも話していないのです。ポチの乙女の勘が轟とどろき叫べと言っているのです」

「よく分からんが、本当にいたようだな」

　前方から聞こえてきた戦闘音に、ポチを追及する事を放棄したヘイムが身体強化スキルを発動して一気に距離を詰める。ポチも短い足を必死に回転させてヘイムを追った。

「シガ八剣のヘイムだ！　助すけ太だ刀ちする！」

　先に戦場に到着したヘイムが、苦戦する騎士や衛兵達に向かって叫ぶ。

「ヘイム様だ！」

「シガ八剣が助けに来てくれたぞ！」

　絶望に染まっていた男達の顔に希望の光が灯ともった。

「ポチはポチなのです！　ポチも助太刀するのですよ」

　ポチもヘイムのマネをして名乗りながら戦場に飛び込む。

「危ないぞ、嬢ちゃん！」

「そっちはダメだ！」

　ヘイムに続くポチを心配する声が飛ぶ。

　だが、その声もポチが魔刃を纏まとわせた剣で魔物をザクザクと斬きり刻み始めるまでだった。

　ヘイムに勝るとも劣らぬ剣術に、男達の声は心配から声援へと変わる。

『ポチ、そこが終わったら、この先にある公園だ』

「はいなのです！」

「本当に誰とも喋しやべっていないのか？」

「も、もちろんなのです。ポチの乙女の勘が唸うなって光るのですよ」

　ヘイムが再び問いかける。彼は真実を追及する為ためというよりはポチの反応を楽しんでいるようなので、事実が露見する事はなさそうだ。




「応援に来たぞと報告します」

「ナナさん！」

　エチゴヤ商会の工場前に到着したナナが、工場の入り口を守っていた工場長のポリナに声を掛ける。

　工場の敷地内には近隣の人々に加え、王立学院の生徒らしき者達の姿も多い。

「隣の工場で魔物が暴れているようです」

　ポリナがナナに説明しながら隣との境へ案内する。

「若様のとこの金髪大盾の巨乳っ子だ」

「ナナっさんっすよ。ナナさーん！」

　石せき狼ろうの背に乗った幹部娘のロゥーナと風かぜ杖づえを持った赤毛のネルがナナに気付いた。

　他ほかにもロゥーナと一緒に視察に来ていた幹部娘のメリナも一緒だ。

　彼女達は養殖魔物による強制レベル上げでレベル三〇に達しており、魔法スキルを持ち合わせていたので、クロが配備した警備用ゴーレムと一緒に、ここに詰めていた。

「喫茶店から配達に来ただけなのに、なんでか風杖まで渡されちゃったっすよ。可愛かわいい制服が台無しっす」

「メイド服は戦闘服だと告げます」

　ネルとナナがメイド服風の制服について話す。

『ナナ、皆みんなを下がらせて。魔物が来る』

「魔物が来ます。壁から退避を推奨します」

　ナナの警告に少し遅れて塀を突き破った魔物達が姿を現した。

「コオロギよ！　便所虫と言われたくなければ戦いなさいと告げます！」

　挑発スキルを篭こめたナナの叫びに反応して、魔物達がナナへと殺到する。

　ナナの魔剣と大盾が魔物達を次々に屠ほふっていく。

「あたしらもやるっすよ！」

「新参には負けないもん」

　ネルの風杖が放った風弾が奇形蟋蟀をよろめかせ、ロゥーナの土魔法「石筍トス・ストーン」が奇形蟋蟀を下から突き上げ、メリナが雷魔法の「雷撃サンダー・ボルト」を放つ。

「げっ、魔法が弾はじかれたっす！」

「あれが赤縄?!」

「障壁をなんとかしないと！」

「任せろと宣言します！」

　ナナが頭部を守る鉢はち金がねをブラインドにして、理術の「魔法破壊ブレイク・マジツク」で赤縄達の防御障壁を破壊する。

「今だと告げます」

　ナナに促されて、娘達が放った魔法が奇形蟋蟀達を倒していく。




　その頃、タマは──。

「にんにん～」

　ピンク色の忍者装束に身を隠し、家々の屋根から屋根へと飛び移りながら、助けを求める声の下へと急行していた。

「誰か助けて！　お母さんが下敷きになっているの！」

「おーけー」

　下敷きになっている人あらば、そこから助け出し──。

「まだ、娘が屋敷の二階に残っているんだ！」

「だめですお館様、今入ったら焼け死にます！　水魔法使いが来るまでお待ちください」

　燃え上がった屋敷の中に取り残された人あらば──。

「行ってくる～？」

　水を被かぶったタマが壁を駆け上がって煙が吹き出す二階の窓へと侵入する。

「ただいま～？」

　すぐに童女を抱えたタマが戻ってきた。

「ああ、チナ！」

「お父様！」

　抱き合う二人に手を振り、忍者タマは助けを求める人を探して駆け出す。

　忍者タマのいるところ、悲劇は決して許されないのだ。





◆






　そんな奇跡の大盤振る舞いがされている王都だったが、全すべてを救えるほど彼女達の手は長くない。

　中には彼女達の助けがないまま苦闘を続ける者達もいた。

「やっと片づいたな……」

　傷だらけの仲間達を助け起こし、出血の多い者達に包帯を巻く。

　比較的裕福な騎士達と言えど、気軽に魔法薬で回復できるほどではない。

「ああ、コオロギでギリギリだったな。ネズミには勝てる気がせんよ」

「隊長みたいに『英傑の剣』を持っているなら別だが、俺達の持つ鋼鉄製の剣や馬上槍じゃな……」

　字面だと情けなく感じるが、ネズミ──「奇形大鼠」と初遭遇した衛兵達や騎士達は多くの犠牲を出している。

　報告書にも赤縄の魔物の中でも一番強く、王国騎士達が複数で囲んでなお倒す事ができず、通りがかったシガ八剣の「草刈り」リュオナがようやく倒したと書かれてあった。

「きゃああああああああ」

　彼らが戦う通りと繫つながる路地の一つから、女の子の悲鳴が届いた。

「やべぇ、さっき逃げた一匹だ」

「休んでる暇もないぜ」

　騎士達が路地へと駆け付ける。

　路地の先には奇形蟋蟀ではなく、こちらに背を向けた巨大なネズミ──奇形大鼠の姿があった。

　もそもそと動く口の端からはみ出ているのは、恐らく彼らが取り逃がしたコオロギ──奇形蟋蟀の足だろう。

　先ほど悲鳴を上げた女の子は、小さく見える奇形大鼠の手に摑つかまれていた。気を失っているのか女の子に動きはない。

「よりによってネズミかよ」

「だからって逃げられないよな」

「ああ、王国騎士の誇りに懸けて、あの娘は絶対に助ける」

「うぉおおおおおお！　お前の相手はこっちだ、この害獣野郎めっ！」

　騎士達は気合いを振り絞って奇形大鼠の前に駆け寄り、魂の限りで挑発の言葉を奇形大鼠の背に叩たたきつけた。

　女の子に鼻先を向けていた奇形大鼠の興味が騎士に移る。

　高所から見下ろす凶眼に、騎士達は己の死を予感してゴクリと喉のどを動かす。

　震えながらも、騎士達は騎士としての矜きよう持じと男の意地で、その場に踏み止とどまってみせた。

　だが、現実は非情だ。

　騎士達は尻しつ尾ぽの一振りで薙なぎ払はらわれてしまう。

　倒れた騎士の血に濡ぬれた視界に、奇形大鼠の口元に運ばれる女の子の姿があった。

「くそっ、身体が動かねぇ……。動け！　あとちょっとの間でいいから動けよ！」

　騎士が必死に身体を起こそうと気合いを入れる。

「偉いね、さすがは男の子。でも、無茶はダメだよ」

　暗く霞かすむ騎士の視界に、箒ほうきを持った町娘の姿が見えた。

「ここは手伝ってあげるから、もうちょっと休憩していなさい」

　町娘は子供に言い含めるように騎士を諭し、手にした箒をクルクルと回す。

　どうやら彼女は箒一本で魔物と戦う気のようだ。

「に、逃げろ。箒などでどうにかなる相手ではない」

　多少の体術や魔法が使える程度で倒せるような生やさしい相手ではないと騎士が忠告する。

「だいじょ～ぶ、ま～かせて」

　騎士にピースサインを送った町娘の顔には、お忍びの貴族が付けるような認識阻害のベールが掛かっていた。

「掛かってきなさい！」

　箒を構える町娘に向けて奇形大鼠の尻尾がムチのように襲ってくるが、町娘はそれを器用に箒で右に左にいなす。

　苛いら立だった奇形大鼠が女の子を投げ捨て、その前まえ肢あしを町娘に振り下ろす。

　町娘はその攻撃をひょいっと飛んで避よける。投げ捨てられた女の子が見えない手で運ばれて騎士の前に静かに下ろされる。

「その子の事は任せたよ」

　町娘が手にした箒の柄で、魔物の頭を下から跳ね上げる。

　まるで巨人の振るうハンマーで殴られたように、魔物の頭が勢い良く仰のけ反ぞる。

「なっ、バカな」

　勇者物語か喜劇のような現実離れした光景に、騎士の口から現実逃避の言葉が漏れる。

「なんか魔人薬中毒の子みたいな障壁があるね」

　町娘が手を振ると奇形大鼠を守っていた赤い障壁が砕け散る。

　この場で、赤い障壁を破壊したのが無詠唱の「魔法破壊」だと分かった者は、町娘本人だけだった。

「これで良し、っと！」

　さらに町娘が箒の三連突きを魔物の下あごに叩き付けた。

　魔物がどうと街路の脇わきにある家屋に倒れ込み、建物を瓦が礫れきと土つち埃ぼこりに変える。

「あちゃぁ、これ弁償とか請求されちゃうのかなぁ？」

　町娘のそんな場違いな心配をよそに、騎士達が次々に満まん身しん創そう痍いの身体からだを起こして魔物に向けて得え物ものを構える。

　婦女子だけに戦わせたままでは、騎士としての面目が立たない。

　彼らの燃える瞳ひとみは、雄弁にそう語っていた。

「時代が変わってもシガ王国の騎士魂は健在だね」

　町娘が腕を組んで偉そうにうんうんと頷うなずく。

　瓦礫に埋もれながらも、魔物はでたらめに尻尾を振り回して騎士の接近を妨害する。

　騎士達が剣や盾で尻尾の攻撃を防ぐたびに火花が上がった。
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「よ～し、お姉さんからのプレゼントだよ！　こんなサービスめったにしないんだからね」

　銀河の歌姫みたいなセリフに突っ込む者はここにいない。

　町娘が箒を持った手を振ると、騎士達の剣が光を帯びて輝き出す。

　もしここに鑑定のスキルを持つ者がいたら、上級術理魔法の「神威光刃デバイン・ブレード」だと見破っただろう。

「もう、いっちょ！」

　今度は騎士達の身体が光を帯びて輝き出す。

　騎士達の傷が塞ふさがり、身体に力と勇気が湧わいてくる。現代では失われた上級術理魔法の「超人強化ヒーロー・プレイ」だ。

「ネズミが出てきたぞ！　攻撃に備えろ！」

　瓦礫の下から抜け出た奇形大鼠の尻尾攻撃を、騎士達が余裕を持って避ける。

「見える！　俺にも尻尾の動きが見えるぞ！」

　再び襲ってきたネズミの尻尾を、騎士の一人が輝く剣で受け止める。

　先ほどまでは火花を上げて弾いていた尻尾が、剣に触れた途端スパリと斬きれて飛んでいった。

「なんと！」

　あまりの切れ味に、尻尾を斬り裂いた騎士自身が驚く。

　それを見た別の騎士が、奇形大鼠の死角から駆け寄って長剣を突き刺した。

　再び、奇形大鼠の体表にある赤い縄状の模様が赤い輝きを帯びて障壁が生まれたが、それもまた町娘の腕の一振りで消滅してしまう。

　騎士達が次々に奇形大鼠を攻撃する。

「ミト、何を遊んでいる」

「あ、天ちゃん。遊んでなんかないよ？」

　長い銀色の髪をした怜れい悧りな眼まな差ざしをした女性が、屋根の上から町娘──ミトの前に降り立つ。

　ミトと同じく認識阻害のベールを付けていてその顔の下半分は隠されているが、この場にいた全ての騎士がベールの下に隠された彼女の素顔が美しい事を確信していた。

「飛行型の魔物はいいの？」

「私が駆けつける前に、腕のいい銃使いや火魔法使いが全部倒していた」

　美女が少しふてくされた感じに吐き捨てた。

「ミト、あれを見ろ」

　天ちゃんと呼ばれた銀髪の女性が、白魚のような指を天に向ける。

　それに釣られて空を見上げた騎士達が、王都の上空を飛ぶ三体の巨大な魔物を目にした。

「大物だねぇ」

「私の本体を呼ぼうか？」

「うーん、このまま放置するより、天ちゃんの本体が来た方が被害が大きいからナシで」

「不当評価だ」

「正当な評価だよ」

　ミトが建物の壁を蹴けって屋上へ上がり、銀髪美女は背中に生えたコウモリの翼でその後を追う。

「王城へ行くみたいだね」

「ふむ、狙ねらいが王城なら手助けはいらぬか？」

「うん、たぶんね。クラウソラスやジュルラホーンもあるだろうし、聖剣の担い手やシガ三剣の後継者達もいると思うしさ」

「なら近くで見守るか──」

「うん、危なそうなら助けよう」

「この過保護め」

「あはは、そんな事ありません～」

　二人の女性が屋根から屋根へ、王城へと向かう。
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「心配だねぇ」

　ムーノ男爵が人の良い顔を曇らせて呟つぶやいた。

　大聖杯の浄化を行う神官がまた一人後送されてしまったのだ。

　魔力回復薬の使いすぎで過剰摂取状態になった者が三名、高濃度の瘴しよう気きに当てられた者が二名、合計五名の神官が脱落し、別の神官と交代している。

　最初から残っているのはホーズナス枢すう機き卿きようとレベル五〇超えの老神官だけだ。

「──どうした？」

　サトゥーが急に顔を上げたのを見て、ニナが問いかけた。

「何か来ます」

　その言葉とほぼ同時に、さっきまでとは違う警鐘が鳴り響いた。

　ワイバーンにしては巨大すぎる影が現れ、上空を旋回する。

「ワイバーンの親玉か？」

「邪王飛竜という種類のようです」

　ニナの質問にサトゥーが答える。

　サトゥーの視界にはレベル六〇とＡＲ表示されていた。

「く、来る！　こっちに来る！」

　ムーノ男爵が空を見上げて叫ぶ。

　急降下してきた邪王飛竜が、宰相が張った都市核由来の障壁に激突した。

　障壁が割れ、吹き荒れる暴風に領主席を覆っていた風魔法の遮音結界が押し流される。

「《穿うがて》　──水すい蝶ちよう銃じゆう!!」

　魔法銃を構えたシガ八剣の銃使いヘルミーナが最初の一撃を放つ。

「「「王都の御み霊たまよ、我が敵を討て！」」」

　領主席から都市核由来の何本もの光弾が、障壁の破片と共に降ってくる邪王飛竜に向かって放たれ、邪王飛竜を守る魔力障壁を貫いて刺さった。

「借り物の力ではこんなモノか」

「ヒュドラよりも強そうですな」

　セーリュー伯爵とクハノウ伯爵が、悲鳴を上げて地面を転がる邪王飛竜を睨ねめ付つける。

「ビスタール公、ムーノ卿、我らも助勢するぞ」

「ふんっ、貴様に言われるまでもないわ！」

「は、はひ！」

　初撃に参加していなかったオーユゴック公爵が、同じく参加していなかった二人に声を掛けた。

　次期レッセウ伯爵の少年も参加していなかったが、彼はまだ都市核を掌握していないらしく、護衛の騎士達に守られて怯おびえている。

　大臣達の多くも都市核の端末を与えられていたが、領主達と一緒に迎撃に参加できたのは、軍務大臣のケルテン侯爵と副大臣のボッパン伯爵の二人だけだ。

　近この衛え騎士達は儀式を見守っていた要人達を守り、聖騎士達が邪王飛竜を囲む。

「シガ三十三杖つえ！　同期魔術を使う！　領主達が稼いだ時間を無駄にするな！」

「「「はい！」」」

　魔術師達が宮廷魔術師長の指揮の下、長い詠唱を始めた。

「ひゃっはーーーーーー！　こいつはあたしの獲物だぁああああ！」

　世紀末な叫びを上げながら、半裸の女性が邪王飛竜に駆け寄る。

「シガ八剣の『草刈り』リュオナだ！」

　誰かが女性の名を叫んだ。

「くぅらあええええええ！　──死極断頭台デス・ギロチン！」

　赤く燃えるような魔刃を靡なびかせ、巨大な鎌かまが弧を描いて邪王飛竜の首に叩き付けられる。

　一撃で首を断ち切るかに見えたが、翼に生えた爪つめで妨害された。

「ちっ、でかい図ずう体たいのくせに器用なヤツだ」

　リュオナが背後に跳ぶ。

「そこの小僧！　お前だ、お前！　ゴウエンの旦だん那なと互角に戦ったお前！　あたしを手伝え！」

「ここはいいから行きな。男爵やあたしは他の領主に守らせるさ」

　リュオナに指名され、困った顔をしたサトゥーを、ニナが後押しする。

「分かりました。行ってきます」

「これを使え！　魔女殿の友よ！」

　無手で駆け出したサトゥーに、クハノウ伯爵が腰に帯びていた儀礼用のミスリル剣を投げ渡す。

「お借りします！」

　瀟しよう洒しやなミスリル剣を抜いたサトゥーが、リュオナを補佐して邪王飛竜と戦う。

　それを見た「紅の貴公子」ジェリルも参戦する事をビスタール公爵に願い出たが、護衛に専念せよと命じられ、唇をかみしめていた。




「新手が来たぞ！」

　ゼッツ伯爵が空を見上げて叫んだ。

　片方は空泳魔虎エアウオーク・タイガーというレベル五〇の空を駆ける虎とらの魔物で、もう片方は老人の首に獅し子しの身体を持ち背中にコウモリの翼が生えたレベル六二のマンティコアという魔物だ。

「詠唱が終わったぞ！　──火炎地獄インフエルノ」

　宮廷魔術師長が叫ぶ。

　戦術級の上級火魔法が至近距離で二体の魔物に放たれた。

　同期魔術で通常の何倍も威力を増した紅ぐ蓮れんの渦が、避けようのない距離で二体の魔物を飲み込む。

　空泳魔虎はなんとか炎の圏外へと飛び出したが、全身が焼けただれ後ろ脚が炭化した状態で地に落ちた。

　聖騎士達が一斉に飛びかかり、風の刃やいばを放つ空泳魔虎に止とどめを刺す。

『ニンゲンにしてはやるではないか』

　身体から煙を上げながら着地したマンティコアが古代語で語る。

『だが、あれだけ長々と呪じゆ文もんを詠唱していては、防いでくれと言っているようなもの』

　嘲あざけるマンティコアの横顔に、ヘルミーナの魔法銃の弾丸が命中する。

　──ＢＡＷＯＯＯＯＷＮ。

　マンティコアが反撃に放った氷の散弾が、ヘルミーナや国王達に向かう。

「させん！」

　聖盾を持つシガ八剣のレイラスが国王を守る。

　領主達は都市核による障壁が守っていたが、儀式を補佐する国王は自身の守りをレイラスに委ゆだねていた。

「ジュレバーグ、余の傍らを離れるのを許す。魔物を倒せ」

「承知いたしました」

　ジュレバーグはクラウソラスを国王の小姓に預け、ヘルミーナから受け取った愛用の槍やりを構える。

「陛下、こちらは我ら神官だけで十分。王の力は御身の守りに使われよ」

　額から血を流しながらホーズナス枢機卿が国王に声を掛けた。

　彼もまた、さきほどのマンティコアの氷弾で傷を負っていたらしい。

「忝かたじけない、貴公らの申し出を受けよう」

　国王が魔禍払いの補助を止やめると、粘性を増した墨色の液体が波打ち大聖杯から外へと溢あふれようとする。

「逃がさん」

　両手を光らせた枢機卿が、大聖杯の液体を摑つかんで中へと押し込む。

　それを見た神官達が驚きの声を上げた。

「枢機卿、危険です！　生気を吸われ干からびてしまいますぞ！」

「ご心配無用に願います。儀式を中断するわけには参りません」

　枢機卿が白い歯を輝かせて笑顔を見せる。

　その笑顔とは裏腹に、彼の額には脂汗が浮かび、瘴気を摑んだ両の腕も漆黒に侵しん食しよくされていく。




「王都の御霊よ、シガ国王たるセテラリックが願い奉る。誅ちゆう伐ばつの縛鎖よ、我が敵を縛いましめよ！　■　青光縛鎖レストレイト・エネミー」

　国王が都市核の力を用い、マンティコアを大地に縛り付ける。

「レイラス、そちも行け。ジュレバーグと共に魔物を倒せ」

「いえ、私の役目は王を守る事です」

　マンティコアが苦し紛れに放った氷の槍を、レイラスが聖盾で防ぐ。

「それにジュレバーグ殿には十分な援軍がおります」

　戦場には邪王飛竜を倒し終えた「草刈り」のリュオナと「傷無し」のペンドラゴンが、「不倒」のジュレバーグと共にマンティコアと激戦を繰り広げていた。

「さすがはジュレバーグ。リュオナも負けておらぬが、あの者の槍にはまだ及ばぬか」

「御意。しかしながら、私にはペンドラゴン卿の働きが大きいように見えます」

　国王はレイラスに言われて改めて戦いを見る。

「なるほど、マンティコアの回避を妨害してジュレバーグやリュオナに功を立てさせ、二人への攻撃を受け流して二人が傷付くのを防いでおるのか」

　サトゥーは最前線に立ちながら、「傷無し」の異名通りかすり傷一つ負わずに動き続けていた。

　弱冠一五歳にして、末恐ろしい少年だと国王は思う。

「悪あがきしやがって！　風だ！　霧を散らせてくれ！」

　リュオナが叫ぶ。

　マンティコアが冷たい霧で周囲を覆ったのだ。

　誰だれかが霧を払うと思い、誰一人風を吹かせない間に、大聖杯の周囲では事件が起こっていた。





◆






「瘴気の圧縮は十分だ。残りは省略して、すぐさま浄化を行いましょう」

　儀式の指揮を執っていた神殿長が、補佐していた枢機卿に告げる。

「いえ、浄化は行いません」

「──浄化を行わないですと?!」

　いぶかしむ神殿長に枢機卿が笑顔を向ける。

「しかし、枢機卿。ここで中止したら、王都周辺から集めた瘴気が王都に充満し、王都の民が重度の瘴気中毒で倒れますぞ！」

「良いではありませんか」

　枢機卿の酷薄な言葉に、周りの神官達が耳を疑う。

「なんですと？　猊げい下かが懇意にする養護院の子供達や下町の老人達が真っ先に倒れる事になるのですぞ？」

「弱肉強食は世の習い。この目で苦しむ事を見られないのが残念です」

「高濃度の瘴気に触れすぎて心を病まれたか？　救護班を呼べ、枢機卿を──」

「瘴気程度に病むほど弱い心はしておりませんよ」

　枢機卿が救護班を呼ぼうとした神官の口を塞ふさぐ。

「では、なぜ？　パリオン神に仕える聖人と誉れ高いあなたが──」

「穢けがらわしい。愚神の聖人など吐き気がする」

　枢機卿の顔から笑みが消え、酷薄な顔になる。

「我が神は一柱だけ。真なる神を呼び覚ます為ため、使徒たる私がここにいるのです」

「愚神……真なる神……貴様、魔王信奉者か！」

　神殿長が枢機卿の正体に気付いたその時、マンティコアが戦う場所から流れてきた霧が周囲を覆った。

「まさに天てん佑ゆう」

　枢すう機き卿きようが指を弾はじくと、大聖杯に満ちていた墨色の粘液が、霧で視界を奪われた神官達に殺到した。

　墨色の粘液で頭部を覆われた神官達は大聖杯の中に引きずり込まれ、瞬く間に生気を吸われて干からび悶もん死ししていく。

「さあ、最後の仕上げです」

　大聖杯の中央に立ち、ステージに立つ俳優のように両腕を広げる。

　枢機卿に招かれるように、墨色をした粘液の底から幾つかの結晶が空中に浮かび上がった。

「黒き結晶よ。我が望みを助けたまえ」

　枢機卿は漆黒の結晶──「邪念結晶イービル・フイロソフイア」を摑み取り、一番大きな塊を一息に飲み下した。

「ぬぉおおおおおおおおお」

　枢機卿は激痛に胸と頭を摑む。

　頭を覆っていたターバンのような布がはらりと外れ、一房だけ紫色に染まった髪が露あらわになった。

「神よ、真なる我が神よ。愚神の奸かん計けいに嵌はまり、月に封じられし慈悲深き我らが神よ」

　枢機卿が痛みに震える声で空に向かって祈る。

　枢機卿の身体からだを暗紫色に輝く波紋が巡り、その足下に同色の魔法陣が現れる。

「御身の欠片かけらを媒介に、今一時、封印の軛くびきから抜け出し、我が身に宿りし『欠片』を道みち標しるべとして、この地に顕現したまえ」

　天に向けて手を伸ばすその先に、幾重もの魔法陣が現れて王城を──いや、王都をも覆っていった。
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「天ちゃん、アレ！」

　王城を中心に巨大な魔法陣が出現した。

「あの魔法陣は──マズい。あれはマズいぞ！」

　王城を一望できる尖せん塔とうの一つで遠くの戦いを眺めていた銀髪の美女が、怜れい悧りな美び貌ぼうに初めて動揺を浮かべた。

「や、やっぱり、アレ？」

「そうだ。アレだ」

　いつもはお気楽なミトも、自分と同じ予想をした天ちゃんを見て顔を引きつらせる。

「本体に乗り換える。この身体を任すぞ」

　天ちゃんが悲ひ愴そうな顔で宣言した後、その身体が電池切れの人形みたいに脱力する。

　その身体をミトが受け止めた。

「………コネクション・ロスト。マスターのログアウトを確認。アバターの操作権を回復。自律モードに移行します。ミト、指令をどうぞ」

　ミトの腕の中で、脱力した天ちゃんが、システムメッセージのようなモノを棒読みで呟つぶやく。

「ふう、天ちゃんが間に合うか、王都が滅ぶのが先か──」

　ミトが町娘の服を脱ぎ捨て、「無限収納インベントリ」から取り出した聖衣に着替える。

「──キミも手伝ってね。ええっと、名前なんだっけ？」

「半自律型竜血ホムンクルスです。固有名はありません」

　天ちゃんと呼ばれていた存在が答える。

　彼女の言葉を総括するなら、ホムンクルスである彼女は、先ほどまで天ちゃんと呼ばれる存在に憑ひよう依いされていたようだ。

「じゃ、ホムンクルスだから『ホムホム（仮）』ね」

「サブマスター・ミトの命名を受諾。本機は『ホムホム（仮）』と呼称されます」

　ミトはホムンクルスに適当な名前を付け、開いたままだったインベントリに手を突っ込んで装備を探す。

「聖せい杖じようも聖せい骸がい動どう甲かつ冑ちゆうもないんだよねぇ」

　長杖と羽衣を身につけたミトが、ホムホムを連れて尖塔から尖塔へと移動する。

「戦闘力は王様してた最盛期の半分くらいってとこか。あの時でも竜神様が来てくれてなんとかなったくらいだけど──って、弱音はダメ！」

　ミトが自分の頰ほおを張る。

「まだ、召喚は終わってない！　前は間に合わなかったけど、今度はなんとしてでも阻止してみせる」

　気合いを入れ直したミトが宙を蹴けって王城へと向かう。

「──ホムホム、護衛をお願いね」

「指令を受諾。ミトの護衛を行います」

　ミトは前へ前へと進む。

　その先に彼女の待ち人がいる事を確信しているかのように。

「イチロー兄ぃと会う為にも、こんなところで立ち止まってられない！」

　ミトが宙を駆ける。

　絶望的な破滅を阻止する為に。
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〝サトゥーです。ゲームなら戦い甲が斐いのある強敵と激闘を繰り広げるのは楽しいですが、リアルに強大な敵と戦いたいと思った事はありません。やっぱり、現実はヌルゲーなくらいが一番です。〟






「なんだ？」

　青く光る鎖に縛られたマンティコアと戦っていたオレは、背後からもたらされる強烈な危機感知の反応に振り返った。

　マンティコアが作り出した濃い霧の向こう、魔禍払いの儀式をしている方に何かある。

　こんなに強い危機感知は初めてだ。

　たぶん、相当ヤバイ奴やつだ。

「──え？」

　霧の向こうに一瞬だけ暗紫色の光が過よぎった。

「ペンドラゴン卿きよう！　よそ見をするな！」

　ジュレバーグ氏の叫びが耳に入るのとほぼ同時に、オレはマンティコアの蠍さそりの尾に打たれていた。

　咄とつ嗟さに受け流そうとして、それを取り止め、もろに喰くらった風を装って危機感知が働く方向へ吹き飛ばされた。

「サトゥー！」

　ヘルミーナ嬢がオレの名を叫ぶ。

　空中で身体を捻ひねるオレの視界に、儀式場の中心から空に伸びる暗紫色の柱が見えた。

　その柱を中心に、複雑で精せい緻ちな魔法陣を内包するフラクタル模様の魔法陣が、幾つも生まれては波紋のように広がっていく。

　それはオレが着地する地面にも広がっていた。

　それに合わせてオレの危機感知の範囲も増大する。

　──これを消さねば。

　着地と同時に、魔法欄から選択した「魔法破壊ブレイク・マジツク」を発動する。

　魔法陣が砕け、暗紫色の光となって散った。

　だがそれは一部だけだ。

「──再生した？」

　隣接する魔法陣が共振して、オレが破壊した魔法陣を再生した。

　魔法欄から「魔力強奪マナドレイン」を実行すると魔法陣は消えるが、隣の魔法陣から切り離されて効果が連鎖しない。そして吸収を止めると、魔法陣が復活した。

「──うおっ」

　霧の中心にいた何かが空へと舞い上がる。

　追いかけようとしたオレの身体を、桃色の塊が吹き飛ばした。

　咄嗟に出した魔力鎧よろいのお陰で無傷だが、初動が一瞬だけ遅れ──いや、あのままだったら危機感知スキルの感覚に背中を押されて、サトゥーの姿のまま飛び上がるところだった。

「頑丈ポヨね」

　不定形をした桃色の魔族──隙すき間まに潜む厄介なヤツだ。

「前のヤツとは違うようだな」

「ポヨ？　ポヨ達、桃色の主あるじ様の下僕と戦った事があるポヨ？」

　余計な問答をしている暇はない。

　オレはミスリル剣で桃色魔族の魔コ核アを両断する。

「ポヨ達に斬ざん撃げきは無効──ポヨ？」

　ポヨ魔族が粘性を失って地面へと崩れ、そのまま黒い靄もやとなって消えた。

『ご主人様、上！　何か出た！　空もヤバイ感じ！』

　戦術輪話タクテイカル・トークからアリサの叫ぶ声が聞こえた。

　見上げると、紫電を放ちながら回転を始めた魔法陣が呼んだのか、魔法陣の上に分厚い雲が集まり渦を巻いている。

　雲の渦に蓋ふたをされた王都に太陽の光は届かず、不吉な冷たい風が地表でも吹き始めた。

『黒幕の仕業だ。オレの魔法破壊じゃ無理だった。ミーアかアリサの魔法であれをなんとかできるか？』

『無理』

『ご主人様の「魔法破壊」で無理だったの？　わたしの空間魔法や火魔法にも魔法破壊技はあるけど、あれより弱いわ』

　やはり無理か。

『分かった。全員を集合させて黄金鎧に着替えてくれ。追って指示する』

『おっけー！　黄金騎士団の出陣ね！』

　今回は激ヤバだから、できれば出番がないといいんだけどさ。

　オレはその言葉を口にする事なく戦術輪話から意識を離し、勇者ナナシの姿へと変身した。

『陛下へーか、聞こえる？』

　オレは「遠話テレフオン」で国王に話しかけ、早急に避難するように告げる。

　これだけの異変を目の当たりしているせいか、特に反論する事なく国王と宰相を示す光点が王城内に転移した。領主や大臣達も順次、国王の傍そばに移動している。

　それ以外の面々も近この衛え騎士達に護衛されて避難を始めた。

「サトゥー様！」

　霧の向こうから、誰だれかがこっちに来る。

　──げっ、王女だ。

　オレが吹き飛ばされたのを見て心配して来てくれたらしい。

　霧の中に、彼女を追いかける侍女達や近衛騎士もいるようだ。

　──ここに放置するわけにもいかないか。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」で王女達を摑つかみ、そのまま一緒に国王の執務室近くにあるポイントへ帰還転移リターンする。

「こ、ここは？」

「「「殿下！」」」

　突然の転移に驚く王女達を放置し、オレは空へと舞い上がる。

「勇者ナナシ！」

「危ないから早く避難して、陛下へーかが心配するよ」

「そんな事──サトゥー様？　サトゥー様は？」

　オレに反論しようとした王女が、周りにサトゥーがいない事に気付いて慌て出した。

「さっきマンティコアに吹き飛ばされてた少年？　彼なら少し前に、安全な場所へ転移しておいたから心配しなくていーよ」

　オレは高度を上げながらそう言って、上空の魔法陣──おそらくは召喚系の魔法陣の近くに浮かぶ人影の下へと閃せん駆くで移動した。
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　──まずは無力化する。

　魔法陣の人影に跳とび蹴げりを敢行したのだが、人影を守る暗紫色の球形障壁に阻まれた。

　球形障壁から出た衝撃波がオレを後方へ吹き飛ばす。

「後ろからとは少々敢闘精神にもとらないかな？」

　人影が振り返る。

「枢すう機き卿きよう？」

　トレードマークのターバンが解けていて印象が違うが、それは間違いなくパリオン神国のホーズナス枢機卿だ。なぜか、髪が一房紫色に染まっていた。

　墨色に染まった神官服や長衣の袖そでが不自然にはためく。

「君は？　先ほどの行いからして、我らが神の降臨を祝福しに来た、というわけではないのでしょう？」

「ボクはナナシ。シガ王国の勇者だ」

　──神の降臨？

「神様って、パリオン神の事？」

　オレの問いに、枢機卿が侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようが混ざったような顔になる。

「我が神はパリオンなどではない」

　吐き捨てるような口調で、神様の名前を否定する。

　その彼の顔の横に、ＡＲ表示がポップアップした。「魔神の信徒」と「魔神の加護」という見覚えのない称号があった。

　もしかして──。

「王都に魔神を召喚しようっていうの？」

「その通りだ」

　──マジか！

　魔族か魔王の召喚かと思ったけど、もっとヤバかった。しかも魔法陣の規模からして、本当にできそうなのが最悪だ。

「愚神の奸かん計けいに嵌はまり、月に封じられた我が神の楔くさびを緩め、仮初めのお姿をこの地にお招きする！」

　不幸中の幸いだ。完全召喚じゃないらしい。

　とはいえ、狗く頭とうが言っていたオレの上位互換みたいな相手とは戦いたくない。

「悪いけど、キミを殺してでも儀式は阻止させてもらうよ」

　人殺しは避けたいけど、今回ばかりはそうも言っていられない。

「もう遅い。私を殺そうとも召喚陣は止まらない。この魔法陣を目印に、我が神は降臨する。聖杯で作り出した『邪念結晶イービル・フイロソフイア』と神より授かりし権能が成した奇跡なのだから」

　神より授かりし権能って、ユニークスキル？

　ＡＲ表示されるホーズナス枢機卿の詳細情報を開く。

　前に調べた時にはなかった「神喚コール・インモータル」というユニークスキルがある。

　先ほどの魔神関係の称号も前にはなかった。他ほかにも「尋問」「拷問」「誘惑」「魅了」「召喚魔法」といったスキルが増えていたが、それはどうでもいい。インプを召喚していたのが枢機卿の可能性が高くなったが、それは今更だ。

「パリオン神国の枢機卿──その正体は転生者にして魔王信奉集団『自由の光』の筆頭幹部か」

　職業欄に隠されていた彼の正体を呟つぶやく。

「そうか、『神喚』の代償で手首から先を失った時に、『装具』を落としたのだな……」

　掲げてみせる彼の手は手首で途切れ、白い粉──塩となって散っている。

　彼が装具──「盗神の装具」をなくした結果、オレのＡＲ表示される情報が更新されたという事は、彼が持つ「盗神の装具」はオレのＡＲ表示さえ欺いたという事なのだろう。

　オレの心の平安の為ためにも、同様の秘法や神器がポコポコ存在しない事を祈りたい。

「一つだけ、君の推理を否定しよう。私は転生者ではない。この一房の紫髪は、敬愛すべき我が神の聖痕ステイグマ。神の権能を分け与えられた証あかしだ」

「権能を？　誰から？」

「それは秘密だよ。『強制ギアス』は強力だからね」

　彼は何者かに「強制」を掛けられているようだ。




『陛下へーか、賊の狙ねらいは魔神召喚みたい』

『な、なんと！』

『国民を安全な場所に避難させて。可能なら魔法陣破壊に協力をお願い』

『御意』

　オレは枢機卿から情報を聞き出しつつ、空間魔法の「遠話」で国王に協力を仰ぐ。

　ついでにエチゴヤ商会の支配人にも連絡し、安全な場所に避難するように通達しておいた。

　──うおっ。

　側面からキラキラした光を撒まき散ちらした電柱サイズの透明な槍やりが二連続で飛んできた。

　慌てて回避行動を取る。

　魔法陣から伝わる強烈な危機感知反応に負けて、そっちから感じる危機感知反応に気付くのが遅れた。

　──新手か？

　攻撃のあった方を振り向くと、同じような電柱槍がもう一本追加で飛んできた。

　──げっ。

　今度は近接信管付きの対空ミサイルみたいにオレの近くで電柱槍が破裂し、ガラスの散弾のようになって降り注いだ。

　魔力鎧を展開しつつ、閃駆で避よける。

「目標を視認。排除します」

　電柱槍と同じようにキラキラした光を曳ひきながら、銀髪美女が細く長い爪つめで襲いかかってきた。

　その爪をストレージから取り出した聖剣クラウソラスで受ける。

『ご主人様、新手？　こっちからルルに狙そ撃げきさせる？　それともミーアの疑似精霊で援護に行こうか？』

『──いや、こっちはいい。それより、魔法陣から何かが出てきたら躊ちゆう躇ちよなく攻撃してくれ』

　銀髪美女の連続攻撃を避けながら、アリサと戦術輪話越しに会話する。

　ＡＲ表示によると、銀髪美女は竜血ホムンクルスの「ホムホム（仮）」というらしい。

　至近距離で剣を受けてようやく気付いたが、彼女にはコウモリみたいな形状をした銀色の翼と鱗うろこに覆われた同色の尻しつ尾ぽがある。

「ホムホム、ユニークスキル付きの召喚者はもう一人の方！　あっちは私が倒すから、ホムホムはその紫髪を抑えておいて！」

「ミトの指令を受諾。紫髪を抑えます」

　遠くから聞こえた声の主は、宙を蹴けって空を飛んでくる白い長衣を纏まとった黒髪の女性だ。

　身体からだの周りに術理魔法によるものらしい透明な武具が浮かび、シューティングゲームのオプションやビットのような挙動で黒髪女性の傍に追従していた。

　ホムホムが言ったように黒髪女性の名前はミト、知られたくない素性でもあるのかベールで顔を隠している。前にゼナさんやナナの姉妹達が話していた女性だろう。

　彼女はレベル八九でスキル構成は魔法戦主体のようだ。称号もたくさんある。「隠者」「勇者」「真の勇者」「王」「王祖」──王祖？

　ミトには隠された名前があった。

　──ヤマト・シガ。

　シガ王国を建国した勇者ヤマトその人らしい。

　他にも名前があるが、今は気にしている場合じゃない。

「止やめろ！　オレは敵じゃない」

「サブマスター・ミトの指令は絶対です」

　聞き分けのないホムホムを虚身スキルと閃駆で置き去りにし、ミトの方へ飛ぶ。

　前方ではミトと枢機卿が、高レベル同士に相応ふさわしい激しい攻防を繰り広げていた。

　枢機卿の手から伸びた暗紫色の触手をミトの周りに浮かぶ武具が防ぎ、ミトは幾種類もの魔法を駆使して枢機卿を攻撃する。

　その魔法攻撃は全すべて枢機卿の周りに生じる暗紫色の球形障壁が防いでいた。

　上級の攻撃魔法には耐えられないようだが、ミトが次の攻撃を放つ前に新しい球形障壁が現れるようだ。

『親愛なる我が臣民達よ──』

　王城の上、そして王都の何箇所かに国王の立体映像が浮かび上がった。

　国王が国民達に緊急事態を伝え、地下シェルターへの避難を指示する。都市核シテイ・コアの力か魔法道具マジツク・アイテムかは分からないが、良い備えだ。放送を聞いた衛兵達や国軍の兵士達が避難誘導に奔走する。

　地上は国王達に任せよう。

　オレは顔をミトと戦う枢機卿に向ける。

　ミトを守る自動防御の武具が残り僅わずかまで減っていた。

「《踊れ》、クラウソラス！」

　聖句を受けたクラウソラスが一三枚の薄い剣身に分かれて飛んでいく。

　クラウソラスはミトを囲むように浮遊し、ミトに襲いかかる触手をズタズタに斬きり裂いた。

「──え？　クラウソラス？」

「ミト！　召喚を企たくらんだのはそっちの男だ！」

　驚くミトに、オレは事実を伝えようと叫ぶ。

「何を言うのです！　裏切るつもりですか！」

　愉快そうに場を混乱させる噓うそを吐つく枢機卿に、オレは「黙れ！」と怒鳴りつけた。

　迷いを帯びた顔でミトがオレを見る。オレを鑑定しているのだろう。

「キミは──名前がない？　魔素迷彩？」

「オレの称号を見ろ！　オレはシガ王国の勇者ナナシ！」

　空欄にした名前に引っかかったミトに、見てほしいポイントを告げる。よく分からない単語はスルーだ。

「勇者ナナシ？　──『真の勇者』！」

　追いついてきたホムホムの攻撃を回避し、「そうだ！」と叫ぶ。

「ホムホム、その人は敵じゃない。敵はあっちの触手腕の方よ！」

「ターゲット変更命令を受諾」

　ホムホムが枢機卿に攻撃を開始したので、ミトの護衛に配置していたクラウソラスをホムホムの直衛に回し、ミトを護衛できる位置にオレが陣取る。

「ミト、上空の魔法陣を破壊できるか？」

「うん、できると思う」

　ミトが魔法陣を見上げ、彼女の顔を隠していたベールがめくれ素顔が見えた。

　それはナナシの素顔とよく似た顔──オレの幼なじみを成長させた顔によく似ていた。

「──ヒカル？」

「ど、どうしてキミがその名前を？」

　思わず漏らした呟きに、ミトが激しく反応した。

　ＡＲ表示される彼女の名前を再確認する。

　あった、間違いない。

　オレの知る幼なじみの本名だ。

　だが、今は悠長にお互いを確認している状況じゃない。

「説明は後だ！　魔法陣の破壊を優先してくれ！」

「──分かった」

　ミトが無詠唱で使った魔法が、魔法陣の一角を消し去ったが瞬く間に修復されていく。

　もう一度、別の種類の魔法で消そうとしたようだが、それも最終的に同じ状態に戻ってしまった。

「──やっぱ、上級魔法じゃ無理ね。とっておきを使うわ。詠唱の間、アイツを抑えてて」

「分かった」

　オレが首肯すると、ミトが詠唱を始める。

　恐らくは禁きん呪じゆの類たぐいだろう。無詠唱が使えるはずのミトが、時間のロスを吞のんでまでわざわざ詠唱するくらいだ。他に考えられない。

「あの禁呪は少しまずそうですね。まとわりつく聖剣さえなければ簡単に邪魔できるものを……」

　枢すう機き卿きようがぶつぶつ言い出した。

　球形障壁を出しっぱなしの状態だと移動できないらしい。

「我が大願成就の為ため、我らが神の顕現の為──」

　呪文でもないみたいだし、触手攻撃が途絶えた今のうちにオレも行動する。

　ストレージから取り出した聖剣デュランダルで斬りかかってみたが、狗頭の「絶対物理防御アンチ・フイジカル」の盾を切った時と同じような感触が返ってきた。

　やつのユニークスキルに由来する能力なのか、球形障壁に「魔力強奪」や「魔法破壊」は効かない。

　物理がダメなら魔法だ。

　オレは魔法欄から「光線レーザー」を選び、枢機卿の球形障壁を撃つ。

　球形障壁に沿って受け流されたけど、球形障壁の表面に僅かな揺らぎが出た。

　もっと強い魔法なら突破できそうだ。ミトが使う上級の攻撃魔法で破壊されてもすぐに新しい球形障壁が現れていたし、破壊効果が継続する集束レーザーあたりなら確実に貫ける。

　問題は、球形障壁を破壊した余波で、確実に枢機卿を殺してしまう事だ。

　枢機卿には「キミを殺してでも」とは言ったけど、どうしても躊躇ためらってしまう。

「──我が身を贄にえに捧ささぐ。魔界より来たれ魔族の君主達よ」

　枢機卿の身体の表面を暗紫色の光が流れる。

　ユニークスキルで魔族を召喚する気か？

　その答えはすぐに出た。枢機卿の近くの空間がひび割れ、中から灰色の手が現れたのだ。

　それはレベル五〇もある羊のような角を持つ蜥蜴とかげ頭の中級魔族だった。

「ホムホム、戻ってミトを守れ！」

　ミトの強化魔法で底上げされていても、レベル四〇のホムホムには少し荷が勝ちすぎるだろう。

　枢機卿の触手に対処していたホムホムとクラウソラスをミトの直衛に配置する。

「そいつらはオレがなんとかする」

「さすがは勇者。勇敢な事だ」

　枢機卿が愉快そうに言う。

「だが、まだまだ増えるぞ？」

　彼の身体を何度も紫色の光が流れる。それに合わせて彼の靴が白い結晶とともにぼとりと落ち、白い粉が溢あふれていくたびにズボンの裾すそが風にはためく。

　彼が口にしていた「我が身を贄に捧ぐ」っていうのはこの事らしい。

「君は魔界の軍勢を相手に戦う気かい？」

　両手を広げた枢機卿の背後に無数のひび割れが生じ、そこから次々と魔族が現れる。

　凄すさまじい数だ。

　彼が軍勢と表現したのも分かる。

　ひび割れから這はい出た大小様々な魔族が、ずらりと整列していく。

　まるで、天使の軍団と戦う為に集結した地獄の軍勢みたいな迫力だ。

　ゴンゴンと大気を震わせ、一際大きなひび割れが幾つか生まれ、そこから怪獣を思わせる強大な魔族が姿を現した。

「じょ、上級魔族……」

　オレの後ろでホムホムが怖おそれと共に呟つぶやいた。

　そう、彼女が言うように、あれは間違いなく上級魔族だ。

　瘴しよう気きに黒く霞かすむ翼を広げ、悠々と王都の空を飛ぶ。

　ここに吟遊詩人がいたなら、破壊と殺さつ戮りくをもたらす死の象徴とでも表現したかもしれない。

「ゆ、勇者……」

　ホムホムがミトを抱えて後退する。

　ミトは詠唱を続けていたが、その声の震えに怯おびえの色が見える。

　目の前に展開した魔族の大軍勢は、三大魔王の一角を倒した王祖ヤマトでも恐怖に囚とらわれるほどの相手のようだ。

「くっくっくっ──君のお仲間は撤退を選んだようだ」

　枢機卿がオレ達を見下して嘲あざけり嗤わらう。

　これが善人の下に隠されていた、彼の本性のようだ。

「勇者ナナシ──君は、たった一人で立ち向かう気かい？」

　勝ち誇った顔で言う枢機卿の背後で、魔族の軍勢が支援魔法を互いに使って臨戦態勢を整えていく。ＡＲ表示される魔族達の攻撃力や防御力が跳ね上がる。

　数に勝る相手が更に強化魔法を使う。

　それはまさに絶望的な状況だろう。

　だが──。




「一人じゃないさ」




　天をも貫く青い光弾が、中央に浮かぶ上級魔族の顔に激突し爆散させた。

　言うまでもなくルルの加速砲によるものだ。

「馬ば鹿かな！　二つ名持ちの上級魔族を一撃だと？」

　規格外の威力は、オレが魔力を過剰充じゆう塡てんした特別製の聖弾を使っているからだろう。

　弾数制限のある過剰充塡弾を初撃に使う思い切りの良さは、アリサの指示に違いない。

『黄金騎士団、見参！』

　戦術輪話越しにアリサが叫び、仲間達が応える声が聞こえた。

『乱羽刃嵐フエザー・ストーム』

　ミーアの声が響き、彼方かなたから飛来した金色の羽が中級や下級の魔族を切り刻み焼き払い、上級魔族の動きを制限する。

『たりほ～？』

『らりほー、なのです！』

　そこに巨大な火球が次々に命中し上級魔族を吞み込んでいく。

　あれは飛空艇に搭載した艦首六連装魔砲の砲弾だ。

　王都の公園の方から、仲間達を乗せた飛空艇がやってくる。今日の操艦はアリサがやっているようだ。

『リザさん、魔族が来るわ！　速い！』

　飛行速度の速い似え非せロケット型の魔族が飛空艇に向かう。

『──魔槍竜退撃ドラグ・バスター』

　艦首に立ったリザがすれ違い間際に魔族を撃破する。

　魔族が死に際に放った触手がリザの足を搦からめ捕とり、彼女を飛空艇から引き剝はがす。

『リザさん！』

『任せて』

　飛空艇に随伴するガルーダの羽が伸び、リザを回収した。

　あんまりドキドキする戦いは止めてほしい。

「これが『狗く頭とうの古王』や『黄金の猪王』を倒した攻撃か！」

　仲間達の活躍を見た枢機卿が的外れな感想を口にする。

「降参する気になった？」

「戯ざれ言ごとを──《開け》」

　枢機卿の傍らにアイテムボックスが開く。

　彼の舌が変じた触手がその中に飛び込み、漆黒の何かを触手の先にできた口が飲み込む。咄とつ嗟さに集束レーザーを撃ったのだが、球形障壁に阻まれた一瞬の為ために間に合わなかった。

　一瞬だけ見えた漆黒の何かは、「邪念結晶の欠片かけら」という名前だった。

「くうっ──ぐぁああああああああああああああああ」

　集束レーザーが至近距離を通過して顔半分や肩が炭化しても悲鳴を上げなかった枢機卿が、胸を搔かきむしって絶叫を上げた。

　──毒か？

「我が神を招く為ならバ。全すべてを犠牲にしてモ、悔いはなイ」

　荒い息で枢機卿が言う。

　服毒自殺をしたのかと思ったが違うらしい。

「ぐぁるうおＯＯあああＡＡああＡＡＡＡＡ」

　彼の肌が漆黒に染まっていき、身体からだの表面がボコリと波打ち、内側から服を破って甲かつ冑ちゆうのような肌が露あらわになった。昆虫を思わせる身体には、濃い暗紫色の宝石や結晶質の模様が浮き上がっていた。なんだか禍まが々まがしい。

　ＡＲ表示される称号が「殉教者」、種族名が「瘴魔」に変わった。

　魔王ではないようだが、周りの上級魔族とは比較にならないほどの力を感じる。油断ならない相手のようだ。

　さらに身体が変化していく。

　端整な顔はそのままに首が伸び、手足の付け根から生えた触手は途中で枝分かれしてゆらゆらと蠢うごめいている。

「人間を止やめたのか？」

　──ＡＰＷＵＯＳＳＳＳ。

　枢機卿が魔族のような咆ほう哮こうを上げる。

　どうやら、会話もできないほど変容してしまったらしい。

　──ＡＰＷＵＯＳＳＳＳ。

　枢機卿は今も暗紫色の波紋を体表に走らせ、次々に魔族を呼び出していた。

　オレは枢機卿を見据える。

　さっきの彼が飲み込んだ「邪念結晶の欠片」を吐き出させれば元に戻るかと思ったけど、マップ検索した彼の胃の中にはもう存在していなかった。

　魔人心臓デーモン・ハートに取り込まれていたゴウエン氏のような奇跡は起こせそうにない。

　オレが集束レーザーの照準を枢機卿──瘴魔の額に合わせた時、アリサから戦術輪話越しに通信が入った。

『ご主人様、東！　タマが東を気にしてる！』

　──東？

　レーダーには何も映っていない。

　マップを開くと、遥はるか遠方から音速以上の速さで接近する光点があった。

「マスターより伝令。『避難せよ』です」

　ホムホムがそう叫んで、詠唱を続けるミトを抱えて魔法陣から離れる。

　やばい──。

『飛空艇を魔族や魔法陣から離せ！』

　ダメだ。間に合わない。

『ナナ！　チェック項目省略、モービル・フォートレス緊急発動！』

『イエス・マスター』

　飛空艇が進路を変え、飛空艇に搭載してあったモービル・フォートレス機能が発動する。

　次の瞬間、目ま映ばゆい閃せん光こうが煌きらめき、極太の光線が右から左に魔族達を薙なぎ払はらった。

　魔族達が一瞬で蒸発し、防御に成功した上級魔族達も、瀕ひん死しの状態で身体から煙を上げている。

　瘴魔の球形障壁も消し飛び、瘴魔自身も防御に使ったらしき炭化した触手の向こうで黒焦げになっている。彼の体力ＨＰゲージを見る限り、辛うじて生存しているようだ。

『な、何？　今の？』

『竜の吐息ドラゴン・ブレスだ』

　何キロも彼方から撃たれたとは思えないほどの威力だ。

　魔王よりも竜が参戦した方が被害が大きいと皆が言うだけはある。

『怪け我がはないか？』

『うん、こっちは大丈夫──どわぁわわわあああああああ』

　白銀色の天竜が亜音速で飛来し、全長三〇〇メートル級の巨体が巻き起こす乱気流に飛空艇が翻ほん弄ろうされた。

　──ＡＢＷＵＯＺＺＺ。

　天竜は瘴魔をその顎あぎとに捕らえてオレ達の眼前を通り抜ける。

　そして竜の牙きばで瘴魔を穿うがち、瘴魔の身体をすり潰つぶし、完膚なきまでに止とどめを刺した。




『ご主人様！　魔法陣が！』

『分かってる！』

　アリサの声に言われるまでもなく、今にも何か召喚しそうに激しく明滅を始めた魔法陣には気付いていた。

　枢機卿が言っていたように、術者が消えても魔法陣は消えないようだ。

　このままでは魔神とのバトルは避けられそうにない。

　オレは一いち縷るの希望に縋すがって、詠唱を続けるミトを振り返る。

「……■■■■■■　神威崩魔陣デイバイン・デイストラクシヨン[image: ]」

　長ちよう杖じようを天に振り上げたミトの叫びが響き渡り、無数の風鈴を鳴らしたような音の雨が王都の空に降り注ぐ。

　次の瞬間、ミトの魔法が王都に蓋ふたをしていた魔法陣を破壊し尽くしていった。

『やったか？』

『ご主人様、フラグ立てないで！　下！　地上の魔法陣が残ってる！』

　思わず呟いてしまった次の瞬間、アリサに突っ込まれた。

『大丈夫──ほら』

　ミーアの言葉に少し遅れて、地上の一角から無数の光が走り、それが一つに束ねられて魔法陣に叩たたき付けられた。

　地上から無数のガラスを割ったような音が響くと、それに合わせて魔法陣が砕けて消えていく。

『アテナ達』

　どうやら、地上の魔法陣は同期魔法を使ったシガ三十三杖達が消してくれたようだ。

『なかなかやるじゃん』

『偉そう』

　アリサの上から目線な褒め言葉に、ミーアからツッコミが入る。

『マスター、上空の雲が晴れていくと告げます』

　ナナの言葉通り、魔法陣の上で渦巻いていた雲が晴れていく。

　オレは雲間から伸びた光に照らされながら、傍そばに来た飛空艇の甲板に降下する。

『これで一件落着かな？』

　オレは一つ息を吐ついた。





◆






「ご主人様、まだです！」

「タマがすごく怯おびえているのです」

　飛空艇の甲板に着地したオレの前に、パイロットのアリサ以外が飛び出してきた。

　雲が晴れた空が陰っていく。

　日食だ。それも異様に早く日が月の陰に隠れていく。

「サトゥー！　危ないの、精霊が騒いでるの、泣きそうなの。どの子も地面の方に逃げていく！　上が怖いみたいなの、上よ」

　ミーアの久々の長文の警告に急せかされるように、太陽を隠しきり紫色に染まった月を見つめる。




　──紫色の月をバックに三本の黒い線が見えた。




　その線を見た瞬間、身体からだの奥底に氷柱を抉えぐり込まれたような、ひやりとした恐怖に捕まった。

　恐怖耐性を最大にしても、ダメだ。

　完全には恐れを払えない。

　枢すう機き卿きようは言った。「もう遅い」と。

　そして、続けて「この魔法陣を目印に、我が神は降臨する」とも言っていた。

　あの三本線は神の前触れか？　それとも、神の召喚に失敗した残ざん滓しか？

　遠すぎてマップ外だが、ヤバイのは分かる。

「ごしゅ～」

「サトゥー」

　タマがオレのマントの陰に潜り込んで足に摑つかまって震えている。

　ミーアが反対側の足にピタリとくっ付いた。

　今のところオレとこの二人しか、あの黒い線の恐ろしさを悟っていないようだ。

「でかい……」

　三本線は目測で幅一〇メートル、高さ九キロ、人影かと思ったが異様に細長い……。

　最初に見た時はもっと太く感じたのだが、それは黒線が光を吸い込んでいるせいでそう見えたようだ。

　ゆったりと降ってきたそれが、王城の上空五〇〇メートルほどで滞空する。

　そこでようやく三本線がマップ圏内に入った。

　表示される情報は「正体不明ＵＮＫＮＯＷＮ」。

　狗頭を翻弄した謎なぞ幼女と同じ表示だ。

「ダメ、あれはダメなの。絶対、なの」

「かえろ～？」

　ミーアとタマが下から訴える。

　不安がっている二人を剝がすのはかわいそうだが、あれが動き出したら王都が壊滅する予感がある。

「皆は飛空艇にいて。ここからはオレの仕事だ」

　オレは二人を優しく引き離してリザとルルに預ける。

『ご主人様、あれ何？　そんなにヤバイの？』

『ああ、魔王よりヤバイ』

　オレは戦術輪話越しのアリサの問いにそう答え、飛空艇の近くで空を見上げているミトとホムホムの方に天駆で向かう。

「アレが何か分かるか？」

「うん、分かる。前に見たのとは違うけど、あれは『魔神の落とし子』、部分召喚された『魔神』の一部よ」

　ミトが青ざめた顔で呟つぶやく。

　どうやら、ミトもオレと同じく恐ろしさが分かる側らしい。

「見た事があるのか？」

「うん、前に見たのは黒い粘液みたいなのだった」

「前はどうやって倒した？」

「普通にやっても無理。剣も魔法も通じない。天ちゃん達みたいに亜神インモータルの域にある者か神様にしか傷付ける事はできないの」

　ミトが王都の上空を旋回する天竜を見る。

「前は天ちゃんが呼んできてくれた竜神様が倒してくれた」

　竜神はいない。

　オレが殺してしまった。

「情報を感謝する。後は任せろ」

「え？　任せろって……『落とし子』や『一部』といっても神様には違いないんだよ？」

「大丈夫だ──」

　オレは飛空艇の甲板から天駆で浮かび上がる。

「──神を殺すのは初めてじゃない」

　呆あつ気けにとられるミトに微笑ほほえみかけ、三本線の方に向かう。




『アリサ、飛空艇を王都の外に向けて全速力だ。いざという時に逃げられるように転移の準備をしておいてくれ』

　オレはパイロット席のアリサに指令する。

『ダメ！　そんなのダメよ！』

『そうなのです！　正義の味方は逃げちゃダメなのです！』

『ポチの言う通り！　わたし達が逃げたら誰だれが王都の人達を守るのよ！』

　アリサとポチが訴える。

『倒すのはご主人様に任せるわ。わたし達は逃げ遅れた王都の人達を助ける！』

『ご主人様、私もアリサの意見に賛成です！』

『マスター、幼生体の保護は絶対です』

　ルルとナナも賛成のようだ。

『タマ、怖いけど頑張る～？』

『私も微力を尽くします』

　タマとリザが続ける。

『分かった。王都の守りは任せる』

　オレがそう言うと仲間達が一斉に喜びの声を上げた。

『ただし！　絶対に無理はしない事！　指示があったらすぐにアリサの転移で逃げる事！　いいね！』

　今回の相手は洒落しやれにならないので、きちんと釘くぎを刺しておく。

「待って、私も行くわ」

　三本線の方に向き直ったオレの下に、ミトが宙を蹴けって跳んできた。

「必要ない。悪いけど足手まといだ」

　一緒に付いてこられたら危なすぎるので、少しきつめに言う。

「……分かった。戦力にはならないけど支援くらいはさせて」

　ミトが無詠唱で使った強化魔法がオレを包む。

　凄すごい。キラキラしていて隠おん密みつ性は皆無だけど、武器の戦闘力も防具の防御力も三倍近い値になっている。

「サトゥー」

　風を切って飛来したガルーダがオレの横に並ぶ。

　ガルーダの頭にはアリサとミーアの二人が乗っていた。

「愛いとしいアリサちゃんから、最強の身体強化をプレゼントよ！」

　熱い力が身体を駆け巡る。

　アリサの火系上級魔法の身体強化だ。

「もう一つ、オマケ！」

　空間魔法系の防御魔法が付与されたようだ。

　アリサがミーアと一緒にミトの上に転移する。

「え──きゃああ」

　ミトにくっついたアリサが、ホムホムの手を摑んで四人一緒に飛空艇へと転移で戻った。

　ガルーダはオレの横に浮かんだままだ。

　オレの護衛という事かな？

『ご主人様、がんば！』

　アリサに続いて仲間達から激励が届く。

　王都郊外の公園に取り残された人達を助けに、仲間達とミトを乗せた飛空艇が移動する。

「さて、オレも行きますか」

　オレは上空の三本線の方へ閃駆で移動した。

　話が通じる相手だといいんだけどさ。
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「でかい……」

　漆黒の三本線に正対する位置で静止した。

　──ん？

　三本線に向かって、王城の一角から紅ぐ蓮れんの炎が飛来した。

　シガ三十三杖の同期魔法による特大の攻撃魔法のようだが、その火炎は黒線の一本に命中するなり蒸発するように消えてしまう。

　黒線の一本の根元がくるりと渦巻き状に形を変え──。

　──ヤバイ。

　オレは閃駆で黒線と王城の間に割り込む。

　ギリギリで神剣を抜くのと称号を「神殺し」に替えるのが間に合った。

　黒線が鞭むちのように王城を打ちよう擲ちやくしようと襲いかかってきたのを、身体の前に構えた神剣で受け止める。

　神剣に触れた黒線が、闇やみ色の火花を上げて二つに裂ける。

　飛び散る火花が薄れ消えてゆく時に、その火花の本来の色が見えた。それは濃い、とても濃い暗紫色だ。

　──くっ、重い。

　オレは天駆で慣性に抵抗したが、それでも一瞬で王城に激突する寸前の場所まで押されてきてしまった。

　アリサやミトの強化魔法がなかったら、とっくに押し切られてしまっていただろう。

　だが、このままじゃじり貧だ。

　眼下の王城には、ムーノ男爵領の人達や友人達がいる。国王や宰相だって、見捨てるには交流を持ちすぎた。

　無謀な攻撃で黒線の注意を引いたシガ三十三杖達は自業自得だが、それでも見捨てる気はない。

　オレは自分の身体強化スキルを重ねた。

　過剰な力がオレの体内を駆け巡る。

　だが、それでも足りない。

　このままだと押し負けるのは時間の問題だ。

　──ＲＹＷＵＲＷＡＡＡＡＥ。

　後ろから黄金の鳥足がオレを押す。ガルーダだ。

　さらに王城から伸びた青い光が、オレに力を与えてくれる。国王が都市核の力をオレに使ったのだろう。

「うおおおおおおおおおおおおお！」

　オレは気合いの叫びを上げ、砕けそうになる腕で神剣を支え、黒線に抗あらがった。

　無限とも一瞬とも思える攻防が終わり、裂かれた黒線が一いつ旦たん、王城から距離を取る。

「──ふう」

　なんとか凌しのぎきれたようだ。

　二つに裂けた部分の黒線も、裂けただけで黒線の本体の方に巻き戻って復元していた。

　神剣で斬きられても滅びないとは……。

　オレは天駆で王城から離れ、二撃目を入れようと旋回する黒線の下端に近寄る。







　──滅ぼせ。




　どくん、と心臓が高鳴る。




　──我らが敵を滅ぼせ。




　どくんどくん、と心臓の鼓動と神剣の黒いオーラの脈動が重なった。

　その声なき意思は神剣から伝わってくる。

　──贄にえを。糧を。

　オレの魔力が凄すさまじい勢いで神剣へと流れていく。

　このままだと戦う以前に急速な魔力欠乏で倒れそうだ。

　オレはストレージから取り出した聖剣エクスカリバーの魔力を吸い上げて、減少する魔力を補充する。

　魔力が吸われるたびに、漆黒の刃やいばが少しずつ伸びていく。

　聖剣の魔力を全すべて注ぎ終わった時には剣の長さが一〇メートルを超えていた。

　──滅ぼせ。

　神剣から伝わる意思が変わった。

　──我に真なる力を。

　脳裏に言葉が浮かぶ。

　天敵の存在を悟ったかのように、黒線の下端がオレの方を向いた。

　オレは神剣に背中を押されるように、その言葉を口にする。




「神剣よ──《滅び》を」




　それは告げるべきではなかったのかもしれない。

　──日食の空に真闇が訪れた。

　神剣に触れた光が滅ぶ。

　──漆黒の空に静寂が訪れた。

　神剣に触れた空気が滅ぶ。

　そして──。

　神剣に触れた黒線が蒸発するように紫色の靄もやとなって剝はく離りしていき、漆黒の神剣の刃に吸い込まれるように消えていく。

　オレは閃駆で黒線を遡さかのぼり、瞬まばたき一つの間に九キロ上空の端まで滅ぼし尽くした。

　残り二本。
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　幸い、黒線同士に仲間意識はないらしく、一本目が滅んだ今も空中に浮かんだまま動きがない。

[image: ]

　あとは各個撃破していけば良さそうだ。

「なんだ、思ったよりも簡単じゃないか──」

　黒線のあまりの脆もろさに気が抜けて、そんな独り言が口をついて出てくる。

　だが、眼下に見えた光景に、オレの浮ついた心が冷水を掛けられたように冷えていく。

　眼下に小さく見える王城の一角が、ごっそりとなくなっていた。

　幸い、王城の人達が集まっている天守閣は無事のようだが、もし神剣の「聖句」を使った場所が天守閣のあたりだったら、取り返しの付かない事になるところだった。

　──反省、反省。

　深く反省するのは後回しにして、今は事態の収拾を優先しよう。

　ＡＲ表示で分かる《滅び》の範囲はだいたい数百メートル未満だ。

　黒線を地上に被害が出ない高空まで釣ってから始末するのが良いだろう。

　黒線に射程の長い「光線」の魔法で攻撃し、オレを襲ってきたところを《滅び》状態の神剣で消していく。

　さっきから空気がなくて苦しいが、体力ゲージやスタミナゲージを見る限り、一時間や二時間は大丈夫だろう。我ながらチートな身体からだだ。

　──むっ。

　視線の先で黒線の表面が割け、枝毛のようなモノが鞭のようになって襲いかかってきた。

　神剣の《滅び》の領域を突き抜けた黒い鞭が、ボロボロに崩壊しながらも眼前に迫る。目にも留まらぬ速さで襲いくるそれを閃駆で避よけつつ、空中で身体を捻ひねって神剣で斬り付けて難を逃れる。

　オレが避けた背後で、黒鞭に接触した尖せん塔とうの一つが積層化された都市核の守りごと抉えぐり取られ、残った上部が落下していく。

　さすがにあの攻撃が命中したら、頑丈なオレの身体でも大きなダメージを負うに違いない。

　戻した視線の先で、黒線の本体から枝毛が次々に剝はがれて、黒鞭へと変化していくのが見えた。

　──くっ。

　縦横無尽に襲ってくる黒鞭を、紙一重で避けつつ一本ずつ確実に神剣で滅ぼす。

　死と隣り合わせのダンスを踊るように、オレは空中の足場でステップを踏み、限界まで体術を駆使して黒線の攻撃を避けつつ本体を滅ぼし尽くした。




「──ふぅ」

　なんとか二本目を倒せた。

　二本目に取りかかる時の自分を叱しかりつけたい気分だ。

　三本目の黒線が二本目の窮地にも微動だにせずに浮かんでいたのが幸いしたが、あれが連携して襲ってきていたなら、無傷で倒しきる事はできなかっただろう。

　──幸い、か。

　それにしても、あの黒線はなぜ浮かんだままなんだろう？

　今のところ、黒線はＭＭＯ－ＲＰＧなどのノンアクティブモンスターのように、他ほかの黒線が攻撃されても微動だにせず、自分が攻撃を受けない限り反応しない。

　黒線の召喚を行った枢すう機き卿きようが死んで命令する者がいないからなのか、そもそも黒線には別の役割があるのか、あまりに謎なぞすぎる。

　そんな風に余計な事を考えていたのは、ほんの数秒だったのだが、その数秒が問題だったようだ──。

　昏くらい空に、朝日が昇ったような白い光が生まれた。

　その白光が集束し、一条の白い光の束となって最後の黒線に激突する。

　光は黒線の一部を両断した後も勢いを失わずに直進し、王都の向こうにある穀倉地帯を一条の灰と亀裂に変えた。

　──天竜の放った「竜の吐息」だ。

　オレの閃駆にも匹敵する速さで上空から急降下した天竜が、黒線に襲いかかった。

　天竜は「全てを穿うがつ」と言われる牙きばで黒線を食い千切り、光を纏まとわせた巨大な爪つめで黒線を切り裂いた。

　黒線の下端を咥くわえ摑つかんだ天竜が、その勢いのまま王都の外に飛び出る。

　天竜に食い千切られた残りの黒線が、先端を巨大な顎あごに変えて天竜を追う。

　──させないよ？

　黒線のターゲットが天竜に向いている内に、オレは王都上空にあった黒線の端に閃駆で取り付き、神剣の《滅び》の力で消していく。

　中盤までは楽だったが、途中でターゲットが天竜からオレに代わったらしく、先ほどと同じような黒鞭乱舞と激戦を繰り広げる羽目になった。

　二度目とはいえ、一瞬の気も抜けない戦いは、なかなかヘビーだ。

　一撃必殺の神剣を持つのがせめてもの救いだろう。

　オレが三本目の黒線を滅ぼし終えたところで、天竜もまた食い千切っていった黒線の残りを引き裂き終えたようだ。

　天竜を中心に、暗紫色の靄が散っていく。

「ふう──これで一件落着かな？」

　オレは一息吐ついてから、満まん身しん創そう痍いの天竜の方へと向かう。





◆






　──ＫＵＲＯＯＯＵＵＵＵＮＮ！

　前方から照射された天竜のブレスを閃駆で避ける。

　オレは神剣をストレージに収納し、天竜の方へ向かう。

「止やめろ！　オレは味方だ！」

　天竜はオレの叫びを無視して、ランダムな方向にブレスを撒まき散ちらしていた。

　大地が抉れ、谷を作り、山や丘を消し飛ばす。

　──戦いの興奮に酔ったのか？

「目を覚ませ！」

　はた迷惑な天竜の横っ面に、閃駆付きの跳とび蹴げりを喰くらわせる。

　巨大な竜の牙が折れるほどの蹴けりだったのに、天竜の正気は戻らない。

　オレの視界に、白銀色の天竜の鱗うろこに絡みつく黒線の残ざん滓しが見えた。

「あれが原因か──」

　一部は天竜と同化しているのか、白銀の鱗を黒く染めている。黒線に絡みつかれた鱗が、バキバキと板が割れるような音を響かせて、今も現在進行形で割られている。

　──ＫＵＲＯＯＯＵＵＵＵＮＮ！

　黒線に侵食されている天竜が悲痛な叫びを上げる。

　竜語が分かるオレでも意味が理解できなかったから、悲鳴で間違いないだろう。

　尻しつ尾ぽを振り回し、身体を跳ね起こした天竜が空に舞い上がる。

　──やばい。

　錯乱した天竜が王都の方に頭を向けた。

　超加速して王都の町並みに突っ込もうとする天竜になんとか追いつき、巨大な尻尾を摑んで止め、空中を足場に大車輪のように円を描いて、天竜を王都の外に投げ捨てる。

　我ながら酷ひどい扱いだとは思うが、これは必要な処置なのだ。

　こんな巨体が王都に落下したら、どれだけ犠牲が出るか分かったもんじゃない。

　豪快な音と土煙を上げ、天竜の背が王都の穀倉地帯を荒地に変えて、谷のような深い溝を作っていく。

　農家の皆さんごめんなさい。後で元に戻すから今は勘弁してほしい。




「さて、と──」

　オレはストレージから神剣を取り出す。

　黒線の本体を滅ぼして満足したのか、怪しい脈動はなくなり、《滅び》状態が解除されていた。

　黒いオーラは相変わらずオレの身体から魔力を奪おうとするが、気合いを入れれば短時間の制御はできそうだ。

　オレは天竜が食い散らした黒線の欠片かけらを、マップでマーキングして神剣で順番に滅していく。

　こんなモノを残していたら何が起こるか分からないからね。

　その内の一つが、生き延びていた「奇形大鼠ミユータント・ラージマウス」に触れた。

　──次の瞬間。

　ぐるんとネズミが裏返り、魔核を露出した状態でスライムのように不定形になって動き出した。

　周辺の瓦が礫れきや魔物の屍し骸がいを取り込み巨大化していく。元はレベル一〇から二〇だった奇形大鼠が、巨大化を終えた時にはレベル五〇まで上昇していた。

　赤縄の魔物を退治し終わる前だったら、危ないところだった。

　オレは「理力の手」でネズミスライムを空中に打ち上げ、真下から「集光コンデンス」と「光線」のコンボ魔法を叩たたき込こんで、ヤツの防御障壁と身体を細切れにする。

　黒線の本体以外は普通の攻撃も通用するようだ。

　オレは空中を落下してくる魔核を睨にらみつける。

　黒線は露出した魔核に潜り込んでいた。

　オレは地面から飛び上がり、落ちてくる魔核ごと黒線を神剣で切り裂いて消滅させた。




　そんな風に後始末をしつつ、王都の外で小山を崩して暴れている天竜の所へ天駆で向かう。

　ＡＲ表示では天竜の状態が「暴走スタンピード」「侵食：魔神の落とし子」になっていた。

　ＵＮＫＮＯＷＮだった黒線の正体は、ミトが言っていたように「魔神の落とし子」で間違いないようだ。

　オレはマップを開く。

　天竜を侵食する黒線は二七箇所。その内、黒線の残滓が大量に絡みついているのは頭と尻尾、逆げき鱗りんの三箇所だ。

　──ならば。

　手荒い真ま似ねだが、勘弁してくれよ。

　オレは神剣を片手に天竜へと肉迫する。

　正気を失った天竜が、白銀の鱗に覆われた巨大な尻尾を振り回す。遠心力で増力された尻尾が音速を超えた速度で襲ってくる。

　天竜の鱗は聖剣すら弾はじき返すと、王祖ヤマトの絵本に書いてあった。

　その鱗は、あの「黄金の猪王」の魔剣すらも防いだという。

　だが、神剣の前では紙切れ同然だ。

　天竜の尻尾を切断し、尻尾に巻きつき侵しん食しよくしようとしていた大量の黒線を消滅させる。

　──ＫＵＲＯＯＯＵＵＵＵＮＮ！

　オレは悲鳴を上げる天竜の背を駆け、その身体ごと抉って黒線を消し飛ばしていく。

　少々乱暴だが、悠長に構えていて全身を侵食されたらシャレにならない。それこそ魔王以上の被害が出てしまうだろう。

　手荒すぎる事を内心で詫わび、オレは心を鬼にして続ける。

　竜の血で染まりながらも、ほんの数秒後には、ほとんどの黒線を消すことができた。

　──残りは逆鱗と頭部のみ。

　ここは身体ごと抉るわけにはいかない。

　黒線を摑んで剝がすしかないだろう。だが、ヘタに触ったらオレまで侵食されてしまいそうだ。

　オレは神剣を持っていない方の手の表面に「聖光鎧よろい」を形成する。

　そして、そのまま摑もうとして思い留とどまる。

　──相手は一部とはいえ神だ。不用意な行動は破滅に繫つながると思え。

　オレは自分の思いあがりを戒め、ちょっとした思いつきから聖光鎧を変質させる。

　魔剣の構成素材を替えて聖剣が作れるのなら。

　そして、魔刃に聖刃のような亜種があるのなら。

　神の力も同じように、再現できるのではないだろうか？

　オレは神剣の力を借りて、聖光鎧を神気に染めていく。

　青かった聖光鎧の光が、徐々に神剣のような漆黒へと色を変えていく。




　──それはまるで黒線と同じ色。




　余計な事を考えるなサトゥー。

　オレは神気を纏まとった手で天竜の頭部から飛び出たアホ毛のような黒線を摑んで引き抜く。

　一際大きな天竜の悲鳴が聞こえたが、今は取り合っている場合じゃない。

　引き抜いた黒線を、反対側の手に持った神剣で消滅させていく。

　そして、最後に天竜の逆鱗に絡みついた黒線を引き剝がす時に、うっかり逆鱗まで剝がしてしまった。

　それが余程痛かったのか、天竜が一声悲痛な叫びを上げて気絶してしまう。

　逆鱗から引き剝がした黒線を神剣で消滅させながら、内心で天竜に詫びておいた。




「ふう、疲れた」

　オレは鞘さやに収めた神剣をストレージに収納し、メニューを開く。

　黒線の残りがない事をマップで確認し、そのついでにＡＲ表示されるログに目を通す。





＞「魔神の落とし子」を倒した。

＞「魔神の落とし子」を倒した。

＞「魔神の落とし子」を倒した。

＞称号「神徒」を得た。

＞称号「禁忌を犯す者」を得た。

＞スキル「」を得た。

＞称号「拷問王」を得た。

＞称号「嗜し虐ぎやく者」を得た。

＞称号「天竜の天敵」を得た。






　少々不本意な称号があるが、今更システムを司つかさどる何者かに突っ込みはしない。

　今更ながらに、枢機卿が宿していたであろう「神の欠片かけら」を神剣で滅し損ねた事に思い当たったが、あの時は発動寸前の魔法陣の方が優先度が高かったからやむを得ないだろう。

　ちょっと悔しいが、最善ベストを求めすぎると、心を病みそうだから、ベターくらいで納得しておこう。

　そんな失敗はさておき、三体の「魔神の落とし子」を倒したせいか、オレはレベル三一二になっていた。

　名前のないスキル獲得表示はバグだったのか、スキル一覧には載っていない。前後のログから考えて、神気を纏った能力が名称未登録の隠しスキルか何かだったんだと思う。

「──おっと、そんな事は後回しだ」

　精神的肉体的な疲労に気を失いそうになりながらも、オレは上級の体力回復薬や治癒魔法を駆使して天竜の傷を治していく。

　樽たるで使う上級魔法薬の効果は素晴らしく、切断した尻尾が繫がり剝はがれた鱗や戦闘中に折れた角や爪つめが再生していく。

　折れた牙きばは元に戻せなかったが、黒竜によると牙は生え替わるらしいし別にいいか。

　疲れているせいか、どこか思考が投げやりだ。

　ここまで疲労したのは異世界に来てから初めてかもしれない。

　それに……先ほどから左手に感触がない。

　オレは左手の状態を確認する為ためにナナシ装備の手袋を外す。

「なんだ、これ？」

　手袋の下から現れた左手を見てオレは絶句した。

　その手は人の肌の色を失い、漆黒に染まっていたのだ……。








エピローグ







〝サトゥーです。人間万事塞さい翁おうが馬うまという言葉がありますが、幸福の後に不幸が来るのは止やめてほしいものです。やっぱり、最後はハッピーエンドがいいですよね。〟






「神気を纏った後遺症か？」

　オレは光沢のない漆黒に染まった左手を見下ろす。

　中二病を患っていた頃ころなら「鎮まれ！　我が左腕よ！」とか騒いで大歓迎だったのだろうが、今は困惑するばかりだ。

　一応、指は問題なく動くが、手の感覚が全くない。

　黒く染まっているのは肘ひじと手首の中間くらいまでだ。

　だが、見ている内にも境界がじわじわと漆黒に侵食されていっている。

　──マズい。

　腕に下級エリクサーを掛けてみたが治る様子はない。

　アリサ用のエリクサーに手を付けるのは最後の手段だ。

「薬はダメか……」

　これでは綺き麗れいなお姉さん達のお店に行った時に色々と楽しめないじゃないか……。

　──切り落としたら、新しい腕が生えてこないかな？

　疲れているせいか、思考が空回りしてバカな感想や発想が浮かんでくる。

　普段なら絶対に選択しないはずだが、この時のオレは天啓を受けたように、それが名案に感じた。

　オレはストレージから聖剣デュランダルを取り出す。

　右手に持ったデュランダルで黒い左手をコンコンと叩く。

　伝わってくるのは金属のような硬い感触だった。

　オレは意を決して、漆黒と肌色の境界部分に狙ねらいを付けて、デュランダルを左腕に振り下ろした。

　キィンッと軽い音をして、二つに分かれた。

　──聖剣デュランダルが、だ。

　神授の聖剣が折れるなんて、どれだけ硬いんだ。

　オレは疲れた心で無言の突っ込みを入れる。

　聖剣の折れた部分から魔力が漏れ、風となって周囲に吹き荒れる。

　オレは常時発動している「理力の手マジツク・ハンド」で飛ばされた剣先を摑つかまえ、手元の剣から魔力が漏れないように制御を強める。

　オレは回収した折れた剣先を鞘に入れ、デュランダルの残った剣身も差し込む。

　以前に聖句を試した時には、「黄金の猪王」との戦いで付いた小さな傷が修復されていた。

　オレはダメ元で聖句を唱えてみる事にした。

「《永遠たれ》　デュランダル」

　青い光が鞘から溢あふれる。

　光が収まった後、鞘から抜いたデュランダルは折れる前の姿に戻っていた。

　期待しなかったと言えば噓うそになるが、まさか折れた刃が繫がるとは思わなかった。

　さすがは安定の前座。これからも頼りにさせてもらおう。




　オレはもう一度、腕の切断を試みる。

　先ほど斬きりつけた所を触ってみたら、肌色なだけで感触は黒い部分と変わらなかったのだ。

　オレはナナシ装備の袖そでをめくり、肘と肩の中間あたり、いわゆる二の腕の辺りを右手で触って柔らかいのを確認してから、デュランダルで斬りつけた。

「──くっ」

　赤い血が零こぼれ、腕が地面に落下していく。

　苦痛耐性のお陰で痛みはないが、見ていて気分の良いモノではない。

　落ちる途中の腕をストレージに回収し、「理力の手」で傷口を押さえる。

　腕の付け根からぽたり、ぽたりと数滴の血が地面に垂れる。

　──次の瞬間。

　ずぅおぉぉと、空気と地面を揺らして緑色の蔓つるの束が地上から天に向けて伸びた。

　初めは植物型の魔物が現れたのかと距離を取ったのだが、先ほどのは高さ一〇メートルほどまで伸びたイモの蔓と葉だった。

　スケールが異常な点を除けば、ごく普通の植物だ。

　もしかしたら、オレの血が原因なのだろうか？

　ヒマができたら実験してみるのもいいが、今はそんな事をしている時でもない。

　オレは上級魔法薬の樽を取り出し、腕を突っ込んだ。上級魔法薬を小分けした瓶が残っていなかったのだ。

　上級魔法薬にオレの血が混じる。

　ちょっと勿もつ体たいないが、この樽は後で破棄しよう。薬なんてまた作ればいい。

　やがて腕の再生が始まる。迷宮上層で足を失ったザリゴンの時と同じように、骨が生え筋肉や腱けんが伸びていく。

　昔、アニメで見た白骨から人体が再生するシーンみたいだ。

　ざばっと樽から引き抜いた腕の先が、ちゃんと再生しているのを確認する。

「ふう、疲れた……」

　明るい日差しがオレを照らす。

　日食が終わったようだ。





◆






「天ちゃ～ん！」

「マスターからの応答がありません」

　王都の方から長ちよう杖じように乗って飛んでくるミトと自分の翼で飛ぶホムホムの声を「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　二人の方向から幾つもの煌きらめきが飛んでくる。

　クラウソラスだ。ミトの護衛任務を終えて戻ってきたようだ。

　オレは眼前で一つの刃やいばに戻ったクラウソラスをストレージに収納する。

「天ちゃん！」

『……う、ううん……』

　天竜が意識を取り戻したのか竜語の呟つぶやきが聞こえた。

「天ちゃん、大丈夫？」

「マスター？」

『──ハッ』

　天竜がガバリと頭を上げた。

『ミト！　逃げよう！　アイツが！　アイツが来る！』

　天竜が「アイツ」という時にオレを探したような気がしたが、きっと気のせいだろう。

「え？　ちょっと天ちゃん？」

　天竜が両方の手でミトとホムホムを摑んだ。

『早く逃げないとアイツに、また逆げき鱗りんを剝がされるぅううううううう』

「ま、待ってってばー」

　天竜が叫びを上げながら、空の彼方かなたへと飛び去る。

「騒がしいヤツらだ……」

　オレは天竜が飛び去った方を見上げながら呟く。

　ミトの正体がオレの知るあいつ本人なら、オレが鈴木一郎である事を告げて色々と話したい。

　だが、今は他ほかに優先するべき事がある。ミトにマーカーを付けておけば、後で幾らでも会いに行けるだろう。




『ご主人様ー！』

　飛空艇に乗った仲間達がやってくる。

　オレは血ち塗まみれの樽と異常成長した植物をストレージに収納し、飛空艇の甲板へ天駆で移動する。

『も、もう終わったの？　なんだか凄すごい事になっているけど、大丈夫？　怪け我がはない？』

『ああ、大丈夫だ』

　よけいな事を言って心配させる必要もないだろう。

　オレは飛空艇の甲板に着地する。

『ナナ、飛空艇を王都に回せ。まずは人命救助だ！』

『イエス・マスター』

　農地の回復も必要だけど、一連の事件で瓦が礫れきの下に取り残された人達や大怪我を負った人達を助けて回る方が先だ。人命救助が終わったら土魔法の「農地耕作カルテイベーシヨン」を使って一気に農地を修復しようと思う。

　王都に到着するまでの間に、「誘導矢リモート・アロー」を二連射して倒し切れていなかった赤縄の残党を始末し、国王に「魔神の落とし子」を退治した事を伝えておいた。

　天竜の折れた牙や戦闘中に飛び散らした鱗うろこなどの部位は、放置しておくと新たな禍わざわいの種になりそうなので、ちゃんとマップ検索して回収してある。

「ご主人様、あれ！」

　王都の上空に、国王の立体映像が再び現れ、王都の危機を勇者ナナシが解決したと報告する。

　そのせいか、王都に到着し救助活動をするオレ達に、王都の人々が手を振ったり、大声で感謝の言葉や万歳を叫んだりする人が多かった。

「にへへ～？」

「皆みんな、笑顔なのです」

「タマやポチや皆が頑張ったおかげだよ」

　オレがタマやポチの頭を撫なでながら仲間達を褒める。

　こういう目に見える感謝の声援はモチベーションに繫つながるから、ちゃんと褒めないとね。




「さあ、救助活動に戻りましょう！　まだまだわたし達の助けを待っている人達がいっぱいいるわよ」

「あい！」

「らじゃなのです！」

　パンパンとアリサが声を掛けると、仲間達もシュピッのポーズで気持ちを切り替えた。

　飛空艇から「理力の手」を伸ばして人命救助をしていると、甲板で砂小人達に救助を指示していたミーアがオレを呼んだ。

「サトゥー」

　ミーアが目め配くばせした方向には、路地の片隅で肩を落とす人や暗い顔で地面を見る人々がいた。

「オレ達を見た全員が笑顔になってくれるわけじゃないよ」

　ミーアがふるふると首を横に振り、「瘴しよう気き」と呟いた。

「──確かに凄いね」

　瘴気視にした瞳ひとみには、迷宮深部並みに濃い瘴気が見えた。

　魔神の落とし子が暴れたせいだろうか？

　このままだと「瘴気中毒」を起こす人が続出しかねない。

　オレが普段抑えている精霊光を全開にすると、精霊光に触れた瘴気がゆっくりと薄れていく。

　これなら、人命救助中に瘴気もクリーンにできそうだ。

「タマ隊員、二時の方向に怪我人を発見！」

「あいあいさ～」

「ポチ隊員、正面の廃屋に取り残された人がいるわ」

「らじゃなのです！」

「ナナ、十一時の方向に倒れた馬車の陰で泣いてる子よ！」

「イエス・アリサ」

「ミーア、砂小人達で通りを塞ふさいでる瓦礫をどけちゃって。リザさんとルルは砂小人達のサポートをお願い」

「ん、任せて」

「承知！」

「うん、頑張る」

　アリサの指揮で仲間達が救助活動に専念する。

　オレは忙しいアリサに代わって飛空艇を操縦しつつ、仲間達が手を出せない場所を中心に「理力の手」を使って救助活動を行う。

「ご主人様、あれってネル達じゃない？」

「ティファリーザさんも一緒にいます」

「エチゴヤ商会が炊き出しをしているみたいだね」

　マップを見ると王都の十数箇所で炊き出しを行っていた。オレが指示を出す前に自主的に行動してくれるとは実に頼もしい。

　オレ達も交代で食事を取り、救助活動を続ける。

　飛空艇は最外縁から順番に渦を巻く軌道で王都を巡り、貴族街に到着する頃ころには日が沈んでしまっていた。

「あ！　カリナなのです！」

「ムーノ邸は大丈夫だったみたいだね」

　赤縄が暴れたらしき近所の屋敷で、カリナ嬢が瓦礫の撤去を手伝っていた。エリーナや新人ちゃんも一緒だ。

　オレは「理力の手」で彼女達の作業を少し手助けし、「勇者様！」と嬉うれしそうに叫ぶカリナ嬢に手を振って次の場所に移動する。

　オーユゴック公爵邸やビスタール公爵邸も王城に近い位置にあるので、それなりに被害は出ていたが、怪我人は残っていないようだ。

　王城に到着したオレ達は天守閣で深々と礼をする国王や宰相に手を振り、王城周辺の救助活動を手伝う。

　一刻ほどで救助活動が一段落し、交代で休憩を取る。

　そういえば回収を忘れていた枢すう機き卿きようの「盗神の装具」は、先ほど瓦礫の下に埋まっていたのを回収した。黄土色の腕輪「盗神の装具〔贋がん作さく〕」が三つあった。三重に効果を重ねる事でオレのＡＲ表示を偽っていたようだ。

「サトゥー」

　ミーアがトテトテとオレの傍そばに来る。

「桜宝珠」

　妖よう精せい鞄かばんから出した桜色の宝珠をオレに差し出した。

　それは桜ドライアドから貰もらったモノだ。

「咲かせて」

「樹きの負担にならないかな？」

「大丈夫、蕾つぼみ」

　蕾が膨らんでいるから大丈夫らしい。

　オレは飛空艇を王桜に寄せる。

　オレも自分の「桜宝珠」を出す。

「一緒にやろう」

「ん」

　二人で桜宝珠に魔力を流す。

『ボルエナンの森のミサナリーアが、シガ王国の桜に願う。可か憐れんな花を咲かせ、厄災に昏くらく沈む人々に笑顔を届けん事を』

　桜色の輝きがオレ達から伸び、王桜を染める。

　その輝きは渦を巻くように空へ舞い上がり、王都へと広がっていく。

「うわー！」

「びゅりほ～」

「枯れ木に花を咲かせよう、なのです！」

　桜光が引くと、そこには可憐な花を満開にした桜の大樹があった。

「ご主人様、見てください！　凄いです！」

　炊き出し用のおにぎりを作っていたルルがオレを呼ぶ。

「マスター」

「ご主人様──」

　ナナとリザもオレを呼んだ後、一心に桜を見つめる。

　そこからは誰だれも喋しやべらない。

　その気持ちはよく分かる。月明かりに照らされた王桜が咲き乱れる様は、息を吞のむほどの絶景だったのだから。

「サトゥー」

　うっとりとした顔のミーアがオレの腕に頭を預ける。

「いい桜だ……」

　オレは仲間達と桜を見上げ一つ呟く。

　今日は桜と月を愛めでながら花見酒と洒落しやれ込こもうかな？








あとがき






　こんにちは、愛七ひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一七巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！

　こうして巻数を重ねる事ができているのも、読者の皆様の応援のお陰です。これからも作品を面白く盛り上げて参りますので、今後とも変わらぬご支持をお願いいたします。




　さて、それでは本巻の見どころを語るとしましょう。

　本巻は王城にある「咲かない王桜」を軸に、ＷＥＢ版を再構築しました。

　ＷＥＢ版ではあまり活躍できなかった桜守りや王女殿下といった人達も、書籍版では色々と出番が増えています。もちろん、書籍版オリジナルの人達や主人公サイドの子達も負けずに活躍しているのでご期待ください。

　これでは分かりにくいので、少しだけネタバレを混ぜつつ解説を。

　前巻でシガ八剣達と交流し、ビスタール公爵領の内紛に巻き込まれたサトゥー達でしたが、本巻では仲間達と一緒に蛇使いの大道芸を見たり、噴水見物をしたりして、のんびりと王都見物を楽しむ事に。

　迷宮都市編で十分な戦闘能力を得た仲間達は、王都で新たな自分に出会う事でしょう。

　多趣味なアリサを筆頭に、料理好きのルル、音楽好きのミーア、子供好きのナナ、絵画好きのタマ、絵本好きのポチ、修行好きのリザ。

　自分達の趣味を極める者、新しい道を見つける者、趣味を超越する者、サトゥーは陰に日向に彼女達の楽しみを支えます。もちろん、自分自身の趣味もおろそかにせず。

　もちろん、趣味だけではありません。

　国王からの叙勲を果たし、王桜の下で新たな出会いや再会が彼らを待っています。

　その出会いが良いモノになるのか、新たな波乱の切っ掛けになるのか、それは本編をご覧ください。今までの巻と同様に、最後まで読み切った後に、もう一度最初から読むと、一回目とは色々違って見えるので、宜よろしければぜひ。

　年末の王都最大のイベントである「魔禍払いの儀式」は何事もなく無事に終わるのか、サトゥー達がノンビリと年越し蕎そ麦ばや初詣を楽しむ事ができるのか、各所に鏤ちりばめたフラグを拾いつつご覧頂けると幸いです。

　あまりネタバレを書くと興ざめなので、第一七巻の内容についてはこのあたりで締めたいと思います。

　もっとも、こんな感じに色々と詰め込んだ結果、シリーズ中でも屈指の一七万文字オーバーというボリュームとなってしまいました。ぜひ、デスマ世界をたっぷりとご堪能ください。




　では恒例の謝辞を！

　担当編集のＡさんとＩ氏のお二人による的確な指摘や改稿アドバイスで、分かりにくい箇所や冗長な箇所や重複箇所が解消され、シーンの魅力や臨場感がアップしました。これからも末永くご指導ご鞭べん撻たつの程を宜しくお願いいたします。

　また、毎回素敵なイラストでデスマ世界を色鮮やかに表現してくださるＳｈｒｉさんには感謝してもしきれません。今回のルルの表紙やシスティーナ王女の口絵も素敵なのです。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売、宣伝、メディアミックスに関わった全すべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様には最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、王都ほのぼの編でお会いしましょう！


愛七ひろ


















　元・世界１位のサブキャラ育成日記　～廃プレイヤー、異世界を攻略中！～　電子特別お試し版　（著：沢村　治太郎　イラスト：まろ）
















　たかがネトゲに人生賭けちゃった男、佐藤七郎。世界ランキング一位に君臨し続けていた彼は、ひょんなことからゲームそっくりの世界へ転生してしまう。しかも、なんの育成もしていない倉庫用サブキャラクター「セカンド」の姿で!?

　世界一位の知識で超効率的に経験値稼ぎ＆スキルを習得しまくるセカンド。更に、ぽんこつ女騎士や天真爛漫な猫獣人を仲間にして、ガンガン育成しまくり最強パーティを結成!!

　仲間たちと共に、目指すはただ一つ──世界一位のみ!!








プロローグ　ちっぽけな絶望と最高の世界









　人生を賭かける。それはとても難儀なことだと知った。

　仕事、スポーツ、趣味、ギャンブル。なんでもいいが、全すべてをなげうって何かを成さんとすることは、２０３４年の日本では難しい。

　生活が、資金が、社会が、他人が、身体からだが邪魔をする。一意専心とは、ごく少数の特定の人間にのみ許された特権的恩恵。

　俺は学校などろくに通わず、成人してもろくに働かなかった。

　ただひたすらに頂いただきを目指した。

　文字通り、全てを賭けて。食事・睡眠・排せつといった最低限のこと以外の全てをそれに捧ささげた。

『世界一位』

　結果がこれだ。何百万という人間の頂点。最も優れた者の証明。

　実に爽そう快かい！　なんたる愉悦！

　世界中の誰だれもが認める完全無欠の一位。全ての者に畏い敬けいされる、まさに神の如ごとき存在。ただ一度の敗北も許されることのない史上最強の頂点。それが俺だったのだ。間違いなく、俺だった。

　俺の人生の結果。俺の人生の全て。

　フルイマージョンＶＲＭＭＯＲＰＧ『メヴィウス・オンライン』世界ランキングぶっちぎり第一位。

　それもこれも、今日までの話。




「…………」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとはまさにこのことだろう。

　先日、俺のメインキャラ『ｓｅｖｅｎ』は破壊クラツクされた。個人データだけでなくバックアップから何から全てだ。

　被害は俺だけではない。その数およそ三千人に及ぶと聞いている。それも〝上位キャラ三千人〟だ。

　犯人は既に捕まっている。奴やつも上位プレイヤーのうちの一人で、なんでも「嫉しつ妬と心から軽はずみに犯行へと及んだ」らしい。キャラクターデータ三千人分を狙ねらいすましてクラックするなど、軽はずみで行えるワケがない常軌を逸した執念による所業のはずなのだが、メディアおよび一般人はそのあたりがよくわかっていないようだった。

　さて、その後のメヴィウス・オンライン略してメヴィオンの運営からの発表はこうだ。

　曰いわく、全ての被害キャラクターの復旧は不可能。補ほ塡てんは新規キャラクター作製時における課金免除等の優遇のみ。

　何度問い合わせても、本社に突撃しても応答は変わらなかった。

「……………………」

　俺は憤ふん怒ぬと虚無感に震え憎悪とともに胃液を何度も何度も吐き出したが、俺以外のプレイヤーはどうだっただろうか。

　世論は「メヴィオン運営も被害者」といった風向きで、匿名掲示板16ｃｈでも「まあ妥当な対応だろう」とのレスがほとんど。ツベッターというＳＮＳ上ではキャラクターを消された有名配信者がプッツンして暴れまわり運営本社の爆破予告にまで発展し警察沙ざ汰たに。

　しかし、その騒ぎが収まる頃ころには、もうメヴィオンのクラック事件は完全に鎮火していた。ふざけんな。

「……はー……」

　何もやる気が起きない。何も考えられない。溜ため息いきしか出ない。もう三日も水しか口にしていない。

　俺の世界一位は、もう二度と戻ってこない。

「…………よし！」

　こんなんじゃあ、いつまで経たっても駄目だ。

　俺はパァンと膝ひざを叩たたき、気合を入れて立ち上がった。

「死のう！」





◇◇◇






「──あれ？」

　気が付けば、俺はメヴィウス・オンラインの中にいた。

　そこはキャスタル王国王都ヴィンストンの大通り、俺がよく利用する食料品店『アイシクル』の前。

　久々に見た中世ヨーロッパ風の街並み。親の顔より見ただろうこの剣と魔法のファンタジー世界に広がる風景を、もう二度と見ることはないと思っていた。だが、やはり何度見ても良いものは良い。帰ってきたなぁと感じる。

　しかし……いつの間にログインしたんだっけ？

「ちょっと、邪魔！　店の目の前でぼーっと突っ立ってんじゃないわよ！」

　背後からアイシクルの看板娘アイスちゃんの声がかかる。聞き慣れた声優さんの声だが……あれ、このセリフは聞いたことがない。知らないうちにアップデートがあったのか？

「……っ！　あ、の……ごめん。うちの店になんか用？」

　俺が振り向くと、アイスちゃんは目を見開いて驚き、何な故ぜか急にしおらしくなった。よく見ると、頰ほおを薄く朱に染めている。

「おおー、可愛かわいい！」

　俺は思わず声に出した。これは良い。とても良い。神アップデートと言っても過言ではない。

「な、なっ、なぁに言ってんのよ、もうっ！」

　すると、アイスちゃんは顔を真まっ赤かにしてそっぽを向き、そのまま恥ずかしそうに店の中へと去っていった。

　素晴らしい挙動！　もの凄すごいリアリティだ。俺がしばらくログインしていなかったうちに好感度システムか何かが導入されたのかもしれない。こっち路線も良いじゃないかクソ運営。これ目当てに相当数のプレイヤーが増えて市場が潤いそうだが……。

　…………ん？　あれ、なんか今……。

「──っ！」

　俺は食料品店のショーウィンドウに映った俺の姿を目にした。

　ああ、やっぱり。違う。『ｓｅｖｅｎ』ではない。これは──

「……セカンドか」

　頰を触り、顔を確かめながら、そいつの名前を呟つぶやいた。

　メインキャラ『ｓｅｖｅｎ』と時期を同じくして作成したサブキャラ『セカンド』。まだなんの育成もしていない、経験値ゼロの〝倉庫キャラクター〟。青黒い髪と銀色の目に透き通るような白い肌、長身細身で超絶美形の期間限定課金アバターが、ショーウィンドウのガラスの中で驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「そうか、そういえば」

　随分前に食料品店の前でログアウトしたのを思い出した。正月のイベントで使う予定だったもち米を大量に買い込み、メインキャラに渡し終えたところで放置していたのだ。

「…………はぁあああああ」

　大きな溜め息が漏れる。ｓｅｖｅｎが復活したのかと無意識に一瞬でも期待した俺がバカだった。

　俺のｓｅｖｅｎは、世界一位は、もう何ど処こにも存在しないんだ。何度も何度も嚙かみしめたはずのことなのに思い出すだけで泣きそうになる。

　駄目だ。今さらもう一度メヴィオンをやり直す気にはなれない。とっととログアウトしよう。

　……………………。

「ん？」

　ログアウトがない。というか、管理画面が開けない。バグッたか？　とりあえず緊急停止ボタンを押して現実に──？

　……あ。いや、待てよ。

「────ああ、そうか」

　そうだ。現実なんてねーよ。どうして忘れていたんだ。そうだよ。そう。俺はもう──

「死んだんだった」





◇◇◇






「え、じゃあなんでメヴィオンの中いんの？　俺」

　おかしいでしょ、これ。どういうことだよ。死後の世界がメヴィウス・オンラインってことなんですかねぇ？

　確かに、心底願ったよ。「メヴィオンの世界に生まれていたら良かったのに」と、意識のなくなるその瞬間まで呪じゆ詛そのように唱え続けた。「できることならゲームの世界に生まれたかった」なんてさ、我ながらクソみたいな辞世の句だ。

　…………もしかして、叶かなった？

　アイスちゃんのＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターらしくない人間的なセリフも、ログアウトできない理由も、そうであったとすれば頷うなずける。

「ま、待て。え、あ、痛っ！」

　……痛い。頰をつねると、痛い……ゲームなのに、痛い……!?

　………………!!

「ふぉ、Ｆｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！！」

　生まれ変わった！　ゲームの世界に!!

　さ、最高だ！　最高だッ！　最っ高だッッッ!!　ありがとう!!　ありがとう！！！

「Ｆｏｏｏｏｏｏｏ！！！！」

　俺は我を忘れた。人目など微み塵じんも気にすることなく、奇声をあげながら小一時間踊りまくった。俺にとっちゃそれほどのことだった。人生で一番嬉うれしかった。それこそ、世界一位を獲とった時よりも。何十倍も、何百倍も。

「Ｆｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！」

　何千倍も嬉しかった。




「はぁ……はぁ……はぁ……」

　流石さすがに疲れた。ステータスを見ると、ＳＰスタミナポイントがゼロになっている。

　どんだけ動き回ったんだと思ったが、そういえばこのキャラはまだ何も育成していないからステータスが初期値のままだった。当然の結果である。

「はぁ……ふぅ……」

　しかし、メヴィオンの中で息があがって疲れるなんて経験はこれが初めてだ。

　実に新感覚。実に面白い。実にテンションが上がるッ！　俺は、俺はついにネトゲの世界に来たんだ!!

「Ｆｏｏｏｏｏ「取り押さえろ！」痛ぇ!?」

「暴れるな！」

　再び舞い踊ろうとした俺を、鎧よろいを着た人たちが押さえ込む。なんだなんだ!?

「こいつで間違いないな？」

「え、ええ……店先で騒いで迷惑なので連れていって」

　食料品店の方を見ると、軽けい蔑べつの目でこっちを見やる看板娘のアイスちゃんがいた。

「何者だ貴様！」

　恐らく騎士だろうＮＰＣがそう問いかけてくる。いや、今はＮＰＣではなく〝人〟なのか？

　ともかくそう聞かれたらこう答えるしかない。

「なんだチミはってか？　そうです、私わたすが」

「連行しろ！」

「イテテテテ！　痛い！」

　痛い！　ああでも痛いって新鮮！




　……とかなんとかどうでもいいことに興奮しているうちに、俺は第三騎士団によって逮捕された。『キャスタル王国第三騎士団』というのは、まあ平たく言えば警察だな。

「どうしてあんなことをした？」

　その騎士団の詰所で、俺は取り調べを受けていた。

「ちょっと、その……テンション上がっちゃって」

　平静を取り戻した俺は、恥じ入りながら答える。

　対面に座るのは、後ろで纏まとめたプラチナブロンドの髪が素敵な凛りんとした騎士の女性だった。可愛かわいいというよりか美人だ。でもこんなＮＰＣは見たことがない。つまりこの世界特有の人物ということだろうか？

「ふむ……貴様、見たところ貴族か？　何家の者だ。何な故ぜ一人でいる。供はどうした？」

「いや、貴族というわけでは」

「我々第三騎士団に特権など通用せんぞ。誰だれであろうと法を犯せばそれは罪となる。罪は悪である。悪を裁き善良な市民を守るのが我らの責務だ」

「いや、だから貴族じゃ」

「吐け、悪徳貴族め！　もう調べはついている！」

「えぇ……」

　駄目だこいつ話になんねえ。

「そうか、だんまりか……仕方ないな」

　シャランという金属の擦こすれる音とともに、目の前の女騎士は腰のショートソードを抜いた。噓うそだろ？

「ちょっ、待てっ。話す話す、話すから！」

「ふん、最初からそうすればよいものを」

　うわあ、腹立つ。というか脅迫だろう、これは。そうか、さてはこいつアホだな？　参ったぞ、アホの相手はしたくない。

「名前と職業を言え」

「名前はセカンドです。冒険者です」

「噓をつけ！」

「どうすりゃいいんだよ……」

　出で鼻ばなを挫くじかれた。

「貴様のその服、冒険者のものとは思えんほどの仕立てだ。相当に高価なものだろう」

　ああ、なるほど。原因は装備か。確かにメインキャラほどではないが見栄えが良くなるように相応のレア服をこいつに着せていた。そのせいで今、俺は貴族と間違われているというわけか。

　…………非常にマズい。

　第三騎士団の下層部と貴族たちとの軋あつ轢れきは、ゲーム内でも有名な話だった。今取り調べをしている彼女の立場は、貴族とズブズブに癒ゆ着ちやくした上層部の下で鬱うつ憤ぷんを溜ためている正義感溢あふれる騎士といったところだろう。目の前に蔓延はびこる貴族どもの悪行、正義の名のもとに何度も追い詰めては、その度に上層部から圧力がかかり事実を握にぎり潰つぶされ……いずれこう思い始める。「自分はなんの為ために騎士になったのだ」と。

　みたいなね？　まあつまるところ、彼女は貴族がもの凄く大嫌いなのだろう。その様子から、それが人一倍のものだともわかる。そして俺は貴族っぽい装いをしている。

　……ヤッベェぞ、これ。身分を証明する物が何もない。どうしよう。

「さあ、吐け！　一体何を企たくらんで──」

　その時だった。バァーンという大きな音と同時に取調室の扉が勢い良く開き、体格の良い騎士のオッサンが入ってきた。

「シルビア！　このド阿あ呆ほうが！」

　「[image: ]ぃっ!?」

　そしてゴチーンという鈍い音とともに女騎士の頭をぶっ叩たたき、俺に頭を下げさせる。

「うちのバカが失礼した。代わって私が取り調べさせていただく」

「は、はぁ」

　シルビアと呼ばれた女騎士は、目じりに涙を浮かべて頭を押さえ「うぐぐ」と唸うなりながら退室した。かなり痛そう。

「さて、すまんな。貴殿には威力業務妨害の疑いがある。まず身分と目的を簡潔に説明願う」

　オッサンは何ごともなかったかのように口を開く。よかった、この人は話が通じそうだ。

「名前はセカンド。にじゅ、じゃなかった、えーと十七歳。冒険者」

　本当は「佐さ藤とう七しち郎ろう　二十八歳　無職　独身」だが、このキャラのステータスには十七歳と出ていたので、そっちの方を答えておいた。

　冒険者というのも偽りないだろう。メヴィオンでは、プレイヤーは冒険者として世界を旅させられる設定だったはずだ。

「なるほど。食料品店の前で奇声をあげて踊っていたところを現認されているが、何故そのようなことを？」

「つい、我を忘れて……すみません」

「認めるのだな。目的については？」

「店に迷惑かけるつもりはなくて……これといって目的はないです……」

　……なんか、うん、すげぇ情けない。ここはもうきちんとした社会の中なんだなと痛感する。いつまでもゲーム感覚でいたら駄目だ。

「なるほど。故意に営業を妨害したわけではないとの主張でよいか？」

「はい」

「わかった。では相手側にその旨を伝えてくる。その間に薬物検査を行うが構わないか？」

「は、はいぃ……」

　…………恥ずかしっ。




　その後、薬物中毒の疑いも晴れ、食料品店アイシクルの店主から示談を持ちかけてもらい、お金を支払って晴れて釈放となった。

　すみません、すみませんと何度も頭を下げる俺に「今度うちの店で何か買ってね」と言ってくれた店主のおばちゃんの優しさを絶対に忘れまいと誓う。

「……しっかし、世の中こんなんでいいのかねぇ？」

　俺はインベントリの中にある金貨の山を見て呟つぶやいた。現在の所持金は、二十億ＣＬと少し。俺の感覚で言えば大した金額ではない。

　そして示談金は、たったの十五万ＣＬぽっち。十五万ＣＬ……記憶が正しければ「これ装備して脱初級者」といったレベル帯の防具すら満足に買えない程度の金額だ。

　ああ、ちなみに貴族と勘違いされた格好良いレア服は詰所を出てからすぐに着替えた。今は街の商店で適当に買った焦げ茶色と黒のレザー装備を着ている。胴・脚・手・靴の四つ、おまけに耳ピアスを加えて合計二百三十万ＣＬだった。これが高いのか安いのか、いまいち謎だ。

　うーん、こりゃ早急にこの世界の貨幣価値を調べる必要が出てきたぞ。

「おっ」

　そんなことを考えていると「ぐぅ～」と腹の虫が鳴った。よし、丁度良いのでメシにしよう。金銭感覚を摑つかむのも、一食いくらとか一泊いくらとかそういうのが一番身近でわかりやすいんじゃないだろうか。

　俺は折角だからと大通りまで歩いて、そこそこ活気のある木造の風情ある宿屋に入った。見たところ高級宿ではないが、かといってボロ宿でもない。例えるならビジネスホテルのような丁度良い具合の宿屋だろう。

「一泊いくらですか？」

「　　」

　受付の女の子にそう聞いたのだが、彼女はぽかーんと口を開けたままこちらを見つめて何も喋しやべらない。

「あのー、もしもし？　一泊いくら？」

「へっ、あっ、ご、ごめんなさい！　えっと一泊でしたっけ!?　えーと、えーと！」

　改めて声をかけると、何故か知らないが頰ほおを染めてテンパりだした。アイスちゃんと初めて会った時もこんな感じの反応だった気がする。俺が悪いのかこれ？

「ええとですね、朝晩食事付きで一泊七千ＣＬになります。素泊まりなら四千ＣＬです」

　しばらくすると値段を教えてくれた。安ぅ!?

　え、じゃあ俺の買った全身装備二百三十万ＣＬって、実はメチャクチャ高級品だったんじゃ？　……まあいいやもう買っちまったんだ。気にしたら負け負け。

「じゃあ素泊まりで五泊」

「はい、かしこまりました！」

　受付の子は嬉き々きとした表情で頷うなずくと、部屋の鍵かぎを渡してきた。その際ちょこっと手が触れてしまったのだが、童貞の俺が童貞らしく意識して赤面するよりも先に彼女がゆでダコのように真っ赤っかになった。ここで疑念が大きくなる。

　俺は首を傾かしげながらも、今日から泊まる部屋を確認した。一人部屋にしてはそこそこ広い。明かりはランタン、ベッドはまあまあ、トイレは共同だが驚くべきことに水洗であった。風ふ呂ろは一階に浴場があるのを知っているので心配はしていない。

　俺は再び一階に降りて、ガヤガヤと賑にぎわう酒場で早めの夕食をとることにした。カウンター席に座り、この店の名物であるハンバーガーを注文する。

　待機している最中、ふと違和感を覚えた。前後左右から、ちらちら、ちらちら、と。

　……あー、なるほどわかった。めっっっっっっちゃ見られてるんだこれ。

　大勢の客で賑わう酒場のあちこちから視線を感じる。それも、特に女性からの熱のこもった眼まな差ざしを。

　ここで俺の疑念は確信へと変わった。

　原因は〝アバター〟だ。期間限定の課金アバターで超絶美形に整えた結果がこれなのだ。

　ただのネトゲキャラが美形であっても誰だれも見向きもしないが、それが現実世界であったら話は全くの別。

　凄すさまじく気分が良い。ここがもう単なるネトゲの中ではないという事実を体中にひしひしと感じ、背中をゾクゾクと快感が駆け抜け、ついつい笑みがこぼれる。

　メヴィウス・オンラインの世界。ここでの努力は、決して無駄にはならない。俺にとってこれ以上ない、たった一つの最高の条件。

「ネトゲなんか頑張ってもなんの意味もない」「ネトゲで世界一位になっても仕方がない」「早く現実に戻らないと」「ちゃんと学校に行きましょう」「真ま面じ目めに働こう」「この先どうするつもり？」

　今まで言われ続けた正論、心の奥底にあった不満。その全すべてが覆る世界。

「はは、ははは！」

　笑いがこみ上げる。

　決めた。俺、また世界一位になろう──。













　この続きは現在配信中の『元・世界１位のサブキャラ育成日記　～廃プレイヤー、異世界を攻略中！～』にてお楽しみください


(C)Harutaro Sawamura, Maro 2019
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